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　語られるのは黄金の昼下がり。

　永遠の少女の見た、真夏の夜の夢────。




　空気が茹ゆだる。

　日光はアスファルトで照りかえし、ただでさえ暑い空気をますます加熱する。都市部の夏は地じ獄ごくだ。ましてやこれでまだ七月というのだから、辟へき易えきは倍増する。八月になったら俺死ぬんじゃなかろうか。

「限界までクーラーのきいた図書室に引きこもりたい……」

「軟弱なこと言ってんじゃねー！　こんくらいの暑さがなんだってのさー！」

　暑い中でも、隣を歩く幼おさな馴な染じみの元気さは変わらない。正直ちょっとだけ羨うらやましかった。そこへいくと、死し想そう図書館は完かん璧ぺきなんだけどな。あそこは風か邪ぜひき女神のおかげか、気温が完璧に制御されてるから。

　放課後、俺と矢や口ぐち未み耶やは、学校から遠い繁はん華か街がいまで足を延ばしていた。俺の少し先をてってってと進むその姿は、やはりコーギーあたりの犬種を連想せざるをえない。優等生ゆえに、あまりこういうところには来ないのか、なんかやたらはしゃいでいるように見えた。

「そういやさマッキー、今日数学返ってきたじゃん？　点数どうだった？」

「誰が油性ペンだ。というか未耶、期末も終わって明日には終業式なんだから、そういうことは忘れさせろよ」

　数学苦手なんだよ。

　優秀な幼馴染は、期末の結果を参考に、今後もしっかり勉強しようという顔だった。俺のほうは夏休みの宿題をどう乗り切ろうかで頭がいっぱいである。とりあえず読書感想文はリヴルに手伝わせよう。

　あの悪夢の図書館。俺に隷れい属ぞくするメイドと、傲ごう岸がん不ふ遜そんな風邪ひき女神。そして一度死に、生き返った幼馴染。いつもいつでも、未耶と話すたび、俺は未耶が死んだ光景を思い出してしまう。

「お前さっきから誰とメールしてんだ？」

「んー？　カナちゃんとー。夏休み会いに行けないかなってー」

　俺は毎晩顔をあわせている、京の友人の名が出てきた。出会った時は携けい帯たいを持っていない金こん野のカナだったが、なんでも最近購入したらしい。宝石のおかげだろうか。

　先月の修学旅行を思い出す。あの時、裏では茶好きの死し書しよが好き勝手やってくれたりしたんだが、その窮きゆう地ちを助けてくれたのは金野カナ。貧乏でエセ京弁で妙みようなお節介焼きで、そして全てを食らう空腹少女だった。

　彼女がいなければどうなっていただろうか。『七つの銀器』を両手に構え、命がけで助けてくれたカナの姿は、まだ鮮烈に脳裏にある。未み耶ややクラスメイトの危機は、本来ならば関係のない金こん野のカナのおかげで救われた。

　ちなみに、一ひと月つき前の骨折はもう治っている。黒髪のメイドが丁てい寧ねいに手当てしてくれた上に、銀髪の執事が嫌いや々いやながらも、カナの命令でカルシウムたっぷりの料理を毎晩作ってくれたからだ。あの料理人マジですげえな。

　普通では有り得ない治ち癒ゆ速度なのだが、未耶含め周囲の人間には、そこまで重傷であると説明していなかったので、あっさり納なつ得とくしてくれた。

　ちなみに、骨折してた頃は、死想図書館では左手で文字を書く練習ばかりしていた。おかげで今では、どちらの腕でも同じくらいの速度で字が書けるようになっている。いや、治ってからも練習は続けているから、もしかしたら利きき腕の筆記速度も以前より増しているかもしれない。

「カナちゃんバイトで忙しそうだから、難しいんだけどね。いやはや、どうにも」

「アイツまだ走りまわってるのか」

　また行き倒れないか心配だ。今度は助けてやれない。

　いや、大丈夫か。カナは毎晩、死し食しよくレストランで山ほど食事をしている。あれだけ食ってりゃ死ぬ心配はないだろう。ゲテモノもそうでないものも、カナは分け隔へだてせずに全て食べるから。

　先月の修学旅行で、わかったことが二つある。

　一つ目は未耶のこと。やはりこれから先、未耶を筆頭に、俺の知人が狙ねらわれる可能性はかなり高い。死書を封印する過程で、連中は容よう赦しやなく手を出してくる。どいつもこいつも、人の命なんかなんとも思ってない感じで、だからこそ俺の負担は増してくる。

　先の見えない綱つな渡わたり。

　一回死んだ未耶は、記憶を女神によって修正され、何事もなかったかのように笑っている。いや、事実、未耶にとってそれは消えた過去なのだ。身体からだを二つに分断されて死んだ。そんな残ざん虐ぎやくは、彼女にとってはなかったことになっていて。

　俺は覚えている。忘れるはずもない。未耶を見るたびに、連結して浮かんでくる映像だから。

　もう一つは、金野カナのような、死の施し設せつの主のこと。

　俺は『筆記官ライター』、カナは『主賓客イーター』。その他にも何人か、それぞれの施設に対応した主がいるらしい。そいつらは、こういう言葉はあまり使いたくないが、運命的ともいえる偶ぐう然ぜんによって、俺の助けになってくれるらしい。大した理由もないのに、カナが俺のために死地に赴いたのが、その好例。

　助力は、素直にありがたい。けれど、それが女神によって企き図とされたものだとしたら、俺はそれを受けるべきなのか──いや、こんな問答は、もうどうでもいいのだったか。カナはもう心強い味方だし、俺もそれを享きよう受じゆすると決めた。

　力を貸してくれる奴やつらがいる。死書も、カナも、当然リヴルも。だったら死書の封印も、やり遂げられるかもしれなかった。

「んで、どうするキツツキ？　やっぱハンズ行く？」

「……あ？　あ、ああ。良いんじゃない、か？」

「ちょっ、噓うそっ、もー、話聞いてなかったでしょイツキー！　アンタがユズキちゃんのことで『良いんじゃないか』なんて適当なこと言うわけねー！　ちょいと、ユズキちゃんの誕生日プレゼント買いに来たってわかってる？　そっちが誘ったんじゃんさー」

　そうだ。妙みような回想のせいで、この繁はん華か街がいに来た目的を忘れてしまった。今は、あの夢の世界の事は忘れていてもいい。

　なにしろ二日後は、ユズキの誕生日なのである。丁度、夏休みの初日という覚えやすいタイミングだった。

「なんかいいよねー。自分の誕生日と一緒に夏休みが始まるっての」

「お前だって常に頭ん中、盆と正月が一緒に来てるようなもんだろうが」

「いぇーいっ！　って、んむむ？　それよく考えたら褒ほめてなくない？」

　最初から褒めてねえって。

　今日、未み耶やとここまでやってきたのは、プレゼントを見つけるため。学校から十駅くらいある繁華街だが、そこそこの都市で、これという目的もなく探し物をするには丁度いい。いくつか店をまわってみて、ユズキが喜びそうなものを探してみようか。

「なにがいいっかなーっ。なにがいいっかなーっ」

「歌うな」

「なんだよー。ユズキちゃんはあたしの妹だろー。あたしがプレゼント考えるのも当然なの────ん？」

　いつの間にか血縁関係が捏ねつ造ぞうされていた。いや、まあ、それはいい。

　なんかはしゃいでいた未耶の動きが止まった。その視線は、人通りの薄い裏路地に注がれている。

「今ちらっと……ウチの学校の制服が見えた……ような」

「それがどうした」

　別に珍しくもない。ゲーセンやカラオケのたくさんあるこの辺りは、学生が遊ぶには絶好だ。放課後にウチの高校の学生が寄っていたって不思議はない。

「んー。赤あか崎さきくんっぽかった……あと一緒に、向こうの工業高校の制服も……」

「赤崎って、隣のクラスの赤崎シンか」

「うんうん。ねー、どうしよイツキ？　あたし、すっごい嫌いやぁーな予感がすんなー。あの工業高校、ほら、あんまり評判よくないってか、素行がさー」

　言われなくてもわかっている。人が多く集まる場所には、あんまり近づきたくないものも集まってくるのだ。気の弱い隣のクラスの青年と、この辺りで有名な不良校の生徒。方程式は簡単に導き出せる。

「待てよ、まさか行く気か。なにされるかわかんねーぞ」

「こんな時に動かないでなぁにが委員長かってのー！　さあ行くぜー正義の味方！」

　厄やつ介かい事ごとに首を突っ込む気満々の未み耶やだった。そう、こいつは多分、一人でもあの裏路地に突っ込んでいくだろう。そんな危なっかしい性格なのに今までなんとか無事だったのは、そういう時には大抵俺がいて、加勢したからだ。

　未耶もきっと、俺が一緒なのを見越しているから、こうまで強気。

　穏おん便びんに済ませるなんてのはきっと無理だろう。受ける拳こぶしは一つ二つくらいで勘かん弁べんしてもらいたいんだがな。




　赤あか崎さきシン。隣のクラスで、二言三言話したことはある。

　あまり、友達の多い青年ではない、ようだ。俺も人のことは言えないが、元々根暗で、目立つようなことが嫌いらしい。第一印象では、人の神経を逆さか撫なでするようなヤツ、というところ。クラスではいじめまがいのことをされているらしく、未耶がその現場に遭そう遇ぐうしてはかばう、という場面が今まで何度かあった。もれなく俺もくっついていたが。

　今は、他校の学生三人に囲まれていた。裏路地の奥の行き止まり。逃げ場はなさそうだ。たった今殴られたところなのか、地面に転がって下を向いている。俺と未耶は路地の角を利用して、静かに様子を窺うかがっていた。

「あーあー、ダメじゃん豚ぶたぁ。ちょっと殴っただけなのに転がっちゃって」

「俺たち友達だろぉ？　なのに金出さねえとか言うからこういうことになるんだぜー？」

　工業高校の学生は三人ほど。いかにも頭の悪そうな下げ卑びた笑い声をあげていた。頭の色がそれぞれ染めた赤、青、黄と派手で、信号機のようだった。見る限りは恐きよう喝かつとか、そんな状況じゃないな。もはや強盗に近い。

　隣の未耶は今にも飛びだしそうだったが、俺はそれを片手で制した。助けるにしてもタイミングというものがある。ここで未耶が正義感に任せて突とつ撃げきしても、余計こじれるだけのように思えた。

「……お前らに、やる金なんて……ぅぐ」

「いいじゃんかよぉ。お前ん家ち金持ちなんだからさぁ。貧乏人の俺らに恵んでくれよぉ。今まで何枚もくれたじゃん？」

　赤髪が、倒れたシンの顔を踏みつける。痕あとが残らないよう加減はしているようだ。どう見ても常習犯だ。普段からこういうことをしている。

「ちょぉーっと、待ったああぁ──────ッ！」

　そして。

　そんな光景を、隣の未み耶やが黙だまって見ているはずもなかった。不正とか非行とかいう言葉が大っ嫌いな女だから。

「寄ってたかって恐きよう喝かつなんて女め々めしい真ま似ねしてんじゃねーっ！　そこの彼！　ウチの生徒！　手ぇ出してんじゃないわよっ！」

　びしりと人差し指を突きつける未耶。かっくいー。

　ではなく。止める間もなく飛び出していった未耶に、俺は顔を覆おおいたくなった。止めるにしたって俺が出て行くべきなのだ。未耶が真っ先に飛びだしては、舐なめられてしまう。

「……はっは、君ぃー、おっもしろいこと言うねえ。恐喝？　まさかまさか。俺たちちょー仲良し。今、ちょっとこいつにお金借りてただけでさ」

「とてもそうは見えないんだけどな？」

　青髪の男が愛想良い笑みを浮かべる。が、後から来た俺を見てわかりやすく舌打ちをしてくれた。ふん、俺がいなかったら未耶になにをしたか、容易に想像のつく顔だった。

「とりあえず、離してやってくれよ。知り合いが足あし蹴げにされてる光景なんて、気分の良いものじゃないんだ」

「はっ。男連れかよ。つまんねー」

　あからさま過ぎていっそ潔いさぎよい。せっかく俺が前に出て盾たてとなっているのに、未耶はわざわざ顔をだしてべーっ、とかやっていた。

「なあなあ、顔の怖い兄ちゃん。怪け我がしたくないでしょ？　女にかっこいいとこ見せたいの？　悪い事言わないからさぁ、見なかったフリしちゃえばぁ？」

　赤髪が、シンから足を離す。それだけで俺はちょっとほっとしたが、すぐ後に彼の手がポケットに入れられている事に気付いた。なんか持ってるな。ナイフだと考えておくのが妥だ当とうか。

「うっさいうっさーいっ！　このイツキはね！　そんなひきょーな真似できる男じゃないんだから！　あんたたちとは違うってーの！」

　そりゃ買いかぶりすぎだ未耶。お前がいなかったら、俺は見て見ぬフリをしてるよ。シンが小さい声で「そんな性格か……？」と呟つぶやいていたのも、俺は聞き逃さなかった。意外と慧けい眼がんじゃないか、シン。

「あっそ。じゃあ、そこの美人な子もらっちゃおうかなぁっと」

　来る。

　まずは黄の髪の男。大きくふりかぶって殴りかかってくる。すげえな。異形との戦せん闘とうに慣れきってしまったせいだろうか。不思議と怖いなんて思わなかった。むしろその一いち撃げきは遅いくらい。

「誰がお前なんかに──」

　かわしてしまった。喧けん嘩か慣れなんてしてるつもりはないんだけどな。すぐさま反はん撃げき。黄の髪の男の顔面に、容よう赦しやなく握り拳こぶしを叩たたきこむ。

　拳の作り方は、俺の母直じき伝でんだ。

「やるかっての！」

　ばぎん、という音。俺の手にも鋭い痛みが刺さる。どうやら歯が当たったらしいのだが、それだけの甲か斐いはあった。黄色髪はあっさり倒れ伏して動かなくなる。ふん。せめて金髪にすりゃいいのによ。なんだってそんな品のない色に染めてんだか。

「てめぇ！」

　次に殴りかかってくるのは青髪。

　こいつはこいつで、先ほど未み耶やにやらしい愛想を振りまいていたので気に食わない。だが──。

「ぐっ!?」

　こいつは速かった。さっきの黄色髪男とは違う。細いが鍛きたえられている腕が、ばね仕掛けのように伸びてくる。かわしたかったが、頰ほお骨ぼねに当たって思わず呻うめいた。ヒビ入っていないだろうな。いや、鼻を折られなかっただけいくらかマシか？

「イツキっ！」

「はーいはい。君はこっち。これから良いトコ連れてってやるからよ」

「ちょっ!?　なにすんのよ！　あたしに触らないでよっ！」

　赤髪が未耶に近づくのが見えた。すぐさま反転して助けたかったが、青髪の二発目が再び俺の顔面を狙ねらう。くそっ。やっぱり付け焼やき刃ばの技術ではこの程度かよ。

「……っ、お前ら、矢や口ぐちさんに……！」

　そんなシンの声が聞こえた気がした。アイツも、動けないのか。

　未耶は暴れつつ大声で喚わめいていたが、赤髪がナイフを取り出したのを見て息を飲んだ。やはり刃物を持っていたか。そのまま、毛虫のような動きで赤髪の指が未耶の肩を──。

「未耶に触ってんじゃねぇ！」

「うるせえよ。動くなよ眼鏡、この子が大事だったらさぁ。あ、お前からもお小遣いもらっちゃおうかなぁ？　ホテル代くらいにはなりそうだし？」

　ぎゃははははははは。下品な笑い声。無策すぎた。未耶に隠かくれて見ているよう厳命すべきだったのかもしれない。この状況では無理に突っ込むのも危険。せめてナイフを持ってるヤツと未耶を引き離すことができれば。

「おーぃ」

　随ずい分ぶんと、ハスキーな声が聞こえたのは。

　その時だった。

「ウチの大事な息子と、その未来の嫁になにしてんだぃ？」

　赤髪の後ろに、影が走る。聞き慣れた声だった。つーか。

　なんでいるんだ、あんたが。

　赤髪が振り向く間もない。一瞬後に、ヤツが悲鳴とともに投げ飛ばされるのが見えた。ナイフがからころと落ちる。赤髪は無様に、逆さまになってゴミ捨て場に突っ込まれていた。

「なっ」「おししょーさま！」

　未み耶やの喚かん声せい。突然の闖ちん入にゆう者しやに、青髪が警けい戒かいする。現れた影は、軽い声で。

「はいはい。暴行の現行犯な。まあどっちも殴ってたし、ここは厳重注意で済ませてやるからよ。ま、一緒に警察署いこうかぃ」

「ふざけてんじゃねぇぞ！」

　青髪が、影を相手に殴りかかる。あー、そんなんじゃダメだ。赤髪を投げ飛ばした女は、そのくらいの攻撃ではどうしようもないほどに。

　強いからよ。

「ふう。どうして伝わんないかなぁ。人がせっかく──」

　腕が、回る。俺の貧相な語ご彙いではそんな表現しかできない。両の腕が青髪の拳こぶしを受け止め、足は相手の支えを崩し、てこの原理と重心移動を駆く使しして相手のバランスを完かん膚ぷなきまでに崩壊させ。

「怪け我がなしで済ませてやろうって言ってんのに、さぁっ！」

　背骨から叩たたきつけた。

　青髪は自らの体重でアスファルトに攻撃された。吐はき出した呼気とともに、動きが止まる。それを仕掛けた女は、汗を拭ぬぐおうともせずにニヤニヤしていやがった。

「ふう。まあーったく、ここらでカツアゲは頻ひん発ぱつしてるらしいって来てみれば……なにしてんだぃ、我が息子」

「うるせえ。どう見てもお前が暴行犯だぞ」

「あるぇ？　一般市民を助けたかっこいい婦警さんに見えねぃ？」

　男二人を一いつ瞬しゆんでのしたオバサン──もとい、婦警さんは、からからと快活に笑う。少年課だかに所属している警察官には見えず、どう見たところでただのバイオレンスな年増だ。

　せめて警察官の恰かつ好こうくらいしろというに。

「見てたなら、もっと早く出てきてくれよ……」

「いやぁ、だってイツキ、お前が殴られた後じゃねーと現行犯にならねぃじゃん？」

　息子の怪我を補導の道具にするな。助けてもらった未耶は「おししょーさま！　お久しぶりです！」とか無邪気丸出しである。大事な息子と言ってたくせに扱あつかいが悪すぎないか。

　俺の母親、黒くろ間ま卯う月づき。見た目はちょっと細めなオバサンなのだが、各種武術に精通している恐るべき警察官である。彼女の持ってる武術資格は多すぎて本人も覚えていないらしい。少年課にいるよりも殺人鬼捕まえるほうがよっぽど性に合ってる気がする。

「イツキも喧けん嘩かしてたから、後でお説教な。まったく、お隣の娘さん危ない目にあわせてんじゃねーぜぃ」

「あー、おししょーさま。それはなんてーか、あたしがイツキに頼んだっていうか……」

「あり？　そうなんかぃ？」

　母は目を丸くしているが、まあ未み耶やを危ない目にあわせたのは事実。それを言い訳するつもりはない。母親は手早く伸びている信号機トリオを抱える。二人腕にかついて一人を肩に乗せているが、その怪かい力りき有り得ないだろ。

「そこのキミは……怪け我がなさそうだねぃ。イツキ、友達なんだろ？　あとよろしくぅ」

　シンに言う我が母だが、破天荒な女の登場に彼はただ目を丸くしていた。そりゃそうだ。抱えてる三人がちゃんと病院に連れてってもらえるか、若干心配になる。

「あ、今日は早めに帰るからよ。夕飯作っといてねぃ」

　少年課の刑事としてその対応は正しいのか、なんて聞くとまた面倒なことになるので黙だまっておくことにする。あの人がこれから書かされるであろう始末書の内容など、聞いたところで意味もない。

「はぁー、やっぱ強いなおししょーさま。憧あこがれの女性だよね」

「お前は仰あおぎ見る相手を間違えてる」

　家でも平気で柔道の技わざをかけてくる母親だぞ。

　いや、今は、そんなことはいい。俺の母親は気まぐれな暴風のようなもの。好き勝手して去っていくだけだ。助けてくれたことはありがたいとは思うが、幸運だとは思わない。

　それよりも。

「よお、シン。平気か」

「……これで平気に見られてたら、ちょっと驚くね」

　服についた土を払いながら、シンが軽けい蔑べつするような目を向けてきた。赤あか崎さきシンは、億おつ劫くうそうにその太った身体を持ちあげる。背が低いから、なおその横幅が強調されていた。卑ひ屈くつながらもどこか強いその視線が、俺は苦手で。

「そんな言い方すんなよ。そりゃ俺は実質なにもしてないが、ありがとうくらい」

「僕が君に感謝することなんてないよ。助けてくれなんて言った覚えもね」

　こちらの神経を逆さか撫なですることばかり言う。そんなことだからいじめられたり、カツアゲの対象にされるんだろう──なんて答えてしまうと、今度は隣の優等生の機嫌が悪くなるので黙っておく。

「大丈夫？　お金とられたりした？」

「いや、今日は未み遂すいだった。ありがとう。矢や口ぐちさんのおかげで助かったよ」

　俺は？　未耶には普通に礼を言うくせに、俺に対しては、未耶にくっついた泥どろを見るような目を向けてくる。

「あぅ、傷が……」

　未み耶やは手早くハンカチを取り出して、シンの顔の血を拭ぬぐっていた。さっき踏まれたせいか、それとも殴られてアスファルトに倒れた時にできたのだろうか。

「なに見ているんだ」

「……別に。なんでもねえよ」

　シンはあからさまな敵意でもって、俺を睨にらんだ。一方の俺も決して口が上う手まいほうではないので、どうしても適当な返答となる。結果、未耶に「もー、喧けん嘩かしないの」なんて言われてしまった。

「ダメだぜクッキー。そんな怖い顔だから友達できないんじゃんかー」

　焼き菓子になった覚えはないぞ未耶。

「赤あか崎さきくんもー。そりゃ殴られてたかもだけど、イツキにお礼くらい言わなきゃダメだよ？」

　めっ。と人差し指でシンの額を小突く。シンはそれだけで、なにか俯うつむいてぼそぼそと言った。俺にありがとうと言ったらしかったが、その目は俺ではなく未耶に向いている。

　熱病にかかった、その目。

「でも、次からは、余計な真ま似ね、しなくていいから」

　そう言って、シンは立ち上がった。お礼を言ったかと思えばこれだ。クラスでいじめられているらしいが、その原因の一部は本人にあるのかもしれない。汚れた制服のまま、シンは大通りへと出て行く。
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「……だいじょぶ、かなー」

「さあな。でも、カツアゲしてた張本人たちはもういねえし、今この辺りでなんかされるってことはないだろ」

　あの性格が直らない限り、誰かの攻こう撃げきは受け続けるかもしれないが。俺たちの高校どころか、他校の生徒にまでからまれてるとは思わなかったけどな。

　未み耶やはまだ心配そうだった。俺は、こいつのほうが気にかかる。赤あか崎さきシンとそこまで親しいわけでもないのに、積極的に口をだし手をだし、かばっている。未耶自身にあるのは、悪事は見過ごせないという単純な倫りん理り観かんと責任感。

　それが悪いたぁ言わねえがよ。

　熱病にかかったシンの目を思い出す。あれだけ優しくしてもらえれば、男ならば誰でも、と思わないでもない。いや、まあ、未耶が気付いてないみたいだし、俺の口出すことでもないのだが。シンも隠かくしているようだし、だったら俺が察してしまっても、知らぬふりをするべき事だ。

　ただ。

　その事項は必然的に俺にフィードバックする。俺は？　俺と、未耶との間に、どれほどの距離を保てばいい？　一度死んで記憶を失った未耶は、俺の事をどの程度の距離で記憶しているのだ？

　好きなヤツはいるらしい。京都で少しだけそんな話が出た。けれどそれが俺だという確証はないし、だったら俺はやはりこのままずるずると、幼おさな馴な染じみの関係を続けるしかないのか。

　ガラスでできた薄い壁かべが、俺と未耶の間にある。

　距離を間違えれば、壁は壊れる。俺も未耶も、透明な破片で傷だらけになる。

「んー、あたしらも行こっか？　プレゼント探しに」

「…………ああ」

　曖あい昧まいに頷うなずく。さっきの、瞳。未耶に惚ほれているシンの瞳。

　それが、どうしてだか、俺を糾きゆう弾だんしているように思えた。




「それで、兄あに様さま。その黒猫がとっても可か愛わいかったのです。にゃーって。にゃーって。多分まだ子供で」

　可愛いのはユズキだ。いや、言わないけどな。だって妹煩ぼん悩のうな兄貴なんてかっこ悪いだろ。ユズキの前では、猫かぶってでもかっこいい兄貴でいたいのだ。

　プレゼントは買ってきた。未耶も一緒に選んだものだから、まあはずれはないだろう。二日後の誕生日に渡すつもりだが、今日のユズキにそれを悟さとられるわけにはいかなかった。

　居間のソファに座っていると、ユズキが嬉うれしそうに今日の出来事を教えてくれる。なんだか妙みようにご機嫌なのは、久方ぶりに我が母が帰ってくるからだろう。母の黒くろ間ま卯う月づきは仕事柄、決まった時間に家に帰ってこない。きちんと夕方に帰ってくるなんて久しぶりだ。

「にゃー。にゃー」

　猫の鳴き真ま似ねをしながら、ユズキがキッチンを往復する。塾じゆくから帰ってきたばかりなのに、すぐさま夕飯の準備をしてくれた。手伝うかと聞いたらあっさり断られてしまう。「男子ちゅーぼーに入らず、です、兄様」らしい。未み耶やめ、またなにか吹きこんだな。

　手持ち無ぶ沙さ汰たではあるものの、包丁を扱あつかうユズキの傍そばを離れるわけにはいかない。ま、ご機嫌なユズキを見るだけで、俺は満足なのだが。

「兄様、今日はラザニアを作るです。こないだ、姉あね様さまに教えてもらって」

「アイツはなんでも作れるな……」

「姉様はすごいです」

「確かにすごいっちゃすごいんだが、今日みたいなことはもうごめんだ」

　親父は、随ずい分ぶん前に死んだ。事故だったと聞いている。俺がまだ五歳か六歳くらいの時の話だ。正直実感はなかった。父親が死んだなんて五歳の子供に実感できるわけもない。赤ん坊のユズキを抱えて大泣きした母と、慌あわただしい家の中だけ、よく覚えている。

　父親に関しての記憶は、そう多くはない。

　例えば、近所の花火大会の帰り、俺をおぶってくれた広い背中とか。理由は忘れたけど、なぜか俺の頭を撫なでてくれた、ごつごつしたでかい掌てのひらとか。その程度。

　親父が死んで以来、母は忙しい中、俺とユズキを育ててくれた。必然、幼いユズキの面倒は俺が見ることが多かった。昔は簡単なものを作ってやったりもしたんだが、今では料理はすっかりユズキの役目である。

　ユズキには、快活のお手本みたいな未耶が近くにいるから、今後の成長が楽しみでもある。もっとも、真似してほしくない部分も未耶にはあるんだが。例えば今日のように、いらんお節介を発はつ揮きして不良どもに特攻するとか。

「喧けん嘩か、強くならねえとな」

「兄様を傷つけるなんて、酷ひどいです。許せないです」

　家に帰ってきた時、ユズキはまず俺の顔のあざを見て泣きそうになっていた。一通り説明した（もちろんプレゼントを買いに行ったことは伏せた）ので、今ではキッチンでぷんすか怒っている。

「母はは様さまに、なにか習うです？」

「昔、ちょっと聞いたんだけどな。わかる言葉で教えてくれなかった」

　こうしてあーしてがーっとやれば敵なんてすぐ倒れるよぅ──そんな教えからなにを学べというんだ。苦労して体得したのが拳こぶしの作り方だけだった。効率悪いったらありゃしねぇ。

　順当にリヴル辺り、だろうか。剣や槍やりを使いこなす彼女なら、戦い方も教えてくれるかもしれない。幻想の図書館に佇たたずむ、白磁の死書にして司書。喧けん嘩かのやり方も、あの知識の化身は所持しているだろうか。

　死書の封印。『筆記官ライター』の責務。風か邪ぜひきの女神。一度リヴルのことが浮かぶと、それに付ふ随ずいして、次々とそんな言葉が連想された。もちろん、下半身を分断された幼おさな馴な染じみも、それを無む慈じ悲ひに行った褐かつ色しよくの死書も。

　修学旅行で『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』を封印したが、それは戦果でいえば大したことではない。あの禅ぜん僧そうは、力量でいえば小物なのだ。まだまだ、戦せん慄りつするような力を持った死書はたくさんいるのだから。

　今夜も、死想図書館へ召しよう喚かんされることだろう。そこでちょっと、リヴルに戦い方でも聞いてみようか。最近は本の講習もペースを弱め、代わりに筆記の練習を行っている。そういうのとはまた別の、肉にく弾だんによる戦い方も、知っておいて損はないだろうから。

「おぅーい、ただいまぁ」

　玄関先から、独特の伸びた声が聞こえた。先に反応したのはユズキで、エプロンも外さずに玄関へ飛んでいった。ついつい忘れがちになるのだが、あいつはまだ小学生なんだよなあ。

「いよーぅ、ただいまユズキ、良い子にしてたかぃ？」

「はい、母様」

　ユズキは母親の腰の辺りに手を回して抱きついていた。俺が想像するのはコアラである。

「イツキも大人しくしてた？　ママがいなくて寂しかったねぃ？」

「お前、飲んできてないだろうな」

　ひっついてこようとする年増を押しのける。

　ユズキの甘えたがりはこの母親に似たような気がする。しかしこの女は、隙すきあらば締め技を仕掛けてくるのでタチが悪い。彼女の半径三メートル以内は危険区域なのだ。

「ていうか二人とも、夏休みいつからだぃ？　家のこと任せていい？」

「元々大してやってないだろ。こっちは大丈夫だから、安心して補導してこい」

「ぃやぁー、助かるねぃ。夏休みだと羽目はずすガキどもの多いこと多い事……あ、ユズキは一人でセンター街のほう行っちゃダメだぜぃ。行くならイツキと一緒に行く事。なんかあったらこいつ盾たてにして逃げてきなぃ」

　酷ひどい言い草だが、ユズキのためなら盾になる覚悟くらいあるので文句はない。

「むー、母様、自分だってもう一人で」

　ユズキが小さく呟つぶやいていたが、母は聞いていなかった。わざと聞かないフリをしたのかはわからない。子供扱あつかいが不満なのはわかるが、今日俺の行ってきた場所がなにかと物騒であるのは間違いない。

「もう……十二歳に、なるのに」

　知ってるよ。プレゼント買ってあるからよ。

　けれどそれを言えるわけもなく、ユズキに火がつけっぱなしだと教えてやった。可か愛わいい妹は慌あわてたようにキッチンへと戻る。ユズキの成長に対するサプライズはまだ先だが、今ここで渡してやりたい気になってしまった。

　今は我が慢まん、我慢。な。




　次の日。終業式中に、女子生徒が一人倒れた。

　当然だろう。この真夏の中、クーラーもきかない体育館の中で、いつ終わるともしれない校長の話を延々聞き続けていたのだから。クラスの中で、心も身体も虚きよ弱じやく体質である小こ牧まき泉いずみが倒れるのは、ある意味必然だった。

　まあ、彼女は副委員長の槇まきの手によってすぐさま保健室に運ばれたので、別に問題はない。後で聞いたところによると、軽い熱中症との事だった。まあ、夏の体育館は比ひ喩ゆでもなんでもなく、地じ獄ごくだからな。

　それよりも、だ。面倒なことを言いだしたのは矢や口ぐち未み耶や。「小牧ちゃんが帰るまであたしらも帰らねー！」とかなんとか。多分小牧が心配だからだろうと思ったが、どうもそれだけではないようだ。

「生徒会長から押し付けられた仕事があるんさー。ほら、夏休み前に終わらせとかないとじゃん？」

「ああ、あのヴァイオリンができるっていう？」

「そう！　ちっくしょー、あの人あたしが憧あこがれてること見抜いてやがる！　頼まれたら断れないの知ってるんだ！　うあーん！」

　その割に随ずい分ぶん嬉うれしそうだった。憧れてる女が随分多いな、こいつは。

　ちなみに例によって副委員長はサボっている（というか、ずっと小牧の傍そばについている）ため、俺が未耶の手伝いをすることになる。つーか、槇敬けい一いち郎ろうが仕事してんの見た事ねえな、俺。

　というわけで回想終了。暑い暑いと騒ぐ未耶のために、今の俺は飲み物を買いに、学食の自販機まで行っていたのだ。空気を焦こがす灼しやく熱ねつの中では能率も落ちるので、水分摂せつ取しゆは重要だろう。問題は、どうしてそのために俺が走らされているのか、だが。

　今日は一学期の最終日。つまり、明日が夏休みの初日となり、同時にユズキの誕生日となる。仕事が終わったら、未耶と明日の誕生会について話をしないといけない。ユズキをもてなす以上、未耶の料理の腕は絶対に必要だろうしな。

　未耶の好きな炭酸サイダーを手に、廊下を歩く。夏の高温は屋内でも関係なく侵入して、やる気とか元気とか奪うばっていく。つか、クーラーがついてんのが職員室だけってのがなんかズルいよなあ。

（──────ん？）

　教室の近くまで戻って来て、話し声がすることに気付く。さっきまで教室に残っていたのは俺と未み耶やの二人だけだったはずだ。誰か来たのか？　男の太い声が混ざっている気がした。

　耳をそばだてる。この声は、赤あか崎さきシン、か？

　クラスも違うのに、わざわざ俺の教室まで来たのか。なんの用だろうと考えれば、すぐに浮かぶのは未耶だった。なにか明確な用事があるのか、ただ話したいだけなのかはわからなかったが。いずれにしても未耶と関係があるに違いない。

　ちょっとだけ、迷う。このまま入るべきか。邪じや魔ましてしまうと一いつ瞬しゆん思ったが、冷静に考えればわざわざシンと未耶を二人きりにする理由なんてない。ただ世間話をしているだけなら、俺が混ざっても悪い事はあるまい。

「君が、好きだ」

　だから。

　その言葉で一変した空気は、容よう赦しやなく俺を締め出した。教室へ入ろうとした足が止まる。

「付き合って欲しい」

　赤崎シンの声。今まで聞いた事のないほど真しん摯しな声だった。未耶は黙だまっている。シンに対して返事をする様子はない。戸惑っているのか。そりゃそうだ。出し抜けのこんな告白、固まるしかないだろう。

　未耶は、誰にでも優しい。その生来のお節介ぶりは、男に妙な勘かん違ちがいを起こさせる。もちろん、未耶だって子供じゃない。告白したこともされたこともあって、でも男と付き合ったことはないはず。

　シンが未耶に惚ほれているのはわかっていた。いじめから何度もかばわれているシンが、未耶に好意を持つのは当然と言ってもいいくらいだろう。未耶は、他人のやる事に口を出しても疎うとましく思われない、むしろその分だけ好かれる、ある種の才能のようなものを持っているから。

　だから、方程式は簡単。ダメな奴やつ、悲ひ惨さんな境きよう遇ぐうにある奴ほど、未耶のお節介の対象になる。そうして、逆に未耶を好いてしまうのだ。未耶はそいつらを好いているのではなく、ただ、放っておけない責任感がそうさせるだけ、なのだから。

　そこまで考えて。そのすれ違いのメカニズムを分ぶん析せきしたところで。

　俺は、自分が未いまだに廊下にぼうっと突っ立っている事に気付いた。

「あー……えっと、あたし……」

　状況を考えれば。

　部外者が聞くような会話じゃない。そんな事は俺にだってわかっている。じゃあ、なんで、俺は。こうして廊下の隅で、二人から姿を隠かくすような位置に移動した？　立ち去るべきだろう。シンは言うにおよばず、未耶だって告白の返事を他人に聞かれたいはずがない。

　他人。俺は、未耶にとって、他人？

「ちょ、ちょっと待ってね赤崎くん。えーと、整理するから、ね」

「……ああ。構わない。待つよ」

「うう、はずい、なぁ……」

　ここから二人の姿は見えない。声しか聞こえない。

　なあ、黒くろ間まイツキ。お前はどうしてこの場を動かないんだ。なんで二人の会話を聞いたままなんだ。お前がやっている行為は最低の部類だぞ。言い聞かせても、俺の足は動かない。目の前に、鋼はがねの刃物を突き付けられたかのように。そう、そうだ、俺は。

　俺は、未み耶やの答えが、聞きたいのだ。

「えっと……ごめんなさいっ」

　未耶が頭を下げた。俺には見えなかったが、言葉からそう思った。

　断った。シンの反応は聞こえない。断ることまでは、予想通り。やっと聞けるかもしれない。迷っていた未耶との立ち位置を、あるいはこの答えで決められるかもしれない。

　一度、そう思ってしまうと、ここを離れられるはずもなかった。

「あたし、好きな人がいるから、赤あか崎さきくんとは付き合えないです」

「…………黒間か」

　低い声は、どう考えても俺に向けられていた。いや、シンが俺がいると知るはずがない。それでも、俺は自分の今の行為を糾きゆう弾だんされている気がした。

「黒間だよね。そうだ、君たちは随ずい分ぶん仲が良いようだったからさぁ。矢や口ぐちさん、知っているかい、僕はアイツが嫌いなんだよ。君が僕をかばうたびに、いかにも助けてあげましたみたいな顔で一緒にでてくる、黒間イツキが大っ嫌いでさぁ！」

「違う！」

　ガラスの壁は、とても脆もろい。

「違う！　…………イツキじゃ、ない」

　俺は確かに、その時、ガラスの壁が崩くずれる音を聞いた。

　イツキじゃない。未耶は確かにそう言った。やはり諦あきらめられていたのか。あの日、屋上で俺の事を好きじゃないと言った未耶。あの時、嫌いやがらせなのだと困ったように笑う未耶を、俺は想定すればいいのか。

　シンがなにか言ったが、俺が聞きとれるほどはっきりしたものじゃなかった。なにを言うべきかわからないと言った様子だった。

「イツキじゃないよ。でも、好きな人はいるから。だから、ごめんなさい、赤崎くん」

　それは追い討ちだ未耶。シンにとっても、俺にとっても。あるいは、これでシンを突き放すと決めたのか。そうだ、自分がフッた相手には、冷たくするくらいで丁度いい。

　俺も。これでようやく、未耶との位置が定められる。だから、今はただ、この痛い心臓が一刻も早く治まってくれることを祈るばかり。

「そんな噓うそをついて……なんになるっていうんだ……！」

　激しい音に、俺は身体を震わせた。激げつ昂こうしたシンが、未耶になにかしたのではないか。悪い想像がいくつか頭によぎった。殴る蹴けるならまだマシだ。男の異性に対する好意が暴走すれば、ろくでもないことはいくらでも起きる。

　いや、違う。音は未み耶やを置き去りに、こちらへ増してきた。言うだけ言って出てきたのだ、と考えた時にはもう遅い。

　逃げ出すようだったシンと、目があって。

　その瞳どう孔こうが、不安定に揺ゆれているのが見えた。

「お前…………」

　卑ひ屈くつなその目が、俺に向けられる。背の低いシンは自然、俺を下から睨にらみつけてくるかたちになった。糾きゆう弾だんに似たその三さん白ぱく眼がんが、俺はとても苦手だった。

　そうか、とシンが呟つぶやいた。

「そうか、そうかそうか……知らなかったよ黒くろ間ま。お前にこんな、盗み聞きなんて趣味があるとはね。いや、なかなか良い趣味してるじゃないか。僕が告白して失敗するのはさぞ面おも白しろかっただろうね……！」

「おい、シン……」

「喋しやべるな。言い訳なんか聞きたくない。ああ、いいんじゃないのかい？　僕だって無様な人間や、無能な人間は大っ嫌いだからさ。いいよ、フラれて惨みじめな僕を哂わらえばいいじゃないか、黒間」

　なにも、言えなかった。謝る事すら、許してくれそうにないと思えた。

　見下した言葉と、見上げてくる視線が、上下から俺を苛さいなむ。教室の未耶は、シンの大声で俺に気付いただろう。

「僕なら」

　これほどまで、俺は憎まれていたのか。

　そりゃそうだ。未耶を慕う者にとって、俺は敵に映るはずだ。

「僕なら、哂うだけじゃすまさない。お前が矢や口ぐちさんにフラれたりしたら、僕は君を慰なぐさめる。そう気落ちするなよと口で言いながら、心の中で君が僕に劣っている部分を百も千も列挙して、優越者として同情してやる。君の惨めで哀れで無様な境遇を、心の底から蔑さげすんでやるんだ、僕のほうが優れているってさ……！」

「嫌われた、もんだな」

「ああ、そうだ。僕は、お前が死ぬほど嫌いなんだ。こうして向かい合っている事すら嫌いやで嫌で仕方がないんだよ。なんでかわかるかい？　お前が、矢口さんの一番近くにいるからだ！」

　声は静かなのに、いやだからこそ厳しく、シンが俺を糾弾した。恋心ってのは厄やつ介かいだ。俺を憎むなんて、逆さか恨うらみどころではない。俺はむしろ、シンに近い。

　聞こえてなかったのか、シン？

　俺はもう、未耶の好きな奴やつじゃないんだからよ。

「許さない」

　俺は、未いまだ、案か山か子しのように立ち尽くしたまま。

「絶対に、お前を許さないからな、黒くろ間ま」

　シンが、俺の肩を押しのける。こいつにこんな力があったのかと、俺は少し驚いた。太っているから運動ができない、なんてのはただの先入観か。摑つかまれた肩が、痛かった。

　怒りは正当だ。あれだけ言われても仕方のないことを、俺はした。シンの姿が見えなくなって、なおさらそう思う。とぼとぼと教室に戻った俺は、未み耶やの目にはどんな風に映ったのだろうか。

　未耶が、聞いていたの、という顔になっていた。それが俺を責めているように見えて、どうか俺の錯さつ覚かくであってくれと思った。

「あー……えー、イツキ、聞いちゃって、た？」

「ごめん」

　目が、見れない。未耶の顔を見るのが怖い。心臓が痛い。

　雪の女王という童話があった。あの話の冒ぼう頭とうは確か、悪魔の作った鏡が、ある少年の目と心臓に突き刺さる、そんな話だった。壊れたガラスの壁かべが、俺の心の臓ぞう腑ふを抉えぐりぬいたか。

「悪かった。どんな理由でも、聞いて良い内容じゃなかった」

「き、気にしないでよぉー。ほら、ね？　イツキだって、悪気あったわけじゃないっしょ？　赤あか崎さきくんだって、謝れば許してくれるって。明日、ちゃんと謝ろう？　ね？」

　先の見えない綱つな渡わたり。

　こんな邪じや道どうを使ってまで、俺は未耶との位置を定めたかった。距離を取り間違えれば、あの再現がまた。俺の脳裏に浮かぶ、分断された少女のヴィジョンが、現実のものとなってしまう気がして。でも。

「ごめん」

　謝るしかできない。たとえどんな理由があろうと、俺が最悪には違いない。

「も、もうさ、ほら、いいからっ。なに聞いてても、忘れてくれるでしょ？　そんな、気にしなくてもさ」

　未耶の慰なぐさめが、逆に辛つらかった。

　これで、未耶とどう付き合うか、決められればいいはずなのに。心臓が痛くて、どうしてか泣きそうで。

「あっ、雨、降って来てるよっ」

　気まずい空気から目をそらすように、未耶が窓の外を指した。

「イツキ。ほら、傘持ってきてないでしょ？　もぉ、しょうがないなあ。いれてやるからっ」

「……ああ、悪い」

　こんな俺を、未耶が見たくないのはよくわかった。いつもの俺と違うから、いつもの俺に戻ってほしくて。だから、こんな、必要以上に明るく、いつも通りに振舞おうとしている。

　シンに言われるまでもなく、俺は十分自分が惨みじめに思えた。




　俺と未み耶やの部屋には、それぞれお互いの側を向いた窓がある。昔はその窓を使って、互いの部屋に遊びに行ったりもしたのだが、最近はもうそんなこともしない。当然だ。それをすれば未耶に殴なぐられるし、俺がされても多分怒る。

　けど、今日は違った。

「んでさー、だから明日はあたしが買い出し行って料理作るから、フクロウはその間ユズキちゃんをどっかに……っておい、聞いてるー？」

「ああ、聞いてるよ」

　夜行性鳥類になった覚えはなかったのだが、まあそれはどうでもいい。

　窓を開けて、俺と未耶は向かいあって、明日の誕生会の話をしていた。窓とカーテンを間に挟はさんでも、会話くらいできるのに。それでも未耶がどうしても顔を見て話したいと主張したのだ。その意図は、まあわかる。

　気落ちした俺を、このお節介は放っておけなかったのだ。

「まだ気にしてんのかよぉー？　赤あか崎さきくんには明日謝ればいいじゃない？」

「そう言うけどな、明日から夏休みだろう。シンの携けい帯たい知ってんのかお前」

「あ……」

　すっかり忘れてたらしい。まあ、俺も失念していたけどな。

　この俺の気まずさは、夏休みが終わるまで引きずることになるのだろうか。いや、罪悪感はシンだけでなく、未耶に対しても。本人は気にしていないというが、そんなわけはない。

「ま、まあ、すぐ会えるっしょ。街とか行けば」

「カツアゲされてるシンに遭そう遇ぐうするかもしれない、って？」

「う……今日のイツキ、なんか意地悪じゃない？」

　そうかもしれない。

　知らず知らず、未耶に冷たくしてしまっているのかも。ガラスの壁かべは壊こわれた。未耶は、俺のことを好きじゃないと言った。だったら未耶と距離を取るのが、お互いのためかも──。

　いや、ダメだ。この事は、今は考えたくはない。

「なんか久しぶりだね、こうやって向かいあって話すの」

「普段は、お前が鍵かぎを閉め切ってるからな」

「そりゃ閉めるってーの。ここ行き来できちゃうんだからさぁ。勝手に入られたらたまんないじゃん？」

「お前、こないだの修学旅行の時、俺の部屋に入ってきたの忘れたのか？」

　過去の不法侵入を誤ご魔ま化かすためか、未耶はたはははと笑った。

　明日は、夏休み初日。ユズキの誕生会のために、色々と準備がある。今日はもう、早めに寝てしまうべきだろうか。死想図書館で紅茶の一杯でも飲めば、少しは心も落ち着くかもしれない。

　初めは恐れていたあの図書館が、いつからか静せい寂じやくを求める時の逃げ場になっているのは、不思議だった。

　廊下から響ひびく足音で、俺は部屋の前に誰かが来たと気付いた。これは母親じゃないな。多分ユズキだろう。ノックの回数でもそれが知れる。控えめな音が三回、短く連続する。この叩たたき方はユズキで間違いない。

「あり、ユズキちゃん？」

「ああ、そうみたいだな。どうしたんだ、ユズキ」

　枕まくらを抱えたユズキが、部屋に入ってきた。パジャマ姿で、目を擦こすっている。いつもならとっくに眠っているはずなのに、今日に限ってどうしたというのだろう。

「兄あに様さま…………あれ、姉あね様さまも」

「やほー、ユズキちゃんどうしたの？　お兄ちゃんが恋しくなった？」

「あ、はい」

　反射的に答えたのだろうが、その言葉で俺が嬉うれしくなってしまったのは言うまでもない。ああ、ちくしょう、本当に可か愛わいいなこの妹は。

「や、えっと、その」

　はい、なんて言ってしまって照れたのか、ユズキは真っ赤な顔を枕に押し付けた。

「何な故ぜだか……眠れなくて、それでその、昔みたいに、兄様と一緒だったら、寝れるかなって思った、です……」

「眠れないのか？」

「はい……えっと、黒猫が」

　黒猫？

　問い返そうとする前に、ユズキがふるふると首を振る。

「ごめんなさい。なんでもないです……それでその、一緒に寝てくれますか、兄様……？」

　良いも悪いもなかった。なんだかんだでユズキはまだ小学生なのだから、一人部屋で寝るのが寂しい時だってあるだろう。未み耶やのやつがシスコンだなんだと言ってくるかと思ったが、存外ニコニコしていた。ユズキの可愛さになごんだか。

「仕方ないな。明日はちゃんと一人で寝ろよ」

「はい、兄様。えっと、それであの、昔みたいに腕うで枕まくらをしてくださると、その」

「あれか……」

　ユズキが小さい頃はよくしてやった。だがユズキももう小学校を卒業する。若干年齢に相応ふさわしくない気もする。もう六年生だろ、と言ってやろうかと思ったが、すんでのところで思い直した。

　ユズキもいつまでも子供じゃない。こうして甘えてくれる回数もだんだん減るのかもしれない。そう思うと、あんまり無下にもできなかった。せいぜい兄の威い厳げんを保ちつつの、解答。

「今日だけだからな。ったく、甘えん坊な妹をもつと大変だな」

「は、はい。ありがとうございます、兄様」

　律りち儀ぎに頭を下げる。なんでだろう。その時一いつ瞬しゆんだけ、ユズキが寂さびしそうな顔になったような。なにか言いたそうに、ユズキが唇を震わせたが、結局はっきりとした言葉が出てくることはなかった。

「いいなー、あたしもユズキちゃんと一緒に寝たいー」

「だってさ、ユズキ、どうする？」

「あ、じゃあ、今度姉様の家に泊まりに行くです」

　お隣さんな上に女同士だからか、随ずい分ぶん気軽なもんだった。それだけのことで未み耶やはまたニコニコしている。まあ、気持ちはわかるのだが。

「じゃ、悪いけど、もう寝るから」

「あ、うんうんっ。おやすみイツキ、明日よろしくぅー」

　あ、バカ。明日というキーワードから、ユズキが自分の誕生日を連想するかと思ったが──既すでにベッドにぺたんと座っていたユズキに、そんな様子はなかった。目はもう半分閉じている。

　よほど眠いように見えるが、それならなおさら、寝れないという本人の証言が気にかかる。
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「兄様……」

「ああ、寝ようか。じゃあな、未み耶や」

　声をかけてから、窓を閉める。未耶の部屋はまだ明かりがついていた。これから勉強でもするのだろうか。相変わらず、人に見えない努力が好きな奴やつだと思った。

　部屋の電気を消す。全部消すとユズキが怖がるので、豆電球の黄色い明かりだけを残しておいた。そのままベッドに身体を横たえると、すぐさまユズキがひっついてくる。ぺたり。

「あの、兄様……」

「ん？」

「今日、なにかあったです？」

　一体、どういう材料から、その判断を下したのだろうか。

　それとも、直感か。ユズキは未耶と同じで、人の感情の機き微びに妙に敏感だから。いずれにしても、盗み聞きなんてやり方で未耶の真意を聞いた。そんな俺の自己嫌悪を、ユズキは感じ取ったらしい。

「や、なんにもないさ。早く寝ろ。夏休みだからって夜ふかしとかすると、母さんに怒られるぞ」

「はいです、兄様、おやすみなさいです」

　俺も目を閉じる。しばらくして、ユズキの小さな呼気が聞こえてきた。それが寝息なのか、それとも単なる息遣いなのかはわからなかった。俺ももう、半分くらい意識がまばら。死想図書館に行くのだろう、といつもの感触。現世の眠りに落ち、幻世へ覚かく醒せいする、夜のまどろみ。

　気のせいだろうか。

　すぐ傍らのユズキが、黒猫、黒猫と呟つぶやいた気がした。




　全身を襲おそう浮遊感（衝しよう撃げき）。支えが一気になくなった（襲撃）。肺内の空気が口から吐はき出された。高いところから落下したようだ、と思った（痛撃）。高いところから落ちる夢を見ていたら、ベッドからも落ちていた。あの、幻まぼろしの墜つい落らくの感触（撃墜）。

　白いテーブルに、突っ伏していた。

「………………なん、だ？」

　何度か瞬まばたきをする。目に入った光景は、随ずい分ぶん見慣れないものだった。

　白いクロスのかけられた、それは長テーブルだった。テーブルの上にはティーポットやカップ。三段になったティースタンドには、スコーン、だったか。あとはマフィンとか、ブリオッシュ？　区別もよくわからないお茶菓子が乗せられていた。シュガーポット、ジャムやバターもあちこちに。これは、なんだ、まるでティーパーティーのテーブルだ。

　なんか窮きゆう屈くつだと思ったら、俺はいつの間にかタキシードを着込んでいた。首には紐ひもみたいなネクタイが蝶ちよう々ちよう結びとなっている。妙に視界が狭いと思ったら、頭にはシルクハットをかぶっていた。どこかのイギリス紳しん士しみたいな恰かつ好こうだ。

　辺りを見回す。どこかの庭園のように見える。いつかの異次元の森のように、色彩感覚が狂ったりはしていないが、どこか違和感がある。例えば近くには赤や青、黄や白のバラが咲き誇る生いけ垣がき。同じ場所にこんなに色とりどりのバラが咲くものだろうか？

　テーブルのすぐ傍そばには、高い樹木。この木の梢こずえを日陰に利用して、お茶会を開くってことか。そりゃ確かに優雅で良さそうだが、上から毛虫とか落ちてきたらどうするんだろう。

　近くには西洋風の邸てい宅たくがある。白い壁は大理石かなにかだろうか。どうやらこの庭園は、その白い屋敷の庭らしいが──その屋敷には、玄関が見当たらない。いや、それどころか、窓もない。どうやって出入りをするんだ？

　何な故ぜか、言いようもなく、不気味に思えてしまった。

「なん、なんだ……」

　回想をしよう。俺はユズキと一緒に寝た。ユズキが眠れないと言ったからだ。いつも通りならば、俺は死想図書館へと行くはず。あの異次元で、司書とともに本の講習を受けるはずだ。

　なら、ここは死想図書館なのか？

「まさか」

　本の一冊もない。そもそも屋内ですらない。死想図書館でも、死食レストランでもない。では、他の死の施し設せつか？

　とてもそうは思えなかった。これは、なにか、もっと別の。

「イツキ様」

　涼すずしげなその声音に、俺は安心した。聞き慣れた声だ。いつものように、図書館に佇たたずむメイド服がそこにあると思った。少なくとも、リヴルさえいてくれれば、この不可解な状況になんらかの解説を────。

「イツキ様。このような恰好で失礼いたします」

「……お前、なにしてるんだ」

「はあ、どうやらバニーガールの服装のようですね」

　庭園のお茶会の場に、黒髪のバニーガール。これほどシュールな光景もそうはあるまい。いつものメイド服にはもう飽きたのだろうか。

　頭にはご丁てい寧ねいにウサギ耳。腰の部分には白い毛玉のような尻尾しつぽまでくっついている。いつも束ねている黒髪は下ろしていて、それがまた服装と似合っていた。

　元々人形みたいにスタイルのいい女だが、今では服装のせいで足がとても細く長く見えた。そこそこある胸の谷間とか、網あみタイツの足に目がいってしまうのは仕方がないだろう。後でなんか羽は織おらせてやるべきか。

　幻想の司書にして死書。『筆記官ライター』の命を余さず遂すい行こうする隷れい属ぞく、その名、リヴル・ブランシェ。

「イツキ様こそ、見事な正装をなさっているではありませんか」

「好きでやっているわけじゃない。なんなんだこれは、エレシュキガルが宴えん会かいでもやりたがったのか？」

　有り得る。いかにも傲ごう慢まんなあの女神なら、シルクハットからハトを出せ、くらいは言いそうだった。

「いえ、イツキ様、そうではありません」

「なら」

「ここは、死想図書館とは違う空間です。意図的に断絶し、我々を誘いこんだ後、この空間は閉へい鎖さされました。異次元というより、空間に作成された牢ろう獄ごく、というべきでしょう。あるいは、これを行った者になぞらえるならば、最も適当な呼び方は一つでしょうか──ワンダーランド、と」

　リヴルの声音がいつになく真剣であることに、俺はようやく気付いた。相変わらず、この司書は感情が読み取れない。以前の俺だったら、その瞳にあるわずかの焦しよう燥そう感に気付くこともなかっただろう。

　ふざけた恰かつ好こうのくせに、リヴルはどうしてか焦あせっていた。

「ワンダーランド、って」

「イエス、マイライター。これはおそらくは死書の仕業です。この空間を作成したのは、異次元と異世界の構築を最も得意とする、悪夢と無邪気の少女幻想」

「なんだ、なに言ってんだ」

「イツキ様、警けい戒かいなさってください。おそらく敵は『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』。ここは既すでに、かの永遠の偶ぐう像ぞうの支配する空間。狂った夢の終わらない、停てい滞たいした遊ゆう戯ぎのネバーランドです」

　誰でも知っている児童文学の名前とともに、淡々と奏でられるその声音。リヴルのその声と音が、俺に嫌いやな記憶を思い起こさせた。学校の図書室からつながった異次元とか、京の都における悪夢のごとき戦いが。

　この不可思議な光景は、あれらと一緒なのかと、俺はようやく思い知った。

















幕間一　シン・罪シン・深シン












　赤あか崎さきシンは、傘も差さずに歩いていた。夏特有の、一過性の豪雨。淀よどむ空気。雨に濡ぬれるシンの目は、黒くろ間まイツキへの憎悪で揺ゆれていた。ぬるい雨が彼の身体からだを濡らす。

　通行人の目も気にせず、シンはいらいらと唇を嚙かみしめる。どうしてこんなことになったのか。その原因を順番に考えていた。

　未み耶やへの告白は、本当はもっと上う手まくするつもりだった。シンの頭の中には、ある程度のシナリオができていた。けれど、彼女の隣にはいつも厄やつ介かいな黒間イツキがいたから、なかなかシンの思い通りに事は運んでくれなかった。

　それが変わったのは、今日の放課後。たまたま教室には、矢や口ぐち未耶が一人。それは、シンにとっても青天の霹へき靂れきだった。これを逃したらチャンスがないと思った。黒間イツキがいないのならば、想いを告げるのは今しかない。告白の成否など、その時は頭から飛んでいた。

　だが、まさか黒間イツキが盗み聞きなどしているとは思わなかった。もとから気に食わない男だったが、これで判明した。黒間イツキは、シンの知る限りでも最底辺の俗ぞく物ぶつだ。

　赤崎シンは、劣れつ悪あくな人間をたくさん知っていた。黒間イツキだけではない。この世界のほとんどの人間は、目も当てられぬ劣等人種だ。

　たとえば、金が世の全てと信じ、家に帰らず仕事ばかりの父親。そのせいでシンに依存し、自分の言う事を全て聞く代わりにやたら干かん渉しようしてくる奴ど隷れいのような母親。自分がなにか話すたび、些さ細さいな行動をするたびにデブが豚ぶたがと嘲あざ笑わらうクラスメイトども。シンが金持ちなのを良い事に、アリのように群がってくる頭の悪そうな街の不良たち。

　どいつもこいつも、劣悪で俗物。蒙もう昧まいな思想、貧ひん弱じやくな知識。大して頭も良くないくせに、一人前のような顔をして生きている。何な故ぜ生きていられるのだろう。どうしてこいつらは低レベルな自分を恥はじて今すぐ自害しないのだろうと、シンは常々不思議でならなかった。

　連中に、自分を恥じるなんて人間らしい考えがあるわけないのだと、最近ようやく気付いた。

　だがそんな、多くの人間が動物以下の行為に時間を費やしている中で、矢口未耶は違った。彼女は劣悪な社会の中にあって、シンにも信じられないくらい綺き麗れいに生きていた。

　いじめからかばってくれていて、けれど矢口未耶はそのことでいじめられるどころか、優等生のように周囲から評価されている。俗物どもにも、矢口未耶の魅み力りよくがわかるのだ。明るさの中に毅き然ぜんとした意思をもち、生まれながらのカリスマで人の上に立つ矢口未耶に、俗物どもが近づいていいはずがない。

　事実、矢や口ぐち未み耶やは孤高だった。少なくともシンにはそう見えた。委員長である彼女は、特別誰かと親しくしているようには思えなかった。誰にも平等で、ゆえに誰とも一定の距離をとって接しているのだ。それがこそ、彼女が俗ぞく物ぶつとは違う証だった。

　ただ一人、黒くろ間まイツキを除いては。

　あの俗物は、俗物のくせに、いや誰よりも俗物であるがゆえに、矢口未耶が『違う』ということがわからない。黒間イツキごときが軽々と近づいていい存在ではないと理解できない。信じられないほどの劣等人種だから。

　そしてそれなのに、執しつ拗ように自分の邪じや魔まをする。自分から矢口未耶を遠ざける。

　黒間イツキさえいなければ、本来聡そう明めいなはずの矢口未耶の目は覚める。この俗物ばかりの世界で、赤あか崎さきシンは特別だと気付いてくれる。黒間イツキなどとは比べものにならない人間だと、彼女は理解してくれる。

　赤崎シンはプライドの高い人間だった。最初から大きいプライドは、周囲から嘲ちよう笑しようされるうちに内側へと肥大化し膨ぼう張ちようする。上う手まくいかない現状を解決する力がないから、せめて自分は周囲と違うのだと思いこむ。ただでさえ高いプライドが成長して、他者より下にいることを許さない。どんな手段を使っても、他者を見下さなければ気に食わない。たとえ、それが無む根こん拠きよの傲ごう慢まんだとしても。

「絶対に……アイツを……！」

　通行人が避けることも気にせずに、シンは呟つぶやいた。ぬるい雨がシンの汗と混ざり合って不快だった。この不快ぶりすら黒間イツキのせいだと思った。

　アイツを。

　黒間イツキを、どうにかして。

「あの」

　どうやって、イツキをどんな風に、あの劣等に相応ふさわしいやり方で排はい除じよするべきだろうか。シンが持ち前の短絡思考で、そう考え始めた時だった。

　少女の声が、シンを呼び止めた。

「………………なんだ、今、忙しいんだ」

　シンが煩わずらわしく振り返る。彼の背後に、まだ幼い少女がいた。シンの未いまだ見た事のないような、不思議な笑みを浮かべていた。

　夏の雨は、もう止やんでいた。




　それが、不思議の国の始まり。

　歪ゆがんだ色彩の中。幼い偶像が、正体不明の獣けものを誘惑する。無邪気と悪夢のワンダーランドは、一度入れば出られない。

　その代わり。

「殺させてあげる、ジャバウォック。貴方あなたの一番嫌いなお友達を、ね？」







[image: 第二章　「私は発情しています」と三月ウサギが言いました]
















「『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』、原題は不思議アリスズ・アの国のドベンチヤーアリスズ・イン・ワの冒険ンダーランドですが、英語ではしばしば省略され、前者の名前が使われることもあるそうです。ルイス・キャロルが知人の三姉妹に語った内容を本にまとめ出版したものであり、イギリスの文化を下敷きにしたことわざや童どう謡ようからの引用や、ルイス・キャロル独自の造ぞう語ご、掛け言葉や洒落しやれ言葉が作品に深みをもたらしていると言っていいでしょう。ただ、刊行されたものと、ルイス・キャロルが三姉妹に直接語った内容とは細部に齟そ齬ごがあります。それらがまったく同一ではないことから、最初に語られそのまま消えた口述の『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』が、死し書しよとなって死し想そう図書館に保存されていました」

　リヴルが紅茶を準備しながら、解説を続ける。目の前に本格的なティーセットがあるのだからとやらせたのだが、こんな得体のしれない世界の茶器を使って、ちゃんと飲めるものができるだろうか。俺は椅い子すに座りながら、いつも以上に露ろ出しゆつ度の高いリヴルを眺ながめていた。

　メイド服ではないせいか、違和感が半はん端ぱない。

「主人公アリスは無邪気で幼い少女です。ナンセンス文学の始まりとも言われ、夢幻で、理不尽なワンダーランドを旅します。ここにおいて、『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』には悪夢と少女性が加味されます。死書アリスは幼く、未いまだ穢けがれを知らぬ幼女であり、そしてそれゆえに残ざん酷こく無む比ひ。好奇心も旺おう盛せいで、真っ先に図書館から逃げ出した死書の一冊でもあります。作者ルイス・キャロルがロリータ・コンプレックスであったと言われるのも、作品が帯びる冒おかしがたい少女性のゆえでしょう。もっとも、キャロルの少女性愛説に明確な根拠は存在しないようですが」

「…………わからん。なにが言いたい？」

「私が述べたいのは死書アリスの性質です。イギリスはビクトリア時代の伝統をくみ、主人公に無む垢くな少女を据えた『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』は、無邪気さと好奇心とともに、子供特有の残酷性をもっているのです。イツキ様、紅茶が入りました、私が先に毒見を」

　毒見って、おい。止める前にリヴルは一口、琥こ珀はくの液体を啜すする。小さく頷うなずいてから、大丈夫のようですねと俺の前に出してくれた。その度たびにリヴルの揺ゆれる胸元とか、ぴこぴこと動くウサギ耳とかが気になって仕方がない。

「その耳、カチューシャか？」

「いえ、直接頭部から生えています。このワンダーランドに放り込まれた途端に、このような姿になっていました。イツキ様も同様ではありませんか？」

「ああ、気付いたらここにいたし、服も勝手にこんなんになってた」

　タキシードが窮きゆう屈くつで仕方ない。帽子はまあ、少しは洒落た気分にさせてくれるが。

「この姿は三月ウサギマーチヘアを模もしたもののようですね。狂ったお茶会に参加する、辻つじ褄つまのあわないことばかり言うウサギです。ここが、かの茶会であるならば、イツキ様の服装は気違い帽子屋マツドハツターである可能性が高いです。シルクハット、よくお似合いです、イツキ様」

「……お前の服も似合ってるぞ」

　もちろん良くない意味で。ウサギだからバニーガールってのはどんな発想だ。

「けどよ、なんで作中の登場人物になってんだ？　なんか意味があるのか？」

「わかりません。しかし、死書アリスの細かい行動に意味を求めるのはナンセンスです。相手は不条理の塊かたまりであり、好奇心と遊ゆう戯ぎ性の象徴です。アリスが面おも白しろいと思ったから着替えさせた、ということは十分に有り得るでしょう」

「んなバカな。意味なくこんなことするってのか」

「はい。アリスのほとんどの行為は、楽しむために行われます。アリスが最も優先するのは享きよう楽らく性です。ワンダーランドを構築し、我々をアリス内の登場人物に擬ぎしたのも、アリスが楽しみたいがゆえ。少なくとも『邪神秘法書ネクロノミコン』や『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』のごとく、『筆記官ライター』が死書にとっての敵であるから、という理由でイツキ様を狙ねらっている訳ではないかと思われます」

　紅茶を啜すすりながら、俺はリヴルの話を聞いていた。今までの死書とは目的が違う、ということなのか？　紅茶からは妙みような味もせず、いつもリヴルが作ってくれるそれだった。

「死書からの、明確な攻こう撃げきは初でしたね。我々は後ご手てに回ってしまいました。今まで以上に慎しん重ちように行動しなければ、アリスの罠わなにかかる可能性もあるでしょう」

「……でもよ、本当にそのアリスの仕業なのか。確か童話だと、アリスってのは迷いこむほうだろ？　これじゃ迷いこんでるのは俺たちじゃないか。逆になってんじゃん」

「それは『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』作中の主人公としてのアリス、ですね。我々の敵、アリスは、死書であり、主人公アリスをも内包する物語そのものです。便べん宜ぎ上アリスと呼んでいますが、死書アリスと物語の主人公アリスは別物です。アリスの物語を全て内包し、異空間に再現できる。それがアリス──『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』の能力です」

　俺たちが相手にするのは、あくまで死書。物語の登場人物ではないということか。意味はわかるが、どっちもアリスと呼ぶからややこしくて仕方がないな。

「ただ、いずれにせよ、アリスの目的のままに行動する必要などありません。このワンダーランドから一刻も早く抜け出すべきでしょう。ここはアリスの庭、どのような事でも起こり得ます。今すぐアリスが襲しゆう撃げきしてきてもおかしくありません。ここは撤てつ退たいを旨むねとすべきです」

　随ずい分ぶん、リヴルにしては消極的だな、と思った。この奴ど隷れいは、死書を封印するための存在ではないのか？　それが、死書を目の前にして撤退するべきである、などと。

「封印はいいのか？」

「この状態では封印はできません。アリスを打ち倒し、力を失わせてこのワンダーランドを消しよう滅めつ、崩ほう壊かいさせることはできるでしょう。しかしそこまでした場合、死書アリスがそのままの形で残っているかは疑問です。アリスまで消滅してしまえば、封印もできず、我々の存在意義もない。確実な封印のためにも、脱出を最優先に。そしてその上で、アリスを本の形にまで戻します」

　死書は生け捕りにしなくてはいけない。ここから脱出するためにアリスを殺してしまえば、それは本末転倒ってことか。

「……このワンダーランドの仕組みもわかってねえのに、次から次へとややこしいな。けどよリヴル、その話は、どっかに出口があるって前提だよな？」

　この世界はアリスが作り出した。リヴルはそんなことを言っていた。ならば、俺たちが簡単に出られるようにしているとは思えない。最悪、出口がないことも考えられるのではないだろうか。

「いえ、イツキ様。出口は必ずございます。アリスの思惑とは別に、この空間はそういうものなのです──今、簡単にご説明を」

　なにをするのかと思えば、リヴルがテーブルの上にある洒落しやれたビンを手にとった。中には飴あめ玉だまが詰まっていたが、リヴルはその中身を全て取り出してしまう。ばらばらと皿に転がる、カラフルな菓子に酔いそうだ。

「例えばこのビンの中に、船を作るといたします」

　リヴルが唐とう突とつに、ボトルシップの例えを持ちだしてきた。

「ご想像ください。このガラスで区切られた内部がワンダーランド。中に作られる船がすなわち、この茶会や、アリスの登場人物に擬ぎされた我々であり、内部の『作品』ということになります」

「なにもない場所に、死書が世界を創ったってことか？」

「イエス、マイライター。他と断絶し孤こ立りつさせた空間内なら、アリスはある程度自由に世界を構築することができます。ボトルシップを作るように。その際、アリスはどのようにしてビンの中の世界を作り出すかは……申し訳ありません、失礼いたします」

　リヴルを立たせているのもなんなので、椅い子すを引いて隣に座らせてやった。ウサギの尻尾しつぽのせいか、若干座りにくそうではある。

「ビンの中の船と同じです。この小さなビンの口から細かい部品をさしこみ、器具を用いて内部の船を組み立てます。アリスが身体からだを小さくして、自らビンの中に入って内部を組み立てたかもしれません」

「そんなことができるのか？」

「まあ、あくまで例え話ですので。ボトルシップの例を全てこのワンダーランドに適用できるわけではありません。重要な事は、イツキ様、ワンダーランドを構築する際は、材料を外から持ってくるために、外部との出入り口が不可欠であるということです。すなわちここが、出口です」

　とんとん、とビンの入口を叩たたくリヴル。回りくどいが、ビンの比ひ喩ゆを用いた理由がようやくわかった。材料、つまりアリスの世界の登場人物にされた俺たちも、そのビンの口から入ってきたはずだから。

「なるほどな。作るときにはビンの口が必要だったってわけか。でもよリヴル、もう今ではそのビンの口が塞ふさがれたりしてる、ってことはないのか？」

　コルクでもなんでもいい。そのビンの口が塞がれてしまえば、中にいる船は外に出られない。出口が、ない。

「その可能性はあります。が、その場合は、空間の主であるアリスがどこにいるかが問題となります。アリスがビンの中にいるとすれば、ワンダーランドは完全密みつ閉ぺいされているとは考えにくい。そんな事をすればアリス自身も出られませんから。なんらかの脱出手段があることは、むしろ確実になると言えるでしょう」

「アリスがビンの外にいる場合は？　外から見て楽しんでるってことはないのか？」

「ボトルシップなら観賞も可能でしょう。ですが、このワンダーランドは空間です。別空間からこの空間を覗のぞき見ることは難しいかもしれません。もしアリスが、我々の慌あわてふためく様を見たいのであれば、むしろワンダーランド内にいる可能性のほうが高いです。

　仮に、アリスが空間の外にいたとするなら、それはそれで好都合。密閉されたビンの中の船には、外から手出しができません。我々はこのワンダーランドで、アリスの妨害を受けず行動できます。邪じや魔まが入らない中、脱出の策を練ねることができるでしょう──が、その可能性は考えなくてもよろしいかと」

　妙みように断定的に、リヴルは言った。はて、この確信の理由は一体なんだろうか。少し考えて、以前言っていたことを思い出した。

「ああ、そうか。死書レーダー」

「その名称を定着させてよろしいのですか……？　いえ、ともかく、おっしゃる通りです、イツキ様。この空間は広大に見えますが、その実、とても狭い。遠近法や錯さく視しを利用し、実際以上に広く見せかけているだけです。感じられるのは気配程度ですが、空間内部にいるのはほぼ間違いないかと。アリスがこちらに敵意をもっていないため、若干希薄な気配ではあるのですが……」

　リヴルは人型であるが、その実態は本、死書である。そのせいか、同属である死書の気配は、近づけば感じとることができるらしい。どういう仕組みかはわからないが、さすが死想図書館の司書というところか。

　アリスが空間内にいる。ということは、脱出手段があるのは間違いないということ。

　ならば、第一目標が脱出であることには俺も賛成だ。こんな訳のわからない場所で、訳のわからない死書のために帽子屋の恰かつ好こうなんてしていられるか。この服窮きゆう屈くつなんだよ。リヴルは色んな意味で開放的だが。

「わざわざ、我々にこのような恰好をさせているのです。アリスにも、その享きよう楽らくを満たすため、我々の様子を近くで見ているほうが可能性として高いかと」

「ふん？　お前をウサギにしているのは、遊ぶためなんだろ」

「イエス、マイライター。確かに遊ゆう戯ぎ性が目的ではあるのでしょう。問題は、この恰かつ好こうをさせた我々を玩具おもちやにして、アリスがどのように遊ぼうとしているのか、です。三月ウサギマーチヘアは帽子屋、ネムリネズミとともに茶会を行う存在であり、イギリスの慣用句『三月のウサギのようにマツド・アズ・ア・気が狂っているマーチ・ヘア』から生まれたキャラクターです。この慣用句の由来は、三月の繁はん殖しよく期きの野ウサギが、狂った行動をすることに由来するそうです。もっとも、実際のウサギは三月に限らず年中発情期であり、ゆえに繁殖力も高いのですが」

「へえ」

　紅茶を啜すする。この際、三月ウサギマーチヘアの由来などはどうでも良かった。この紅茶を飲み終わったら、リヴルとともに脱出の方法を探さないと。

「つまりイツキ様、私は発情しています」

「ぶっ!?」

　飲みかけ紅茶がぱたたと散らばった。タキシードを濡ぬらしてえずく俺に対して、リヴルは冷静にナプキンを手に取る。

「耳や尻尾しつぽが生えているのもそうですが、服装だけでなく身体面にも手を加えられたようです。実は先ほどから身体の各所に、性的興奮の兆候が見られます」

「ぶっ……げほっ……お、おいリヴル。つまり、お前アレか。野ウサギと同じ状態になってるってことか」

　俺の噴ふき出した紅茶を、リヴルが何食わぬ顔でふき取った。表情にいつもと違うところは見られない。心なしか頰ほおが赤いか？　でも変化といえるほどじゃない。それよりむしろ、さっきからぴこぴこ動いている頭の耳のほうがわかりやすいか。この落ち着きのなさは、確かに、いつもと違うリヴルの感情表現。

「有り体ていに言ってしまえば切ないのです、イツキ様」

　夜よ伽とぎだのなんだので普段から発情しているようなリヴルではあるが、今回は彼女本人の意思とは関係ないらしい。なおさら深刻だった。

「不ぶ躾しつけなお願いとは存じますが、その、イツキ様が慰めてくださると」

「ふざけた事言ってんな。その耳取れば案外治まったりするんじゃないのか？」

　長く伸びたウサギ耳を摑つかんでみる。もちろん軽く。それなのに。

「ひゃぅあんっ!?」

「ッ!?」

　聞いた事もないような声をあげて、リヴルがしなだれかかってきた。なんだ？　顔もいきなり真っ赤になっているし、目がぎゅっと閉じていた。

　この耳に触ったから、なのか？　確かめるために、ちょっとくいくいと弄いじってみる。

「んっ、あっ、ぅあんっ」

　くいくい「あっあぁっ」ふにふにふに「んあっ。んぅーっ！」ぎゅーっ「ひゃうあぅっ!?」

　やべえ。ちょっと面おも白しろい。

「い、イツキ様……あまりに、ご無体な……」

「ご無体ってお前」

「な、何な故ぜかはわかりませんが、この耳は、外部からの刺激に必要以上に敏感となっているようです……性感帯といいますか」

「この話はもう終わりだっ！」

　耳から手を離す。ウサギ耳はまだしばらくぴくぴくしていて、それにあわせるようにリヴルが深呼吸していた。顔は真っ赤。こんなリヴルは初めて見る。

「俺はお前にそんなことする気は毛頭ないし、今はそんな場合でもないだろうが。脱出が最優先と言ったのはお前だぞ、リヴル」

　自じ戒かいの意味もこめ、俺はそう言った。なんでリヴルはちょっと不満気なんだよ。無表情が、ほんの少しだけ拗すねているようにも見えた。わかるのは俺くらいであろう、微び細さいなリヴルの感情表現。

「仰おつしやる通りです。大変失礼いたしました。イツキ様」

「本当に失礼だったからな」

「未いまだ発情は続いていますが問題はありません。いずれ死想図書館に帰ればすぐさま行為に」
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　頼むからやめてくれ。いつか自制のきかなくなりそうな自分が本気で嫌いやになってくる。その時、この人形のようなメイドはされるがままだという確信がある。

　だからこそだ。

　命令のままに全てを行う彼女だからこそ、そこに禁きん忌きを作らなくては。

「お前のほうは、身体が弄いじられてるのはわかった。他になんもされていないな？」

「ありません。耳と尾、性感に関しての操作だけのようです。アリスが私たちを狙ねらうつもりなら、その時点で、アリスに有利な細工も可能だったはずです。場合によっては殺すことも」

「やっぱり、アリスは俺たちを狙っているわけじゃない……のか？」

「わかりません。ただ、アリスの行動は愉快犯的です。私たちの命を狙っているにせよ、そこに遊ゆう戯ぎ性を見みい出だすのかもしれません」

　頭の帽子のつばに触れる。タキシードはともかく、シルクハットは表情を隠かくしてくれるので、少しありがたかった。リヴルも、なんだかんだで衣装は気に入っているように見える。

「しかしイツキ様、そもそもアリスに害意がなければ、ワンダーランドに呼び出すことなどしないと考えられます。目的がなにかは不明ですが、ここに留まることは危険です。一刻も早く抜け出すべきです」

「わかってるよリヴル。いつまでも紅茶飲んでられない。『真白き本』は……」

「こちらに。何な故ぜかテーブルの上に置いてありましたが」

　リヴルが、白い装丁の本を渡してくれる。羽根ペンと一緒に。普段、死想図書館へ行く時ならば、この本はいつの間にか俺が手に持っている。それが今回は、あつらえたようにテーブルの上に。

　死書のアリスが、そういう風に演出したのか？

「気に食わねえな。なんか、ヤツの手の内って感じで」

「はい。ここに私たちを呼びこんだ際、アリスならば『真白き本』もどうとでも処分できたはず。それをわざわざこの場に置いている。あからさまな挑発ともとれますが、あるいは他に明確な狙いが………………いえ、これは？」

　リヴルの眉まゆがわずかに歪ゆがむ。ウサギの耳が警けい戒かいするようにぴんと伸ばされた。

「イツキ様、申し訳ありませんが、私になにか記入していただけますか？」

「あ？　あ、ああ」

　羽根ペンを手に取る。言われるがままに、書きこんでみた。じゃあ、そうだな。いつか使った武器を具現化アツプロードしてみるか。文面は覚えている。




　其そは火の巨人の破は壊かいとしてか。豊ほう穣じようの神王の象徴としてか。

　九の鍵かぎの封印を裂いて、現れるは破壊の枝。幻想の内で数多あまた屠ほふった名具。その先せん端たんは、火の（不エ具ラ合ーが発生しました）（検けん索さく失敗。死想図書館との接続が確認できません）（これまでの記述内容は削除されます）（改めて書きなおす場合は、死想図書館との接続を完了してから再実行してください）




　白紙のページに次々と浮かび上がるエラーメッセージ。接続が、できていない？

「どういうことだ、これは」

「言葉通りです。このワンダーランドはビンの中の船。完全に外界と断絶しています。そしてそれゆえ、死想図書館との通信が切断されています。筆記による死書の検索も、死書の記述から幻げん想そうを具現化することもできなくなっています」

　リヴルの複雑な言葉を一言で表すならこうなる。戦えない、と。

　やられた。これ見よがしに『真白き本』がテーブルの上に置いてあった理由が、ようやくわかった。このワンダーランドに誘さそい込んだのは、これが狙ねらいか。なにが目的が不明、だ。

　こちらの武器を封ふうじている。呼びこんだ時点で、十分俺たちに害意を持ってるじゃないか。

「マジ、かよ……」

　アリスの狙いはわからない。だが、俺たちを無事に帰してくれるとはとても思えない。『真白き本』が使えないままで、このワンダーランドを渡り歩くなど。

「このままでは危険です。私たちに防衛手段がありません。なんらかの対策を講じなければ…………ぅんっ!?」

　びくりとリヴルが震えた。またかよ。発情がどうとかもういいんだけど。ウサギ耳がぴくぴくと痙けい攣れんして、リヴルの身体の異常を知らせてくれる。

「おい、また慰なぐさめてくれとか言わないでくれよ」

「い、いえ、違います……これは、身体からだに、なにか、ひゃうっ!?」

　さすが不思議の国というべきか、レアなリヴルのオンパレードだった。だが、俺が耳に触ったわけでもないのに、この悶もだえ方はなんかおかしい。

　その理由は、すぐにわかった。

「ふぅっ……」

　小さな、ともすれば聞き逃してしまいそうな声。

　リヴルの艶つや声ごえではない。彼女の胸元、バニーガールの服装のせいで剝むき出しのその部分から、なんかが顔を出した。小さい影。その顔は、どこかで見たような気もして。

「ここが落ち着くの…………貧乳にしないでよかったの……すぅ……」

「え、エレシュキガル!?」

「ふぁう!?　お、大きな声をだすでない……イツキ……すゃ」

　そりゃ叫ぶっての。

　リヴルの胸の谷間に収まっていたのは、死想図書館で見慣れた紫むらさきの女神である。ただし、その大きさは掌てのひらに乗る程度。随ずい分ぶんとミニチュアサイズになっていた。服装はいつもと違う、ボロ布を巻いただけのような服。ただし、頭にはなんか耳がついている。なんだ？　小さい、突起のような耳。猫、ではなさそうだし。

　正体は、エレシュキガルの後ろでゆらゆら揺ゆれている細い尻尾しつぽでわかった。ああ、こりゃどう見ても。

「ネズミ？」

「これは……この姿は『ネムリネズミドルマウス』、またはヤマネと呼ばれるものです。不思議の国の狂くるったお茶会に登場するキャラクターが、これで出で揃そろったことになりますね」

「すぅ…………」

　なんだか知らんが、その神様は思いっきり寝てるみたいだぞ。

　そんなに居い心ごこ地ちがいいんだろうか、リヴルの胸は。いや、体験したいなんて思わないんだけどな。「エレシュキガル様、エレシュキガル様」と、リヴルが女神をつついて起こす。んむー、とか言って小さいエレシュキガルは目をこすっていた。

「なんでお前がここにいるんだ？　しかも小さくなって」

　とりあえず問うてみる。こいつもワンダーランドに取り込まれたのか？　いやでも、仮にも神様だぞ。いくらなんでもドジが過ぎるだろう、その推測は。

「むぅ……それはじゃなー、お主たちが死想図書館に、なかなか来ぬからのー、なにか厄やつ介かい事ごとに巻きこまれてるのではと思ってのー。姉上はー、放っておけと言ったがー、どうにも心配でのぅー、助けに来たのじゃー」

　それをありがたい、などと思う俺じゃない。半目で眠そうな顔をするエレシュキガルを、リヴルの胸からつまみあげた。いつまでそこにいるんだ。

「いやぁー」

「助けるなら、お前が入って来ちゃダメじゃないのか。おい、エレシュキガル。アンタなら、外から俺たちを脱出させることもできたんじゃないのか？」

「む、無茶を言うでないー。よいかイツキー、空間断絶は高位の魔ま術じゆつじゃ。その中からお主らだけを引きずり出すなど、いくら余でもそれなりの時間がかかるのじゃー。その間にお主らが無事である保証などないのじゃぞー」

　じたばた。尻尾をつまむと、吊つるされたエレシュキガルが暴れる。これはこれでなんか面おも白しろい。いや、楽しんでる場合じゃないか。

「この世界を壊こわすとか、どうなんだ？　現実世界とは違うんだ。あんただって手伝ってくれるんだろ？」

「むー。外からそんなことをすれば、お主らも一緒に壊してしまうぞー。余は微び妙みような力加減が苦手でのー」

　ちょっとむくれたエレシュキガル。ありゃ、機嫌悪くしちまったかな。

　さっきのボトルシップの例え。中の船を取り出すには一体どうすればいい？　既すでに内部の船はビンの口より大きいから、ビン自体を壊すしかない。船を傷つけずに？　どんな奇術だ、それは。

「女神の状態ではー力が大きすぎるー。この世界をビンの中とすればー、余のような大きな力の持ち主がそのまま入ってしまうと、内圧でこの空間そのものを内側から破壊してしまうのじゃー。仕方がないから余の力の一部を分割してー、ワンダーランドに送り込んだのじゃー」

「それで、そんな小さくなってんのか」

「うむー。余の本体は死想図書館で待っておるからのー。しかし、この力の小さな状態ではワンダーランドの影えい響きようを逃れきれなかったのじゃー。入った途と端たんにネズミになってしまったー。さっきから足元で語りかけていたのに、二人とも全然聞かぬからのー」

　神様は分身も分割も自由自在らしかった。一番の不思議の国はこいつ自身だったか。

　話しているうちに眠くなってきたのだろうか。エレシュキガルはしきりに目をこする。三月ウサギマーチヘアが発情しているのと同じく、ネムリネズミも睡すい眠みん不足ってことなのだろうか。

「で、のう……その『真白き本』じゃが……すぅ」

「おい、寝るなよ。続けてくれ。これが使い物にならないんだ」

　指でつついてゆり起こす。あと俺がそう言った途端、無表情なリヴルの耳だけがしょぼんとしおれた。ああ、もう、リヴルが使い物にならないって意味じゃないのによ。

「う、むぅ……ここは、アリスの世界……死想図書館とはつながって、おらぬから……死書の検けん索さくも……できぬはず……」

　船をこぎながらも、エレシュキガルは喋しやべる。

「だからこそ……余が助けに来たのじゃ……余がリヴルを調整して……『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』の一部に強制介入できるようにしておいた……からの…………『ヴォーパルブレイド』を使えば……くー」

「おい、エレシュキガル？　おい、おい？」

「すぴー」

　反応しねえ。完かん璧ぺきに寝てしまった。勘かん弁べんしてくれよ。まだ全部話聞いてないぞ。

　揺ゆり動かしても動かないエレシュキガル。仕方がないのでハンカチに包んで、俺の胸ポケットにいれておくことにした。リヴルの胸に挟はさんでおくわけにもいかないしな。

「……ったく。リヴル、どうすりゃいい？」

「調整と仰おつしやっていました。確かに死想図書館との接続はできていませんが、代わりに別の接続経路が作成されています。おそらくは先ほど、エレシュキガル様が私の服に入りこんできた時になされたのかと」

「ただ潜もぐりこんでただけじゃなかったのか……」

　小さくなっても、やっぱり神様。頑がん張ばるな、エレシュキガルは。この世界の影響を受けたってのは、もしかしたら風邪をひいていたせいもあるかもしれない。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』のおかげで少しは良くなったとはいえ、完治には未いまだ遠い。

　それでも、助けに来てくれた。

「いわゆるハッキングの要領でしょうか。このワンダーランドはアリスの世界、いわばこの世界そのものが『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』なのです。ならばこそ、そこに強制的に介入することができれば、死想図書館を通さずにアリスの記述を利用できます」

「……ふぅん？　敵の記述で具現化ができるのか」

「イエス、マイライター。敵の陣じん地ちにいることを逆手にとった戦術ですし、エレシュキガル様の助けがなければできなかったことですが、これでどうにか、戦えることでしょう」

　胸ポケットにすっぽり収まった、温かい感触。落とさないように気をつけないとな。

「『ヴォーパルブレイド』とか言っていたな」

「はい。アリスの続編『鏡の国のアリス』内の詩に登場する剣です。こちらは単純な続編ですので、死書アリスは『不思議の国』と『鏡の国』のどちらの特性も有していると考えていいでしょう。『ヴォーパルブレイド』はあくまで詩の中での剣ですので、どのような形状をしているのか、どのような力があるのかも不明です。詩の文脈から、突き刺すための剣であることは間違いありませんが」

　一番嫌いやな場合だった。こっちが想像しなきゃいけない部分が多くなってくる。なんか同じような名前の剣が、昔やっていたゲームに出てきた気がするので、必死でそのフォルムを思いだそうとした。くそ、もっと真ま面じ目めに遊んどけばよかった。

「……とりあえず、試してみるか」「イエス、マイライター」

　本番で使えない、なんて話になっても困る。『真白き本』を開いて、文字を書きこんでいく。俺は頭に浮かんだ剣を文章に引き起こそうとする。形はわかるが、だが、原典との関連は俺には──。




　不思議の国の剣。白い鋼はがねと宝石の。

　狂気の夢の闇やみ。詩に現れる怪かい物ぶつの（不エ具ラ合ーが発生しました）（記述内容と『筆記官ライター』の架イ空メ現ー実ジが合致しません）（これまでの記述内容は消去されます）（改めて書きなおす場合は、死書の再検けん索さくから実行してください）




　あ、くそ。

　数行も記さないうちに、文章はあっさりと消えてしまった。エラーメッセージを読むに、原因は原典との接続不良ではなさそうだ。単純に、俺がその『ヴォーパルブレイド』のことをろくに知らないからか。

「接続は確認できました。イツキ様の知識不足、想像力不足による具現化失敗です。イツキ様、失礼ですが、『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』を読んだことは？」

「ない。大まかなあらすじくらいは、アニメとかで見た気がするんだけど」

　知識としては貧弱だ。『ヴォーパルブレイド』に関しても具体的な想像が浮かばないのだから、上う手まくいくはずもない。しかしそれでは戦せん闘とう時に通用するわけもない。

「仕方ない。できるまで試してみないと」

「いえ、イツキ様、お待ちください」

　再びペンを握った俺の動きが、止まる。リヴルがいつの間にか、その冷たい瞳で樹上を見上げていた。

「何者かの、気配が」

　茶会のテーブルに影を落とす、梢こずえ。その奥に潜ひそむ、小さな影。

「みゃーみゃー」

「…………あ？」

　声が聞こえた。どこか、聞き覚えのある、それ。

「みゃーみゃーみゃー」

　再度の声で、上だと気付いた。

　目をこらす。その人影は葉に隠かくれてよく見えない。いや、人、なのか？　見覚えのある人影で、でもその顔は。こちらに鳥肌がたつほどの。

　ざわざわと葉を揺ゆらして、それは姿を現す。なあ、おかしいだろ。

　この、異常の極北。空間断絶なんてファンタジーで形作られた、極ごく彩さい色の不思議の国に、どうしているんだ？　どうしてこんなところに、お前たちが、いるんだよ。

「未み耶や様？　それに……」

「ユズキ……なんで」

　枝に腰掛けるのは、見慣れた幼おさな馴な染じみ。そして、絶対にここでは見たくなかった、俺の妹。黒くろ間まユズキ。

　むしろこの不思議の国に相応ふさわしいかのように、頭の上に三角の突起を、腰には蛇へびのようにくねる尾をくっつけていた。猫か。すぐにわかった。未耶の耳は三毛、ユズキは黒猫か。毛で作られたビキニみたいなものを着ていて、なんつーか一目でコスプレ風味だった。

　未耶がユズキを抱くように、膝ひざの上に乗せている。ユズキはまるで本物の猫のように、そのちっさい舌で未耶の頰ほおを舐なめていた。なんだこの、随ずい分ぶんとシュールな光景は。

「みゃー。みゃー、みゃー？」「うにゃぁーん」

　ユズキはもちろんとても可か愛わいい──いや、そんな場合じゃねえ。

　こっちが脱力しそうな猫のコスプレ姿で、でもなんか、二人の様子はおかしい。ただ単に着せ替えさせられてるわけじゃなく、鳴き声が。こっちが呼んでもろくな反応をしないし、なんというか、そう、夢遊病のような。

　目がうつろ。

「みゃー？」

「『チェシャーグリン・ラ地方の猫のイク・ア・ようにニヤチエシヤーニヤと笑う・キヤツト』。これもイギリスの古いことわざです。語源には諸説ありますが……」

　チェシャ猫。有名なそれ。三日月形の笑みを浮かべる猫が、頭にイメージされた。今の未み耶やとは、似ても似つかないが。

「解説なんて、いい。アイツがここにいるってだけで、状況は理解できる」

　巻きこまれたってことだろ。巻きこんじゃいけなかった二人を。つまり、状況は、最悪。

　もう傷つけないと決めたのに。なんでこうも、神様は悪意ばかりだと証明するかのように、未耶が危険にさらされるんだ。しかも今度はユズキまで。俺の大事な妹まで、この世界にいるなんてよ。

　そう思うと、体内の血が沸ふつ騰とうするような、不快感がわいてきて。

「みゃー。みゃー」

　にたり。まるでまとわりつくような、その笑み。

　それは俺の見た事のない、未耶の表情だった。目は大きく開かれて、口は裂けたような三日月型。剝むきだした歯で、あからさまに嘲ちよう笑しようする。誰を？　何を？

　俺を？

　未耶が笑うのか。分断し　　ぐずぐずになった死体の？

　　　　　　　俺はただ見ていただけで　　好き　　と言った死体の？

　　　裂けた口が見下す？　　お前　　の　　無力を？

　助けられ　　　　　　　なかったから　　　　　その滑こつ稽けいぶり　　が？

　　　　それとも　　未いまだ　　残る　　　　思し慕ぼ　　　　　の残ざん滓しを？

　　誰が好き？　　誰を守る？　　何を愛す？　　俺の、位置は？

　未耶を助けられなかった無様を、当の未耶が軽けい蔑べつするなんてそれは、一体どういう、矛む盾じゆん。

「イツキ様」

　リヴルの声で我に返った。

　違う。未耶の浮かべる笑みがいけないんだ。あれだけで、俺にとっての、嫌いやな記憶が思い出される。未耶も、シンも、あの教室の空気で窒ちつ息そくしそうになって。

「お二人とも、与えられた猫の役にハマりこんでいるようですね。我々のように死想図書館との関連がないゆえ、この世界にも耐性がなかったのでしょうか？　もっとも、はっきりした意識を保っていれば、またお二人にとっては混乱するばかりでしたでしょうが」

　耐性なんてあってたまるか。二人はごく普通の人間なんだぞ。妙みような着せ替えまでされて。夢遊病みたいに鳴き声ばかりあげて。

　わかってねえな、アリス。未耶に猫耳なんて似合わねえんだよ。未耶の性格は、むしろ犬なんだからよ。

「未み耶や、帰るぞ。ユズキも」

　伸ばす手は、梢こずえに遠い。

　帰るなら、ここから出るなら、もちろん二人も一緒だ。決まっているだろう。アリスが二人を呼んだ理由がなんなのか知らないがよ。

　大丈夫だ、今度こそ。

　二人まとめて、俺が守らなくちゃ。

「みゃー？」

　表情は変わらず、ニヤニヤ笑いをしたまま。だが、未耶のその開かれた瞳から、その先の緑の梢が透けて見えていることに気付いた。

　薄れている、のか？

「未耶ッ!?」

「みゃ、みゃー、みゃーみゃーみゃー」

　なに言ってるかわっかんねえよ！

　やがて、未耶とユズキが二人、その姿を霧きりのように消してしまう。最初からいなかったよう。いや、俺の幻まぼろしか？　あるいは夢だったらよほどいいだろう。二人がこのワンダーランドにいるはずなんてなくて、だから俺が未耶とユズキを心配する必要なんてない。

　幻、だったなら、な。それは、有り得ない仮定だが。

「チェシャ猫は、原典ではニヤニヤ笑いだけを残して消えるといいます。未耶様も同様のようですね。もう一人の少女は」

「…………ユズキ。妹だよ。お前は会った事なかったか」

「はい。面識はありませんでした。ユズキ様ですか。口元がイツキ様に似ているように思います」

「無理に褒ほめなくていい。似てない、兄妹なんだ」

　何な故ぜだか、リヴルに顔を見られたくなかった。傾かたむけた首と、帽子のつばで表情を隠かくす。嫌いやな、気分。

「イツキ様？」

「大丈夫だ。心配すんな。俺は、平気だ」

　強がりの感は否めない。だがぼけっとしている時間は俺にはないのだ。未耶が、ユズキが、こうしている間にも危ない目にあっているかも──いや、あんな猫耳と尻尾しつぽをくっつけられ、コスプレさせられてる時点で、十分、危ない目にあっているともいえる。

　もしもアリスが、あんなお遊びじゃなく、本気で二人の身体をいじくったら。

「脱出するべきだって言ったな、リヴル」

「もちろんですイツキ様。現時点でなにより優先すべきです」

「なら、未耶とユズキも一緒だ。二人とも連れて、しっかり帰るぞ」

　そう言いだすことはわかっていたかのような、リヴルのすました表情。

「……リヴル、次は、どうする。アテはあるのか」

「イエス、マイライター。この白い館やかたの反対側に、森が見えます。あちらに。イツキ様、見えますか」

　リヴルの指した方向に、大きく緑の影が広がっているのがわかった。どのくらい離れているかはよくわからない。ちくしょう、眼鏡をかけても大して矯きよう正せいされないこの視力が恨うらめしい。一方のリヴルにははっきりと見えているのだろう。

「本来、チェシャ猫は森の中でアリスと出会うものです。この世界に呼びこまれた者たちが、私たちも含めて、全てアリスの物語に忠実である、というなら、未み耶や様は森にいらっしゃる可能性が高いです」

　アリスに忠実。未チエ耶シヤはニヤニヤと笑い、リヴルマーチヘアは発情し、エレシュキガルネムリネズミは俺のポケットで夢見心地。配役はともかく、その性質は確かに不思議の国を体現しているように思える。

　ならば。俺マツドハツターも、いつの間にか、自身の気付かぬうちに、狂っているとでもいうのだろうか。

「他に建築物も見えません。まずは森に向かってみるのが得策かと。『ヴォーパルブレイド』に関しては、道中に講義をいたしましょう」

　リヴルの言に賛成だった。どうせ他にアテなどない。ワンダーランドから脱出するための手がかりと、そして未耶とユズキの二人を探すためには、いつまでもここにいても仕方がない。

　チェシャ猫は、ニヤニヤ笑いを残して消えるという。

　俺の脳裏にも、未耶のあの、鳥肌のたつ笑い方が取り憑ついて、しばらく消えることがなかった。




　随ずい分ぶん歩いた気がする（まだ数十歩しか歩いてない気もする）。

　景色も変わった気がする（背後にまだ茶会のテーブルが見える気もする）。

　森は近づいた気がする（いや、むしろ遠のいた気もする）。

　足は棒になってる気がする（身体はまだまだ歩ける気もする）。

「感覚が、おかしい……おい、リヴル」

「問題ありません。木々が増えました。確実に森に近づいています。イツキ様、ワンダーランドの夢幻に囚とらわれませぬように。身体と感覚のズレに慣れなければ、いくら走っても進まぬ、などという状況に陥おちいりかねません」

「そいつは……ゴメンだな」

　大丈夫。進んでないなんて有り得ない。リヴルの言う通りだ。いつの間にか周りは木々に囲まれている。では、徒労感と浮遊感をあわせたような、この錯覚の錯さく綜そうぶりは。

　さっきまで茶会の場で、気付けば林で、今ではもう森の中。その間のグラデーションが一切ねえよ。映画をコマ送りしたかのように、背景が一瞬ごとに切り替わった気分。

「なあ、なんか、見えないか。金色の……」

　とうとう頭までおかしくなったのだろうか。帽子のつばを持ちあげて、目に映った異常を確認する。

　見上げる梢こずえのさらに奥、金色の髪の毛があるような。まさか？　太陽でも見間違えてんのか？　あんなところに髪が見えるなんて、一体どんな巨人だというんだ。

「はい。私にも見えます。髪？　いえ、後頭部？　葉に遮られて、よくわかりませんが……」

「イツキはん？」

　なんか、聞き覚えのある声が。またかよ。

「こんなところでなにしてはるんどす？」

　はんなりしたエセ京都弁。ちょっと湿気を含んだようなこの声は、俺は嫌いじゃない。しかし今はびっくりするくらいデカい声になっていて、それが、なんだか現実味を取り外しているように思えた。

「カナ、か。お前もここに…………うぉあっ!?」

「ちょっと失礼しますえ」

　なんか、いきなり俺の身体が上方へ引っ張られた。クレーン車でも使われたのかと思ったが、違う。後ろを振り向いて目に入ったのは、巨大な肌色の肉。指だと気付いたのは、ちょっと後。

　バカみたいにデカイ、指だった。それが俺の服をつまんで、持ちあげている。

「まー、イツキはん、可か愛わいらしゅうなりはって。メイドはんは、色っぽいどすなぁ」

「そういうお前は…………その、なんだ、ちょっと見ない間にでかくなったな。あれだけ食っていれば当たり前、か？」

「お久しぶりですカナ様。このような恰かつ好こうで失礼いたします」

　リヴルも俺と同じように、でかい指に首筋を持ちあげられていた。そのままで、器用に頭を下げる。四肢をぶらんと垂らしているこの体勢は子猫を連想させてくれた。

　目の前にいたのは、とにかくでかい金こん野のカナだった。見慣れたはずのその姿なのに、サイズが違うから別人のようにも見える。十メートルはあるだろうか。さっきの、俺とエレシュキガルのサイズ比ほどではないにしても。

　森の中で、カナが頭一つ分だけ抜け出しているのは、また随ずい分ぶんとシュールな光景だった。カナはレースやら宝石やらが色々ついた、やたら高そうな服装をしている。こいつも、巻きこまれたのか。不思議の国の住人に、役割をあてはめられたのか。

　この体たい軀くも、そのせいで。

「ふん。似合いませぬな『筆記官ライター』。服の着こなしがなっていない。まったく、正装もまともにできぬ下げ賤せんの者でしたか」

「ああ、お前もいるのか。っていうかそりゃいるよなセットゥ……ぶっ!?」

「む？」

　巨大化したカナの肩に座っているのは、彼女の従者たるセットゥ・アルジャントリ。こっちは何な故ぜか通常サイズ。足を組み、片眼鏡モノクルをかけた気だるそうな眼まなこが印象的な男。

　燕えん尾び服ふくをぴしりと着こなした銀色の執事は、しかし何故か頭に妙みようなものをつけていた。そう、リヴルと同様の、長いウサギ耳である。リヴルの耳が黒なのに対して、セットゥのそれは白だった。

「おまっ……それ……く、くくく……」

「私が三月ウサギマーチヘアなのに対して、おそらくセットゥ・アルジャントリの耳は白ウサギでしょう。アリスを異界に誘う張本人であり、一方で相当の慌あわて者でもあります……ふ」

　おい、今リヴルが笑ったぞ。ただし小さな嘲ちよう笑しようだが。

　しかし、ウサギ耳セットゥはまあ、それくらいのインパクトがあったということか。男にウサギ耳なんてどうかと思うが、セットゥは美形なだけにそこそこ様になってしまっている。それがますます笑わせてくれるのだが。

「貴様ぁ……紙かみ屑くずごときが私を愚ぐ弄ろうするか。他人を笑える口か、その姿で。従者にあるまじき、過度の媚び態たいを演出するその服装……ああ、だが、淫いん猥わいな貴様には似合っているのかな、リヴル・ブランシェ？」

「笑った？　なんのことでしょうか？　日頃の意趣返しをここでしようなどとは、私はこれっぽっちも思っていません。貴方あなたの白ウサギぶりがどれほど似合っていなくとも、私が笑うなど有り得ませんよ、セットゥ・アルジャントリ？」
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　やっぱセットゥにいじめられた事を根に持っていたのか、リヴル。セットゥはまだまだなにか言いたそうだったが、カナの「ちょっとうるさいどすえ」の一言であっさり黙だまりこんだ。本当、こいつは『主賓客イーター』相手には素直だな。

「イツキはん、ウチもう頭が混乱してはります。一体ここがどこなのか、ウチやセットゥがなんでこんな格好しとるのか、知ってはるんですやろ？」

「あー、全部わかってるわけじゃねえけど、かいつまんでなら」

　目の前にあるでっかいカナの顔に向かって、俺とリヴルがここに至るまでの経緯を話した。セットゥはやはり貴様のせいだったか、というような顔で睨にらんできやがる。いや、元凶は死書アリスだろうよ、俺は悪くないから片眼鏡モノクル越しにそんなに睨むんじゃねえよ。

　カナはふむふむと聞いていたが、未み耶やや、俺の妹であるユズキが巻き込まれていると話した途端、わずかに目を細めた。当然か。俺がカナと友人であるように、未耶とカナも既すでに親しい。時間も距離も超越して、数年来の親友であるかのように思ったこともある。

　まだ、出会って一月なのに。それが、本当に二人の友情なのか。それともそのほうが都合が良いがゆえの、神様の意図なのか。胸ポケットの中で眠り続ける女神様は、答えてくれる様子はない。

　少し迷ったが、今の未耶、ユズキがどうなっているかも詳くわしく伝えた。猫みたいなコスプレして、話しかけても鳴き声でしか答えない、ということを。カナは取り乱すこともなく、存外冷静に聞いてくれた。

「なるほど。大体わかりましたえ。つまり──未耶はんが、危ないんどすな？」

「ああ、そうだ。どんな危険が迫っているかもわからないから、なおさらな」

　カナはうんうんと大おお仰ぎように頷うなずく。どうでもいいが、いつまで俺とリヴルは首根っこ持ちあげられてなきゃならないのだろうか。この体勢、結構つらいんだけど。

「今度はこっちの番だ。どうしてお前たち、ここにいるんだ？」

「どうしてと言われはりましても……ウチはいつも通り、レストランで食事してましたえ。それで、セットゥが、サルディーニャのカース・マルツゥがあると言いまして、イツキはんにお裾すそわけしようかと」

「カー……？　なんだって？」

「カース・マルツゥ。一般的に言うなら蛆うじ虫むしチーズどすな。蛆虫が入っとりまして、この虫がチーズの濃厚さと風味を促そく進しんして」「わかったもういいやめろ」「食べるときはちゃんと蛆虫取り除きますから」「もうやめろっての！」

　想像したくもないのに、頭の中に自動的にその光景が精製されてしまった。こいつはそんなもんばっか食ってんのだろうか。カナだから胃袋の丈夫さは折り紙つきだとわかってはいるが、さすがに心配になる。

「それで、図書館に行こうと思ったんやけど、扉を通ったらもうここに居おりましたえ。最初はなにがなんだかわからなかったどす」

「死し食しよくレストランの整備に問題はありませんでした。自動で空間が接続されている以上、図書館の、ひいてはそこの紙かみ屑くずの維い持じ管理のほうに問題があったとしか」

　だから喧けん嘩かすんな。従者同士ってのはなんでこう仲が悪いんだ。死の施し設せつとやらはまだあるらしいのだが、そこの管理人は年中喧嘩ばっかしてんだろうか。それともセットゥの性格が特別悪いだけか。

「リヴル、どう思う？」

「はい。セットゥの言うような管理維持は、常の通り。接続に問題など考えられません。そもそもレストランを主が来るまで放置していた男に言われたくはありませんが」

「そこはいいんだよ。カナの話だと、死想図書館に来ようとしたらこのワンダーランドに入ってきてしまったんだろ？　どういうことだ？」

「まず間違いなく、アリスの細工でしょう。空間接続ラインを変更し、死想図書館の入口をワンダーランドへの道筋にしたと考えられます。死想図書館に入ろうとする者、図書館から出る者、そのどちらをも絡め取り、この空間に放り投げてしまう。空間構築の得意なアリスならば有り得ることです」

　なるほど。そういえば俺も、眠りについて死想図書館に行くはずだったのに、ここに来てしまった。入口になにか細工がしてあると考えれば、納なつ得とくがいくな。

「私も、イツキ様がなかなかいらっしゃらないので、いっそお迎えにあがろうかと図書館を出たら、いつの間にかワンダーランドに迷い込んでいました。エレシュキガル様は女神であるがゆえ、ご自分の意思で入りこめたはずですが」

「ふん。なるほどな？　死想図書館にそんな罠わなを張っていたってことは」

「イエス、マイライター。やはり狙ねらいは、我々、ひいてはイツキ様である可能性が高いかと」

　それならば、さっさと殺せばいいものを。ここまでそのチャンスは何度もあったはずだ。帽子屋の恰かつ好こうをさせるくらいなら、殺すこともできたように思うが。

　それとも、狙いは別にあるのか。

　疑問はもう一つある。死想図書館に出入りしたらワンダーランドに来た。そこまでは俺やリヴル、カナで共通している。

　では、未み耶やとユズキは？

　あの二人が死想図書館になど来るはずがない。なんの関係もないのだから。では何な故ぜ、二人はワンダーランドにいた？　アリスが別の方法で二人を捕らえたのか？　なんのために。

　アリスの目的が不明確な現状、考えても答えは出てこなかった。

「……カナも悪かったな、そんな身体になって」

　体型こそ変わっていないものの、女の子が森から頭一つ抜け出すような巨体というのも嫌いやだろう。この西洋貴族な服装はなんの役柄だろうか？　あといい加減下ろして欲しいんだけど。

「ん？　イツキはん、なにか勘かん違ちがいしてはりませんえ？」

「なに？」

「ウチ、ここに来た時は普通の大きさでしたえ。いやいや、いくらなんでも、そないなことありまへんて」

　カナはふふふふと、ギャルっぽくない顔で微ほほ笑えんだ。え、でも、その身体の大きさは、どう考えても。

「そこの下にある……カナ様、一度二人を森に下ろしたほうが良いかもしれませぬな」

「ああ、それがいいどすな。セットゥ、よぉく説明したって」

「ウィ、マドモアゼル」

　大きな手によって、地面に下ろされる。つーか、梢こずえとか枝とか当たって結構痛いんだけど。カナの指はそんな事に頓とん着ちやくする様子はない。緑の葉にまみれて地面に降りた時、床には巨大な布が広がっていた。どうやらカナのスカートの裾すそらしかった。

「カナ様はおそらく『公こう爵しやく夫人』、アリスの出会う貴族の役であるのでしょう。他の登場人物の例に漏もれず、不可解なことを言ってアリスを惑わす人物です」

「ほう。公爵とは、いかにも高貴なる我が『主賓客イーター』に相応ふさわしい役柄であることよ」

　俺たちの隣に降り立ったのが、『七つの銀器』たるセットゥ・アルジャントリ。何度でも言う。頭のウサギ耳がシュールすぎて直視できない。

「で……その、カナがでっかくなった理由って？」

「ああ、こちらでございます」

　相変わらず横柄な態度で、セットゥが案内してくれる。あと隣のリヴルが衣服をズラして挟はさまった葉や枝を落としてるのはどうすりゃいいんだ。こっちも別の意味で直視できねえんだけど。

「こちらを」

　セットゥが示したのは、布の先にあるバスケット。結構でかいが、目の前に広がるカナのスカートから考えればいっそ小さくすらある。上質な布が丘のように盛り上がっているが、その辺りがカナの膝ひざらしい。

　バスケットの中には、クッキーと、コルクで栓をされたビンが入っていた。それにはリボンのようなものが巻かれている。ビンはともかく、リボンが巻かれたクッキーってのはあんま見ないな。

「こちらのクッキーを食されたカナ様は、いきなり身体が大きくなりまして」

「なんだと？」

　つーか、こんな得体のしれないものを食うなよカナ。天からは「美お味いしかったどすえー」と声が降ってきた。バスケットの中を見てみれば、クッキーに巻かれたリボンには『ＥＡＴ　ＭＥ』、ビンのリボンには『ＤＲＩＮＫ　ＭＥ』と記されている。ビンの中身は、なんだ？　水のようにも見えるが、わからない。

「アリスは物語の中で『ＥＡＴ　ＭＥ』と書いてあるクッキーを食べ巨大化し、『ＤＲＩＮＫ　ＭＥ』と書かれた飲み物で身体を小さくします。このバスケットの中身も同様のものと思われますが」

「その通り。カナ様はこの食べ物をいたくお気に召されてな、食べてくれ飲んでくれなどと書いてある以上、全部食べるまでここを動かないと仰おつしやっている。もうかれこれ三回ほど、カナ様はそのお身体の拡大縮小を繰り返されている」

「お前らバカなのか!?」

　いや、わかってるよ。カナが食い物に目がないことくらい。でも一度食ったら身体がでかくなるようなおかしな食べ物を、徹てつ底てい的に食いつくそうとする意味がさっぱりわかんねえ。

「イツキはんもよろしければお一つ」

「食うかっつの！　俺の心配を返しやがれっ！」

「心配してくれたんどすか？　ふふふ、イツキはんも可か愛わいらしいとこありますなぁ。でもウチ、しょーじき、イツキはんより強いどすえ？」

　巨大カナのはんなり京都弁のせいで、こっちの恥はずかしさは三割増しである。くそ、つい本音が。実際のところ、銀の食器を振り回すカナの戦せん闘とう力は尋じん常じようならざるものがあるので、俺より強いという言葉もあながち噓うそではない。

　心配するより、されるほうなのだ、俺は。悔しい事に。

「そんなイツキはんのお手伝いはしたいんやけど」

「いい。来なくていい」

　そんな巨体で付いて来られても迷惑なだけだ。カナを巻きこんでしまったことは不本意だが。従者たるセットゥもいることだし、彼女は大丈夫だろう。さっきの話から考えても、アリスの狙ねらいはどうも俺にありそうだから。

　そして、未み耶ややユズキも。

「うにゃぁん」

　猫の、鳴き声。

　いや、正確には人間が、鳴き真ま似ねをしているだけだ。この声には聞き覚えがあるぞ。でっかいバスケットの裏側から、よく知っている声が聞こえてきた。

「……ユズキ、だと？」

「うにゃぁ？」

　バスケットの影から出てきたのは、黒い猫耳と猫しっぽをつけた俺の妹。なんだか真ま面じ目めなユズキには似合わない気だるげな顔で、自分の手をぺろぺろと舐なめていた。さっきも未耶の顔舐なめてたし、なんかこの黒猫ユズキは舐めるの好きだな。

「なんで、ここに」

「先ほど、『筆記官ライター』らの来る少し前にやって来ました。カナ様が可か愛わいいと仰おつしやるので、ここに置いております。お知り合いで？」

「ああ、妹だ。さっきも話しただろ」

　今更ながら、リヴルもカナもセットゥも、俺の妹の顔を知らなかったのだと気付く。未み耶やが俺にとって、幻想と日常の境界線に立っているのならば、ユズキは幻想を欠片かけらも知らない位置にいたことになる。

「…………良かった」

　追いかけっこがこれだけ早く終わって、ちょっと拍子抜けだ。しかし早く見つかるに越したことはない。未いまだにうにゃうにゃ鳴くユズキを見て、安あん堵どのため息を吐つけた。そういや、未耶はチェシャ猫として、ユズキは一体なんの役なのだろうか。

「イツキ様。ご提案なのですが、ここからは役割を分担するのはいかがでしょうか？　ここにはカナ様もいらっしゃいますし、セットゥもおります。ユズキ様はここで守っていただくのが最適かと思われます。我々が出口と、そして未耶様の捜そう索さく、カナ様がここで待機と護衛、というのは？」

　リヴルの案に、俺は樹上を見上げた。金髪ツインテールの大食い娘は、いつか見たような得意げな顔をしている。でかくなっているせいか、頼もしさが増している気がした。

「聞こえたな？　頼めるか、カナ？」

「もちろんどすえ。イツキはんの妹、可愛らしいどすし。ウチの悪ガキどもとは大違いどす」

　ああ、そういやカナにはたくさん弟妹がいたんだっけか。だったらむしろ適任か。さっきも自分で言った通り、カナは強い。あらゆるものを、神をも食らう『主賓客イーター』ならばこそ、その心強さには比類がない。

「わかった。俺たちは出口と未耶を探してくる。それまでユズキをよろしく頼む」

「もちろんどす。ウチもいつまでもこんな世界にいる気はあらしまへんえ。イツキはん、なるべくはよう帰ってきておくれやす」

　言われなくてもわかっている。まだチェシャ猫たる未耶は見つかっていない。この森で見つかればいいのだが、そう都合良くいくだろうか。

「行ってくるぞ、ユズキ」

　よほどカナのスカートの感触が気に入ったのか、にゃぁにゃぁいいながら転がっている妹に声をかける。頭の中まで猫になっているのか、俺の呼びかけに対する返事はなかった。

「ここから出たら、ユズキはちゃんと元に戻るんだろうな……」

「その点については保証いたします。ワンダーランドの法則はこの空間の中でのみ通用します。現実とは物理法則その他が異なる以上、そのルールをそのまま持ち込むことはできません」

　リヴルの冷静な言葉。確かに、俺の従者にいつまでもこんな恰かつ好こうさせてられないしな。

「いってらっしゃい。美お味いしいお土産みやげ期待しとりますえ」

「観光に行くんじゃねーっつの」

　お前はそこのバスケットの中身食ってろ。おそらく頭の中まで食事のことで一杯なのであろう友人と、その従者に見送られて、俺たちは道のない森の中を進んでいく。

　ユズキは、カナに任せておけばとりあえず安心だ。

　目下の懸け念ねんは、どこにいるかわからない未み耶や。いいから帰るぞ。学校とかでも、一緒に下校なんて茶さ飯はん事じだっただろ？　家に帰るならお前も一緒じゃなきゃダメなんだよ、未耶。そうじゃないと、なんか気持ち悪くて。

　だから、出てきてくれよ。




　やがて、森の中に道が出現した。

　ほとんど山歩きみたいな今までの状況から、踏み固められた剝むき出しの土が見えたのである。こっちはでこぼこした悪路に向かない革かわ靴ぐつを履はいていたので、正直かなりありがたかった。

「イツキ様、警けい戒かいしたほうがいいかと」

　だが、リヴルのほうはそんな事を言う。高いハイヒールに足を包むリヴルとて、登山より道歩きのほうが楽なはずなのだが。

「どういうことだ？」

「ここはアリスの世界。アリスに誘導されている可能性があるということです。今までなにもなかった森に、急に道が出現しました。アリスが私たちに気付き、どこかへ導いているとも考えられます」

「……ふん。どうせアテなく歩いてんだ。道があろうがなかろうが関係ない。そうじゃないか、リヴル」

「仰おつしやる通りです。イツキ様がこの道の通りに行くというのならば、お伴します」

　特に大きな反論もせず、リヴルがしずしずと俺の後ろにくっついてきた。

　カナと別れてから、どのくらい歩いただろうか。未耶を見つけ、出口を探すという目的はあるものの、なんの手がかりがあるわけでもない。地図もない場所で無茶苦茶に歩き回るよりは、なにか道筋があったほうがいい。

　たとえそれがアリスの誘導でも構わない。その先になにかあるのは明白だ。たとえ罠わなが待ち構えているとしても、な。

「あん？」

　光落ちてこない森のせいか、先が見通しづらいのだが。

　それでも、道の先になにか見えた。今度はなんだ。さっきから色んな奴やつに出会ってそろそろ俺も疲れてきたぞ。

「筆記の官」「書の識しき者しや」「真白き本」「書の従者」「待っていた」「待たされた」

　折り重なるアルトとソプラノ。詩を歌うかのようなその声。道の先に待っていたのは、まだ十五くらいの少年少女だった。まあ、子供と言っても差し支えないかもしれない。青と黒とを基調にした、随ずい分ぶんとヒラヒラフリフリな服装をしている。

　合成着色料でも使ったかのような、強引な青い髪が印象的だった。

「ようこそ不思議の森へ」「いらっしゃい不可解の闇やみへ」「気違い帽子屋マツドハツター」「三月ウサギマーチヘア」「黒くろ間まイツキ」「リヴル・ブランシェ」

「なんだ……この子供……」

「僕は」「私は」「トゥイードル・ダムと」「トゥイードル・ディー」「その役を当てられ」「その名を配された」「ジュモ・ブルと」「ジュメル・ブル」「青の双子」「双生の青」「奏でる旋せん律りつ」「戦せん慄りつの調べ」「演奏の人型」「ひとかたの艶えん笑しよう」「「以後、よろしくお願いいたします」」

　ステレオがうざくて仕方ない。一応、服装が違うから男女の区別はつくのだが、その声がほとんど同じだからどちらのセリフか判然としない。なんだ。こいつら、死想図書館では見た事ないぞ。しかも最後だけ丁てい寧ねいに合わせてきやがった。

　出来の良い合唱を見ている気分だった。

「双子……？　なあ、おい、もしかしてこいつら」

　敵。アリスの配下。

　そんな言葉が浮かぶ。そういやアリスの役柄にもあったはずじゃないか。巨大な太った双子が、アリスを惑わす。うろ覚えだけどな。

「なるほど、『青の双子』も来ていましたか」

「……なんだ。お前の知り合いか」

　敵と警けい戒かいして損したか？　変人は大体リヴル関係らしい。最近学んだ。

「その言にひっかかるものがありますが……私の知り合いというよりも、私の同格です。『死し聴ちよう音楽堂』の管理人たる、『青の双子』。普段はめったに音楽堂から出てこないはずなのですが」

　手をつなぐ双子は、確かに合わせ鏡のごとくである。髪型と、服装くらいでしか区別がつけられない。おまけに声もよく似ている。なにか呪じゆ術じゆつ的、儀式的なものを、そこから見みい出だせるようにも思った。

「堂内の音楽」「天上の囁ささやき」「悪魔の哄こう笑しよう」「天使の賛歌」「女神の導き」「主神の嘆なげき」「剣を掲かかげろ」「と騎き士しは言った」「私を守って」「と姫は言った」「全て意のままに」「と魔王は言った」「まやかしと」「幻想の」「扉の先の」「見えぬ異世界」「「この責務をこそ誰が負う？」」

「双子は詩人であり、作曲家であり、演奏家でもあります。その言葉には難解な場合が多々ありますゆえ、無理に読み取ろうとすると錯さく綜そういたします。元来、自我が最も薄弱であり、他者と会話するために作られていませんから」

　確かに、双子の無表情はリヴルのそれを上回っている。目を閉じたままのその表情は、死者の貌かおともいうべきか。リヴルの無表情が、『他の顔もできるのにあえてしている』のに対して、双子の顔はそれ以外の顔のできない、人形のそれである。

　誰だかわからないが、音楽堂の主は大変そうだな、と思った。

「ただ、状況はある程度理解しているようですね。お二人とも、チェシャ猫となった未み耶や様を見かけませんでしたか」

「笑う影は」「樹上」「嘆く君は」「地上」「追う王は」「天上」「小夜曲セレナーデは」「ただ無言なる」

「しばらく前にここを通ったそうです、イツキ様」

　解読しやがった！　なんだそのスキル！

　ステレオ合唱の双子と、リヴルがなにやら話していく。双子は「暗い孤独の果てに」「羊と犬が飼い主と巡る」と、なにを指し示しているのかも定かではない言葉を使ってくる。それをリヴルはふんふんと聞いたり、たまになにか返答していたりした。なんで会話できるんだ。

「あちらの道を通った、と二人は言っております」

「信用できるんだろうな？」

「翻ほん訳やくが間違っていなければ、なんとか。とはいえ元々自我の希薄な存在ですので、噓うそと真実の区別すらついていないかもしれません。彼らにとっては詩の芸術性こそ至高ですから」

　おいおい。いいのかそれで。

　まぁ確かに、手をつないでぼうっと立ち尽くしている双子に、自己主張なんてものは感じられないんだがよ。ヒトガタ。さっき自分たちでそう言っていたか。

「止まった時間」「来ない明日」「黄金の昼下がり」「真夏の夜の夢」「船上の御お伽とぎ話ばなしと」「姉妹の笑い声と」「トランプのカジノはまだ遠い」「お茶の会場はもう遠い」「海と」「魔物」「首を刎はねるのは？」「次代の女王」「「さあ、逃げなくちゃ」」

　重要なことを言ってるらしいのはわかるんだけどなぁ。なにがどう重要なのかさっぱりである。

「リヴル、どうやって翻訳してるんだ？」

「はい、ええ、まあ、その、ニュアンスで、なんとなく」

　初対面の俺には無理っぽかった。ていうか、リヴルにもニュアンスとかわかるのか。空気読むスキルとか持ち合わせてないと思っていたぜ。リヴルにしては実に稀け有うで、曖あい昧まいなセリフであった。

「……あー、どう、する？」

「とりあえず信用するべきかと思われますが。二人の言動は音楽堂にいた時と特に変わりありません。未耶様やユズキ様のように、完全に役に飲まれているわけではないようです。それに、この双子の他に手がかりもありませんから」

「同感だ。可能性は低くても、賭かけにでる価値はあると思うぜ。なんか出てきたら、打ちのめしてやればいい」

　イエス、マイライター。リヴルが頷うなずく。『ヴォーパルブレイド』は失敗したままだったが、俺はむしろリヴル自身の身体能力を信じていた。彼女は槍やりだろうが剣だろうが自在に取り回し、持ち前の柔じゆう軟なんさと速さで駆け抜けるから。

「気をつけて」「用心を」

「ああ、お前らも、巻きこんで悪かったな。こっちに戻ればカナがいるから、助けてもらえ。一緒に帰ろうぜ」

　青の双子は、素直にこくりと頷いた。手をつないだまま、ぎくしゃくとした足取りで歩きだす。糸で操られるマリオネットを想像してしまった。いや、あるいは暗い森の中、手を取り合って進むヘンゼルとグレーテルだろうか。

「ここにいるってことは、あいつらも死想図書館の罠わなにかかったってことだよな。図書館に、なんか用があったのか？　本が読みたかったとか？」

「わかりません。ここに入り込んでいると言うことは、死想図書館の扉をくぐろうとしたということで間違いはないはずですが。しかしイツキ様、まずはここを脱出せねば、双子に死書を見せることも叶かないません」

　ふん、そうだな。どんな用事があるにせよ、ここで聞いても仕方がないのだ。

　今は、チェシャ猫となった未み耶やを追わなくては。あのニヤニヤとした表情を再び見ることになるのは、少し怖いけれど。ガラスの破片を、未耶があの顔つきで俺の皮ひ膚ふに食い込ませる幻視が浮かぶ。

　錯さつ覚かくじゃないか。この不思議の国のせいだろうか。さっきから、なんか頭がおかしいような。いよいよ気違い帽子屋マツドハツターらしくなってきたか？　狂人は自ら狂人だと思えないからこそ狂っているのだと、誰かが言っていた気が。

「イツキ様？」

「なんでもない。早く行こう」

　一月前の京都の時のように、明確なタイムリミットが定まっているわけではない。だが、それでも急がないと。未耶を助けなくちゃ、いけないのだから。なんだ？　なんで義務みたいに言うんだ俺は。

　未耶にどう思われようが、大切な幼おさな馴な染じみは変わらないはずだろ？

　この綱つな渡わたりは、ずっと続くはずだろ？

　なんでだ。こんな当たり前のことを、どうして自分に言い聞かせるようにしなくてはいけない？　未耶がチェシャ猫の顔で、俺に対してこう言った気がした。

　イツキの事が好きじゃない、と。




　森を歩く道中、警けい戒かいのために俺の一歩前を歩きながら、リヴルがジャバウォックの詩を教えてくれた。さっき思いっきり具現化に失敗しちまったからなぁ。

　聞き慣れないカタカナばっかり出てくる難解な詩だったが、肝心の『ヴォーパルブレイド』はその詩の中にのみ出てくるものらしい。ジャバウォックの詩自体がアリスの中で歌われる創作の詩なので、『ヴォーパルブレイド』をアリスが手にしたりする、ということは物語ではないようだ。

　詩を簡単に言えば、正体不明の獣けものジャバウォックが、主人公のもつ『ヴォーパルブレイド』によって討ち果たされる、という話。物語ともいえない物語だが、まあそれは詩だから、という事だろうか。

「ジャバウォックの詩では他にも、ボロゴーヴ、バンダスナッチ、ジャブジャブ鳥、ラースなど、いくつもの不可解な獣が出てきます。しかし最大の怪かい物ぶつはやはりジャバウォックですね。作品の挿さし絵えを描いたジョン・テニエルは、竜に似た化け物としてジャバウォックを描いています」

「『ヴォーパルブレイド』がどんなものか、書かれてないのか？」

「外観の描写はありません。しかし詩には刺しアンド・貫いてスルー・更にアンド・貫くスルーと書かれていることから、刺し突とつに特化した剣であることが想像できます」

　ゲームで見た『ヴォーパルブレイド』を必死で頭に浮かべる。これで具現化できるのか、若干不安にならなくもない。確か、短剣っぽくて、刀身が二等辺三角形で、細かい装そう飾しよくがしてあって──。

「イツキ様」

「なんだ、リヴル、今集中したいんだけどよ」

「お忘れになっていると思うので、重要なことを述べさせていただきたいのですが」

　ふむ。わざわざリヴルがこんな前置きをしてくるってことは、確かに聞いとかなきゃいけないことなのだろう。一旦思考を止めて、リヴルの言葉に耳を傾かたむけた。

「私は発情したままなのですが？」

「ああ……いや、うん。忘れてたってか、わざと忘れてたんだけどな」

　そして忘れたままでいたかったんだけどな。

　可か愛わいらしく小首を傾かしげたっていうより、がくりと首を折り曲げて、リヴルが言った。首の骨が折れたように見える上、無表情だからなんか怖い。それで俺に媚こびているつもりかバニーガール。

「森における行為というのもまた淫いん蕩とうで」

「我が慢まんできるだろうが。つーかしてくれ。お願いだから」

　これから、場合によっちゃ戦せん闘とうがあるかもしれないんだぞ。発情したままで戦えるかっての。

「今はまだいいですが、あるいはそのうちイツキ様を押し倒してしまうやもしれません」

「キャラ崩ほう壊かいも甚はなはだしいなぁオイ」

　いつものクールビューティ─はどこ行った。しかも相手してくれないからかはわからないが、リヴルのウサギ耳がしおっとうなだれている。顔は無表情で平然としているのに。くそ。情欲の相手になってやる気はないが、見てて不ふ憫びんなのも確かで。

「ああ、もう」

　仕方がないので、リヴルの頭に手を乗せて撫なでてやった。なんの解決にもならないのはわかっているのだが、見て見ぬフリも少々辛つらい。なんかウサギ耳が凄すごい熱をもっていた。発情のせいか。

「イツキ様……」

「悪ぃ。今はこのくらいしかできることねえから、これで我が慢まんしてくれ」

「いえ。問題ありません。性的行為の一環と考えればいくらか気分は」

　うるせえよ。リヴルが悪くないとはいえ、撫でる手でチョップでも叩たたきこみそうになる。つーかこれでいいのか。これでエロ行為の代わりになるのかよ。本当か。

「イツキ様」

「今度はなんだ。これ以上のことはもうしてやらねえぞ」

「もう少し近くにいってもよろしいですか。いえ、すみません。撤てつ回かいします。そうではなくて」

　ぴんと、ウサギの耳が立てられた。

　そのリヴルの様子はまるで。天敵に警けい戒かいする野生動物のごとくで。

「なにか聞こえませんか。これは……水音？　いえ、波、でしょうか？」

　言われて、耳を澄ませてみる。しかし、森の静せい謐ひつぶりは変わっていない。何な故ぜだろう。何重もの層を作りだす葉が、音や光を遮るからだろうか。だから森はこんなにも暗く、音がない。葬儀を思わせるほど。

「いや、俺には聞こえな……ああ、そうか、お前、耳」

　黒いウサギの耳。俺には聞こえなくても、今のリヴルはなにかを察知しているのかもしれなかった。水、波音と言ったか。ならば、海が近いのだろうか。撫でる手はそのままに、俺も警戒は解かず。

「やはり、波の音が聞こえます。近づいているようですね」

　ああ、俺にも聞こえてきたぜ。打ち寄せる波の音。同時に、鼻をくすぐるのは潮の香りだ。この独特の香り、俺はあまり好きじゃない。夏は特に、汗とともに皮ひ膚ふに塩を塗ぬりこめられるような感じがするから。

「イツキ様、一つよろしいでしょうか」

「なんだ」

「死想図書館とイツキ様のいる現実が違う空間であるように、このワンダーランドも異空間となります。しかし、新たに異空間を創る以上、そこには白紙のスペースがなくてはなりません。そしてイツキ様を呼びこんだ以上、そのスペースはイツキ様の現実と近い場所にあるはずです」

　急に、どうしてこんな壮大な話をするんだ。疑問を口に出す前に、リヴルは続けた。

「我々死書は、単体では現実と関わりあうことができない。この場所が現実ではないにせよ、現実にいるイツキ様をここに呼びこんだ以上、『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』は現実と関わって影えい響きようを及ぼしている、と言えます」

「…………おい、まさか」

「はい。私たち『こちら』のものが現実と関わるには、『あちら』のものが必要です。あるいは、死書アリスに協力者、ないしは媒ばい介かいとなる人か物があるとみて、間違いありません」

　そういやあったな、そんなルールが。

　二か月前、俺が『筆記官ライター』となった時は、それに利用されたのが未み耶やだった。一か月前の『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』は人を媒介とせず、もっと強力な京都の建築物を利用してきた。今回も同様、ということか。

　それは、時に、生いけ贄にえとも呼べる。

「なにか聞こえたのか」

　わざわざ、そんな話を始めるということは。

「イエス、マイライター。おそらくはアリスのものと思われる少女の声と、もう一つ、聞いた事のない男性の声が」

「は。もう新キャラは勘かん弁べんしてくれよ、覚えきれないからな」

　さっきの双子で許容量は限界だ。

　撫なでる手を離し、警けい戒かいを強める。アリスがいるってことは、それなりに厄やつ介かいなことになるだろう。

　どちらにしても、アリスは一人ではないということはわかった。その相手は、未耶の時のように、催さい眠みん術じゆつでも使って操られているのだろうか。だったら、それが誰だかわからないが、助けなくては。みんなまとめて、この不思議の国から帰ろうじゃないか。

　森の地面に砂が混じってきた。

　波打つ砂浜が、防砂林越しに、もうそこに見える。

　海が赤い。いつの間にか、夕暮れとなっていたらしい。沈みかける太陽の砂浜は、この異界にあって何な故ぜか懐かしさを喚かん起きさせてくれた。

　森を、抜けた。




「ハンプティ・ダンプティ、塀に上って♪」

　その歌声は、童話の続きをもっととせがむ、子供に似ていた。

「ハンプティ・ダンプティ、落っこちた♪」

　トランプが、宙に舞っていた。夥おびただしい数のカードは、まるでマジックショーであるかのようにばさばさと浮かんでいる。それらは秩ちつ序じよだって、海の上にトランプの階段を形成していた。砂浜へと続くその階段を、少女はただゆっくりと降りてくる。

「王様の馬と家来がみんな集まっても♪」

　金糸を織り合わせたような髪と、エメラルドの瞳。

　エプロンドレスを着こんだ小こ柄がらな少女は、なにが楽しいのかひたすらに笑顔だった。後ろ手に組んだ手が、私可か愛わいいでしょ？　と主張しているようで癇かんに障さわる。年齢はユズキと同じくらい、十二歳くらいだろうか。

　トランプの階段を一歩一歩踏みしめる彼女は、空に浮いているようにも見えて。

「ハンプティを元には戻せない♪」

「久しいですね、『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』。さあ、本棚に帰る時が来ましたよ」

「あら、アリスは帰らないわよ？　あそこには楽しいことがなにもないんだもの。ねえ三月ウサギマーチヘアさん？　貴女あなたならハンプティを元に戻せるのかしら？」

　くすくすくす。無邪気な笑顔。こんな異様な世界で、異様な光景の中心にいなければ、あるいは花を愛めでる幼子に見えたかもしれないが。

　死書のアリスと、物語の中のアリスは違うって？　俺は、目の前の少女が、絵本やアニメで見た、ワンダーランドに迷い込む少女と同じに見えるんだけどな。でもこいつは、あくまで死書。作中のキャラクターじゃないことを、頭に刻め。

　図書館にきっちり、封印しなきゃいけないんだよ。

「やはり、あの森の道は罠わなでしたか」

「ううん、違うわ。貴女たちはどういう風に森を抜けても、アリスのところへ来たはずだもの。みんなアリスのお友達。ここはアリスのための世界だから」

　アリスは、トランプの段に立ったまま、スカートの裾すそをつまんだ。まるで貴族の令れい嬢じようであるかのように、実に優雅な一礼を。

「初めましてマッドハッターさん。アリスがプレゼントしてあげた帽子、とっても似合っているわ」

「そりゃどうも。だが生あい憎にく、気狂いマツドのつもりはないんだがな」

「あら、そうなの。でも、アリスにはそうは見えないかも。十分おかしい人に見えるわ。だって、帽子屋がまともだなんて有り得ないもの」

「そうかい」

　それはいい。アリスの無む駄だ話に付き合う気はない。

　俺が聞きたいのは、たった一つだ。さっきから、アリス、お前の斜ななめ後ろに影のように立っているそいつについて、ちょっと聞かせてもらえないか。

　いつも下から見上げてきた瞳が、今は俺を見下ろしていた。

「なんで、お前がいる？　シン」

「うるさいなぁ、なんでそんなことを聞くんだよ、黒くろ間ま」

　鬱うつ陶とうしそうに目を細めて、赤あか崎さきシンがトランプの階段を降りてくる。

「僕がアリスと一緒にいることが、そんなに不満なのかい？」

「不満、って」

「全部聞いたよ。随ずい分ぶん、面おも白しろそうなことをやっているじゃないか。『筆記官ライター』に死想図書館だったっけ？　ははは、ゲームだったらつまらないかもしれないけど、知り合いが関わってるなら、下へ手たなネトゲよりよっぽど良いね！　僕も混ぜてよ、黒くろ間まぁ！」

　なんで、俺の現実の知り合いが、こうまで。

　今回に限って未み耶やだけじゃなく、ユズキや、果てはシンまで。なんでお前がここにいるんだよ。

「イツキ様、この方は？　ご友人ですか？」

「いや、知り合い……だ」

　その言葉を聞いて、シンの表情がなおも歪ゆがむ。お前と知り合いと言われるだけで腹が立つ。そんな表情。

「許さないと言ったはずだよね、黒間」

　リヴルは、協力者のことを言っていた。

「アリスが言ってくれたんだ！　お前を殺させてやるって！　はは！　ここなら目もく撃げき者しやの心配もないし、証しよう拠こ隠いん滅めつも死体処理も要いらないよね！　絶好の場所じゃないか！　僕はお前を許さない、殺してやるよ、黒間ぁ！」

「本気で言ってんなら笑えるぜ、シン」

[image: ]

　俺を殺すために、こんなワンダーランドを？　もしそうなら大げさに過ぎるだろう。

『真白き本』を手に構える。死想図書館のこと聞いてんならわかってるだろ。リヴルは邪じや神しんとも鬼神とも渡りあってきたんだ。言っとくけど相当、強いんだぜ。

「なあ、アリス。一緒に図書館に戻るぞ。お遊ゆう戯ぎの時間はもう終わりだ」

「僕を見ろよ、黒くろ間ま。なんだよその、僕なんて眼中にないって態度はさ」

「ないな。お前が協力したから、このワンダーランドができたのか？　だったら今すぐやめさせろ。俺たちだけじゃない。どういうわけだか知らないが、未み耶やまで巻きこまれてんだぞ」

「知ってるさ」

　そこで、俺は初めて。

　赤あか崎さきシンの浮かべる、卑ひ屈くつな笑みに気付いた。なんだ、これは。チェシャ猫の未耶に会ったのか？　だったらシンは笑っていられるはずはない。こいつは未耶に告白までしたんだぞ？　未耶の危機を前に平然と笑っていられるはずが。

　逆、だとしたら？

　未耶を連れてきた理由が、シンにあるのだとしたら？

「お前、まさか……！」

「邪じや魔まなお前がいなくなれば、矢や口ぐちさんは僕のものだ。矢口さんはお前に騙だまされているんだよ！　お前を殺せば、この世界で邪魔者もなく、ずっと一緒だとアリスが言ったんだ！」

「お前が、未耶を……！」

　隣のリヴルが、警けい戒かいの体勢をとった。ああ、それで正しい。いや、なにかにつけて頭に来る事ばかり言うし、卑屈で相性の悪い相手だとは思っていたがよ、ここまで最悪だとはな、シン。

　俺によく似た、最悪の所業じゃないか。

「くすくす、お友達同士で戦うの？　アリスもちょっと見てみたいかも。狂った二人の楽しい楽しい殺し合い」

「友達なんかじゃないさ、アリス。こいつはゲスだ。劣等人種のくせに、この僕を笑って喜んでる間抜けなんだよ」

　差別主義者が、蔑さげすんだ瞳を向けてくる。いいさ、お前にどう思われようが知った事ではない。ただ、お前のその歪ゆがんだ愛情は、ちょっとばかり痛い目見せなきゃ直らないと思うからよ。

　思いっきりやってやる。

「それじゃあジャバウォック、頑がん張ばって」

　アリスは見物を決め込んだらしい。くすくす笑いながら、トランプの階段をさらに上っていく。シンを撃退したら、次は問答無用でお前だぜ。脱出が最優先だったのだが、こうなった以上、アリスから直接出口を聞き出すことも選択肢しに加えるべきだろう。

　それより、今、正体不明の怪物ジヤバウオツク、と言ったか？

「矢口さんが僕のものになるのか、はは、いいね、黒間ぁ！　それ、とってもいいよ！」

　シンの背後に、なにか見える。なんだ、あれば。黒い、影？　夕暮れから伸びる影のようなものが、シンの背後に広がっている。いや、でも、影はあんな霧きりのように、人間にまとわりついたりはしないような。

　脊せき髄ずいを駆け抜ける悪寒が、反射的に白紙のページに羽根ペンを走らせた。




　ジャバウォックに用心せよ！

　ジャブジャブ鳥に気をつけよ！

　ゆめゆめバンダスナッチに近寄ることなかれ！

　タルジーの森を抜けようとすれば、架か空くうの獣けものがその身を食らうぞ！

　勇士は父の助言を聞いてなお、獣を殺すため進む。

　剣は一つ二つと、ジャバウォックに突き刺さる。

　その妖よう剣けんは獣に死をもたらして、勇士に栄光の首を与えるだろう。

（強制接続完了。『鏡の国のアリス』にあるジャバウォックの詩と、記述内容が合致しました）

（『ヴォーパルブレイド』、具現化アツプロードします）




　出現した短剣を、リヴルが横に薙なぎはらうのと。

　黒い弾だん丸がんのようなものが短剣に跳ね返されるのは、同時だった。

「武具の架イ空メ現ー実ジは……今までにないほど、適合しています、イツキ様」

「丁てい寧ねいな解説のおかげだ。さっきは失敗したが、今度は大丈夫そうだな」

　ゲームのうろ覚えから引き出した『ヴォーパルブレイド』、刃渡り五十センチもないような短剣である。刀身が二等辺三角形を描き、赤い宝石が嵌はめこまれた短剣。こんな武器も、リヴルは扱あつかえるのか。

　それよりも、だ。

　弾丸が発射されたのは、赤あか崎さきシンの右腕から。その事実のほうが、よほど重要。

「なんだ、つまらない。当たらなかったのかよ」

　シンの見せた異常な力。シンの周りを覆おおっていた黒い霧のような物質は、今やシンの身体に定着していた。背中からは黒い翼のようなものが生えていた。

　右腕も黒いものに侵食されている。既すでにシンの五指は跡あと形かたもなく、右腕の先せん端たんは二つにわかれ、まるで竜の顎あごのようにも見えた。全て黒一色だから、わかりにくいけれど。

　人の身体が、影を身にまとっているようだと思った。

「お前がマッドハッターなら、僕はジャバウォックさ。姿形の定まらぬ獣ってことは、逆に言うならどんな形にもなれるってこと」

「……お前、そんな身体になってまで」

「お前を殺せるならどんな手段でもとるさ！　決まってるだろぉ！」

　来る。

　シンの右腕が、その口を開く。やはり竜に似たその黒い腕は、その口こう腔こうにずらりと牙きばを並べ立てていた。シンは左手でその不気味な黒い腕を支える。アニメかなにかで、同じようなポーズを見たことがあるぞ。

　腕をキャノン砲ほうに改造された主人公が、必殺技を撃つ時の。

「くたばれ黒くろ間まぁ！」

　がぢゃん。いやに金属的な音を立てて、全ての牙が倒れる。ドミノ倒しのように、牙が倒れ、こちらを向いてきたのだ。

「り、リヴルっ！」「イエス、マイライター！」

　竜の口から、無数の牙が射出される。

　俺の前に躍おどり出たのは、バニーガール姿の従者。その短剣捌さばきは、目で追うのも難しいほどの高速だった。こいつ、こんな動きができたのか。戦せん闘とうの回を追うごとに、リヴルが速くなっている気がする。

　いや、違う。今回は武器のおかげだ。取り回しやすい短剣が、ただでさえ身軽なリヴルの動きを阻そ害がいしていないからだ。百と千と射出された牙は、全て『ヴォーパルブレイド』によって叩たたき落とされる。

　地に落ちた牙は、すぐさま溶けるように消えてなくなった。

「ははっ、いいじゃないか黒間！　そんな美人な奴ど隷れいさんがいるなら、矢や口ぐちさんのことは諦あきらめなよ！」

「アイツに惚ほれた覚えはねえぞ！　お前こそ、フラれたんだから潔いさぎよく認めろよ！」

「誰のせいだと思ってるんだよぉ！　この、低俗がぁ！」

　逆恨みにも限度があるぜ、シン。

　マシンガンのような、右腕からの牙の連射。しかし、それもいつまでも続かなかった。そりゃそうだ。一体どういう仕組みだか知らないが、いつまでもフルオートで連射できるほど、弾たま数かずがあるとは思えなかった。

　雨のごとき連射が、金属音とともに再び止まる。

「リヴル、走れ！　接近できるぞ！」

　俺が本に書きこむのが先か、リヴルが走りだしたのが先か。

　シンは舌打ちとともに、リヴルを迎え撃とうと駆ける。豚ぶたのような体型のくせに、意外と速い。いや、走っているのではないか。背中でばさりと広がる翼で、シンは空を駆け抜けているのだ。

　黒い影に侵食された、赤あか崎さきシンの姿。

　俺には、ジャバウォックなどより、絵本に出てくる悪魔に思えた。

「邪魔なんだよぉ！　低俗を低俗に相応ふさわしく殺すだけなのに、なんで邪魔するのさ！」

「てめぇ、ワンダーランド来てから態度でかくなりやがって！」

　狂気の世界というのならば、確かに、シンはどこか狂的だった。まあ、でも、怖い訳じゃない。こっちもこっちで、俺に従ってくれるウサギが居いるからな！

「イツキ様には指一本触れさせません」

　リヴルが短剣を突き出した。先せん端たんが鋭えい角かくとなる『ヴォーパルブレイド』は、斬ざん撃げきより刺し突とつに向いた剣だった。

「そうかい！　じゃあ、仲良く一緒に殺してやろうじゃないか！」

　だが、届かない。リーチの短い『ヴォーパルブレイド』より、シンの突き出した右腕のほうが長い。無音でありながら、まるで咆ほう哮こうするかのように、竜の口が開かれる。牙きばはもうないが、だからといって人間の腕くらいなら捻ねじ切るくらいはできそうだ。

「く、ぅっ！」

　届かぬ短剣を突き出したまま、リヴルが身をひねって顎あごをかわす。『ヴォーパルブレイド』を引き戻すのが間に合わない以上、その動作は最善の選択だっただろう。

　ただし。

　シンの右腕が、伸長しなければ、だが。

「っ、だとっ!?」「イツキ様!?」

　黒い影の竜が迫る。シンの右腕をリヴルがかわしたことによって、その後ろにいた俺までの道筋が完成してしまったのだ。シンの腕はぐんぐんとそのリーチを伸ばして、俺まで辿たどりつく。

　かわす、暇ひまもない。

「ぐ、うぅ、あっ!?」

「はは、ははっ！　一人だけ関係ないみたいな顔をしているからだよ！」

　黒い竜に首を、嚙かまれた。全て撃ち出されたから、食い込む牙はない。おかげで即そく死しは免まぬがれているが、締め付けられて息が苦しい。そのまま竜の首は垂直に伸びあがって、俺を高所まで持ち上げる。

　それでも、『真白き本』を取り落とさなかった俺を、俺は褒ほめたい。

「良い光景だよ、黒くろ間まぁ」

　どうにか引き離そうと、俺は影の竜を摑つかむ。が、びくともしなかった。ぶにゅ、という嫌いやな感触だけが手に残る。

　黒い竜に目はない。しかし俺は、その眼がん窩かのあるべき位置に、あの卑ひ屈くつで自じ虐ぎやく的で断罪的な、シン自身の瞳を見た気がした。

「イツキ様を離しなさい、ジャバウォック！」

　視界が、ぶれた。シンの悲鳴らしき声が聞こえる。シンに接近していたリヴルが、『ヴォーパルブレイド』をシンに突き立てるのが見えた。そのせいか、既すでにかなりの長さとなったシンの右腕が左右に振られる。

　咄とつ嗟さにシンの腕に摑まっていなかったら、振り落とされるか、でなければ首の骨が折られて死んでいた事だろう。

　水の音が聞こえた。制御を失ったせいで、俺が海に落ちたのだと気付いた時は、全身に嫌いやな重さがまとわりついてきた。水を吸った服は抵抗を増し、重量を増し、溺おぼれた者を水死へ容易たやすく案内してくれる。

「ぐっ、がっ、がぼっ！」

　水を飲んだ。すぐさま浮き上がりたくても、俺は首を押さえつけられている。このまま沈しずめ、というシンの声が聞こえた気がした。それと金属音も。これもリヴルか。もう水音でなにも聞こえない。

　息が苦しい。肺が酸さん素そを求めても、入りこんでくるのは水ばかりだ。

「イツキ、様っ！　今お助けしますっ！」

　そんな、前後不覚の状況の中で、再び水音。

　問うまでもない、リヴルだ。そしてそれを追って、翼で海上を飛ぶシンの姿も見えた。その右腕だけが俺の首とつながっているから、どこかおぞましい凧たこのようにも思えてしまって。

「がっ、ぼっ、げごがっ！」

　お前まで溺れるぞリヴル。そう言いたかったのに出てくる言葉は水を飲んだ呼吸音ばかりだった。リヴルは俺を抱き上げて、どうにか頭を水上にまで持ち上げてくれる。ちょっとはマシになった、か。

「させるかよぉ！　二人とも、醜みにくく膨ふくらんだ溺でき死し体たいになれよ！」

　首が、一瞬だけ楽になった。影の竜が俺の首から離れたのだ。

　だがそれは言うまでもなく、次の攻撃の準備のため。シンは触手とも言えるほど長く伸びた右腕をしならせて、俺と俺にくっついたリヴルを狙ねらう。あれだけ太い腕が激突したら、ただではすまないだろう。

　だが、俺はそれがわかっていても、身体がまったく言う事を聞いてくれなかった。空うつろな瞳で、ただ迫る黒い触手を見つめていた。

「ふっ、くっ、あああっ！」

　リヴルが、声を荒げる。

『ヴォーパルブレイド』と、シンの腕、果たしてどちらが早かっただろうか。

　速度の差に意味はなかったのかもしれない。俺の視界はブレて、再び海中に没した。今度は息が苦しいとも思わなかった。なんか頭がぼうっとして、なんか考えるのも面めん倒どう臭くさい。すぐ傍そばにリヴルが、沈んでいる、ように見えた。やはり防ぎきれなかったか。

　曖あい昧まいな視界の中、最後に見えたのは、遠くで俺たちと同じように沈む悪魔の姿だった。リヴルは最後の手段で、触手を迎え撃つために『ヴォーパルブレイド』を振るったのではなく、短剣を投とう擲てきして直接シンの翼を撃ちぬいたのだと、その時に気付いた。

　翼が傷つけば、悪魔でも天使でも落ちるしかない。

　せめてリヴルだけでもと手を伸ばそうとしたところで、リヴルがどこにいるかも見えなくなっていた。白い視界で自分の腕の感触もなかった。苦しさも冷たさもない。どこに消えるのだろうと、思った。

　どこへ。

　俺は　　　このまま　　　どこへ。

















幕間二　アリス・アイリス・イリス












「なぁんだ、つまんない」

　海上で、『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』が一人呟つぶやいた。トランプが彼女の指先に従うように。次々と海中に落ちて行く。統制のとれたそのトランプの動きは、ある種の軍隊に似ていた。

「こんなお話、面おも白しろくないわ。戦って相あい討うちで、とどめも刺せずとどめも刺されずに、涙の海に溺おぼれるだなんて、そんなのはダメよ、気違い帽子屋マツドハツターさん？」

　アリスはどこまでも無邪気な笑みを浮かべている。何枚ものトランプが寄せ集まり、アリスの目の前に道を作る。彼女は当然のごとくその上を歩いていった。

「もっとドキドキして、もっと不可解なお話になるかと思ったのに、全然ダメ。期待はずれ。ざーんねん」

　なにも考えていない風で、アリスはトランプの道を辿たどった。雨も降っていないのに、遠くに虹にじが見えた。夕暮れの虹は、アリスの機嫌を少しだけ良くさせてくれる。

「じゃあこっち。あ、そうね。お友達と戦うよりも、ハートの女王が首を刎はねるほうが面白そうだもの」

　海上から、イツキが引き上げられる。アリスの歩く道と同じように、無数のトランプが彼の身体からだを支えていた。海水に濡ぬれた黒くろ間まイツキには、既すでに意識はない。

　リヴル、シンも同じように。無数のトランプはアリスの手足。三人を助け出して、アリスは再び歌う。マザーグース、アリスの慣れ親しんだ、イギリス独特の童どう謡ようを。

「リジー・リジー・ボーデンボーデン・斧をトウツク・握ってアン・アツクス♪　母さんアンド・ゲイヴ・四十回ハー・マザー・滅多フオーテイ・打ちフアツクス♪　……って、あら、やだ。これは首を刎ねる歌じゃなかったわ」

　くすくすと笑いながら、アリスはトランプの道を歩いていく。その姿は、午後の散歩に出た貴族令嬢にも、見えた。

「裁判、私も見ているからね、帽子屋ハツターさん？」

　イツキはもちろん答えない。無邪気な少女はただ踊おどるように、トランプの道を辿り、海上の散歩を楽しむのだった







[image: 第三章　「首を刎ねなさい」とハートの女王が言いました]
















　小気味良い木き槌づちの音で目が覚めた。

「ぐ、ぁ……？」

　暗くら闇やみの中で空気を求めようと、身体からだが勝手に動く。そこでもはや水中ではないことに気付いた。それでも肺はなにかを恐れるように、過剰に酸素を取り入れようとする。

　俺が目覚めた頭でまず最初にしたことは、その過剰反応気味の肺をなだめることだった。深く吸い込む息で、身体を落ち着ける。

「はー、っ、はー、っ」

　ここは、どこだ。暗い。よく見えない。立ち上がっても、明かりらしい明かりがどこにも存在しない。ここは、室内か？　陽光も月光もない以上、そうとしか思えなかった。

　俺は、確か、シンと戦って。それで、あの海で、溺おぼれたはずじゃなかったか？　服は、濡ぬれていない。乾いたっていうより。まるで新品のタキシードである。俺が森を歩いてきた時についた汚れもまるでない。シルクハットはどう考えても海で落としたはずだが、しつこく俺の頭に乗っかっていた。

（リヴルは……いや、そうだ、エレシュキガルっ）

　ずっと胸ポケットにいれていた、小さいネムリネズミを思いだす。咄とつ嗟さに胸にあてた手には、温かい感触が伝わってきた。寝てるのか。溺れたり落ちたりしてないで良かったが、もしかして俺が死にかけた時もずっと寝ていたのだろうか？

　もしそうなら、いくら女神とはいえ、デタラメが過ぎないか。

　最後の一撃でシンをも沈めた、あのバニーガールの姿はない。つーか、暗くて周りがよく見えない。なんで俺は助かった？　アリスには逃げられたのか？

　くそ、頭が混乱して訳わかんねえ。

　シンは、本気だった。本気で俺を殺そうとしていた。くそっ。おい、未み耶や。誰にでも優しくしてるから、あんなストーカー一歩手前のようなヤツに惚ほれられてしまうんだぞ。アイツが、未耶を巻きこんだ、張本人だっていうなら。

　ならば、ワンダーランドは？

　アリスは、ただ俺を殺す場を整えるためだけに異世界を創ったのか？　シンの望みを叶かなえるために？　それはなんというか、随ずい分ぶんアリスが、シンのために尽くしすぎているような。

　考えるべきことはまだある。未耶は、シンの目的のために巻きこまれた。そこまではいい。ならば、ユズキは。俺の妹はどうしてここにいるんだ？　未耶は、シンが彼女を欲しがったから。しかしシンとユズキに面識はない。同じ理由で巻きこまれたとは思えない。

　でも、ただ理由もなく、ユズキが異世界に入ってきたとは思えない。未耶には理由があったんだ。ユズキにもきっとなにか。

「む…………ぅ、むぅ」

　胸ポケットから、もぞもぞとした感触。起きたか。

「むー？　イツキー、ここはー」

「なんか、暗い」

　おかげでエレシュキガルの顔もよく見えなかった。とりあえずどうしたものか。この暗い空間の中で闇やみ雲くもに移動するのは危険だと思うが──。

「静せい粛しゆくに。静粛に」

　かんかんと、どこかヒステリックな木き槌づちの音が響ひびいた。同時に、眩まぶしい光が目を焼く。一いつ瞬しゆん前までの暗闇に慣れていた瞳では、その光は痛すぎた。上から降り注ぐ光は、スポットライトのように俺を照らす。

「これから裁判を執とり行います。静粛に。静粛になさい。でなくては端はしから首を刎はねることになりますよ」

　そして、もう一点。俺より一段高いところに、光の三角錐すいが形成される。さっきから響く固い声。ああ、そうだ。あんたにはその役がお似合いだよ。いつもいつも高いところから見下ろしやがって。

「イシュタル……？」

「気安く名前を呼ぶとは、礼を失しているのではありませんか？　私はハートの女王。被告人、これから貴公の罪を問う裁判を執り行います。さあ、大人しくその首を差し出しなさい」

「判決出てもいねーだろうがよ……」

　壇だん上じようにいる金髪の女神は、見事に発言が狂っていた。

　いつもの白銀の鎧よろいではない。真紅のドレスに、頭に乗せたティアラ。なるほど、ハートの女王か。毅き然ぜんとしたその瞳ならば、どれほどの人民を虜とりこにできるだろう。それともこの神様には、信者とかいるんだろうか。

　一ひと際きわ高い席、おそらく裁判官が座るのであろうその席にいるのは、エレシュキガルの姉、イシュタルだった。いつも傲ごう慢まんで凶暴で、鋼はがねのごとき冷たさと硬さで俺を見下す、相性の悪い相手。

　まだまだ暗いからわからないが、ここは、裁判所かなにかなのか。

「びっくりだぜイシュタル。まさかお前が助けに来てくれるなんて思わなかったよ」

「助ける？　なんの話ですか？　私は告発者です。貴公の罪を問い、貴公の罪を責め、その首を刎ねよと宣告する、正義の使者であるのですが」

「…………あん？」

　エレシュキガルと同じように、俺たちのためにワンダーランドに来てくれたんじゃ？

　いや、でも、イシュタルは基本的に俺たちに関わらない。生死に関わりないどころか、下へ手たをすれば俺を殺す大義名分を欲しがってるような印象さえあるというのに。助けに来てくれるってのは、いささかおかしい気もした。

　なら、なんで、こいつは？

「イツキー、イツキー、この姉上は、どうやら偽にせ者もののようじゃぞー」

「偽者？　おい、それって」

「アリスが、姉上を真ま似ねて作ったものかもしれぬのぅー。神としての特性はともかく、姿形だけなら同じようなものを作るのは造作もあるまいー。異世界の舞台装置を揃そろえることにかけては、あの小娘にかなうものはおらぬからのー」

　やっぱり眠そうなエレシュキガルの声だった。俺の胸ポケットから頭だけ出しているが、その瞳は三分の一も開いていない。しかしリヴルのいない今、俺の頼りはこのちっさな女神だけだ。

「ま、そりゃそうか、イシュタル『様』が、わざわざ俺を助けにこんなところまで来るわきゃないわな」

「被告人は黙だまりなさい！」

　がんがんがん。いつの間にか、イシュタルの持っている得物が、木き槌づちから長柄の戦せん斧ふに変わっていた。その石いし突づきで床を叩たたき、不愉快を示す。ああ、やっぱこの女は武器持ってるほうがしっくりくるな。

「被告人は名前を述べよ」

「……黒くろ間まイツキだが」

　被告人ってのは俺のことなのか？　一体なんの罪で俺を裁くというんだ。

　こんなとこにいるわけにはいかない。リヴルがどこにいるかわからないし、未み耶やだってまだ見つけていない。訳分からないことで足止めをするな。

　ふと、周囲の暗くら闇やみからひそひそと話す声が聞こえた。なんだ、俺の他に誰かいるのか。暗いからよくわからないが、こちらを見る気配だけがあった。耳を澄ませば、秋の虫の音のように、小さな声がいくつも反はん響きようしてくる。

　何な故ぜかわからないが、その一つ一つは小さい音だが、俺を早く死刑にしろと喚わめいているように思えた。

「気違い帽子屋マツドハツター、黒間イツキ。これより裁判を開始します。覚悟はよろしいですか」

「裁かれるような覚えはないんだが」

「そうでしょうか？　罪名は、自己欺ぎ瞞まん罪、忘ぼう却きやく罪、そして、間接的殺人罪。被告は重大な過失により、結果として人一人を殺あやめる結果となりました」

　この野郎。

　なにが裁判だ。そんな適当な罪状で裁かれてたまるか。これではまるで、なんでも真似をしたがる子供の遊ゆう戯ぎじゃないか。

「黒くろ間まイツキ、貴方あなたは、幼おさな馴な染じみの矢や口ぐち未み耶やを死なせた罪で、告発されています」

　そして、遊ゆう戯ぎだからこそ、ワンダーランドには相応ふさわしいのか。

　イシュタルの宣告とともに、暗くら闇やみの奥の見えない声が、ますますその囁ささやきを肥大させたように思えた。早く殺せ、処刑しろ、姿を見せない卑ひ怯きよう者どもの喚わめきは、俺にはただただ不快だった。




「被告人、黒間イツキは被害者、矢口未耶の恋心を抱かれていたにも拘かかわらず、冷たい態度を取り続け、被害者を悩ませました。その結果、被害者は死し書しよにつけいる隙すきを与えることとなったのです」

　うるさい声は、やまない。

「また被告人は『筆記官ライター』でもあり、死書を封印しその被害を未然に防ぐ役目も持っていました。だというのに死書を野放しにして、被害者を死に追いやった事、職務怠たい慢まんであると言わざるをえないでしょう」

　茶番、おままごとに付き合わされる身にもなれよ。

「しかも被告は、神の慈悲によって矢口未耶を生き返らせてもらったにも拘わらず、そのことを都合よく忘却し、あたかもなにもなかったかのように被害者と日常を送っていました。なんとおぞましい犯罪でしょうか。一人の人間の、それも自分の責任で死なせてしまった幼馴染の死を、あっさりと忘却するなど、許されざる大罪と言えるでしょう」

「もうやめろよ、鬱うつ陶とうしい！」

　俺ごときの慟どう哭こくが、高みの女神に届くはずもないと、よく知っていたけれど。

　罪の告発。裁判。なんでだよ。どうしてイシュタルが、全て俺の後悔を責め立てるんだ。その冷たい顔での追及から、俺は逃れられる気がしない。悪いのは俺だ、あの死は俺のせいだと、何度も繰り返したはずだろうに。

　俺の網もう膜まくに、何千何万と繰り返したあの夜の、再生が。

「イツキ、イツキー！　落ち着くのじゃ、これはアリスの罠わなじゃぞ！」

「ああ、わかってるよ……落ち着いてる。俺は大丈夫だ、エレシュキガル」

「イツキ……」

　それでも腹の立つことに変わらない。イシュタルに、それも偽者にここまで言われなきゃならない道理はないはずだろう。

　それがわかっていても、脳を刺し貫つらぬく罪悪感は、俺の肌に嫌いやな汗を浮かせる。胸ポケットの女神は、俺を見上げてくる。

「イツキ。気を抜くでないぞー。ここは狂気の法廷じゃ。お主の精神を壊すための仕掛けが至るところに施ほどこされた処刑場なのじゃー」

　甲高いエレシュキガルの声が、うるさい。大丈夫だ。ピンク色の中に青い血管を浮き出して血に濡ぬれていた未み耶やの内臓器官なんて、少しも想像していないから。

　エレシュキガルの言葉に、姿の見せない悪意たちはくすくすと笑う。ここが裁判所だというなら、この声はなんだというんだ。暗くら闇やみに隠れる連中は、さしずめ傍ぼう聴ちよう人というところなのか。

「部外者は黙っていなさい。首を刎はねますよ。そこのネムリネズミが先ほどから少々うるさいようですが」

「おのれ、偽にせ物もののくせに調子に…………うるさくてなにがわるいのじゃ！　余はイツキの弁護人じゃー！」

　見下げるイシュタルの目は、未いまだ冷たい。偽者でも、俺に無数の武具を突きつけたあの姿とダブる。外見だけは、完かん璧ぺきに真ま似ねているらしい。

「あの幼おさな馴な染じみが死んだことと、イツキの行動に直接の因果関係はなかろうが！　要因の一つであったかもしれぬが、精神の隙すきはそれだけで生まれるものではないわ！　それでイツキだけを責めるのは筋が通っておらぬじゃろうが！」

「しかし最大の要因であったこともまた間違いありません。それとも、弁護人、貴女あなたは矢や口ぐち未耶の恋心とそこに生まれる葛かつ藤とうを、それほど大したものではなかったと言いきるつもりですか」

「そんなことは本人にしかわからぬ！」

「いえ、わかっているはずですよ、ネムリネズミ。貴女ならば人の心など、円グラフでも見るかのように、簡単に覗のぞき見ることができるでしょう。その心の大半を占めているものがなんだったのか、読み取ることができたでしょう。何な故ぜなら、女神なのですから」

　エレシュキガルが言葉に詰まった。ああ、いつも見透かしたようなことばかり言うからな、この女神は。全てわかっていて、それでいてわかっていないようなフリをしているのかも。

「だが、だがそれでも！　それでもイツキに責はない！　突然『筆記官ライター』を押しつけた余や、イツキの手助けを十分にできなかったリヴルも、上から見下ろすばかりでなにもしなかった姉上も！　皆それぞれに責があろう！　イツキ一人だけを、どうして……！」

「やめろ、エレシュキガル、もういいよ」

　途中から涙声になったエレシュキガルを、掌てのひらで撫なでてやった。震える温かい感触は、俺の好きなものだった。こいつはこいつでこいつなりに、あの事件のことを考えてくれていたのかもしれない。なんだかんだで、優しい神様だからよ。

　神が嘆なげくのは、なにゆえか。

「ほう、被告人は有罪を認めるのですか。では早さつ速そく斬ざん首しゆの準備を」

「ざけんな偽者。そんなつもりはない。たとえ俺に罪があっても、罰ばつを下す資格はアンタにはない。そうだろう？」

　たとえそこに、俺の罪悪が存在していたとしても。

　偽者に責められるいわれはない。どうしてもその罪悪で俺を裁きたいのならば、その資格がある奴やつを連れてこい。

　偉えらそうな女神の、それも偽にせ者ものごときに、裁かれてたまるかというんだ。

「では、証人をここへお呼びなさい！　この者の罪を暴くのです！　証人第一号！」

　暗くら闇やみの声が騒ぐ。それは、処刑という、単純な残ざん酷こくと暴力を心待ちにしている声だ。高い声も低い声も折り重なって、俺の死を望むから。

　かつん、という靴音は、背後の闇から。無数の姿なき悪意に後押しされて、そいつは姿を現してくる。

「ああ、じゃあ、俺が裁いてやろうじゃないか」

　この声は、よく知っているものだった。

「黒くろ間まイツキ。確かにお前の言う通りだ。世の中には罪人も多いが、もっと多いのが、自分には罪人を責める資格があるのだと無条件で信じてるバカどもだ。そうだろ？　自分てめえらだって、他人を責められるほどご大層な生き方しているわけじゃねえだろうによ」

「お前は」

「でも、俺は違う。そうだ、俺は、違う。何な故ぜだかわかるよな？　俺にはお前を責める資格がある。だって、俺は」

　俺は振り向いた。暗闇だった。その暗闇の中に、証人を自称する男が立っていた。よく知った声。自分に酔ったようなセリフ。すぐに出てくる悪口。そう、そして、俺を裁ける数少ない男。

「────俺は、お前だからな、黒間イツキ」

　振り向いた暗闇。

　そこに、俺がいた。




「ははは、そんなに驚くんじゃねえよ。同じ顔じゃないか。毎朝見てるだろうによ」

「……お前、本当に」

「疑うな。ここは不思議の国だ。俺の目の前に俺が出てきてなにが悪いんだ？　俺はお前のことを全部知ってる。お前の罪も、お前の悪も、お前の闇もな」

　偽者だ。自分に言い聞かせる。暗闇で笑うその顔は、確かに俺と同じだけれど、それがどうした？　俺が俺である以上、俺の目の前に現れた俺は俺ではないと断言できる。

　問題は。

　たとえ偽者でも、こいつは、俺を告発できるということ。

「さて、と。証言だっけか。なにを証明すればいいんだ？　お前が未み耶やを殺した事を？　でも、これ、もう議論の余地ねえよな。『邪神秘法書ネクロノミコン』に狙ねらわれた原因は、まあそりゃ全部じゃないにせよ、お前にあったわけだし。例の死書をぐずぐずと捕まえられず、未耶を良いように使われ、人形みたいにくるくる踊おどっていたのもお前だし？　お前以外に『邪神秘法書ネクロノミコン』を倒せるわけないんだ。ほら、じゃあ、お前のせいだ」

「さっきから黙って聞いておれば……！」

「口出しするかエレシュキガル？　それじゃあ聞くがよ、未み耶やのことを他に、一体誰のせいに、できるんだ？」

　くっくっくと、俺の顔をした偽にせ者ものは笑う。ああ、俺が話してるかのように錯さつ覚かくする。こいつはずっと、俺の中で俺を苛さげすんだ声そのものだ。それが、身体を持って出てきて。

　今まさに、俺を告発する。

「リヴル？　まさか。アイツは俺に従って、よくやってくれたよ。エレシュキガル？　お前は俺を呼んで役目を与えただけだ。未耶の死に直接関係していない。もし女神からなにも知らされなかったら、それこそ俺は無様に死んでたぜ？　イシュタルは無論、傍ぼう観かん者だ。関係がない」

「…………」

「じゃあ、俺は誰を恨めばいい!?　なあ、答えろよ俺！　未耶が死んだ！　あの夜の事は未いまだに覚えているぞ！　内臓ぶちまけて下半身消え去って、それでもまだびくびく動いてた未耶を！　あれを一体誰のせいにすればいいんだ！　そんなん、俺しか、いねえだろうが！」

　偽者が吼ほえた。俺は答えられない。だって、それは、紛まぎれもなく俺の本心だったのだから。そう。俺は、ずっと、そう考えていた。この偽者は俺の顔をして、俺の代弁をしているだけだ。

　ここには、本来、俺しかいない。

「直接手を下したのは『邪神秘法書ネクロノミコン』であろう！」

　だから、だからさ、エレシュキガル。それは、言っちゃいけないんだ。俺だってそんなこと、最初からわかっていたんだから。

「く、くく……くくく」

「わかってる。わかってるから言うな、偽者！」

「嫌いやだ。言うに決まってんだろ。俺は告発者だぞ。直接手を下したのは『邪神秘法書ネクロノミコン』？　ああ、確かにその通りだな。それじゃあ、教えてくれよ黒くろ間まイツキ。なんで、あの邪神の書が、まだのうのうと死し想そう図書館にいやがるんだ？」

　俺は、俺を殺す。

　この致命的な一言は、疑いようもなく、俺の罪の暴ばく露ろだった。

「殺せよ、なあ、黒間イツキ！　あの本が許せなくて、憎くて、一ページだって存在しているのが我が慢まんできないはずだろう!?　本来ならば、そうあるべきだろう！　あの本をぶち殺せ！　記述の一字すら、この世にもあの世にも残すなよ！　簡単だ、ライター一本であっさりケリがつくんだぜ！」

　そう。なんで、俺は、彼女を燃やさなかったのか。それどころか、あの死書を責めることさえしなかったのか。

　単純だ。

「人の形をしている『邪神秘法書ネクロノミコン』を、傷つけたくなかったんだよなぁ？」

「そうだ。その通りだ」

「おい、おいおい、俺！　笑わせないでくれよ、俺！　冗じよう談だんだろう!?　まだ人間らしくいたいつもりか！　とっくに死想図書館の異常に頭のてっぺんまで浸つかっているじゃないか！　それなのに、傷つけたくない!?　人の形をしているから、だと!?　あれは本だぜ？　無機物だ！　それなのに良い子ちゃんぶって、未み耶やの復ふく讐しゆうをしないのか！　未耶にあれだけ酷ひどい事されておいて、お前はまだまともな人間でいようとしてるのか！」

　俺の偽にせ者ものは、笑っている。あれは嘲ちよう笑しようだ。俺自身を笑う俺の声だ。

　この法廷は、この裁判は、つまるところ茶番。俺自身が見なかったようにしていた、聞かなかったようにしていた声を、ここでは再生されてしまう。裁判官も証人も、俺の内面からの声をコピーしているだけだから。

　もうやめてくれと、届くはずもない。

　そんな真ま似ねは、罪を認めるに等しいから。

「なにを……なにを言うのじゃー！　『邪神秘法書ネクロノミコン』を燃やすじゃと！　お主、『筆記官ライター』の役目を忘れておるのか！　死書の封印をせねばならぬ者が、その死書を燃やすなどあってはならぬことじゃろうが！」

「うるせぇぞ、ネズミ。お前の押し付けた役目がなんの関係がある。『筆記官ライター』の職務なんざ知るかよ。死想図書館？　死書？　あんな訳分からねえ場所の本と未耶、どっちが大事か、わざわざ言わなくちゃいけないのか？」

「お主……そのような」

　エレシュキガルが、涙目になって胸ポケットに隠かくれてしまう。ああ、そうだ。確かにそう思った時もあった。それは間違いなく、深層にあった俺の怨えん嗟さの一つだ。だけどさ、この小さい女神に面と向かって言う事じゃ、ねえだろうよ。

「それで、神様がお節介に生き返らせてくれたことに乗っかって、未耶が死んだ事を忘れようとしているんだろ。『邪神秘法書ネクロノミコン』と仲良くしようとしてんのも、その証だろうが。あの死を忘れてしまえば、今笑っている未耶は目の前にいる。彼女のために、とペンを振るっていれば、そりゃ、贖しよく罪ざいしてる気分に浸ひたれるよなぁ！　たとえそれ自体が罪だとしてもよ！」

「違う」

「違わねえさ！　あの邪じや書しよを野放しにしてるお前は、そうやって立派な人間ぶって、誰も恨まない憎まない風を装って、まだ日常に還かえりたいんだ。もうそんなことは無理なのに。なあ、俺は忘れないぞ。俺は、あの死をずっとずっと覚えている。たとえ俺が忘れても、俺は絶対に忘れねえ」

　矛む盾じゆんだらけのその証言。しかし、それでも、その意味は俺によくわかる。

　がんがんがんと、床が鳴らされた。俺たちを見下せる位置にいる女神が、その持っている大おお斧おので床を打つ。

「判決を申し渡します」

　うるせえ、裁判ごっこはもういいよ。

　肩に乗るエレシュキガルががやがや言っていたが、もうイシュタルには聞く気もないようだった。そうだろう。その判決は俺の中でもう出ているのだから。この法廷が俺の真意を映し出す場なのだとすれば。

　刑の執行は、決まっていた。

「判決は、死刑。被告人の首を刎はねなさい」

　目の前の黒くろ間まイツキが、なにが楽しいのか手を叩たたく。嫌いやな音だと思った。それにあわせて、観客の声が更に増した。そんなに処刑が楽しいか。そんなに俺が死ぬのを歓迎するか、俺のくせによ。

「ただし、刑の執行には情じよう状じよう酌しやく量りようを認めます。被告人のみを責めるのは確かに不当。しかし罪があることも事実。ゆえに、被告人に選択権を与えましょう」

　大おお斧おのが投げつけられた。ブーメランのように回転する白銀の刃は、俺のすぐ隣の床に突き刺さった。おい、その間、俺反応できなかったんだが。なんだ、俺もろとも殺してもいいと思ったのか。それとも、一ミリの差を開けて正確に投とう擲てきする自信があったのか。

　ああ、もう、どうでもいいか。そんなことは。

「執行人は、前に」

「はい、了解いたしました、イシュタル様」

　もはや、驚き疲れて、声も出ない。

　裁判官で、証人で、次は死刑執行人か。なら、それはお前に決まっているよな。どこに行ってたのか気になったけど、司書から転職したとは知らなかったぜ。

　なあ、リヴル。

「お前の大好きな奴ど隷れいメイドだ。喜べ」

　俺の顔をした偽にせ者ものが、酷こく薄はくな顔で笑う。その広げた両手、その先に、二人のリヴル・ブランシェが立っていた。閉じた目、重ねた両手、白い肌、全部、いつものリヴルだったのに。

　偽者の俺の両側に立っていれば、まるで、そいつの従者みたいじゃないか。

「どっちかが本物、どっちかが偽者だ。さあ、好きなのを選べよ」

「……どっちも、作りだした偽者じゃろう」

「く、くく。そういう意味じゃねえよ。本物の死刑執行人と、そうじゃないのがいるってことだ。裁判官様は随ずい分ぶん優しいじゃないか。お前に生きる余地を与えてくれたんだ。なあ、俺、まだ女神の慈悲があるんだぜ？　本物の執行人を選べばお前を殺す。偽者だったらなにもされない。これはただそれだけの選択なんだ。好きなのを選べ」

　まさかこんなところで人生の選択するとは思わなかった。随分と勝手な死刑執行だ。

　だが、それでも、それは俺の罪悪の結果だ。俺に責められるのならば、俺は言い訳できない。相手はなにしろ、俺自身なんだからよ。この暗くら闇やみの法廷は、多分そうして、俺を殺すためのものなのだから。

　自己嫌悪は、いとも容易たやすく人を殺す。例外はおそらく、ない。

「イツキ、付き合う必要はないぞ！　わざわざこんなことをする必要は……」

「おいおい、逃げる気か？　後ろでバカでかい剣を構えてる女神が見えないのか？　逃げたら即そく死しだろうよ」

　だろうな。もうあの銀の女神の殺気にも慣れてきたよ。偽にせ者ものだろうが、人外であることには変わりないのだろう。だから俺はもう、この意味のわからない狂った選択をするしかない。

　間違っていたとして、だからなんだ？

　この判決は、おそらく正しいだろう。偽者の俺の言う事も、間違いのない俺の本心だ。俺はそれを聞かないふりをして、ずっとずっと逃げていた。

　そうだ、俺は多分、まだ綺き麗れいな自分でいたかったのだ。『邪神秘法書ネクロノミコン』を責めなかったのも、きっとそれが理由。本当に未み耶やのことだけを考えていれば、死書に酷ひどい事をしてしまいそうな自分がいた。それが怖かった。

　それで、先の見えない綱つな渡わたりだと？

　未耶のために『邪神秘法書ネクロノミコン』も殺せない俺に、それはどんな戯ざれ言ごとだ？

「急がなくてもいいさ。ゆっくり選べよ。時間ならある。なあ、リヴル」

「イエス、マイライター」

　たとえどちらのリヴルも偽物だとしても。その言葉が俺以外に対して発されることが、たまらなく嫌いやだった。おい、本物の、俺のリヴルはどこにいるんだよ。

　エレシュキガルは不安そうに俺を見上げている。神のくせに一体なにを不安がるというのか。どちらを選べば俺の首がつながるのか、この女神なら知っているんじゃないのか。

　しかし、どうせ聞いた瞬しゆん間かん、背後の壇だん上じように立つ裁判官の腕が動くのは目に見えていた。みすみす許すほど甘くはねえだろ。エレシュキガルが黙だまったままなのがその証拠。ここでの答えを、俺は自分で見つけるしかないのだ。

　本当に？

　もはや、どちらでもいいんじゃないのか。罪人が誰かは決まっている。俺の生死など、そんな大したことじゃないような気がする。リヴルはどこだ？　本物のアイツだけでも、俺は助けたい。偽者の俺は目の前で酷こく薄はくに笑っている。そんな顔、俺にはできるはずも。

　──なんだと？

「悩んでるようじゃないか。俺。そんなに死にたくないか？」

　目の前の俺は、確かに俺の偽者。俺の深層の心情を暴ばく露ろする。そこにあったのは間違いなく俺の本音だった。俺の劣化模も倣ほうであるのは疑いがない。

　ならば、それはどうやって作られた？

　俺だけじゃない。偽にせ者ものの俺の両りよう脇わきに控える、偽のリヴルもだ。こいつらは、一体、どういう。

（考えろ……今、それしかできないだろ、俺には……）

　本は手元になく（偽のリヴルは二人）どちらかが執行人（この場における法廷の意味）裁判官はイシュタル（偽の俺は一人）アリスはどこだ？　（エレシュキガルは弁護人）刑けい罰ばつの執行は（俺に対して行われる）恩情による助命と言ったか（暗い闇やみ）その中で笑い続ける傍ぼう聴ちよう人にん共（偽者はどこから出てきた？）明るい俺の場所（なんの錯さつ覚かく？）どれが幻覚？（壊れたガラス）未み耶やとの距離（ここは不思議の国だから）待て。

　待て。もし、これが。もしこれすらもが、アリスの物語に準じているとしたのならば。

　まだだ。

「良い顔してるじゃないか。もう決まったか？」

　まだ、ここでくたばる訳には、いかねえんだよ。

「ああ。そりゃそうだ。リヴルは俺の奴ど隷れいだぜ？　見分けがつかないわけがないだろう」

「ほー。俺にはとてもそうは思えないんだが、まあいい。どっちを選ぶんだ？　右か、左か。お前の命を終わらす方を選んでくれると、俺も気が楽だ。これで、鬱うつ陶とうしい自己嫌悪から解放されるんだからよ」

「はっ」

　鬱陶しい自己嫌悪から、解放だと？

「俺が選ぶのは、お前だよ」

　いささか恰かつ好こうつけて、目の前にあるそれを指さしてみた。俺の真正面、俺の顔をしていやらしく笑う、俺自身を。

「……俺？　なんだ、俺に殺されたいのか、俺は」

　意味がわからないと言う顔で、俺の偽者は歯をむき出した。そういうことじゃねえ。わかってるはずだろう。俺の心を写す、俺なんだからさ。

　そこにいることは、もう察しがついてんだ。

「違う。てめぇは出てくんな。俺の中にある、泥みたいな自己嫌悪にずっと沈んでろ」

「あ？」

　俺の拳こぶしは、母親直じき伝でんなんだよ！

　踏み込みは一瞬。指した指は拳に変換し、一足飛びで偽者の俺のところへ飛びこんでいく。背後のイシュタルがなにか気付いたかもしれないが、もう遅い。伸ばしていた腕で攻撃するのに、大した時間は必要じゃないから！

　全身で放つ、一撃。

　偽者の俺の顔に、ヒビが入る。比ひ喩ゆではなく、蜘く蛛もの巣状の線が、偽者の顔に無数に走る。そして骨にまで食い込んだ、ガラスの感触。血管を切り裂く鋭利な痛みと、肉を殴った感触が、偽にせ者ものの俺の最後の抵抗のように思えた。

「てめ……！」「砕けろ、鏡の中の俺」

　最後の恨み事を残すこともなく、偽者はばらばらと剝はく離りする。

　これが、からくり。『鏡の国のアリス』でば、偽者たちは鏡によって作られたものだ。そう、俺の目の前に偽の俺がいたのだから、そこにあるのは鏡であってしかるべきだろう。

　なら、本物のリヴルは？

「そこに……いるよな……！」

　鏡の奥に、『真白き本』を抱いて眠る、リヴル・ブランシェがいてくれた。

「よくやったぞイツキ！　あとは──」

「罪人を捕えなさい！」

　イシュタルが立ち上がって叫ぶ。同時に動くは、俺を挟はさむように立つ二人の偽リヴル。さて、その二人が斧おのを取るのが速いか、イシュタルが手持ちの武器を投とう擲てきするのが速いか。

「あとは、余が手を貸してやろう！」

「その小さき身体でなにができるのです！　この愚ぐ妹まいめが！」

「お主の妹になった覚えなどないわ！」

　巨大な剣が、回転して投げつけられる。二人のリヴルも斧を取り、それを俺にめがけて投げつけてきた。三方から来たる、処刑の鋼はがね。

[image: ]

　同時に俺の肩にいたエレシュキガルが跳ちよう躍やくした。俺の掌てのひらくらいしかないサイズ。普通なら、一体なにができるのかと思うだろう。いや、でもさ。

　そいつは偽にせ者ものじゃない。本物の女神様だからよ。

「イツキは、リヴルを目覚めさせよ！」

　エレシュキガルが空中で、剣に砕かれた。少なくとも、そう見えた。

　実際は、エレシュキガルが剣の先せん端たんを摑つかんだのだ。剣の重量だけで潰つぶされそうなほど小さい体たい軀くのくせに、合がつ掌しようした手の間に鋼を挟はさんでいる。空中で、巨大な剣を相手に真剣白刃どり。もう、それだけで、この神のデタラメぶりがよくわかる。

「くふふ」

　その摑つかんだ剣を、小さい神様は地面へと突き立てた。

　一陣、疾しつ風ぷうが咆ほう哮こうする。たったそれだけで、投擲された斧は跳ね返り、偽者のリヴルたちも吹き飛ばされた。鈍い音と、わずかな呼気。暗くら闇やみで蠢うごめいていた囁ささやき声が悲鳴と変わる。そして。

　無数のガラスの割れる音。

「リヴル！」

　四方を鏡で閉じ込められた棺ひつぎ。その中にいたリヴルに駆け寄る。気を失っているだけのようだった。彼女が胸に抱えている『真白き本』を手に取る。よし、これでもう、偽者なんかに惑わされない。

　リヴルはまだ目覚めない。仕方がないので、頭から生えている耳を軽くつねってやった。

「ぃひゃあうっ!?」

　便利だな、これ。

「い、い、イツキ、様!?　あ、あのこれは……！」

「落ち着け、リヴル」

　すげー。慌あわてたリヴルなんて初めて見た。多分この先見れないし。

　感情がないわけではない、とリヴル本人が言っていたから。その発はつ露ろか。それだけ混乱しているということか。

「話は後だ、お前の偽者が出てきたからよ、ちょっと戦ってもらうぞ」

「い、イエス、マイライター」

　状況なんて何一つわかっていないだろうに、それでも頷うなずくリヴルはさすがだと思った。

「イツキー、時間稼かせぎはしておいたぞー」

　いつの間にか、胸ポケットにはエレシュキガル。こいつはこいつで、己の力の発揮するチャンスを狙ねらっていたのだ。それは俺が本物のリヴルを見つける、その瞬間以外に有り得ない。力を使い果たしたのか、すぐに寝息が聞こえてきた。

　小さいのにご苦労さん。あとは大丈夫だ。

「おのれ……罪人めが……！」

「からくりはわかってるぜ、裁判官さんよ」

　光が満ちる。ようやく、この暗い法廷の正体が明かされる。

　女王がドレスを脱ぎ棄てる。偽にせのイシュタルが高い席から、俺の目の前へと降りてきてくれた。こっちは『真白き本』を広げる。目覚めたばかりのリヴルの目には、既すでに自分たちを囲む偽リヴル二人が映っていることだろう。

　赤いドレス。それが引きちぎられた下には、見慣れた白銀の鎧よろいがあった。やっぱり、イシュタルは鋼はがねでその身で鎧よろっているほうが、似つかわしいと思った。小こ脇わきに抱えた兜かぶとを、頭部に嵌はめる。物騒すぎる。

　先ほど吹き飛ばされた影えい響きようか、リヴルの一人にはその顔面に亀き裂れつが入っていた。稲妻状のそれは、やはり鏡かガラスのヒビだ。

　法廷のいたるところには、鏡が設置されている。百や二百じゃねえな。さっきからばさばさと音が聞こえるのは、鳥だった。なんか、漫まん画がみたいにデフォルメされたハトやらワシやら、色んな鳥が羽を散らして逃げ回っている。さっきから聞こえた、傍ぼう聴ちよう人にんの正体はこれか。

　全部まるごと、絵本の世界じゃねえか。

「鏡で作りだした偽者か。まったく、回りくどい真ま似ねをしてくれるぜ」

「イツキ様。より正確には、私が閉じ込められていたのはマジックミラーらしきものです。明暗の差を利用し、明るい側から見ればなんの変へん哲てつもない鏡ですが、暗い側から見ると透けてしまうものです」

　なるほど。偽の黒くろ間まイツキは、鏡に映っていた俺自身だった。

　そしてその周囲に、ハの字に配置された鏡によってリヴルが映りこみ、偽者が二人も作製されたのだ。この法廷全体には、一体どれほど複雑かつ丁てい寧ねいに、鏡が配置されているのだろう。

　つーか、この法廷がアリスの創った世界だとするなら、正解のリヴルを選べば助けてやるなんてセリフ自体が怪あやしい。アリスが俺に対して、どういう理由かは知らないが、害意を持っているのは間違いないんだから。

　どちらのリヴルも偽者。ただし、助かる方法も用意してくれていた。本物のリヴルを助け出すという、選択肢しを。ご丁寧に、『真白き本』までリヴルに抱かせて。

　だから、遊ゆう戯ぎであり、ゲームでしかないのだ。本物のリヴルを助けても、まだまだアリスの手の内。どこかで笑いながら見ているアリスを楽しませているにすぎないのだ。

「『鏡の国のアリス』の冒ぼう頭とうでは、アリスは鏡を通して異世界へと入りこみます。その中で出会う登場人物たちは、アリスの飼う猫が変化したものだ、とアリスは戯たわむれに考えました。そして彼女にとって、夢と現実の境界は曖あい昧まいになります。鏡は、境界を歪ゆがめ、曖昧にするものの象徴なのです」

「……それは、痛いほど、身にしみたよ」

　リヴルが、あの四方の鏡の中で眠っていてくれて、良かったと思う。

　境界を曖あい昧まいにする、というのなら。俺は確かにあの時、鏡に映った偽にせ者ものとの境界を失っていた。本来なら俺に従うはずの鏡像が俺に語りかけ、告発して、殺そうとまでしてきやがった。鏡を殴った時、硬い感触とともに、人間の肉に触れた感触が。

　そういや、ドッペルゲンガーだったか。もう一人の自分を見てしまったら死んでしまう、っていうのは。

　偽のリヴルたちは、イシュタルから武器を受け取っていた。それぞれ槍やりと斧おの。どちらも柄つかの長い、リーチで有利な武器だ。そして偽イシュタルは再び、新たな大剣を構えている。細身の女がよくそんなの持ちあげられるぜ。

「どちらも、叩たたき潰つぶしてよろしいのですね、イツキ様」

「ああ。いけそうか？」

「鏡のコピー能力は大したものではありません。私やイシュタル様の力を百パーセント真ま似ねているとは思えませんが」

　そういえば、あのイシュタルはどうやって作りだしたのか。ここに本物がいない以上、鏡に映して偽者を作るなんて芸当はできないはずだ。さて、一体どうしたのか。

　いや、細かいことは後で考えよう。まずは、目の前の脅きよう威いを。

「来るぞ、リヴル！」

　上質の紙にインクが走る。手慣れたこの感触。ああ、これだけで、俺たちはここで負けはしないと確信できる。

（強制接続完了。『鏡の国のアリス』にあるジャバウォックの詩と、記述内容が合致しました）

（『ヴォーパルブレイド』、具現化アツプロードします）

　従者が握るは華美に過ぎる短剣。しかし俺は確信している。でかい炎の槍や神剣よりも、取り回しやすい小型の武器のほうが、リヴルのスピードを殺さずに済むのだと。

「忘ぼう却きやくの罪すら忘却しますか。それは許しがたい大罪ではありませんか」

「忘れたことなんかない。未み耶やは俺の中で、何度も何度も死んでいたんだ」

　俺はもう夢を見ない。夜の眠りは、図書館への訪問。そこに夢を見る時間はない。

　だから、未耶の死の再生は、夢ではなく、現実に重なる幻まぼろしだ。開いた網もう膜まくの裏に映写される悪夢の繰り返し。忘れただと？　ふざけるな。どれだけ時間が経たっても、あの記憶は消えたりしない。

　ただ俺は、忘れたかっただけだ。

　リヴルが突撃する。斧が振るわれ、槍が突き出される。同じ顔の鏡きよう像ぞうらを前に、しかし彼女は怯ひるまない。リヴルが駆けるのと同じように、『真白き本』の上をペンが滑すべる。リヴルは体勢を深く沈める。彼女の頭上紙一枚分を、大斧の刃が通り過ぎた。

　エレシュキガルが俺にくれた才能は、高速の筆記能力。偽者のリヴルも、本物と同様に素早い動きだが、俺の腕はそれに追いつく速度でリヴルに指示をだすことができる。高速筆記。だから俺は、『筆記官ライター』。

「私は一人でいいのです。私の役目は私のみが行います。イツキ様の従者は何人も要いりません。去りなさい、鏡像」

「忠義しかないくせに」「それしかできない人形のくせに」

　偽にせのリヴルが、得物を回転させながら呟つぶやく。しかし、俺を苛さいなんだ自己の声に、リヴル・ブランシェは怯ひるまない。初めから、他者のための存在意義しかない彼女に、自己の崩壊などというものはないのかも。

「私たちは心が欲しい」「隷れい属ぞくの従者ではいられない」

「私はイツキ様に使われる者。それが喜き悦えつですらあります。それがわからない偽者は、私の中に還かえりなさい」

　踊るように、リヴルの短剣が翻ひるがえる。

　偽者はやはり、リヴルの深層を語る。あれはなんの童話だったか。心が欲しいと泣いて、エメラルドの都を目指すブリキの人形を、俺は思いだした。本当に心がないのであれば、そんな欲望もないはずなのに。

　求める時点で既すでにある。それはむしろ、青い鳥か。リヴルに翻ほん弄ろうされる二人の偽者は、では、チルチルとミチルか。

「どきなさい！」

　そして、リヴルをなかなか仕留められないのに焦じれたか、ついにイシュタルが動いた。可動式の兜かぶとを下ろし、顔の前面をすら白銀で覆おおう。ついに本気モード、ということらしい。巨大な肉厚の剣を大上段に振りかぶって、叩たたき下ろす。切れ味を生かした攻撃ではない。デカさと重さに頼った、単なる叩き潰つぶしだ。

「くっ!?」

　短剣では無理だ。俺は咄とつ嗟さに悟って、ペンを走らせる。リヴルは『ヴォーパルブレイド』で受け止めると同時に身体の重心をそらせ、イシュタルの大剣をどうにか凌しのいだ。くそ、ペンが間に合わないか。リヴルがその短剣を取り落とした。ガラスに短剣の落ちる固い音。

　ここしばらくは、筆記の練習ばかりしていたじゃないか！　間に合え！

「これで終わりです。武器がないことは死を意味する。紙片へ戻りなさい、本の従者」

「私たちも解放される」「意思なき人形から」

　三人の偽者が殺到する。だが、こっちはもう、書けたぞ！

「いえ、残念ですが、貴女あなたたちは未いまだ、隷れい属ぞくの人形のままです」

（『ヴォーパルブレイド』、具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）

　やはり偽者。リヴルは武器を落としても、いつでも引き出せることを忘れてたんじゃねえのか。リヴルの手には無数の『ヴォーパルブレイド』。それぞれの指の間に挟はさむようにして、リヴルは構える。それは投とう擲てきの体勢。

「ッ!?」

　偽にせ者ものたちが下がろうとするが、もう遅い。好機と狙ねらい飛び込んだ慣性は、そう簡単には覆くつがえらない。そして、槍やりと大おお斧おののような隙すきの大きい武器は、そんな器用な取り回しを許してくれない。

　そこで、リヴルのスピードが生きる。

「ですが、貴女あなたたちは隷れい属ぞくを嫌いながら、イツキ様を罵ば倒とうはしなかった。それこそ私の深層意識たる、その理由でしょう」

　そんなことを言われたら、むしろこっちが困ってしまう。

　槍を持つ偽者の懐ふところに飛び込み、腹に『ヴォーパルブレイド』を突きこむ。そのまま後ろを見もせずに、五本のナイフを投擲した。鏡の砕け散る音。二人の偽者は実に綺き麗れいな万まん華げとなって、リヴルのその一瞬を更に美しく飾り立てる。

　雪か、月か、華に似る。

「おのれ！」

　偽イシュタルが大剣を横に薙ないだ。リヴルはそれをバックステップでかわしながら、なおも短剣を投擲する。五本の刃が白銀の女神に殺到するが、さすが頑丈そうな鎧よろいを着込んでいるだけあって、それらは全て弾はじかれる。

　やってくれるぜ。

「イツキ様、短剣の補充を！」「今やってるっての！」

『ヴォーパルブレイド』一本の執筆でおよそ六行。このくらいなら五秒で具現化できるが、さて、その間にイシュタルが止まっているはずもねえからな。女神はその鎧ずくめに相応ふさわしい、重厚な踏み込みでリヴルを狙ってくる。

　ほぼ曲面で構成されたその鎧は、ただ短剣を放つだけでは受け流される。ならばどこを狙えば良い？　よく考えろよ。ここは鏡の法廷だから。

（『ヴォーパルブレイド』、具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）

　物量作戦では、しかしイシュタルを相手にしては圧倒的に足りない。鎧の身を固めて、短剣の投擲などものともせず突進してくるイシュタルは、生半可な攻撃では絶対に止まらない。

　なら、スピードで勝負だ。

「リヴル、書きこむぞ！　全部受け止めろ！」

「イエス、マイライター！」

　さあ、執筆勝負だ。

　リヴルが駆ける。その間、マシンガンのように短剣は投擲されていく。もちろんイシュタルには通用しないが、わずかの牽けん制せいとなればそれでいい。俺はただ右手で、痛くなるまで白紙のページを埋めていく。書く文章は同じだから楽といや楽だがよ、それでも手を止められないのは相当キツイ。

『ヴォーパルブレイド』、その残量を気にせずにリヴルは投とう擲てきし、振り回される大おお太た刀ちをかわしていく。そう、俺はただ、リヴルの武具を切らさない生産工場と化せばいい。リヴルのスピードと、投擲による攪かく乱らん。そのためには、俺がひたすら具現化を続ける必要がある。

（『ヴォーパルブレイド』、具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）

　ただ投擲するだけじゃない。どうしてもかわせない一いち撃げきは、リヴルが『ヴォーパルブレイド』で受け止める。無論、その短剣はもはや使えないほどにひしゃげ、スクラップとなる。

　だが、次々と作られる剣を大道芸のように扱あつかっていくリヴルに、イシュタルも攻めきれない。本物はどうか知らないが、偽にせ者ものの限界はその程度ということだ。

「リヴル！　そこだ、首の付け根！」

「っ!?」

　鎧よろいが破れない。それが一体どうしたっていうんだ？

　頑がん強きような鎧ならば、その隙すき間まを狙ねらえば良いだけだろうが。

　リヴルが進む。その大剣も、内側に飛びこんでしまえば用を成さないということはよくわかっている。指の隙間に挟はさむように構えた四本の短剣で、リヴルは大太刀を受け止めた。なるほど、こういう使い方もあるのだと、その変へん幻げん自在の大道芸ぶりに俺は舌を巻く。

「ぐ、ぬっ！」

　鏡をナイフで傷つける、甲高い音がした。

『ヴォーパルブレイド』で大太刀の軌き道どうをそらしたリヴルが、そのままイシュタルの懐ふところへ。その致命的領域への侵入者は決して許されないはずだが、イシュタルは大太刀を引き戻す時間がない。いや、たとえ大太刀を自在に使えたとしても、既すでにリヴルはその武器で攻撃できないほど近い位置。

（『ヴォーパルブレイド』、具現化アツプロードします）

　最後の一本が、リヴルの手の中で閃ひらめいた。上から突き下ろす。イシュタルの、胸と兜かぶとの境界。外から投げるだけでは届かないが、リヴルほど近ければ狙える、鎧の隙すき間ま。致命傷。

　鏡の砕ける、音がした。

「く、ぐ……っ！」

　ぱりん、ぱりんと、ハートの女王の鎧にヒビが入っていった。複雑な線を描くそれが、この精神的難なん敵てきの崩壊を示している。

「く……罪人、が！　私を殺したとて、貴方あなたは内側の告発に、耳を閉ざしただけなのですよ……！　貴方の罪が、消える、ことは！」

「お前ら、勘かん違ちがいしてんだよ」

　ぱたん、と『真白き本』を閉じる。暗くら闇やみの至るところから、金属の割れる音がした。鏡の群れが光を反射して、暗闇の中をちかちかと輝く。それはまるで、信号、なにかの警告のようにも思えた。

　あるいは、こう警告しているのか。俺のしたことを忘れるな、と。

「死んだ奴やつは戻ってこない。あの夜死んだ未み耶やを、たとえ生き返ったところで、俺が忘れられるはずもないんだ。死んだ奴は死んだままなんだから。だから、彼女にできなかった償つぐないを、今生きている未耶にしているんだろ」

「ならば……ならば、その覚悟を！」

「覚悟ってなんだ？　『邪神秘法書ネクロノミコン』を殺せば、それが俺の覚悟になるのか？　だから勘かん違ちがいしてんだよ。お前らは」

　崩れていく、ガラスの法廷に告げる。確かに罪の告発はあったし、俺の後こう悔かいは再認識した。あの偽にせ者もののセリフは間違いなく、俺の心にあったものだった。ただ、全てを占めていたものではない。俺の内面の、その一部でしかない。

　あの偽者が俺そのものだと思ったら、大間違いなんだよ。

「未耶を守るために、俺はなんでも使う。なんでもする。たとえそれが、未耶を殺した死書の力を借りるものであっても、な。敵が手て強ごわいほど味方にすりゃ心強いんだ、それを使わなきゃ損だろ？」

「…………貴方あなたは」

「言いたきゃ好きなこと言えよ。でも俺は、これを疑わない。一時の激情で『邪神秘法書ネクロノミコン』をぶち殺すより、利口にその力借りたほうがいいだろうが。未耶のためにどんな手段も使うって、そういうことだろ？」

　後悔は確かにある。だが、後悔だけじゃない。

　今いる未耶のために、なにができるか。それを考えないで、忘ぼう却きやくだなんだと好きなことを言ってくれる。そんな、俺を殺すためだった偽者の告発など、耳を貸す価値もない。

　忘却だと？　笑わせるな。

　仮に、俺が温かい日常に浸ひたってあの悪夢を忘れたところで、リヴル・ブランシェがいるんだぜ？　彼女を見れば、俺は絶対に思いだす。あの悪夢は、この白き司書に接続されて、俺の記憶に蓄積されているのだから。

「だから、お前らに構っている暇ひまはない。早く猫になった未耶探しにいかねえと」

　鏡からの反論は、もはやない。がらがらと破片となって消えたイシュタルは、もはや俺に対しての告発も断罪も判決も行わない。

　最後に、鏡の破片ばかりの世界で、乱反射する光が目に入った。その眩まぶしい虹にじ色に、ついシルクハットのつばをさげた。狭まる視界が、俺から光を遠ざける。

　余計な時間を取った。心底、そう思った。




　目を開ければ、そこは見慣れた茶会。

「……って、戻ってきたのかよ」

　どのくらい歩いたかはわからないが、あの森で彷徨さまよった時間は完全に無む駄だとなったことになる。くそ、おい、時間。きちんと不可逆性を実行しろ。振りだしに戻ってんじゃねえか。

「あー、くそ、手がかりもなしかよ」

「仕方がありません。アリスの目的は未いまだ見えないままですが、私たちを狙ねらっているのは明らかです。ジャバウォックの件もそうですが、さっきの鏡の法廷で明らかとなりました。アリスは確実に、私たちを葬る気です」

　リヴルが淡々と告げる。ああ、そういえばあったな。あの法廷での収穫。リヴルの本心が垣かい間ま見みえたこと。こいつ結局、自分のことはほとんど話さないから。

　逆に、俺の本心がリヴルに見られないで良かった。あんな醜しゆう悪あくなもの、誰にも見せたくない。エレシュキガルにはしっかりと把は握あくされたが、まあ、あいつは女神なので、リヴルと同じ土ど俵ひようでは語れまい。普段から読心術使ってるし。

　でも、エレシュキガルも、偽者の俺の言っていることに動どう揺ようしていた。知らなかったのだ。知ろうと思えば俺の内面など、いくらでも見る事ができるはずなのに。

　暴ばく露ろされたくない俺の深層を、この神様は見ないで済ませてくれていたのかも。

「悪かったな、エレシュキガル。助けてもらって」

　胸ポケットに声をかけるも、返事はすうすうという寝言のみ。この小さい身体で神らしさを発揮するのはさぞかし大変だっただろう。もうあとは、寝たままでいてくれていいぞ。

　テーブルの周りには、鏡の破片が散らばっていた。これがあの幻覚の正体か。全く、嫌いやになる。これに映し出されると、俺が語りだすんだからよ。俺は破片の一つを手に取って、覗のぞきこんでみた。こうして破片としてみれば、なんの変へん哲てつもあるはずもない。

「……それにしても、なんでイシュタルが鏡に？」

　俺は鏡の破片をポケットにいれて、呟つぶやいた。リヴルに問うたものであったが、大した返事を期待したわけではない。

「鏡は映してしまえばいいものです。イシュタル様の姿がどこかにあったものと考えられますが」

「ああ、そりゃわかるんだけどさ。具体的にどういうことだよ。イシュタルがこの中に入りこんでるわけでもないだろう」

「いえ、わかりません。エレシュキガル様のように、分割して侵入していることも有り得ます。その際、それをアリスが利用したのかもしれません。異変が起こっていることはイシュタル様も摑つかんでいるはずですから、様子を見に来たのかも」

　様子だけ見て、手も出さずに帰った？　入ってくることができるなら、出てくのも自在だろう。いかにもやりそうだ、自分から手出しするのを嫌うあの女神なら。

「でなければ、あのイシュタル様は膨ぼう張ちようしていた鳥類のように、ただ作りだしただけのものかもしれません。我々の深層など関係のない、演出のための偽者」

「この空間の中なら、装そう飾しよくは自由自在ってか」

　そっちのほうが説得力はありそうだ。

　アリスだって、あんなおっかない女にはわざわざ近づきたくもないだろう。しかし、俺を殺すために利用はできそうだから、その姿だけを真ま似ね、同じものを作りだした、と。法廷とか、処刑人とか、やたらと回りくどい真似をして。

「……おかしい、よな」

「はい。アリスが我々を殺したいと思っているのならば、あんな遠回しなことは必要ありません。そもそも、我々はあの海で溺おぼれかけたのです。殺すつもりなら、あのまま溺でき死しさせればよい。それをせず、わざわざ法廷を用意し、そこで殺害する理由がわかりません。あるいは、理由がない、のか」

「享きよう楽らくか」

　イエス、マイライター。その愉快犯的動機を、リヴルは肯こう定ていした。

　そう、ジャバウォックも法廷も、どうもアリスの物語に基もとづいている。それは単純に、死書アリスの好みである、ということだ。アリスには俺たちを、アリスの物語に則して殺さなくてはならないのか？　なんのために？

「法廷でもそうだ。お前があそこにいたのも、なんかおかしい。アリスは、俺たちの助かる方法を用意していた」

「それこそ、遊ゆう戯ぎ的ですね。ルールがある。フェアである。これはゲームなのでしょう。私たちがあの法廷から抜け出せるかどうか、アリスが楽しみながら眺ながめていたということかと」

　テレビを見て喜ぶガキじゃねえか。なるほど、無邪気さに悪意が混じれば、こうなるのか。よくわかった気がした。

「……リヴル、次はどうする？」

　この茶会の場所から、また森まで歩くのは考えたくない。ていうかそこにアリスか、未み耶やか、脱出につながる手がかりがあるかもわからないし。

「はい、イツキ様。こんなものが」

　リヴルがテーブルの上を指した。さっきは気付かなかったが、そういえばなんかある。手紙か？　リヴルが封ふう蠟ろうを破り、中身を取り出した。随ずい分ぶんとまあ、上質の紙を使っているようです。

「カジノへの招待状、とあります。差出人はＵ・Ｎ・オーエン」

「なんだと？」

「ここから南にカジノがあるから、そこへ来てほしいな。『そしてアンド・誰もゼン・いなくゼア・なったワー・ノーン』その場所で、たくさんのトランプと一緒に待ってるわ。アリスと一緒に楽しもう？　賭かけるのは貴方あなたの大好きなチェシャ猫よ。ジャバウォックに気をつけて、とありますね」

　それが、招待状？　流りゆう暢ちような英語の部分は聞きとれなかった。

「差出人はアリスじゃないのか？」

「いいえ、Ｕ・Ｎ・オーエンとあります。これはアガサ・クリスティの小説『そしてアンド・誰もゼン・いなくゼア・なったワー・ノーン』の中で使われる、館やかたの主の名前ですね。登場人物たちは全て、この人物によって呼び出され、そして殺されます」

　殺人の招待状というわけか。『そしてアンド・誰もゼン・いなくゼア・なったワー・ノーン』という推理小説は、概がい略りやくだけならば知っていた。確か、歌の通りに十人の人間が次々と殺されていく話だったような気がするが。

「『そしてアンド・誰もゼン・いなくゼア・なったワー・ノーン』の元は、『十人のインディアン』というマザーグースによるものです。アガサ・クリスティの小説は『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』の半年以上も後、イギリスで出版されたものですので、むしろマザーグースとの関連でこのような招待状を用いたのでしょう。アリスはこのイギリスの童わらべ歌うたを好むようです。海岸でもハンプティ・ダンプティの歌を歌っていましたから」

　とことんイギリス流ということか。いや、まあ、当然といや当然なんだよな。作者は英国人だし、イギリス出身の死書だし。しかし、それにしても。

「言ってくれるぜ……ギャンブルの賭かけ金が、未み耶やだってのか」

　舐なめた文面だ。

　ジャバウォックに気をつけて、という文章も素直には受け取れない。途中で赤あか崎さきシンが襲ってくるぞ、と言っているようにしか思えなかった。リヴルによって投とう擲てきされた『ヴォーパルブレイド』は、確かシンの翼を貫つらぬいたはずだ。それでも、溺でき死しはしていなかった。アリスが、自分の協力者ゆえに助けたのか。

　どちらにしても、シンとまた顔をあわせるのは間違いない。シンの目的が俺を殺し、未耶を手に入れることなのは明白だ。それがまだ達成されていない以上、俺の安全も未耶の安全も、未いまだ危あやういのである。

　こんな招待状を置いてあるってことは、俺たちがあの法廷を抜けるのも、アリスの予想のうちだった、ということだろう。それこそゲームのように、次のステージも用意していた、ということだ。

「イツキ様。この招待状は、罠わなであるかと」

「ああ、わかってるよ。でも行くしかねえだろ、こんなの」

　未耶がいるかもしれないのだから。それがたとえ噓うそだとしても、振りだしに戻った現状、一体他になにができる。

　リヴルの耳は、しばらく落ち着かなげにぴこぴことしていたが、やがて意を決したのがぴんと縦に伸びる。いやあ、わかりやすくていいな。

「頼りにしてるぞ、リヴル。方角はわかるか？」

「イエス、マイライター。太陽を指針としましょう。こうなった以上、未耶様をお助けし、ジャバウォックかアリス、事情を知っているらしき者から直接出口を聞く手もあるかもしれません」

「ああ、いいなそれ。わかりやすくて」

　苦笑するように笑うが、鉄面皮の従者の貌かおは動かなかった。もう戦せん闘とうモードに入っているのかもしれない。まだ戦うかどうかも決まっていないのに。

　いや。

　そりゃ、噓うそだ。アリスはわからないが、シンとはおそらく戦わなくてはならないだろう。俺はアイツに酷ひどい事をしたし、アイツは俺を恨んで憎んで、恋こい敵がたきのように殺したいと思っている。シンの、未み耶やに対する思し慕ぼが消えないうちは。

　そう、恋敵だ。シンが言っていた。黒くろ間まのことが好きなんだろう、と。

　今は、ちょっとわからないけど、かつては確かにシンの言う通り、未耶が俺に惚ほれてくれていた。ならば俺がシンにとっての敵であるだけではない。その逆、俺にとっても、シンは敵でなければいけないのだ。俺を好きだと言ってくれた少女を、こんなやり方でシンに渡すわけにはいかないじゃないか。

　そうだ、シンをいじめるヤツと同様、俺もシンを見み下くだしていた。お前のような豚ぶたでは相手にならないと、内心では愚ぐ弄ろうしていたのかもしれない。

　なんて、傲ごう慢まんだ。

「行こうか、リヴル」

　劣等人種のくせに、この僕を笑って喜んでる間抜けなんだよ。

　意外と慧けい眼がんじゃないか、シン。いつかも思ったことを改めて思う。アイツの人間観察の能力は、実は、想像以上に卓越したものがあるのかもしれなかった。

「僭せん越えつながら、イツキ様。少しお待ちいただけますか」

「なんだ」

「そろそろ我が慢まんの限界ですので、頭を撫なでていただきたいのですか」

　頰ほおを赤らめもせずにそんなことを言うので、むしろこっちの力が抜けた。おい、まだ出口も未耶も見つけてねえのに。そんな場合じゃねえだろう。

「溜たまった性欲を吐はき出さねば戦闘時のパフォーマンスが低下するかもしれません」

「わかったわかった、こっちこい」

　椅い子すに座って手招いてやると、リヴルが膝ひざの上に頭を乗せてきた。恋人が甘えてくるような体勢だが、無表情のリヴルは目を閉じたりもせず、さあ撫でろと言わんばかりに横目で要求してくるのでなんか変な感じだ。

　それこそ、犬かウサギを撫でている気になってくる。あとリヴルのデカい胸が大だい腿たい部にあたってむにゅっと形を変えるのだが、それを考えるとむしろこっちが変な気分になってくるので、ひたすら無心になるよう努めた。

「ありがとうございますイツキ様。性交の代だい替たい行為としては十分です」

「だったらその無表情とろかしてみろよ……」

　偉えらそうにふんぞり返ってるようにも見える。どっちが下げ僕ぼくだか。

　すると、なんか胸ポケットでもぞもぞと動く感触。考えるまでもなくエレシュキガルだった。この子供みたいな女神が顔をだすと、なんか急に気き恥はずかしくなってくる。無邪気なくりくりした瞳で見上げてくると、えーと、罪悪感と言うか。

「二人ともなにしてるのじゃ？」

「性行為ですエレシュキガル様」

「ちげえよ！　子供に噓うそ教えんなリヴル！」

　突然なに言いだすんだ！　見られんのがエレシュキガルじゃなくユズキ辺りだったら、間違いなく自害もののセリフである。

「頑がん張ばったからご褒ほう美び……ってとこかな。なんだ、お前も撫なでてもらいたいのか」

「ふん。子供扱あつかいするでないイツキ！　助けてやったのじゃから礼くらい欲しいが、余が所望するのはそんなものではないわ！」

「じゃあなにが良いんだ。飴あめ玉だまか」

「違う！　風呂じゃ！　なにしろさっきので汗かいたからのー」

　ああ。

　そういえば、こいつ意外と風呂好きなんだったな。前も図書館でわざわざリヴルに、タオルで身体を拭ふかせていた。風か邪ぜであんま入れないとか愚ぐ痴ちをこぼしていた気もする。
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　仕方がないので、ティーセットを使って即そく席せきの風呂をつくってやった。今のエレシュキガルのサイズには丁度いいだろう。俺がカップに熱湯と水をいれて温度を調整しているうちに、リヴルが手早くエレシュキガルの服を脱がせた。なんか人形相手に色々やってる気分だな。

　この非常時になにやってんだ、と内心は思う。が、アリスは俺が向かうまで、未み耶やに手を出したりはしない気もした。それをすれば、カジノでのギャンブルとやらが成立しなくなるからな。

「ふいー」

　全裸のエレシュキガルが風呂にはいって一息ついていた。すげえ年寄りくさいが、冷静に考えればこいつ老ろう獪かいだし口調もばあさんみたいだし、子供なのは見かけだけだと思いなおした。

「む、なんじゃイツキ。女神の沐もく浴よくがそんなに見たいのかの？　ほれほれ」

　ニヤニヤしながら、エレシュキガルがない胸を張る。バカバカしいので、シルクハットのつばをさげて、全裸の子供は見ないことにした。聞こえてくるエレシュキガルの声はどこか不満そう。

　そんな感じで、三人で一息ついていた。リヴルは俺の膝ひざの上で、無表情で頭を撫なでられている。大人しいからいいんだけど、そろそろこの状態に慣れてきそうな自分が怖い。

　唐とう突とつに。

　膝のリヴルが、小さな声で。

「イツキ様」

「どうした」

　聞かれたくないことを、聞かれるような気がした。

「あの鏡の法廷、私と同じくイツキ様も偽にせ者ものと衝しよう突とつしたのではないですか？　その時、偽者はなんと」

「そんなこと、いいだろ、別に」

　そっけなく言うと、リヴルは出過ぎた真ま似ねを、と呟つぶやいて恐縮した。こいつも気になったのかな。それとも、自分ばかりが暴ばく露ろされて恥はずかしかっただけだろうか。膝の上で頭撫でられるのは恥ずかしくないのか。

　いいさ、隷れい属ぞくが嫌いやなのは誰でもそうなんだ。お前の中に少しでもそういう思いがあって、俺はむしろ安心した。

　ていうかさ、本当、聞くなよ。俺の深層なんて。お前が聞いても、どうしようもないことなんだから。

　辺り一面に散らばる鏡の破片に、俺の顔が映った気がした。あの、忌いまわしい偽者の表情。俺のくせに、俺にできない顔で笑う男。

　しばらく、鏡は見たくないと思った。

















幕間三　ネクロ・根暗・アングラ












「…………誰も、来ない」

　閑かん散さんとした死し想そう図書館の中で、つまらなそうな声が響ひびいた。人型となった『邪神秘法書ネクロノミコン』が呟つぶやいたのだ。本来は黒くろ間まイツキが座るべき席に我が物顔で座っている彼女だが、それを咎とがめるはずの図書館の主は今、いない。

　いつもの機嫌良さそうな声ではなく、いかにも退屈そうな。

「もぉー！　『筆記官ライター』のお兄さんもリヴルちゃんもエレちゃんもこないなんて、一体どうなってるのよぉ！」

「騒がしいぞ、褐かつ色しよくの死書」

　湯ゆ吞のみを片手にやってきたのは、一ひと月つき前に『筆記官ライター』と激戦を繰り広げた、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』であった。相変わらずなにを考えているのかわからない、辛しん気き臭くさい顔をしているなと『邪神秘法書ネクロノミコン』は思う。

「随ずい分ぶん、あの小僧を気に入っておるな。ここにやってきて驚いたぞ。以前は、誰よりも自分が最悪の邪じや書しよである、と威い張ばりくさっておったくせに。今ではなかなか来ぬらいたぁを待ち遠しく」

「うっさいクソ坊主！　お兄さんが来ないだけならともかく、リヴルちゃんまで死想図書館からいなくなるなんておかしいでしょ！　私はただ心配しているだけで！」

「それがおかしいと言うておるのだ。お主、必死で逃げていたはずであろう。封印された途端に、彼奴きやつらの仲間気取りとは片腹痛いわ」

　ず、と茶を啜すする音。紅茶が飲みたいな、とベリーダンサーは思った。なにが哀しくて、理屈っぽくて意地の悪い『喫茶養生記』と一緒にいなくてはならないのか。

「……別に。再封印されちゃった以上、もう簡単には出らんないでしょ。だったらそれでじめじめうじうじしてるより、ここを楽しむことにしたほうが良いかなって思っただーけ。京都が懐かしい誰かさんは、そうは思わないんでしょうけどね」

「勝敗は決した。拙せつ僧そうも今更文句を言うつもりはない。思想を深めるだけならここでも可能ゆえ、な。だが拙僧が言うておるのはそんなことではないと、まだわからぬか、邪神の書」

「わかってるわよ、うっさいわねー」

『邪神秘法書ネクロノミコン』は、まだ若き『筆記官ライター』の青年のことを考える。無む惨ざんに凄せい惨さんに陰いん惨さんに、残ざん虐ぎやくに残ざん酷こくに酷こく薄はくに、彼の幼おさな馴な染じみを殺害したことは、まだ死書の記憶にも新しかった。

「らいたぁがあの娘に懸け想そうしておるか、そうでないにしても随ずい分ぶん親しい仲であるようではないか。他の書どもから聞いたぞ。お主は……」

「餓が鬼きとか、雑ざ魚こ使って襲わせたのはアンタも一緒でしょ。ただの茶坊主のくせに。私の意義は恐怖と残ざん酷こく。私の中にあるのは、あらゆる存在が持つ根源的な畏い怖ふを、一体どうやって呼び出すかという記述。だから、まあ、仕方ないじゃない！　そういうもんなのよ！　敵だった『筆記官ライター』のお兄さんを一番怖がらせる方法しか、私の中になかったんだから！」

「相変わらず、極端に過ぎる思考回路よ。恐怖に頼らねば、お主はなにもできぬか」

『邪神秘法書ネクロノミコン』は、机にべたりと身体を預ける。ひんやりとしたデスクに頰ほおを乗せて、その温度を確かめた。

「ちょっとは……気にしてるんだから」

「一寸ちよつと、か。らいたぁは、一寸どころではなかろうがな」

　なにがおかしいのか、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』はくっくっくと笑った。落語でも見てろばーか、と『邪神秘法書ネクロノミコン』は思う。

「我々は所しよ詮せん、本よ。人の考えなどわからぬ。我々にわかるのは我々自身に書かれた事柄のみ。それが人の世のどこにもないから、我々は死想であり、死書と呼ばれる。だからこそ問うぞ、邪神の書。恐怖と畏怖の象徴であるお主が、らいたぁや司書の娘を心配するのは、それこそ矛む盾じゆんしてはおらぬか？」

「…………本当に、うっさいわねー。そんなの、私にも、怖いことがあるってことでしょ」

　なにが、などと自明のことを、『喫茶養生記』は聞かなかった。『邪神秘法書ネクロノミコン』もわざわざ言うつもりはなかった。

「お兄さんも、怖がってた。だからこその、お兄さんのトラウマでしょ。あの子、未み耶やちゃんだっけ？　そりゃ、あれだけしたのは可哀想だと思うけど、今更謝れないし、謝るつもりも……」

「それでよかろう。お主はそういうものだ。どれだけ経たとうと、架か空くうの物語の中では、お主の力で多くの人間が無惨に無様に死ぬ。お主の記述はそういうものだ。謝るくらいなら、自ら火中に飛び込み消しよう滅めつするがよかろう」

「わかってる……」

　死書の本質は、そこにある記述。『邪神秘法書ネクロノミコン』が自分の所業を謝罪することは、つまり彼女自身があってはならないものだと自ら認めるようなものだ。そんなことをするくらいなら消えてなくなってしまえ、と『喫茶養生記』は言っている。

　イツキやリヴルが死想図書館に来ない。何かが起こっていることは、『邪神秘法書ネクロノミコン』にも察しがついていた。しかし死書で、しかも封印を施ほどこされた身である彼女たちが、自発的に図書館から出て行く術すべはない。

「もし、もしも、本当は、なにもなくて……私のことが嫌いやになった、とかだったら」

「む？」

「なんでもない……ああ、もう！　どこでなにやってるか知らないけど、早く戻ってきなさいよぉー！」

　イラついた様子で、『邪神秘法書ネクロノミコン』は机を叩たたいた。胸元に結んだ鈴が、ちりんと涼すずしげな音を立てた。『筆記官ライター』が来てくれたのならば、ダンスを踊おどってあげてもいいし、隣に座って話相手になってもいい。

　胸の鈴は、そういえば、イツキの土産みやげだったなと、思いだした。
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「ジャバウォックは、正体不明の獣です。あの赤あか崎さきシン、でしたか。彼は私たちのように、役を無理矢理当てはめられているのではなく、自分からジャバウォックと同化、融合しようとしているように思えました」

「どういう、ことだ？」

「我々は、服装や身体からだの一部を強引に変更させられただけ、つまりこの世界に馴な染じんでいるわけではありません。我々は我々であり、気違い帽子屋マツドハツターや三月ウサギマーチヘアではないのですから。役を当てはめられても、役そのものになるわけではないのです。例えば、誰かに強引に水を浴びせられても、肌や服が濡ぬれるだけで済みます。

　これは未み耶や様やユズキ様の例も同様です。お二人はこの世界のキャラクターとしての影えい響きようを色濃く受けているようですが、決して自分から猫となろうとしているわけではない。それはお二人の姿が、まだ人間の形を保っていることからもわかります。身体が大幅に変わってない状態は、まだ安全です。

　しかし、赤崎シンは違います。あの改変された身体を見てもわかる通り、彼は自分から水にその身を浸ひたしているようなもの。ジャバウォックという存在と、自らを同一化させるのです。その水の影響を強く受ける事になりますが、しかし、いずれ溺おぼれてしまう。赤崎シンはそのような危険な行為に身を投じています」

「つまり、自殺行為か」

「イエス、マイライター。アリスがシンをどのように利用しようとしているのかはわかりませんが、赤崎シンがこの行為を危険であると自覚しているようには思えません。これではまるで、イツキ様を殺すための生いけ贄にえか人柱です」

「……聞きたくねえ話だ」

「そして、その行為が危険であるだけ、ジャバウォックらしさを得ることができます。私たちのような中途半はん端ぱではない、本物のワンダーランドの住人となるのです。それはつまり、アリスの世界における凶暴な獣の力を得る代だい償しように、完全な狂人と化すことを意味します。現実に戻っても廃はい人じんか、いえ、最悪、この世界から出られないことも考えられます」

「出られない、って……」

「一つお尋たずねします、イツキ様。イツキ様は、赤崎シンを殺害することをお望みですか？　それとも、この狂気の国、アリスの呪じゆ縛ばくから助け出し、共にお帰りになることを望むのですか？」

「お前、そりゃ」

「僭せん越えつながら申し上げます。仮に今回のことが解決しても、赤崎シンが未耶様を諦あきらめるでしょうか？　未耶様の安全のためには、危険分子は徹てつ底ていして排はい除じよすることも検討するべきかと思われますが。イツキ様のお考えは、どのように」

「言わなくてもわかってるだろ、そんなことは」

　それが、ワンダーランドを南に向かう俺たちの交わした、ほとんど唯ゆい一いつの会話だった。作戦会議と言えるし、ただの戯ざれ言ごとだとも言える。

　帽子屋とウサギの茶器のない茶会は、城じよう壁へきが見えてきたところで止まった。




　胸の中のエレシュキガルは、まだ眠っている。

　隣のバニーガールは静かに立つ。

　どれほど歩いただろう。やはり一瞬の気もするし、一日くらい歩いた気もする。でも、それはもういい。高くそびえる城壁を前に、俺たちは静かに彼を見る。

　城壁がある以上、城も有るはず。しかしそれらしきものは見えなかった。代わりにいたのは、門番。巨大な門の前に立つ男がいた。つーか、なんでこいつは制服なのだろうか。他の連中は様々なコスプレしてんのに、自分だけは別だとでも言いたげに。

　そいつは俺を見て、やはり下から見上げてくるように。

「待ってたよ、黒くろ間ま」

「シン……」

「ずっと聞きたかったことが一つあるんだ、いいかな？」

　あの、黒い物質に身体を覆おおわれたシンを思いだした。あれが正体不明の獣、ジャバウォック。けれども今のシンには、あの忌いまわしい肉体がない。普通の人間のように、見える。

「なんで僕のこと、ずっと下の名前で呼ぶんだ？　僕さぁ、それ、嫌いやで嫌で仕方がなくてさぁ」

「…………別に。大した理由はない。お前のシンって響ひびき、気に入ってるヤツがいるんだ。そのくせ、そいつはそう呼ばないから、俺が代わりに呼んでるだけだ」

「へぇ。僕さぁ、家族が嫌いなんだよね。だからさぁ、そいつらにつけられた名前も大嫌いなんだよ」

　つまりお前も嫌いだと、シンが暗に言う。

　随ずい分ぶん、嫌いなものが多いのだな、こいつは。あれも嫌だこれも嫌だと喚わめく子供に似ていて、その幼よう稚ちさがとても俺と通じている気がした。いつまでたっても、ガキでしかいられねえのか、男ってのは。

「つまらない理由で安心したよ。やっぱりお前、死んだほうがいい」

「文脈って言葉の意味知ってるか？」

「は、はは、ワンダーランドでそんなことを言うのかい黒間。知らないなら教えてあげるよ、僕はジャバウォックになりたいんだ！　この狂気に沈しずむのなら、もう、常識とか普通とか、そんなものは邪じや魔までしかないだろう？」

　リヴルのハイヒールが、地を擦こする。いつ戦いになるか、それを警けい戒かいしている。そうだ、俺ももう、『真白き本』を開いているのだから。戦う準備は、とうにできている。リヴルの欲求不満も解消しただろうしな。

　けれど。

「未み耶やはどこだ？」

「君に教える必要あるのかい、それ」

「出口はどこだ？」

「僕は知らない。知っていたところで絶対に教えないさ」

「一緒に帰る気は、ないのか」

「はっ！　はははははははは！　なんで!?　なんで帰る必要があるんだ!?　ここは最高じゃないか！　邪魔するヤツが誰もいない！　本当に夢みたいなワンダーランド！　僕は矢や口ぐちさんと、ずっとこの世界で生きていくんだよぉ！」

　黒い霧きり。腐った果実にたかる羽虫のように、シンが漆しつ黒こくの粒子をまとっていく。姿定まらぬ獣、ジャバウォックへと変へん貌ぼうする。おい、海岸の時よりも随ずい分ぶん黒が多い気がするぞ。隠かくされぬ敵意が、俺の身体を射抜いていく。

「未耶の居場所を知ってんだろう、シン！」

「力ずくで聞きだしてみたらどうなんだい！」

　虫の羽音と、獣の咆ほう哮こうが聞こえた気がした。シンに集まる黒い霧から連想した、錯覚だっただろうか。

「イツキ様」

「待てリヴル──おい、シン聞け！　こんなことしたって意味がないっての、お前だってわかってるだろうが！　俺を殺したところで、未耶はお前になびかない！　アイツの好きなヤツってのは俺じゃないって言っていただろうが！　目を覚ませよ！」

「だから！　僕は！　お前が嫌いなんだ！　お前だって僕と同じはずなのに！　人を見下してるだろ！　自分だけ特別だと思ってるだろ！　そういうところは僕と一緒なのに、どうしてお前ばかりが良い思いをするんだよぉ！」

　背に翼が生える。それは、コウモリに似る。

　胸部に牙きばが並ぶ。それは、ワニに似る。

　爪が長く鋭く伸びる。それは、猛もう禽きんに似る。

　シンの顔が黒に侵される。それは、根をはる樹木に似る。

「矢口さんと二人きりになれれば、きっと、僕も……！　僕も、さあ！」

　そして、その容貌は悪魔となる。胸には黒く突き出した顎あごがあり、牙がずらりと並ぶ。両腕には、指の代わりに鋭い鉤かぎ爪づめが並ぶだけ。足の爪ともあわせて、その攻撃的な曲線は猛禽を思わせる。黒い粒子はシンの身体を、黒と肌色のマーブル模様に変えている。黒い部分はやたらと角ばっていて、分厚い戦車の装そう甲こうのようにも見えた。

　なんだ、この姿は。

　獣のようにも、人のようにも見える。が、一番近い形容は、やはり悪魔。

「イツキ様、もはや説得は無意味かと」

「ああ、わかってる──いや、違う。本当は、多分、最初からわかってた」

『真白き本』を開く。シンの身体は更に隆起する。黒い霧が、その悪魔の身体にますます異形を上乗せしていく。とっくに人間の原形をとどめていない。顔の右半分も黒に覆おおわれて、残る左側だけがようやくシンの面おも影かげを残す。

　人として残った右の眼が、けれど。

　最も狂気に満ちているように思えた。

「お前！　一人じゃ！　なにもできないくせに、さああああああっ！」

　吼ほえるシン、いや、ジャバウォックは、既すでに巨大だった。二メートルはあるか。

「あの黒いの、シンから引き剝はがすことはできるか、リヴル？」

「今の私たちでは難しいかと。解かい呪じゆか、でなければ治ち癒ゆの魔術の記述を持ちだす必要がありますが、死し想そう図書館に接続できない以上、それらの術式の具現化アツプロードができません。赤あか崎さきシンをジャバウォックの同化から止めることができるのはアリス自身か、でなければ解体、分解の技術に長たけた者だけかと思われます」

　そうだった。俺たちは死想図書館がなければなにもできないのだ。

　ここでシンを助けられないというのなら、やはり一度出て行くしかない。その上で魔術書でもなんでも持ってきて、この黒い霧を消し去ってやるしかない。

「急がなくては手遅れになります。永えい劫ごう、赤崎シンがこの世界に囚とらわれるかもしれません」

　リヴルが足を開く。バニーガールという奇き矯きような姿なのだが、戦せん闘とうを考えるのならばあるいは、メイド服よりも相応ふさわしいだろうか。あのロングスカートで跳んだり跳ねたりするの、よく考えれば辛つらいだろうしな。

「殺してやるよ黒くろ間ま！　お前を、誰よりもお前に似合う形でさぁ！」

「違うんだよ赤崎。お前は順番、間違えてる」

　俺は本を開く。これが俺の、いや、俺たちの戦い方だから。

「俺を狙ねらうなら、まず、リヴルを敵として見ていろ」

　来たる正体不明の獣に立ち向かうため、リヴルは綺き麗れいな姿勢を崩さない。その細い身体は、けれど、何度も俺を守ってくれた鉄てつ壁ぺきだ。

「俺も、お前のこと、ちゃんと敵だと思うからよ」




　シンの胸部、ワニにも似たその顎あごが、開く。もはやシンの頭部は飾りのようにしか思えない。胸部だけを見ればおぞましいキメラだが、やたらと角ばった翼や両腕の鉤かぎ爪づめが、どこか機械をも連想させる。

　シンの牙きばは、確か。

「リヴル！」

「イエス、マイライター！」

　叫んだリヴルの両手には、既すでに『ヴォーパルブレイド』が二本。順手にして構えていた。上体を低く沈めた体勢で、リヴルは城壁へと駆ける。やはり、巨大な城門の前にはだかるジャバウォックは、門番かなにかのように思えた。

　開かれた顎あごに整列する牙。それが全て、がぎんという音とともに倒れ、リヴルへと狙ねらいを定めた。

「弾たま数かずは倍増だ！　その目つきの悪い顔、風穴があけば少しすっきりするかなぁ！」

「てめぇは少し瘦やせやがれ！」

　黒い装そう甲こうで更に体重増やしやがって！

　ワニの顎から銃弾が撃ちだされる。確かにその密度は以前よりも上がっている気がした。だが、しかし、リヴルだって今度は二刀流なのだ。地と平行に降り注ぐ銃弾の雨とて、リヴルならば。

「イツキ様！　お下がりを！」

　リヴルの描く銀の斬ざん線せんが、黒の銃弾を次々と叩たたき落としていく。リヴルと、そしてそのすぐ後ろにいる俺を殺あやめようとする凶弾のみを、的確に。傷とならない銃弾は、たとえ髪をかすめても問題としない。

　その動体視力と精密な機動は、さすがリヴル。

　だから、彼女の力を最大限にまで引き出してやるのが、俺の役目だ。

（『ヴォーパルブレイド』、具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）

「がむしゃらに撃ったところで無意味です、ジャバウォック！」

　新しく作りだした短剣が二本、リヴルの手から放たれた。襲おそいかかる銃弾を跳ね返しながら反撃するのは、もちろんリヴルの身体能力も高さもあるが──それ以上に、シンの狙いの甘さがある。

　それはそうだ。元々、シンは俺と同じ学生。戦せん闘とう技術なんて持ち合わせている訳がない。圧倒的な牙の銃弾はそれだけで脅きよう威いだが、射撃能力の高くないシンでは無む駄だ弾だまも多い。おかげでリヴルが捌さばけるのだ。

　飛来する短剣、その一本は銃弾によって止められ、地に落ちる。しかしもう一本は、運良くすり抜けて、シンの胸、ワニのような細長い口こう腔こうの奥に消えた。

「く、ははっ！　こんなナイフだけで、僕を殺せるって思ったのかよ!?」

「っ！　効いてねぇのか!?」

　ざけんな。短剣を投げたとはいえ胸部だぞ。心臓は外したが、それでもなにかしらのダメージは。

「イツキ様！　黒い装そう甲こうを狙ねらっても、致命傷にはならないようです！」

　リヴル、お前は振り向くな。お前は前だけ見ていろ。ただでさえ、お前が捌さばかなきゃいけない銃弾はとんでもない数なんだからよ。

　俺のすぐ横を、黒い影がかすめていった。シンの放った銃弾か。ぎりぎり当たらないそれは、リヴルがあえて見逃した無む駄だ弾だまか。

　防ぎきれなかった弾とかじゃないだろうな、おい。

「く、はははは！　どうしたのさ黒くろ間ま！　お前、防戦一方じゃないか！」

　そう見えるなら、やっぱりお前は戦せん闘とうに向いてねえよ、シン。

　こっちの羽根ペンは素早く『真白き本』に文字を書きこんでいる。丁てい寧ねいに丁寧に、リヴルへ指示を出す。こっちは死想図書館に接続できないハンデがあるのだ。だったら、武器種の少なさはリヴルの動きで補うしかない。

　黒い装甲への攻撃は通用しない。ならば、その黒に覆おおわれていない、わずかの肌色の部分を狙うしかない。肩や腕、そして上半身のマーブル模様に、的確に『ヴォーパルブレイド』を突きこむしかない。

　それにはどうするべきか。『真白き本』への指示は。

「ぐっ、く!?」

「弾切れの隙すきを狙う──イエス！　マイライター！」

　シンの胸部から撃ちだされる牙は、いずれ尽きる。海岸で戦った時もそうだった。ならばその硬直時間、リヴル・ブランシェに見逃させる道理などあるはずもない。

「くそっ！　来るなぁあぁぁああぁ！」

「っ!?　リヴル、避けろ！」

　放つ声と、本に描くペンの軌き跡せきは同時。

　シンの両腕、長い鉤かぎ爪づめが動いた。見るからに凶悪なその爪。だが、ジャバウォックの動きは巨体がゆえに単調であり、鉤爪の軌道とてリヴルには簡単に読めてしまう。

　はずだった。

「はひゃははははぁあ！」

　それは、一瞬で群生した爪の林。

　かわしたはずのリヴルの肌に、赤い線。爪からアトランダムに伸びる、黒い直線。まるでハリネズミの棘とげのごとく、シンの腕から串くし刺ざしの針が出現した。なんだ、あの理不尽なのはよ！

「くっ!?」

「リヴル！　一度退ひけ！」

　まるで樹木の枝だ。伸びた先から更に伸びる黒の針。がきんがきんがきんという金属音が、その身体が有機なのか無機なのかわからなくさせる。そういえばこいつは、右腕を伸ばして攻撃したりしてきたのだったか。

「は、はは！　見たかよ黒くろ間まぁ！　この身体凄すごいだろう！　僕の思い通りになるんだぜ!?」

「赤あか崎さきシン！　ジャバウォックとの融合を今すぐ停止しなさい！　その肉体、元に戻らなくなります！」

「うるっさいなぁ！　なんでお前に心配されなくちゃいけないんだよぉ！」

　後方へ下がるリヴルの後を追いかけるように、黒の針がどんどん成長してくる。本当にこいつの身体が自由に改変できるのだとしたら、そりゃ、俺の幻想具現化よりよっぽど強力だ。

　リヴルのためにペンを走らせる。彼女の手に出現した五本の『ヴォーパルブレイド』は、すぐさま投とう擲てきされてシンの身体に突き刺さった。だが、それらは全て黒の装そう甲こうの部分。シンの弱点たる肌色の部分には届かない。

「イツキ様」

　素早い動きで、リヴルが俺の隣にまで戻ってきた。シンの黒い針も、俺の場所までは届かないようだ。当然だ。俺のいるとこにまで届くなら、シンはとっくに俺の身体を串くし刺ざしにしているだろう。

「身体の改変、自在なる形態変更がジャバウォックの能力のようです。原典におけるジャバウォックは、その姿も一部しか記されない正体不明の獣、文字通り、形なき影である、ということかと」

「胸にくっついてたワニの口や、どんどん生えてくる棘とげはそれが理由かよ」

「イエス、マイライター。状況に応じて最適なものを選ぶことができる、厄やつ介かいな能力です。我々の『真白き本』が、あらゆる敵に即そく応おうし、有効な攻撃を抽ちゆう出しゆつするように」

　臨機応変が、敵に回すと一番怖いってことか。

　こっちも自在な武具による千変万化で対抗したかったが、生あい憎にくと今俺たちが使える武器は『ヴォーパルブレイド』しかない。そういう意味では、この戦いは既すでにシンに分ぶがあると見ていい。ただでさえシンは三メートルを超す巨大な異形と化していて、リヴルとの体格差は顕けん著ちよだっていうのに。

　腕から生えた無数の棘は、ぱたぱたと折りたたまれるようにシンの腕に戻っていく。元の形態に戻ることもできるのか？　そういえば、海岸で戦っていた時もあれだけ黒い粒子を身にまとっていたのに、再会した時は普通の人間だったか。

　この黒い物質が、つまり、アリスの世界のジャバウォックってことなのか？

「イツキ様。赤崎シンの顔面の半分は未いまだジャバウォックに覆おおわれていません。最も狙ねらいやすい箇か所しよかと思われますが」

「ふん。顔面に短剣突き刺して、アイツ無事でいられんのか？」

「……失礼いたしました」

　謝ることはない。この場における勝利を考えるなら、リヴルの提案だって考こう慮りよしてしかるべきだ。ただ、目的がズレているだけ。俺の目的はシンを殺すことでもなければ、アリスを打ち倒すことでもない。

　封印すべきアリスはもちろん、シンだって共に帰らなくちゃならない相手だ。アイツがいなくなれば、たとえフッた相手だろうと、未み耶やが気に病やむに違いないから。

　ただ帰ること。みんなで、俺がいた世界に戻ること。それが俺の目的だから。

　シンを殺しちまったら、殺人者となった俺は、あの日常に帰れないだろう？

「戯ざれ言ごとが聞こえてるよ、黒くろ間ま」

　がしゃり、と鋼鉄の打ちあう音がした。シンがその背にある、鉄板のような翼を広げたのだ。あんなもので飛べるのかどうか、はなはだ疑問だったが──この悪魔に対し、俺の常識は持ち出さないほうがいい。

「は、はははは！　僕相手に手加減するっていうのかよ黒間ぁ!?　僕はお前をぶち殺しちゃうよ!?　その両腕引き裂いて内臓引きずりだして首を刈かり取るぜ!?　それなのにお前、本気で戦わないっていうのかよ！」

「知ってるか、シン。相手殺さず戦うほうが難しいんだぜ」

「つまり上から見み下くだしてるんだろうがっ！」

　シンの巨体が空を飛ぶ。その凹おう凸とつのある歪いびつな身体が軽々と宙に浮く様は、確かに不思議の国の形容が相応ふさわしいようにも思えた。

「見下すのは僕の役目だ。黒間ぁ、良い眺ながめだよ！」

　鉤かぎ爪づめをもつ悪魔が、降下してくる。一方、それを迎え撃つリヴルは手に持った『ヴォーパルブレイド』を投とう擲てきした。回転を加えぬ刃は全部で四本、空を裂いて一直線にジャバウォックの翼へと向かっていく。

「は、はははっ！　こんな小さい剣じゃ効かないっての！」

「イツキ様、こちらへ！」

　リヴルが俺の服を摑つかむ。吐はき出しそうな胸の感触と、甲高い怪かい鳥ちようの笑い声は同時だった。リヴルによって、俺は地面に叩たたきつけられるように回かい避ひしたおかげで、上空からの鉤爪はなんとか避けられる。

　リヴル、感謝はしてるがよ、もう少し丁てい寧ねいなやり方ねえのか。

「ちっ……」

　上空を通過したシンは、そんな舌打ちだけを残す。まだだ、いずれ方向を転換して戻ってくる。くそ、地面だけでしか行動できない俺たちにとって、空中からの襲しゆう撃げきは相当にキツい。

　海岸の時は、ナイフの一本で飛ぶシンを落下させる事ができたのに。アイツも強化されているってことか。攻撃力よりも、その防御力のほうが脅きよう威いなのか。

　おまけに城壁の周辺は開けた野原で、遮しや蔽へい物ぶつもなにもない。刹せつ那な的に攻撃方法を選択している感のあるシンだが、今度のやり方は相手取どりたくない。

「『ヴォーパルブレイド』でいけるか、リヴル」

「数さえあれば！」

　遙はるか上空で、黒い影が方向転換するのが見えた。やれやれ、アイツが戻ってくるまでに、一体何本書けるっていうのか。愚ぐ痴ちを言う暇ひまもありゃしないっての。

（『ヴォーパルブレイド』、具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）

「書けたぞ！　はずすなよリヴル！」

「イエス、マイライター！」

　空からの奇声は、魔物の鳴き声か、それともシンの嘲ちよう笑しようか。

　両手に握られた短剣を、ウサギ姿の司書が構えた。なんの保護もない状態で、空を飛ぶ相手の、それも面積の少ない肌色の部分を正確に突くことは難しいかもしれない。

　だが、リヴルも言っていた。数さえあれば。

（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）

「だから、そんな小さい剣じゃさぁ！」

　至近距離にまで近づくリヴル。一歩間違えばアイツの爪で宙に持ち上げられる。いや、その前に引き千切られるか。

「無む駄だだって言って……ぐっ!?」

（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）

　致ち命めい傷しようを外しているとはいえ、短剣は次々に現出する。それを投げ放っていくリヴルは、精密機械のようにさえ思える。シンの牙のマシンガンより威い力りよくは劣るかもしれないが、それでも。

　突き刺さる痛みに、シンの顔が歪ゆがんだ。わずかに残った人間の部分に、『ヴォーパルブレイド』が命中した！

　直進できないと悟ったか、空中のシンがその進行方向を変える。烈風とともに、黒い翼が空気を叩たたいて舞い上がる。大丈夫だ、ちょっとデカい鳥が飛んできたんだと思えばいい。

（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）（具現化アツプロードします）

　だが、リヴルは追撃を止めない。作りだす『ヴォーパルブレイド』は更にその数を増し、ジャバウォックの背を剣山のように飾り立てていく。３Ｄで動く敵を相手に、まったく、俺の従者はよくやってくれる。

「く、そっ！　邪魔、ばかり！　いつも、いつもお前は、邪魔ばかり！」

　当然だ、俺にも譲れないことがある。

『真白き本』で量産する『ヴォーパルブレイド』。でも、それだけで勝てないということは、なによりも俺自身がよく知っている。短剣で与えるダメージは微び々びたるものだし、かといってそれで弱点を狙ねらえば致命傷になりかねない。

　どうすればいいか、さっきから考えている。

「ぐ、あっ、がっ！　黒くろ間まぁ！　黒間ぁ！　お前、自分で死ぬべきだって思わないのかよぉ！　自分が最悪なヤツだって、なんでわからないんだよぉおおおお！」

　上空の、シンの狂った声。てめえは、さっきからうるせえよ。

　次々と襲おそい来る短剣のせいで、こっちに近づけないくせに。

　アイツは、アリス作中のジャバウォックと同化する。変化するその身体（弾たま切ぎれ、止めた棘とげ）。時間が経たてば本当に魔物となって戻れなくなるから（顔面を狙ねらえば勝てるが、シンをも危険にさらすから）この、悪魔のごときシンを、殺さずに倒すには。

　ヒントが、一つ、あった。

「リヴル」

「はい、なんでしょうかイツキ様」

「書きたいものがある。短剣で牽けん制せいしながら、シンを追いこんでくれ。そこで一気に具現化させる。できそうか？」

「イエス、マイライター。意図的に低空を飛ひ翔しようさせます。赤あか崎さきシン自身は、戦せん闘とうの経験も持たないごく普通の人間。誘い込むのは容易かと」

「そうか──場所は、あの城門の、前だ」

　さっきまでシンのいた、巨大な門を指す。リヴルは力強く頷うなずいてくれたが、つまり俺は、リヴルに囮おとりになってくれと言っている。しかもシンの狙ねらいは俺なのだから、必然、リヴルの役目は難しくなってくる。

　俺を守り、かつ、シンを城門前まで誘導しなくてはならないのだから。

「森の中だったら、まだやりやすかったと思うんだがな……」

「なにをごちゃごちゃ言ってるんだよぉ！」

　急降下するシン。しかしそれを再び迎え撃つリヴル。五本の短剣を一度に射出するリヴルには、ダーツの才能もあるかもしれない。それが全て確実に命中するわけで。

　こっちはこっちで、『ヴォーパルブレイド』を具現化させながら、シンのための罠わなも構築しなくてはいけないのだから、やりづらさも半はん端ぱではなかった。

　だが、それでも。惨殺する結末なんて見たくもない。幻想を具現化するというなら、誰もが笑うハッピーエンドも具現化してみせろ、『筆記官ライター』

（間に合ってくれよ……おい！）

　シンという響ひびきが好きだと言った、未耶アイツのためにも。




　黒い髪の従者の様子がおかしい、とシンは思った。

　あれだけ大量に投げつけてきた短剣が、今では目に見えてその量が落ちている。もちろんそれでも、かなりの密度で凶器が飛来するのだが、全身を黒い装甲ジヤバウオツクで覆おおわれたシンには通用しない。

　いや、それどころか。

（わざと攻撃を受けている、ように、見える）

　広い草原に立つ黒くろ間まイツキと、その従者。名前はなんと言ったか。アリスから色々と教えてもらったはずだが、外国語の羅ら列れつにシンの興味はなかった。黒間イツキの命令を聞くだけの奴ど隷れいなど、基本的にはどうでもいい。

　空中から仕掛けるシンの襲撃を、従者はギリギリのところでかわす。かわしてから、短剣を投げつけてくる。それはいい。問題は、その従者が同じところにとどまり続けている点だ。普通ならば、常に走って狙ねらいをそらせようとするはず。

（違う。体力の消しよう耗もうを、抑えようとしている。黒間を、守る、ためか？）

　黒間イツキはその場を動かない。一心不乱に本に書きこんでいる。あの本は短剣を作り出すためのものらしい。しかし、それならおかしい。短剣を作るために書きこんでいるのならば、従者の投げる武器はむしろ増えるべきだろう。

「く、はははははっ！　なにか企んでいるのかよぉ黒間ぁあぁ！　わかるんだよ僕にはさぁ！」

　黒間イツキは答えない。執筆に集中している。ああ、いつもそうだ。

　アイツは、クラスで一人、つまらなげに本を読んでいる。友達の交流も、クラスでの位置もどうでもいい、と言わんばかりに。それはシンに似ている。人への軽けい侮ぶを隠かくしもせず、相手も選ばないで罵ば倒とうするシンは、当然のように疎うとまれ遠ざけられた。

　自分と黒間イツキの、一体なにが違う？　他者を見下して黙だまっているか、それを口にするかの違いしかないじゃないか。

　それなのに、どうして。

　どうしてイツキの隣に、矢や口ぐち未み耶やがいるのだ。

「殺してやる！　この爪で！　お前の身体を引き裂いてやるよぉ！」

　翼を震わせ、高速の降下。なにか企んでいるのは間違いない。従者もそのために、イツキを守っているのだ。だから、なんだ。だったらイツキを殺してやればいい。あの従者の生死は、シンにはどうでもいいのだから。

　初めから、シンの狙いはイツキのみ。

「イツキ様、警けい戒かいを！」

「シンはお前に任せてんだ！　俺を守れよ、リヴル！」

　イエス、マイライターという言葉が聞こえた。何度か聞こえるその英語だが、果たしてどんな意味があるのか、シンにはよくわからなかった。

　シンが高速で、低空を翔かける。巨大な腕は、けれどシンの身体によく馴な染じむ。さあ、その豆腐みたいな身体、今すぐぐずぐずにしてやろう。従者が構えた体勢を取るが、シンはそれを避け、迂う回かいするようにイツキの元へと。

「そうはいきませんよ、赤あか崎さきシン」

　背後からの声に、シンの目が見開かれる。

　位置としては、肩甲骨のあたり。軽い感触が乗せられた。この女は、一体、どこまで。

「なっ……！」

「ずっと機会を狙ねらっていました。貴方あなたの身体に飛び移る機会を」

　肩越しに、背に乗る従者を見る。ふざけた恰かつ好こうの女は、きらりと光る短剣を振り上げていた。すれちがった瞬間に、タイミングを合わせて飛び乗ってきたというのなら、一体どれだけのスピードと隠おん密みつ性なのか。

「こと戦せん闘とうにおける経験と技術に関しては、私のほうが貴方の数倍は上うわ手てです」

　こいつまで、自分を馬ば鹿かにするのか。

　鈍い、肉を貫つらぬく音。これは、装そう甲こう部分ではない。本来の赤あか崎さきシンの身体を攻撃された。翼の根元を抉えぐる痛みは、翼の羽ばたきを止め、そのバランスを崩させる。シンの巨体が、地に叩たたきつけられる。

「ぐ、ぅ、がぁ！」

　ごきりと、黒い装甲が音を立てた。墜つい落らくしたシンは翼が折れていることを確認した。痛い。痛いがそれよりも。

　見下ろす高さから一気に引きずり落とされた屈くつ辱じよくが、シンを苛さいなむ。従者の女はあっさりとシンの背中から飛び降りる。ふらふらと立ち上がるシンに好機とばかり、従者は短剣を投とう擲てきしてきた。

　また更に、シンの身体に剣が突き刺さる。

　今のシンは無防備だ。対面するバニーガールは余裕の表情で、相手取どるのもバカバカしいとばかりの無表情。その冷たい目。シンはいつまでも慣れない。見下し蔑さげすまれる、その瞳。

　見下すのは、自分の役目だ。

「ああああ！　うざい！　うっざいんだよ、お前ぇえぇぇああああっ！」

　殺すのは黒くろ間まイツキだけでいい。だが、邪魔をするならば誰あろうと八つ裂きだ。

　腕を伸ばす。その先端の鉤かぎ爪つめが更に伸縮し、分ぶん岐きし、再び黒の林を構築していく。それは凄すさまじい速度で従者の目の前まで迫っていった。突き出した棘とげが更にその先の棘を押し出して、加速度的に従者を狙う。

　従者の女は、動かない。恐怖で動けないのならば、シンには好都合。

「は、はははは！　くたばれ女ぁ──────あ？　あ？」

　なのに。

　何な故ぜか、届かない。

　あと一歩のところで、棘が止まる。どうして。あと二ミリ先なのに。少しだけ棘が伸びればいい。伸縮自由、変形自在のジャバウォックのはずなのに。いや、違う、そうである、からこそ。

「なるほど、赤崎シン。その攻撃の間合いはそこまでですか」

「っ!?」

[image: ]

「さすがはイツキ様。真実、ジャバウォックがどんな形態にもなれるのならば、牙きばの弾だん幕まくが途切れることも、棘とげが届かないなどということも有り得ない。海岸の時のように、どこまでも伸ばし、イツキ様をも狙ねらえば良い。けれど赤あか崎さきシン、貴方あなたはそれをしなかった。いや、できなかった」

　震える。見抜かれている。ジャバウォックの、赤崎シンの、その構造的な弱点を。見抜いたのはどちらだ。黒間か、従者か。自分は一体、どちらにこの屈くつ辱じよくを与えられた？

「いかに自由自在のジャバウォックの身体とはいえ、材料がなくては身体が構築できない。つまりは貴方自身の容積です。太った身体は、その分容積も大きいから好都合でしょうね」

「お前……」

「攻撃してみてください。おそらくそれ以上伸ばすと、貴方の形態維い持じができないのでしょう。この棘を伸ばした分、貴方の身体のどこかの容積が足りなくなり、破は綻たんする。この距離は、貴方の身体を保つ、ギリギリの距離なのですね」

　淡々と告げるバニーガールが、憎くて憎くて仕方がなかった。

　その通りだ。ジャバウォックの形態変化には、しかし限界がある。粘土の形をどれだけ変えることができても、どこまでもどこまでも伸ばすことはできない。粘土の容積は決まっているのだから。間合いを伸ばすには、シンの本体をも一度崩くずして、余剰部分が多量にある身体に再設計しなくてはいけない。

　見抜かれていた。

「お前の負けだよ、シン」

　従者の背後で、黒くろ間まイツキが呟つぶやく。憎い。まだなにかを書いている。憎い。こちらを見ろよ。憎い。恰かつ好こうつけた帽子が鬱うつ陶とうしい。憎くて憎くて。僕を、見ろよ。

　でなきゃ、僕は、一人で発熱する道化じゃないか。

「お前の間合いはリヴルが見抜いた。もう弾たまも撃ち尽くして、元々容積不足だったんだからな。あとはリヴルが、間合いの外から一方的に攻撃できる。そうだろう？　お前の負けだ、大人しく────」

「うぜえって言っているだろうがああああああああああああ！」

　それはおそらく、シンに力を与えたアリスも、想定していないことだったに違いない。林立し複雑化した腕の林、その先端から撃ちだされる、黒い弾だん丸がん。

「な」

　呟いたイツキの頰ほおを、浅く裂く。それは先ほどの牙きばの弾丸とは違う。黒い粒子でコーティングされた、短剣のシルエット。

　怨えん敵てきの肌に浮かぶ赤い線を、シンはもっと見たいと思った。

「僕が！　僕の身体だけを材料に使えると思うなよぉ！」

「シン、お前、『ヴォーパルブレイド』を……」

「ははは！　僕の身体に、一体何本刺さってると思ってるんだ！　もうお前たちの手を離れてるんだから、だったら、この短剣は僕のものだよねぇ！」

　そう、従者の娘が投げた短剣は、まだ何本も黒い装そう甲こうに突き刺さっている。シンはこれを取りこみ、自らの得物として発射したのだ。原形を保っているこれらの短剣は、ジャバウォックの身体に刺さっている。つまり、シンの身体も同然。

　弾丸は、まだあった。

「く、くく、くくくくくく」

　殺せる。ようやく、シンはこいつらを殺せるのだ。

　シンはその身体を変えていく。突き刺さった無数の短剣は、ジャバウォックの巨大な身体に沈んで、その体内を通過し、胸部に集中する。今度こそ殺す。小さな牙の弾丸ではなく、短剣を連射したのならば、いかに従者とて守り切れまい。無理にイツキを守ろうとすれば、それで従者自身が死ぬ。

　従者が動いた。このままにしておいてはいけないと、飛びこんだのか。しかし。

「はっ、はははは！　もう近づけないんだろう！　お前たちもさあ！」

　腕を振るう。棘とげばかりが複雑に生えた腕は重いのだが、そんなことは関係ない。この腕があれば、あの従者もイツキも、シンの近くまでは入ってこれない。短剣を身体に取り込む準備を邪魔されることはない。

　駆ける従者だが、シンまで辿たどりつくことはなかった。何本か短剣が投とう擲てきされたが、そんなもの、今のシンには、ただ武器を提供しただけのこと。黒い装そう甲こうに取り込まれた短剣が、シンの胸に集中していく。

　体内に響ひびく金属音。胸部に溜たまる短剣のせいで、身体を作り変えていく感覚が心地よかった。ジャバウォックとの同化で得た力は、シンを変えてくれる。太って醜い赤あか崎さきシンではなく、愚ぐ劣れつを一掃できる、浄化の天使に似た今の姿。

　それが快楽でないはずがない。

　従者はシンの間合いに入り込めない。どうにかして回りこみ、突破の糸口を見つけようとするが、シンの腕に払いのけられる。黒くろ間まイツキはなにか書いているが、きっと間に合わない。それなら、短剣の補充が完了するまで、従者を遠ざけることに専念しよう。

　またナイフが投げられた。武器が増えた。

　もうそろそろだ。終わりにしようと、シンは一ひと際きわ強く大地を殴りつけた。無数の棘とげが地に刺さり、茨いばらのように従者を捕らえようとする。生あい憎にく従者はイツキのいる場所まで退いたが。

　けれど、それは敗北の第一歩だ。

　イツキを守るように立ってはダメだ。だって、こちらの準備はできている。短剣で串くし刺ざしにされる二人が容易に想像できてしまう。シンはワニの顎あごを大きく開いて、そちらに向けた。射線は、捉とらえた。

「これで──矢や口ぐちさんは、僕のものだ」

　ようやく、だ。

　短剣が撃ちだされる。黒にコーティングされた剣は、空を飛来する。避けられるはずもない。従者では防ぎきれない。絶えず襲おそう短剣の雨は、従者をも貫つらぬいて背後のイツキを殺し尽くす。跡あと形かたも残さず。

　血と内臓と肉片の寄せ集めにする。

「ははっ」

　だから。

「いや、やりやすかったぜ、シン。こっちの武器を使ってくれたおかげでな」

　撃ちだされた短剣が従者に届くことなく、空中で霧む散さんしたその現実が、シンにはまったく理解できなかった。




　簡単な事だ。

　シンが逆手に取って武器とした『ヴォーパルブレイド』は、『真白き本』で作りだした幻想。そう、該がい当とうのページを破るだけで『ヴォーパルブレイド』はすぐさま消えてしまう。ひらひらと、ちぎり取った紙片をシンに見せても、彼は理解できていないようだった。

　短剣を撃ちだした時は少し驚いたが、冷静に対処すればこの程度。いや、むしろ。

「リヴル、頼むぜっ！」「イエス、マイライター！」

　シンを上う手まく、城門の前まで誘導できたことは、大成功と言っても良い。腕の棘とげと、短剣を取り込む作業で、アイツは城門の前から動こうとしなかったから。

　危険を察知したか、シンが動く。だが遅い。あらかじめ丁てい寧ねいに記述した内容は、リヴルへの合図で一瞬で具現化アツプロードされる。混乱を避けるため、『ヴォーパルブレイド』のページとは別のとこに、『それ』を書きこんでおいて良かったぜ。




（強制接続完了。『鏡の国のアリス』にある境界の鏡と、記述内容が合致しました）

（『不思議の国の鏡イン・ザ・ミラーワールド』、具現化アツプロードします）




　シンの前に、壁かべができる。

「なっ、なんだよこれ、こんなものでっ！」

　そう、それはすぐに破は壊かいされる。

　だがまだだ。今度はシンの左右。こちらも壊される。粉々に砕け散るは硝しよう石せき。そして今度は後ろ。巨大な城じよう壁へきに貼りつけるように、それが姿を現す。この勝負を決める、最大の一手。

　そう、これは、壁じゃない。

「……鏡？」

　動きが止まったシンの三方に、また別の新しい鏡。これだけで、あの巨体があっさりと俺たちから隠かくされた。もちろん、逃げられないように、上にも鏡の蓋ふたを。巨大な万まん華げ鏡きようの中に、赤あか崎さきシンは囚とらわれたことになる。

「イツキ様」

　いや、まだだ。多分アイツは、何枚か壊す。

　鏡の外に、更に鏡を。飽きたらないとばかりに、鏡の囲いを鏡で囲う。何枚か破片の割れる音がしても、それでは意味がない。既すでに五重の鏡の城が、シンの周りを覆おおっている。いや、ただの鏡なら出られるんだろうがよ。

　これは、あの鏡の法廷。偽にせ者ものの俺やリヴルを作りだした、あの凶器たる鏡だ。

「本物があると、想像も楽だな──念のため、持ってて良かった」

　ポケットの中の破片に触れて、呟つぶやいた。

「初めから武器にするつもりで、破片を保存しておいたとは、さすがです」

「そんなんじゃねえ。シンやアリスと戦う時に、なにかの目くらまし程度になればと思っただけだ。でも、殺さずにやるには、こんなやり方しか思いつかなくてよ」

　巨大な万華鏡の中から、シンの悲鳴が聞こえた。ああ、聞きたくねえ。聞きたくないけど、聞かないと。

「自分でこれを具現化して、ようやくわかった。これは、ただ映したものの偽者を現す訳じゃない。この鏡に映ったヤツの心を読み取って、一番嫌いやなもの、見たくないものを見せるんだ。それが、俺にとっては偽者の俺と」

「──イシュタル様」

「そういうことだ。俺、アイツ、大の苦手だからよ」

　法廷でアイツがいたら、それは確かに、死ぬほど嫌だからな。イシュタルは鏡の国に来たわけでも、アリスが作りだしたわけでもない。俺が、怖がっていたから、出てきただけだ。

　万まん華げ鏡きようの中からの悲鳴は続く。時折鏡を壊す音も聞こえるが、はて、アイツが一番見たくないものって、なんだろうな。

「やだ、嫌だ嫌だ嫌だああああぁああぁぁああぁあああ！　なんで、なんでだよぉ！　なんでいるんだよぉ！　見るな、僕を、僕を見るなあああああああああ！」

　八方を囲まれ、幾いく重えにも捉とらえられたシンに逃げ場がない。自分がシンの立場だと思うと、ぞっとする。今、未み耶やの名を呼ぶシンの声が聞こえた気がした。もしかして、シンが鏡に見ているのは、恋い慕したう女の姿なのだろうか。それが、シンの一番嫌なもの？

　シンはもしかして、見られたくないのか。ジャバウォックと同化し、悪魔とも獣ともつかない姿になった、己の姿を。誰よりも、一番好きなはずの相手に。

　拷ごう問もんだ、こんなの。

　あれは江え戸ど川がわ乱らん歩ぽだっただろうか。『鏡かがみ地じ獄ごく』と題されたその短編には、球体の鏡の内側に入って発狂する人間が書かれている。球体にはほど遠いにせよ、鏡像が鏡像を増幅する、万華鏡の中にいるシンも、あるいはそれによく似た地獄を体験しているのだろうか。

　俺は既すでに見た。あの、鏡の法廷で。

「イツキ様」

　リヴルが声をかける。ぴくぴくと動く耳で、あるいは俺よりも鏡の内部を把は握あくしているかもしれなかった。

「赤あか崎さきシンが、ジャバウォックとの同化を拒絶しました。己の身体から黒い粒子を引き剝はがそうとしています」

「──なんだと？」

　俺には、シンの悲鳴しか聞こえない。嫌だ嫌だ、見るな、という拒絶の声。

　自分でしたこととはいえ、少し。

「首尾は悪いようです。あれだけジャバウォックと望み同化していたものが、この時点で急に拒絶などできるはずもない。全身に染みついた黒い粒子ジヤバウオツクがそのせいで制御を失い、身体が崩壊を始めています」

「崩壊って」

「ジャバウォックの姿はおろか、赤埼シンの原形すら留めていないようです。先ほどから聞こえるのは金属音などではなく、泥どろの音。底なし沼に沈しずむ、その最後の音です」

　最後まで聞いていられなかった。俺は、シンを殺すつもりなどないのだから。たとえ、この鏡にその力があるとしても。

　鏡の記述を書きこんだ上から、ペンで線を引いていく。それだけで消去の手続きは完了だ。ページを破る手もあるのだが、『真白き本』はリヴル・ブランシェの本体だ。さっき破ってしまったし、もうなるべく傷つけたくない。五重層の鏡の壁は、みるみるうちに壊れて消えていく。

　そこに、泥に沈むシンがいた。

「ひぃ、ひいいぁ！　来るな、来るなあぁあぁああ！」

　べちゃ、ぐちゃ、ぬるり。黒いコールタールに、シンの頭部がある。

　それがシンの身にまとっていたジャバウォックの残ざん骸がいだと、すぐには気付けなかった。まるでスライムのように、黒のタールが蠕ぜん動どうする。シンの、人間としての身体はどこだ？　俺には大量の黒い液体と、そこに浮かぶ生首のようなシンの頭部しか見えない。その頭部も、半分タールに消えている。

　シンは、見えないなにかに怯おびえているようで。

「これ、剝はがれない！　剝がれないんだぁああ！」

　剝がれないって、なにがだよ。お前、身体どこだよ。

　ジャバウォックの残骸は時折、びくびくと蠕動したり、奇き妙みように浮かび上がったりしてその存在を主張する。それが、シンが自分の身体を動かそうという努力なのだとすぐにわかった。もう、このタールとシンが、一つになっているのだ。

「ここまで、一つになりましたか。赤あか崎さきシン。それほどイツキ様を殺したかったのですか」

　リヴルの声にシンは答えない。俺たちなど見えていないかのように。そりゃそうだ。自分の身体がこんな、真っ黒な重油に似たものになってしまえば、発狂くらいしたっておかしくはない。ましてや。

　それでもまだ、生きているんだから。

「みゃぁあー」

「っ!?」

　猫の、鳴き声。普段なら可か愛わいいと思うかもしれないが、この不思議の国では、この声はろくなものであったためしがない。

「みゃ？　みゃあ？」

　なんで、未み耶やがここにいる。ああ、いや、そうか、チェシャ猫は確か、作中でも随ずい分ぶんと神しん出しゆつ鬼き没ぼつの存在であったのだったか。

　未耶は、四脚歩行でたかたかとシンに近づいていった。コールタールをものともせず、やはりあのニヤニヤ笑いだけを浮かべて。ギャンブルの賭かけ金、だと招待状には書いてあったはずだが。

「ああ、あああ、あああああああ」

　ジャバウォックに沈しずむシンの生首が、声をあげる。未み耶やの周囲のコールタールが持ち上がっていく。ずるずるずると、それは、死地に道連れを求める亡もう者じやの腕のようで。

「なんで、なんで君がここに……アリスと一緒に……ああ、いや、そうじゃない、そうじゃないんだよね」

　生首が喋しやべる。ずるりと、タールの一部が持ち上がる。伸ばした腕だと思った。もしかしたら違うのかもしれなかったが。

「そうだ、君はいつも来てくれるんだ。僕が酷ひどい目にあっていると、いつも」

　俺はただ、見ているしかできない。シンは濁にごった瞳で、ただ黒い重油を必死で未耶のほうへと。

「ああ、矢や口ぐちさん、助けて、助けて、いつもみたいに、また、助け」

　言葉は最後まで続かない。

　タールの触れた先端から、未耶の身体にヒビが入った。その見慣れた光景に、俺はようやく思い違いをしていたのだと気付いた。ああ、そうだ。未耶とユズキだけがイレギュラーだとすれば、色々と得心することが多いのだ。

　未耶が、砕ける。

　それは鏡の法廷の時によく似ていた。

「…………偽にせ者もの」

　隣のリヴルが、静かに呟つぶやいた。

　どこか遠くで、アリスの歌が聞こえた気がした。笑い声に混じる、とてもとても無邪気な、そのマザーグース。嘲あざ笑わらっている気がした。




　──誰がコマドリを殺したのフー・キルド・クツク・ロビン？　くす、くすくすくす……。




「いつまで見ているんだ、目ざわりなんだよ、さっさと行けよ」

　ジャバウォックの黒い重油に囚とらわれたまま、シンはそう言ってきた。立ち尽くしている俺が目め障ざわりだったのか。この状況で、強がりでもそう言えるシンは、もしかして随ずい分ぶんと、強いのではないかと考えた。

　重油に浮かぶ生首。そんな考えが浮かんで、けれどすぐに打ち消した。

「でも、お前」

「君に、なにができるんだい？　僕を助けられるのか？　笑わせないでくれよ」

　未耶は、偽者だった。

　シンの絶望は、それだけで知れた。こいつは、歪ゆがんではいたけれど、未耶のためには戦っていたはずなのだ。その行動原理だけを見るならば、やはり俺とシンは近い。それなのに、あそこまで徹てつ底てい的に、目の前で、得たかった未耶が偽者だと知らしめられた。

「そんな顔をするな、鬱うつ陶とうしい」

「…………」

「違うよ、これは君のせいなんかじゃない。このジャバウォックに沈しずんでいる僕は、もう、僕のせいだろう。それとも愚ぐ劣れつな君は、僕からこれすら奪うのか。この醜い僕は僕の選択の結果だ。矢や口ぐちさんを傷つけようとした僕の当然の末路だ。僕は自分で選びとった結末すら、誰かに取られてしまうのかい」

　随ずい分ぶんと、シンは落ち着いているように見えた。コールタールに沈むシンは、戦せん闘とうの時の狂的ぶりが欠片かけらも見受けられない。

「なあ、あのさ、あの偽にせ者ものは、偽者ってだけだろ。もしかしたら、どこかに本物の未み耶やが」

　嫌いやな仮定だ。未耶が巻きこまれていないならそのほうが良いに決まっている。けど、ならば、ただ利用されただけのシンが、あまりに。

「それはないだろうね。本物の矢口さんを捕まえているなら、わざわざ偽者を僕の目の前に呼びだして、粉々にする必要がない。本物を最大限利用して、僕を奮い立たせればいい。偽者を使ってる時点で、本物は得られませんでしたと宣言しているようなものさ」

「じゃあ、あのユズキも、偽者？」

　シンは答えなかった。そうだ、このワンダーランドに囚われた中で、未耶とユズキだけが、死想図書館との関わりがない。アリスに直接利用されたシンはともかく、あの二人は、図書館に罠わなを張っただけで呼びこめるはずがない。

　確かめる術すべは今はないが、あのユズキが偽者の可能性は相当高い。この鏡は、映したものをそのまま映すのではなく、その心を読み取って偽者を作り出す。アリスが使えば、もしかしたら、アリスの望む相手の偽者が出来上がるのかもしれない。

　ならば、それで、本来は安あん堵どするべきなのに。アリスに良いように使われ、偽者に振り回されたシンのことが、頭から離れない。

「赤あか崎さきシン。出口を教えてください。一度外に出れば、死想図書館の蔵書によって貴方あなたを救う手立てが得られるかもしれません。その融ゆう合ごうし、同化した状態が続けば、貴方はここから出られないままですよ」

「さっきも言ったはずだけどね。出口なんて知らないんだ」

「貴方が、ワンダーランド構築のための媒ばい介かいであることはわかっています。構築するのに手を貸したのであれば、内部構造も把は握あくしているはず。無意味な意地は」

　シンの目が、不快そうに歪ゆがむ。

「媒介？　把握？　本当になんの話だ？　僕がここに呼ばれた時、この世界は既すでに出来上がっていた。アリスが、黒くろ間まを殺すために用意してくれた舞台だと思ったんだけどね」

「……なんだって？」

　噓うそを言っているようには、見えない。

　アリスに裏切られたシンは、ここで噓うそを言う必要がない。本当に知らないのか？　死書がなにか行動を起こすなら、それは現実の人か物が必要になる。リヴルの言うルールが正しいのならば、媒ばい介かいもなくワンダーランドは創れない。

　なら、答えは一つだ。赤あか崎さきシンは、ワンダーランドを創るのに関係していない。

　真実、俺を殺すために利用されただけってことか。シンの中にあった怨えん嗟さと憎ぞう悪おを上う手まく使って、俺を殺す。どうせそれすらも、どこかで機嫌よく眺ながめていたんだろう、アリス。

「……まだ、別にいるってことか。アリスの媒介になったヤツが」

「もう行け。僕なんかに用事はないはずだろう、黒間？」

　そうだ、未み耶やは偽にせ者ものでも、俺たちにはまだやる事がある。出口を探さないと。

　でも。じゃあ、シンは。こいつは、ここに置いていけっていうのかよ。自分の意思で指一本動かせなくて、つか動かすべき指もどこにもなくて、でもシンだって、見方を変えれば被ひ害がい者だってのに。

　行かなきゃいけないのに、足は動かなかった。

「行け。なんの未み練れんがあるっていうんだ。僕は君の顔なんか」

「すまん」

　だから、頭を下げた、傍らのリヴルが訝いぶかしんでいるのがよくわかる。そりゃそうだ。リヴルから見れば俺は命を狙ねらわれた側で、シンに謝る理由なんて何一つないはずなんだから。

「昼間のこと、謝らせてほしい」

「うわ。それ、なんの冗じよう談だんだい黒くろ間ま。僕、こんな状態だよ？　今更そんなことどうでもいいよ」

　そうかもしれない。本当にどうでも良さそうに、シンはそう言い捨てた。こいつが俺を嫌いなのは、あの盗み聞きの一件だけじゃなくて、ずっと前から、俺が未耶と一緒にいたから、だしな。

　でも、未耶の言う通り。謝るだけで、少しだけ気が楽になった。自己満足と、知っていたけれど。

「イツキ様」

　リヴルに言われて、俺は頷うなずいた。ここでできる事はもうない。シンの身体を助けるのは、ここを出て、死想図書館と接続できるようになってからだ。リヴルに付き添われ、俺は城のない城門を見る。

　最後に。

「……絶対、戻る。一緒に帰るぞ、シン」

　それだけ、言った。

「待て、イツキ」

「あん？　────お前、今、名前」

「隠かくし部屋を見つけてみろ」

　名前を呼ばれた。俺がシンと呼ぶ、その代わりとでも言うように。

「隠し部屋……って。なんだそりゃ、一体どういう」

「意味は自分で考えろ。僕は君より多少色んなこと知ってるけど、全部を一々教えてやる義理なんてないんだよ」

　やっぱりシンは、強い部分を持っている気がした。良い刀剣は折れず、曲がるだけだと聞いた事があった。曲がり、歪ゆがみ、ねじれる。それがもし、本来の形に戻れるなら。

　すぐ折れる、俺とは違う。強い姿がそこにあるのかもしれない。

「…………悪いな。待ってろ、すぐ助けるからよ」

　返答はない。俺もシンを振り向く事はしない。俺の優先すべきは出口だ。カナも、セットゥも、あの双子も、そしてシンとアリスをも伴って、俺は未み耶やのいる日常に帰らなくちゃならないんだから。

　城門を開く。傍らのリヴルは、やはり静かに、俺に付き従ってくれていた。

　さあ、そろそろゲームセットだぜ。アリス。

















幕間四　カナ・金かな・かな？












　助ける、だって？

「はは、は」

　乾いた笑いを聞く者はいない。黒くろ間まイツキは城じよう壁へきの奥へ消えた。

　助ける？　どうやって？　黒間イツキは本当に愚ぐ劣れつだ。この、ジャバウォックと同化し崩壊し、重油の溜たまりとなった赤あか崎さきシンを助ける術すべがあると本気で信じている。今はまだ生きているが、さて、あとどれくらい持つだろう。

　帰る事すらできず、シンはこのワンダーランドで朽くち果てる。

　黒間イツキと、自分。なにが違うのか。本当はよくわかっていた。シンは頭の回転はむしろ人よりも良いくらいだ。自分についてなにがダメなのか、その分ぶん析せきなど、とっくに完了していた。

　要は、欲しがったか、助けようとしたかの違い。

　矢や口ぐち未み耶やと二人だけの世界に連れて行く代わりに、黒間イツキを殺してくれ。シンにとっては願ってもないアリスの提案。それに乗るべきではなかったのだ。未耶のことが好きならば、そんな誘いは撥はね除のけて、第一に未耶の安否を心配するべきだった。

　だから、偽者の矢口未耶に騙だまされた。猫のように鳴く矢口未耶の、一体どこに、シンの憧あこがれた矢口未耶がいるというのだ。

　あの雨の日を思い出す。

　声をかけてきた少女を思いだす。

　名前と表情を思いだそうとして、できない事に気付いた。

　思考が鈍にぶっている事に気付いて、思わず笑ってしまった。乾いた笑い声を聞く者は、もうどこにも。

「まあ」

　いや、いた。

　いつの間にか視界の端はしに、美しい金髪が見えた。誰だ。こんな髪の持ち主を、赤崎シンは知らない。そうか、まだまだたくさん、ワンダーランドには人間がいたのか。矢口未耶と二人だけの世界など、アリスは最初から創る気などなかったのだ。

　彼女は、イツキの知り合いだろうか。

「あらまあ、随ずい分ぶんひどい状態どすなあ。イツキはんの妹が粉々に砕けてもうたんで、驚いてイツキはんに伝えようと思うたのに」

「代わりに、いかにも不ま味ずそうなものを見つけてしまいましたな、カナ様」

　まだ誰かいるのか。顔は見えない。朦もう朧ろうとした意識の中で、シンはただ思考する。

　こいつらは、たとえようもなく、怖い。なんだ。ないはずの背筋が震え、消えたはずの肌が粟あわ立だつ。やめてくれ。こいつらは人間に似ているが、ジャバウォックなどいとも容易たやすく凌りよう駕がする化け物だ。

「事情はよくわかりませんな。『筆記官ライター』はさっさと奥へ行ってしまったことですし」

「せやなぁセットゥ。本当ならこの黒いお人も放っておくんやけど、さっき聞き慣れない言葉もあったことやしなぁ」

「黒い獣」「囚とらわれの姫」「遊ゆう戯ぎの城」「切札の台」「イカサマ道化師」「噓うそつき令嬢」「君だけならば僕は」「俺だけならば彼は」「私だけならばそれは」「三者三様」「嘆なげくだけならば容易い事」「奪うだけならば脆もろい事」「守るだけなら愚おろかなこと」「正義を語るなら無為なること」「「如い何かに食らうか大食の罪？」」

　歌が聞こえる。シンは逃げようとした。金髪のツインテール。その表情がわずかに見えた。

　少女だ。

　タールに沈んだシンの身体からだは、指一本動かせない。蠕ぜん動どうするジャバウォックの残ざん骸がいは、シンに自由を与えてくれない。

「そこの沈んどるお兄さん、未み耶やはん傷つけたんどすえ？」

　舌した舐なめずりが見えた。恐怖で身体が動かない。もう半分くらい溶けたシンの生首から、声が漏もれるが、それは声にすらなっていなかった。

「とっても不味そうやけど、仕方あらしまへんわ。ウチはイツキはんほど優しくないどすえ？　綺き麗れいに綺麗に、皿まで舐めとってやらへんと」

　食われると、それはもう本能で悟った。

　こいつは捕食者だ。いつの間にか、少女の手には巨大なナイフとフォーク。このコールタールに沈んで静かに死ぬのは、それは確かに、利己的な愛情の結末に相応ふさわしい末路だと思っていた。当然の罰ばつだと思った。

　違うのか。

　自分は、この少女に、食われてしまうのか。それは、とても残ざん虐ぎやくな。

「ぼ、僕は…………」

　喘ぜん息そくのような、吐と息いき。言葉になっているかもわからずに、シンは告げる。

「僕は、死にたく……ない……！」

「牛や豚や鶏にわとりや魚や羊や山や羊ぎやらも、きっと喋しやべれたらそう言いますえ？」

　一々聞いてたら食っていられない。

　少女の舌舐めずりは、そう言っているように、シンに思えた。




　真夏の夜の夢。

　動くのを億おつ劫くうがっている時間は、まだその役目を開始しない。

　たとえ一人二人犠ぎ牲せい者が増えても、それはどうでもいい事らしかった。







[image: 第五章　「さぁ、ポーカーを始めましょう？」とアリスが言いました]
















　城門を潜くぐりぬけた瞬しゆん間かん、また世界が変へん貌ぼうした。城じよう壁へきの奥に城が見えねえわけだよ。そういや招待状にもあったな、カジノがあるってよ。そんなものどこにも見えないと思っていたのだが。

　入れば、眩まばゆいネオンの明かりに包まれた。

「アリス……か？」

　暗くら闇やみの中に浮かぶ、原色の電球の集合。調和とか統制という言葉を排はい除じよしたような点てん滅めつは、ただただ目にやかましいばかり。出来の悪い音楽と、鳥の鳴き声のようなものが聞こえた気がした。

　城壁を潜りぬければ、そこは悪趣味なネオンの錯さく綜そうする室内だった。ルーレット、スロットマシン、そしてトランプなど。専用のマシンや台を用いて、あちらこちらで騒がしいギャンブルが行われている。どう考えても、外のデカい城壁と整合性が取れていないから、また空間魔ま術じゆつとやらを使ったのだろう。アリスの十八番という話だしな。

　見ればゲームに参加しているのは人間ではなく、無数の鳥たちだ。覚えがあるぞ、てめえら。法廷であった、悪意ある言葉の正体。服を着たり二足歩行だったりと、まるでマンガに出てくるような鳥類ども。法廷を逃げ出したと思ったら、今度はこの、明かりゆらめくカジノで遊んでたってわけか。

　法廷を思い出した。

　このカジノも、まるで子供のごっこ遊びと同じだ。むしろ俺の隣のバニーガールのほうが、鳥たちよりもこの光景に相応ふさわしい気がした。

　そして。

「──誰がコマドリを殺したのフー・キルド・クツク・ロビン？　それは私、アイ・セイとスズメド・ザ・が言ったスパロウ♪」

　エプロンドレスを着た、幼い少女。カジノの奥で、混こん沌とんとしたネオンに照らされて、優雅にカクテルのようなものを傾かたむけていた。膝ひざの上には、やはりマンガみたいにデフォルメされたハリネズミだった。大人の真ま似ねをしてご満悦か。

「違うわよね？　赤コ崎マシドンリを殺したのは貴方あなた。ねえ、帽子屋ハツターさん？　それとも三月ウサギマーチヘアさんのほうかしら？　どっちでもいいけれど、でも、コマドリはとても可哀想ね？」

「騙だましたのは貴女あなたでしょう『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』。赤あか崎さきシンを架空の未み耶や様で利用し、我々を殺害しようとした。アリス、このワンダーランドを創った目的は一体なんですか？」

　ウサギの耳をぴんと立て、警けい戒かいを露あらわにするのはリヴル・ブランシェ。こいつとアリスはどこか似ている気がする。顔立ちとか、なにかにつけてイギリス風なところとか。

「あら？　なにか不満だったのかしら？　アリスはとっても楽しかったのに」

「楽しいだと？」

「ええ。ジャック・ザ・リッパーの猟りよう奇き殺人もドキドキするけれど、やっぱり人から聞いたお話じゃダメ。リアルじゃなくてドキドキしないの。目の前で、お友達同士が殺し合うなんて、今まで見た事もないお話だわ。とっても素す敵てき」

　変へん態たいが。

　幻想と狂気を保つ永遠の少女。空間の魔術師。そして享きよう楽らく主義者。だから邪気がない。だから残ざん酷こく。笑顔でどんなものでも殺さつ戮りくできる、子供特有のグロテスク。

「貴女あなた自身が口述による創作のくせに。アリス、私たちを海から助けたのは、貴女ですか？」

「ええ、そうよ。溺おぼれるなんてつまらないもの。そんな結末、アリスは嫌いなの。二人ともここまで無事に来てくれて、そして裁判や、ジャバウォックを倒す、とても面おも白しろいお話を見せてくれて、アリスはとっても嬉うれしいわ。それに、ほら、どちらもまだアリスとは遊んでいないじゃない。せっかく、楽しいゲームに招待してあげたのに、なにが不満なの？」

「目的はやはり、我々の殺害ですか」

　最近、俺の命を狙ねらってくる本が多くて困る。本当に。

　だが、どうもただ殺すだけではないらしい。こいつなりの決まりというか、美学がある。法廷での死刑や、ジャバウォックと戦って死ぬのは良いが、ただ海で溺でき死しするのは認められないということか。勝手な話だ。

　カジノの喧けん騒そうが鬱うつ陶とうしい。アリスの声が聞きとりづらくて、俺は更に半歩、アリスのほうへと近づいた。

「シンを利用した理由はなんだ。アイツは本来、関係ないはずだろう」

「そう？　でも、帽子屋ハツターさんを一番憎んでいたのはあのジャバウォックよ？　アリスはちょっと声をかけて、ここに来てもらっただけ。帽子屋ハツターさんを殺せる、チェシャ猫さんは自分のものにできるって、彼、とても喜んでいたわ」

「その猫は……未み耶やは、偽者だっただろうが」

「ええ。だって、図書館に罠わなを張っただけでは、本物のチェシャ猫さんは連れてこられなかったんだもの」

　そう。未耶も、そしてユズキも偽者と考えるならば、矛む盾じゆんは起きない。

　カナも、セットゥも、双子も。この世界に捕えられた奴やつらは全員、死し想そう図書館と関係がある。対して未耶とユズキは死想図書館になんの関係もないから、あれは偽者だった。

　鏡の法廷まで作り上げたアリスだ。どんな方法を使ったかは知らないが、偽者の製作は自在らしい。こうなってくると、法廷で見たイシュタルや偽の俺が、本当に俺の深層意識の具現化なのか、それともアリスの意のままに動く手て駒ごまだったのかも判別できなくなってくる。

「ユズキも偽者か？」

「くすくすくす。あのダイナのことね？　そう、貴方あなたの妹さんも偽者よ。ジャバウォックを頑がん張ばらせるのがチェシャ猫ならば、帽子屋ハツターさんを頑張らせるのはダイナなの。妹さんがここにいると知ったおかげで貴方あなた、とても張り切ったでしょう？　意地でも助けなきゃって思ったでしょう？　偽者なのに」

　全て手の内という訳か。それはそれは、随ずい分ぶん気に入らないことだ。

「この世界は、一体どうやって創った。シンは、自分は知らないと言っていた。協力したヤツがいるはずだろう？」

「アリスは知らないわ？」

　わかりやすい噓うそをついてくれるアリス。いい加減、そのなめた態度にこっちの血管がきれそうだぜ、ホント。

「さ、お喋しやべりはお終しまい。そろそろゲームを始めましょ？　二人とも、着てる服、このカジノにとってもお似合いよ？」

「……なるほど。私がバニーガールであるのも、この場における演出というわけですか」

　ふん。俺のタキシードやシルクハットも、そういう理由か。

　法廷だのシンだの、ここに来るまで邪じや魔まはいくつもあったが、アリスはそれを乗り越えるのを、楽しみにしていた風ですらある。これ見よがしに置かれた『真白き本』や、法廷に配置されたリヴル。

　罠わなを張りながら、それを抜ける方法も同時に用意する。俺がそれに気付けるか、アリスは見ていたのだろう。ここでゲームをしてくれる事を期待して。

「出口を教えろ、アリス」

「アリスにゲームで勝ったら教えてあげてもいいのよ？　そうね、賞品にするつもりだったチェシャ猫はもういないし、出口を教えるのが賞品の代わりになる？　アリスはトランプが好きだわ。二人はなにができるの？　バカラ？　ブラックジャック？　アリスはなんでも構わないのよ？」

　アリスが椅い子すを立った。両手を広げると、どこからか音を立てて、ぱたぱたぱたと無数のトランプが集まってきた。それこそ手品師のように、カードのブリッジがアリスの小さい手に吸い込まれていく。海岸で見た、トランプの空中階段を思い出した。

「イツキ様、如何いかがなされますか。このままアリスの言う通りに？　たとえゲームに勝ったところで、アリスが素直に出口を教えてくれるとは、到とう底てい思えませんが」

「あら？　アリスは約束を守るのよ？　家庭教師ガヴアネスみたいな怖い顔をしていないで、貴女あなたも一緒に遊びましょう、三月ウサギマーチヘアさん？」

　信用するつもりなど、もちろんない。

　だが、無理に戦せん闘とうをするつもりもなかった。ゲームで白黒つけていいとアリスが言うなら、それに越したことはない。それに、もしアリスと戦闘になって、彼女を殺してしまうのも怖かった。きちんと、死し書しよとして、死想図書館に連れて帰らなきゃならないんだから。

　そりゃ、別に、トランプが得意だってわけじゃないがよ。リヴルと俺の命賭かけるよりは、いくらかマシだろ。

「けれど、逆に、そっちが負けたら一生ワンダーランドの中で過ごしてね？　永遠にアリスの遊び相手。あら、これは、むしろご褒ほう美びじゃない？　わざと負けてくれても構わないのよ？」

　周囲の鳥たちが一いつ斉せいに騒ぎ始める。今まで好き勝手にゲームをしていた鳥類どもはいつの間にか俺たちを囲んでいて、ゲームの名前を叫び始める。そのほとんどは聞いたこともないようなカタカナで、そりゃそうだ、俺にカジノの心得などあるはずもない。

「リヴル、お前、ギャンブルは得意か」

「ルールは知っていますが、不ふ得え手てと言わざるをえません。この状じよう況きようにおいて、イツキ様の許可なしには、一切の行動ができません。私が相手となってもいいですが、結局のところイツキ様が一人でプレイするのと変わらないかと」

「ああ、だろうな」

　リヴルの無表情は、カードゲームにおいて十分な武器になるとも思ったのだが。

「俺が相手になってもいい──が、条件がある。それを飲まねえっていうなら、俺はゲームなんかするつもりはないぞ、アリス」

「あら、なにかしら？　賭かけ金の上乗せ？　ゲームが面おも白しろくなるなら大歓迎よ♪」

「俺たちが勝ったら、城壁の外のシンもなんとかしろ。お前ならできるんだろう。あの状態のシンを、助けることが」

　アリスが足元のハリネズミを抱き上げた。マンガみたいにデフォルメされたその生物は、ぬいぐるみみたいに大人しく抱かれている。

「構わないわ。帽子屋ハツターさんが勝てたのなら、ジャバウォックも助けてあげる。早くしないと手遅れになっちゃうかもしれないけれどね？」

　させねぇよ、そんなこと。絶対にな。

「それで、帽子屋ハツターさんは、なんのゲームがお得意なのかしら？」

「ポーカーぐらいしか知らないぞ」

　シルクハットを、更に深く頭に沈しずめる。周囲のネオンが眩まぶしいせいと、もう一つ。こちらの顔を見えにくくするためだった。リヴルのポーカーフェイスには及ばないだろうが、それでも。

　気休め程度には。

「なら、それでいいわ？　アリスもポーカーフェイスには自信があるもの」

　カードゲームなどで時間を取るつもりはなかった。

　今までの死書との決着は、リヴルに任せていた。だが今度ばかりは俺の出番だ。きっちり勝利して、出口がどこにあるか吐はいてもらおうじゃないか。

「さあ、ポーカーを始めましょう？」




　テーブルにつく。カジノで使われる、上等のものだった。緑色のクロスが芝生しばふを連想させる。対面に座るアリスは膝ひざの上に、モルモットくらいの大きさのハリネズミを乗せて、優雅に撫なでていた。針が手に刺さらねえのかな、アレ。

　そして、俺の膝の上には。

「ふふふ、可か愛わいいペットね？」

「おいリヴル。ボケ倒してる場合じゃねーだろうがよ」

　何な故ぜか、リヴルが乗っていた。無表情で上半身だけを俺の足にもたれさせ、足は無防備に投げ出している。さっき茶会の場で頭を撫でてやった時とまるっきり同じ体勢だった。また撫でてやらないといけないのだろうか。

「イツキ様、お気になさらず。どうかゲームに集中を」

　できねーんだけど。主に胸のせいで。バニーガールの服装だからそれなりに剝むき出しの胸が押しつけられていやもういい考えるな俺。こいつのことは本当にペットかなにかと思えばいい。

　ディーラーは、多くいるギャラリー鳥類の中からフラミンゴが選ばれた。こいつはうるさい他の鳥どもと違って、さっきから一言も喋しやべらない。イカサマの心配はないとアリスは言っていたが、さて、どうだかな。

「ルールを確認するわね？」

「ああ」

「先に六回勝ったほうの勝ち。試合の数は無制限。カードの交換は一回だけね？　フォルドをした場合は無効って事で、その勝負はカウントしないわ。ただし、フォルドはお互いに三回まで。それ以降はフォルドできないから気をつけてね？」

　回数制限はないといっても、フォルドした無効試合も含め、最高でも十七試合までになる、というルール。

　不利な場合は、フォルドを宣言して逃げてもいいって事だ。チップ制でないのは、お互いに賭かけ金を持っていないから。なるほどこれは確かに、俺が学校の友人と楽しむポーカーと大差はない。ガキのやる、大人の真ま似ね事ごとってことだ。

　逆に言えば。

　勝負に出た時に負けてしまえば、それは取り返しがつかないということだが。

「これでいいかしら？　アリスは随ずい分ぶん、貴方あなたに譲歩したと思うのだけれど」

「ああ、ルールは、それでいい」

　フォルドは本当に悪手が来た時まで取っておきたい。それはこちらも向こうも条件は同じ。俺はシルクハットのつばに手を重ね、アリスに表情を読み取られないように気をつけた。

　勝てる手の時に、相手に勝負をさせる事。負ける手の時に勝てると勘かん違ちがいしない事。この二つが重要ってことだ。

「さ、ディーラー。カードを配ってくださいな？」

　二足歩行のフラミンゴが頷うなずいて、カードをシャッフルする。その挙動は素早くて、桃もも色の翼で一体どうやってるのかさっぱりわからなかった。ひとしきり混ぜた後は、その細長い嘴くちばしでアリス、俺、アリス、俺と交互に配っていく。

　一連のフラミンゴの動作は素早すぎて、イカサマがあるかないかも読み取れなかった。裏返しに配られたトランプを手に取り、最初の役を確認する。

　どろりとした感触が、手に広がった気がした。

「うおあっ!?」

　気持ち悪さに、思わず肩を震わせた。トランプを投げ捨てるような真ま似ねをしなかった自分を褒ほめたい。

「イツキ様？」

「血……血、が……」

　動どう揺ようする目で確かめる。確かに血液だ。もうすっかり乾いてはいるものの、トランプは二種の血液で彩いろどられている。付着したばかりのような赤い血は、ハートとダイヤ。乾ききって黒ずんだ血液は、クラブとスペード。

　自分の指にまで血が流れこんだ気がした。錯さつ覚かくだとわかってはいるものの、不快感は拭ぬぐえない。血でマークと数字が描かれた、実に気味の悪いトランプだった。

「いいでしょう？　アリスのトランプ。血で書いてあるのよ？　とっても綺き麗れいだと思わない？」

「考えるのに邪じや魔まで仕方ねえ」

　錆さびた鉄の匂においまでしてくる。なんの血だかわからないが、どうやら本物の血液であることは間違いないようだ。せめて人間の血ではないのだと、強引に自分に言い聞かせておく。

「ロンドンロンドン・ブリツジ・橋、イズ・落ちたブロークン・ダウン♪　落ちたブロークン・ダウン♪　落ちたブロークン・ダウン♪　さ、最初のチェンジは貴方あなたからよ？」

　テーブルの向こうのアリスは、足をばたばたさせて俺に促うながした。

　配られた俺の手は、ノーペアブタ。赤と黒の血液を見つめながら、俺はすぐさま戦略を立てていく。作りたい役をイメージする。

　マークはバラバラ。フラッシュは狙ねらえまい。ストレートも、数字の並びからは難しそうだ。

「二枚変える」

　適当なカードを場に投げ捨てて、代わりのカードを得る。ハートのＱとスペードの六。六が二枚で、ワンぺアが完成。まあ役が出来ていないよりマシだろう。まだ一回目だし、ここでフォルドは有り得ない、と判断する。

　トランプから滴したたる血が、ぬるりと俺の手を濡ぬらす錯覚。それは噓うそだ。トランプの血は乾いている。異常なトランプに惑わされて、判断を曇くもらせるなよ、黒くろ間まイツキ。

「じゃあアリスは一枚だけ、はい」

　ハートのＫを捨てて、アリスもチェンジを終了する。子供みたいな無邪気な笑みをたたえている彼女から、手は読み取れない。

「勝負するかよ、アリス。降りてもいいんだぜ」

「ふふふ。ダメダメ。そんな安っぽい挑発はカジノじゃ通用しないわよ？」

　だろうな。アリスもフォルドしないということは、最低でもなんらかの役が出来ている可能性がある。賭かけに乗るのはいささか分ぶが悪い。

「はいっ、オープンっ」

　俺は六のワンペア。アリスは三と五のツーペアだった。つまり俺の敗北。

　ギャラリーの鳥類がげたげたと嘲ちよう笑しようする。ああ、うるせえ。こいつら全員羽根を抜いて丸焼きにしてやろうか。

「イツキ様……」

「大丈夫だ。まだ一回目だろ。チャンスはそのうちきっと来る」

　リヴルより自分に言い聞かせるように、俺は言った。アリスはただニコニコとしながら、悲鳴をあげ続けるカードを見ていた。フラミンゴのディーラーが再びカードを回収して、シャッフルする。

　怪あやしいといえば、怪しい。

「待ってくれ」

　再び高速のシャッフルを行うフラミンゴに、俺は声をかけた。桃もも色の翼の動きが、機械のようにぴたりと止まる。

「あら、どうしたの？　まだ一回目の勝負が終わっただけよ？」

「ああ、そうだな。でも俺は、疑い深いんだ。そこのフラミンゴがイカサマをしてないって証明、できるか？」

　一回目でアリスが勝った。まあ俺が弱いのだと言われればそれまでなのだが。

　ここはアリスの世界。アリスの創ったワンダーランド。なら、それを利用したイカサマはあって当然だろう？　最初からアリスが真ま面じ目めにゲームするなんて思っていないし、この世界の住人であるフラミンゴも信用していない。

「あら、アリスはそんなことしないわよ？　でも、そうね。そんなに信用できないなら、アリスと帽子屋ハツターさん、それぞれ一回ずつシャッフルするっていうのはどう？　もちろんそっちが後で良いわ。その後ディーラーに配ってもらうの」

「ふん。結局フラミンゴが配るんじゃねえか。ディーラーがイカサマしてない証拠にはならないぞ？」

「あら……アリス、困っちゃったわ。証明っていわれても」

　言葉ほど困っているようには見えない。余裕のその態度。やはり、どこか怪しいと思ってしまうのは仕方ないだろう。

「イツキー、その心配は、ないようじゃぞー」

「エレシュキガル」

　俺の胸ポケットから、ひょこんと顔を出すネムリネズミ。ふむ、ここぞという重要局面で、この神様は出て来てくれるからありがたい。さっきまで寝ていたのに。

「このディーラーはイカサマなどしておらぬ。余が言うのじゃから潔けつ白ぱくじゃ。それよりも、むしろアリスは────」

「そこまで！　女神様のアドバイスなんてズルいわよ！」

　アリスがテーブルを蹴けった。いかにも子供らしい仕草。

「そんなのアリスが負けるに決まってるじゃない！　こんなゲームは願い下げよ！　女神様がそれ以上喋しやべったら、アリスはポーカーしてあげないんだから！」

　なるほど、アリスも、エレシュキガルのことはよく知っているわけか。

　そりゃそうだ。文字通り、ギャンブルに幸運の女神を連れていては、アリスの機嫌も悪くなる。きちんとこのゲームに勝たないと、出口も、シンを助けることも叶かなわないのだから。

「そういうわけだ。悪いなエレシュキガル、少し黙だまっていてくれないか」

「む、むぅー……」

　どう見ても納なつ得とくしていない顔のエレシュキガルだったが、大人しく胸ポケットに潜もぐりこむ。エレシュキガルの口出しがありなら、相手の役も、次に来るカードも丸わかりだろう。それはさすがに、フェアじゃない。

　ここは、フラミンゴのイカサマが有り得ないとわかっただけで良しとするべきか。

「ディーラーの潔白はわかったかしら？　それじゃ、ゲームを続けましょ？」

「ああ、異存はない」

　ただ、先ほどの約束通り、トランプのシャッフルはディーラーが行った後、アリス、俺の順でも行うこととした。アリスの手つきにも、なにかイカサマがないか注意深く観察するが、それらしき動きはない。

　つか、その後で俺がまたシャッフルするのだから、山札の並びに細工しても意味がない。

　フラミンゴの嘴くちばしによって再びカードが配られる。

「お母マイ・マさんがザー・ハ私をズ・キル殺してド・ミー♪」

　アリスは歌う。マザーグースを。配られたカードの血など気にならないかのように、流りゆう暢ちような発音で歌う。今度の俺の手には、ジョーカーが入っていたおかげで、既すでにＱのスリーカードが完成されていた。これは上々。あるいはフルハウスまで狙ねらえるか。

「お父さんがマイ・フアーザー・私をイズ・食べたのイーテイング・ミー……はい、帽子屋ハツターさんからよ」

　チェンジは、先ほど敗北した俺からか。残りは二と九のカード。ハートの二を捨て、代わりに得たのは──クラブの九。

　俺は帽子のつばに手をかけた。大丈夫。フルハウスが完成していることは悟さとられてはいない。フォーカード以上の手なんてそうそう来るものではないし、勝負に誘い込めれば、勝てる。

「んー、アリスは二枚チェンジね？　さて、どうなるかしら？」

　二枚チェンジ。ワンペアが出来ているのか。チェンジした後の手はわからないが、ツーペアでもスリーカードでもフルハウスのほうが上うわ手て。

「勝負、かけるか？　俺の手は」「くすくす、フォルド」

　ばさり。テーブルの上に広がる、鮮血の華。全てハート、フラッシュの手。噓うそだろう。かなりの強手じゃないか。

「お前……まだ、二戦目だぞ」

「あら？　ポーカーは駆け引きの勝負よ。そっちの手が強いのなんて、顔を見ればすぐにわかるわ。アリスには簡単なの」

　アリスの笑みに同調する、ギャラリーの笑い声。三回しか権利のないフォルドを宣言してまで、この勝負は避けたかった。つまりアリスは、俺の手がフルハウス以上であると見抜いていたことになる。

「くそっ！」

　フルハウスの役をテーブルに叩たたきつけて、俺は唇を嚙かんだ。

　フラッシュでフォルドだと！　普通のプレイならば有り得ないだろそれは。二枚チェンジで二枚ともハートだった強運もさることながら、それでも勝負に出なかったってのはどういう事だ。さっきはツーペアで勝負をかけてきたのに！

　次の試合は、俺が九のワンペア。アリスがＪのワンペアでアリスの勝ち。

　次の試合。俺はノーペアブタでフォルド。アリスも役は完成していなかった。つまり俺は、役を完成させていないアリスのハッタリに乗せられて、貴重なフォルドを一回消費してしまったのだ。カードの数字を見れば、俺はＱ、Ｊ、九、七、三。アリスは十、九、七、三、二。俺が降りなければ勝てた勝負だった。

「くすくすくす、ウサギさんが心配そうに見ているわよ、帽子屋ハツターさん？」

　通算五戦目。アリスは自分のペットを撫なでながら、俺を嘲あざ笑わらってくる。リヴルはただ俺にはべっているだけで、手をだせないのが悔くやしそうだった。

　なんか、おかしい。

　こちらのフルハウスを見抜かれて無効試合にされた事もそうだが、先ほどのノーペア同士も妙みようだ。ノーペアだったのに、アリスはあくまで勝負する態度を崩くずさなかった。そのハッタリは確かに見事なものだが、それだけだ。

　俺がフォルドを宣言しなかったら、アリスはどうするつもりだったのだ？　俺がノーペアだと知らなければ、役が完成している風を装よそおっても意味がない。

　そして、次の試合。

「はいっ、オープンっ」

　俺はツーペア。アリスは──ジョーカーも含めたストレート。言うまでもなく俺の負け。リヴルのウサギ耳が震える。勝負に怯おびえているのか。

　俺は、トランプの血が、どうしてか怖く思えてきた。ただの血、インクだと思えば良いはずなのに。

（……くそ）

　アリスにイカサマされている。最初からあった懸け念ねんは、だんだん形になっていくようだった。ただ、一体どうやって、だ？　その疑問にはどうしても答えられない。

　ゲームは進む。第六試合。俺がワンペアでフォルド。アリスがノーペアブタ。俺が勝負に怯えた悪手だった。

　第七試合。俺がストレート。アリスが再びフラッシュ。こいつは先ほどフラッシュでフォルドしたくせに、今度は勝負をかけてきた。俺だってストレートという良手だったのに。

　完全に、翻ほん弄ろうされている。

　次が八戦目。チェンジした後の俺の手は、再びフルハウス。俺の手は今も先ほども決して悪くない。流れがきているのは間違いないというのに──。

「……フォルドだっ」

　アリスの余裕が、俺にそんな宣言をさせた。アリスはこちらの手を見抜いている気がしてならなかった。だからフルハウスでも、アリスが降りなければ、彼女には強い役ができていると錯さつ覚かくしてしまった。最悪だ。

「くすくす」

　広げたアリスの手は、ノーペアブタだった。

　圧勝できる勝負を逃し、一勝もできぬまま、俺の逃げ道フオルドはもうなくなってしまった。自や棄けになってカードを叩たたきつけると、ギャラリーからは素人しろうとが、素人がという声が響ひびいた。ああ、そうだよ、ここまで俺の勝負は最悪だ！

「アリス！」

「あら、なあに、ウサギさん？　今度は貴女あなたが戦うの？　それはダメよ、さっき決めたじゃない」

「少し休きゆう憩けいを。ゲームも中ちゆう盤ばんまで来ました。インターバルを置くべきかと」

　認めるわけがない。そう思った。アリスはあと二回で勝てるのだ。一方、俺はまだ一勝もしていない。ここで畳たたみかけないで、一体いつ攻勢に出るというのか。

「いいわよ？」

　けれど、あまりにあっさりと、アリスはそう言った。

「アリスもあんまり勝ちすぎて退たい屈くつしていたところなの。互角でなければ面おも白しろくないわ。せめて十七試合、目いっぱい楽しませてね？」

　あと二回で終わりなんて、そんなの嫌いや。アリスはそう言って、さっさと席をたってしまったのだった。




　カクテルです、とリヴルがグラスを持ってきた。いかにもキツそうな酒。おい、俺は未成年だぞ。

「食べ物もありましたし、冷たいタオルなどもございましたが。飲み物が一番落ち着くかと思いました。如何いかがですか」

「お前の……紅茶のほうが、良かったかもしれない。酒は、飲まないし」

　カジノでバニーガールが飲み物を運んでいると、本当にもう、このカジノで働く人間のように見えてならない。紅茶が良いと言ったせいか、リヴルの耳が少しだけ嬉うれしそうに震えた。

　匂においのキツい酒を近くのテーブルにおいて、俺は辺りを見渡した。

　カジノの隅すみ。騒ぎたてる鳥類から離れ、壁にもたれかかる。そこへ心配そうに覗のぞきこんでくる俺の従者。ゲーム中にずっと痙けい攣れんしていたウサギ耳は、ぴんと上に伸ばされている。

「アイツは……アリスは、こっちの手を見抜いている、気がする」

「そのようですね」

　二戦目。こちらのフルハウスを見抜いて、フラッシュという強役でフォルドした。

　三戦目。ノーペア同士だというのに、挑発して俺からフォルドさせた。

　七戦目。こちらのストレートを確信し、フラッシュで勝負をかけてきた。二戦目は向こうから降りたのに。フルハウスではないと、一体どうやって見抜いたんだ。

「俺の顔は、そんなにわかりやすいか」

「完全なポーカーフェイスかと問われれば、失礼ながら否定いたします。しかし、ストレートとフルハウスの差を、顔つきや仕草だけで見抜けるものでしょうか？　どちらも、良手──いいえ、それを言うならば、フラッシュでフォルドをすること自体が、考えられないプレイングでしょう」

　そうなのである。定石から考えて、アリスのやり方は異常だ。

　ここはアリスのワンダーランド。イカサマが横行していることは、もちろん最初から考えていた。しかし、一体どうやって？　俺の手が見えるのはリヴルと、ギャラリーの鳥たち。しかし人語を喋しやべる鳥たちも、まさか俺の手を言ったりはしない。アリスに耳打ちするようなものもいない。

　イカサマといえばディーラーも怪あやしいが、それは有り得ない。ポケットの中のエレシュキガルが否定したのだ。ディーラーのイカサマは考えなくて良い。

　エレシュキガルは、ポケットの中から出てこない。拗すねたままだった。

「イツキ様」

　リヴルが。

　いきなり、身を寄せてきた。まるで抱きつくかのように。剝むき出しの胸元に目がいって、いやでもそんな場合じゃないと思い出した。なんだこれ、また発情かよ！

「り、リヴル！」

「お静かにイツキ様。アリスに勘かん付づかれるおそれがあります」

　それで、動どう揺ようした頭が一気に冷めた。

　これは、アリスに気取られないための、作戦会議か。リヴルはもしかして気付いたのか？　アリスのイカサマに。

「いいえ、申し訳ありませんが、アリスがなにをしているのかはわかりかねます。ただ、あのままなにもせずにいるのは、従者として」

　本当にありがたい話だ。彼女の献けん身しんに応えたくても、俺の頭では、アリスのイカサマのヒントすら浮かんでこない。

「血のせいで、トランプの裏からでも数字がわかる……とかじゃないよな」

「その可能性は低いかと。透かして見ても、数字もマークも判別できないかと思われます。ですが、なにか細工があるとすれば、あの血液でしょう」

　血液。

　アリスは判別してるんだ。俺のカードを。だったら俺にもできるはず。ゲームで使ったカードを思い出す。血。鉄てつ錆さび。赤。黒。俺はアリスと戦っている。手札。

「イツキ様。ここで逆転せねばなりません。そのための、時間稼かせぎで、休きゆう憩けいです」

「……わかってる。けど、お前、アリスが休憩に承知しなかったらどうするつもりだったんだ」

「アリスは遊ゆう戯ぎのための存在。一方的なゲームは好まないはず、との考えでした。お聞きください、イツキ様。次のゲームが始まる前に、全て準備を整えねば。イツキ様だけに戦わせるわけにはいきません。私たちは、二人で戦っているのです」

　二人で？

　二人で、戦っている？　俺は誰と？　もちろんリヴルと一緒に。

「…………あん？」

　ならば、アリスは？　アリスは誰と一緒に、戦っているんだ？

　俺が考えたのは、必勝法というにはいささか大おお仰ぎようなものだった。

　けれど誤ご魔ま化かせるのもまた確かで、少なくとも五分以上の勝負にはもちこめるのではないかと思わせるものだった。勝てば出られると考えて、俺はその休憩時間を全て、リヴルとの打ち合わせにあてた。

　いける、かもしれない。カジノの奥の少女を、ちらりと見る。

　アリスはただのんびりと、カジノの端はしでハリネズミを撫なでていた。




　Ｑとジョーカーでワンペア。アリスは四のワンペア。

「あら……？」

　席についたアリスに、早さつ速そく叩たたきつけた初勝利。アリスは、ちょっと計算を間違えた、みたいな顔で自分のカードを見つめていた。トランプの模様は、やはり醜しゆう悪あくな血液で彩いろどられている。

　俺は、くらくらする匂においを放つカクテルを、少しだけ口に含んだ。さっきリヴルが持ってきてくれた、特別キツい酒だ。でも、少しくらいアルコールが入っているほうが、きっと都合がいい。この非常時だ。未成年の飲酒がどう、なんて固いことを、リヴルは言わなかった。

「帽子屋ハツターさん、初勝利ね。なにかしたのかしら？」

「いいや。なんにもしてねえ。俺はもう勝負に出るしかないからな」

「そうね。その通りだわ。逃げられないんだものね」

　ちょっと間違い、アリスはそう言った。ふん、つまり、こっちがワンペアだと見抜けなかった、ということか。そりゃそうだ。それに、アリスに悪い事ばかりじゃない。俺に一回勝たせる代わりに、アリスはフォルドを一度温存した、という見方もできる。

　この試合だけ、見るならば、な。

　次の試合は、俺がＫとＪ、そしてジョーカーによるフルハウス。アリスはスリーカード。

　その次。俺はノーペア。アリスが七と六のツーペアでフォルド。アリスが、勝負を恐れて、勝ちを逃した形になる。

「う、うう…………？」

　休きゆう憩けいを挟はさんで、いきなりアリスが勝てなくなった。これでアリスが不審を抱かなければ噓うそだろう。

　だが、疑問を提示する暇などない。次のゲーム。ディーラー、アリス、俺の順にシャッフルする。膝ひざの上のリヴルが、俺の大だい腿たい部ぶを指で摑つかんできた。ぴんと立てられたウサギ耳は、俺の顔の前まで届くのでちょっと邪魔だったりする。

　手札を配り終えた。アリスは困惑顔でカードをチェンジしていく。三枚変更。

　俺は自分の手から二枚だけチェンジした。試合を見守る鳥たちのざわめきに、トランプの悲鳴が混じって小うるさい。さて、アリスはどう出てくるだろうか。

「おい、俺はもうフォルドできねえんだ。アリス、早く勝負するか決めろよ」

「ちょ、ちょっと待っていなさい！　アリスは、アリスは……！」

　明らかに動どう揺ようしていた。その動揺は、アリスの勝ちを確信していた鳥たちにもあっさりと伝でん播ぱしていく。負けそうになると焦あせるその姿にポーカーフェイスなんてものはなく、いかにも子供らしいように思えた。

　なんだ、こんな簡単にあしらえるのか、こいつは。

「う、くっ……ふぉ、フォルド！」

「ノーペアだ」

　一切の役が出来ていない手札を、テーブルにぶちまけた。アリスが「あ……」と後悔した顔になるがもう遅い。Ｋ、Ｑ、Ｊ、二、七。数字もスートもバラバラのそれを、アリスが恨みがましく見つめてくる。

　アリスはワンペア完成させていた。勝負に出れば良かったものを。

　これで二勝四敗。逃げ道フオルドがないのはどちらも同じ。アリスの圧倒的優位は、あっさりと覆くつがえされた。いやむしろ、勢いは俺のほうにある。アリスは勝負を怖がって、勝てる試合でフォルドを消費した。今までは、結構強気に勝負に出ていたのに。

　急に勝負できなくなった、その理由は。

「つ、次！　ディーラー！　早くアリスにカードを配りなさい！」

　ばしばしとテーブルを叩たたく。フラミンゴのディーラーはやっぱりその無表情を崩くずすことなく、五枚のカードを配った。七のワンペアが完成している。残りの三枚はＫと六と二。

「アリスは二枚交換よ。貴方あなたは？」

「四枚チェンジ」

「っ!?　ど、どういうっ」

　迷いなく告げると、アリスが驚きよう愕がくする。六の一枚だけを手札に残し、新たに四枚を手に入れる。六を更に一枚、しかもジョーカーも入っていたので、スリーカードの完成だ。ポーカーの定石からいえば有り得ないプレイだろうが、今の、アリス相手には。

　ジョーカーが来るだろうってことは、まあわかっていたしな。

「六のスリーカード」

「うっ、くっ……十の、ワンペア……」

　リヴルが、足に食い込ませる爪が痛い。これでようやく三勝。勝敗で言えば、アリスと同じ。もっともアリスはフォルドを一回残しているから、それの使いどころさえ間違えなければ彼女にも勝機はある。

　圧倒的勝利などではない。ようやく五分だ。俺の指は汗で濡ぬれている。ここまでの勝負は、狙ねらいがたまたま当たっただけの事。フォルドできない俺に逃げ道はないのだから。

　その証拠に、次の試合は敗北した。俺が二とＱのツーペア。アリスが三と六のフルハウス。勝負を逃げられない俺たちは、できるだけ良い手を作るしかない。それが失敗すればこうなるのだ。

「……ふん」

　次。俺はジョーカーをいれたワンペア。アリスがノーペア。四勝四敗。

　次。俺がＫのワンペア。アリスが２のワンペア。どうにか俺の勝ち。五勝四敗。

　この二戦で俺が勝てたのは、運だってあるのだ。狙いはあったにせよ、なにもかも上う手まくいくわけじゃない。これは危ない橋だ。あくまでもポーカーフェイスを崩くずすなよ。

　再び、カードが配られる。アリスはハリネズミを撫なでながら、揃そろったカードを値踏みする。

　俺は、ジンだかテキーラだか知らないが、強い酒の入ったカクテルをあおる。大丈夫。酔うほどの量は飲んでない。意識は明めい晰せきだ。

　チェンジが終了して、アリスの顔つきが変わった。こいつもしかして、こういうトランプゲームに向いてないんじゃねぇ。

「ねえ、帽子屋ハツターさん？　さっきから揃そろえたカード、偏かたよっているわよね？」

　やはりバレていたらしい。一時はすっかり動どう揺ようしていたアリスが、いつの間にか余裕を取り戻している。ふん、ころころと表情が変わるヤツだ。自分優位の時に強気になれる典型か。

「気付いたか」

「すぐにわかるわ。九戦目、十戦目、十三戦目、十四戦目、全部ジョーカーが入っているもの。普通は有り得ない。なにかイカサマ、してるでしょ？」

「ああ、だって、お前もイカサマしていたからな」

　アリスの表情が変わる。俺はてっきり、ギャラリーの鳥どもはアリスの味方とばかり思っていたのだが、そうではないらしい。イカサマと聞いた途端、卑ひ怯きよう者、インチキと喚わめきだしはじめた。

「な、なにか証拠があるっていうの！」

「別にねえよ、そんなもの。俺はお前を糾きゆう弾だんしたいわけじゃない。さあ、フォルドするか勝負するか、とっとと決めろよ、アリス」

　安い挑発。アリスはさっきは余裕で流していたくせに、今度はそれにわかりやすく反応した。俺にはわかる。アリスの手は、強かった。だが、まあ、いいや。勝てればそれでいいのだから。

「アリスの手を見て驚いちゃダメよ！　なんたってフォーカードフオー・オブ・ア・カインドなんだから！」

「ロイヤルストレートフラッシュ」

　ばさりと見せたカードが、アリスの時間を止めた。スペードのＡ、Ｋ、Ｑ、Ｊ、十の組み合わせ。これより上の役はファイブカードしかない。アリスの手に二枚のジョーカーがあるから、俺の手は自前で揃えたことになる。

「な……なによこれ！　イカサマよ！　こんなの揃うわけない！」

「イカサマはそっちだろうが。姑こ息そくに人の手見やがって。いや、さすがに見破れなかったぜ。カードの血の匂いを使って、こっちの手を推測していたとはな。カードがこんな気味の悪い装丁なのは、ちゃんと理由があったってわけだ」

　あくまで俺の推測だが、そう外れてはいないはず。

　多分、カードに血を塗ぬるとき、アロマかなにかを染み込ませていたのだろう。トランプ五十四枚それぞれに、五十四種類、それぞれ別の匂いを定着させていた。血液特有の、鉄てつ錆さびの匂においに混ぜこんで、な。

「そんなことできるわけないじゃない！　このカードからは血の匂いしかしていないわ！　それに、ここにはアリスのカードも、山札のカードもあるのよ！　そんな中から、ほんの少しの香りを、一体どうやって……」

「ああ、お前はできないのかもしれないな。俺にだって無理だ。血の匂いのせいで、バラとかラベンダーとか、多分くっついてるんだろう匂いは判別するなんて無理だよ。でもさ、聞くがよ、お前には無理でも、例えば、鼻の良い動物にならできるんじゃねえのか」

　アリスの顔色が、一いつ瞬しゆんで変わった。これでポーカーフェイスだと？　笑わせる。

「聞いた話なんだが、地下で生活するハリネズミは視覚があまり発達してないらしいじゃないか。なら、当然、生活は嗅きゆう覚かくと聴ちよう覚かくに頼る。すごい鼻が良いらしいぜ、ハリネズミって。なあ、おい、さっきからお前がずっと撫でているハリネズミは、一体なんでそこにいるんだろうな？」

　アリスが言葉に詰まる。マンガみたいにデフォルメされたハリネズミは、わかりやすく動転していた。特定の針を立てたり、アリスを叩たたいたり。ハリネズミでも意思疎そ通つうの方法はいくらでもある。なにしろカードを配れるフラミンゴがいるんだからよ。

　五十四種の匂におい、全て覚えて、判別していたとしてもおかしくはない。

　でも、俺が負けそうになったのがこのハリネズミのせいなら、俺が勝てたのもこいつのおかげ。

「トリックがわかっちまえば簡単だ。このカクテル、さっきリヴルが持ってきてくれたんだけどな？　配られた手札を、カクテルの近くにもっていけばいい。元々、血の匂いでカモフラージュされている匂いが、更にアルコールで隠かくされる。いくら鼻が良くても、もうハリネズミじゃダメだろう？　おかげでそのハリネズミが混乱する」

　休きゆう憩けい直後の一戦。あの時からもう、ハリネズミによるイカサマは失敗していた。

　以降、アリスは俺の手札を読み取れなくなる。休憩後、二回のフォルドはそれが理由だ。手札のわからない相手と勝負をするのを、アリスは怖がったのだ。そう、イカサマがなくなれば、むしろ普通のポーカーではアリスは弱いほうだろう。

「……でも、でもそれなら！　貴方あなたのところにばっかりジョーカーが行くのは！」

「細工をさせてもらった」

　アリスの手札から一枚、ジョーカーを抜いた。その端はしが、少しだけ濡ぬれていることに、アリスは気付いただろうか。おそらくは見逃したのだろう。こいつは、自分からゲームを仕掛けたくせに、ギャンブルに弱い。

「そっちが嗅覚なら、こっちは聴覚だ、リヴルは今、バニーガールだからな。すんげえ耳が良くなってんだよ。おかげで、他とちょっと違う音を聞きとれる。俺がシャッフルする時、ジョーカーがきた時に合図してくれた。ディーラーはアリスから先に、交互に五枚ずつ配るからな。山の上から偶ぐう数すう枚の位置に来た時に俺に合図してくれればいい」

　そうすれば、俺の手札には必然とジョーカーが来る。まあ、そう上う手まくいくはずもなく、何度かはずした試合もあったはずなんだけどな。俺の足を叩いたりつまんだり爪を立てたり、様々に教えてくれた。俺はフォルドができないわけだから、強い役を作ることは重要だったわけだ。

　おかげでアリスを混乱させ、最終的には勝利することができた。

「そ、それっておかしいじゃない！　いつの間にそんな……カードを濡ぬらす暇ひまなんてなかったはずなのに……！」

「ディーラー。山札、開けてみろ」

　俺に突然言われ、フラミンゴが面食らったような顔をした。だがすぐに、精せい悍かんな瞳を取り返し、ぱたぱたぱたと鮮やかな手つき。そのピンクの手羽先が、一枚のカードを摑つかむ。

「ジョーカー……!?　なんで、アリスが手札に二枚持ってるのに！」

「ディーラーの持ってるのが偽にせ物ものさ。俺が『真白き本』で作った、な」

　あっさりネタばらし。隠かくし持っていた『真白き本』をひらひらとアリスに見せる。

　このジョーカーは、休きゆう憩けい時間のうちに作っておいた偽物。ゲームに乗じて忍ばせておいたのだ。最初のゲーム、俺が別のカードの上にジョーカーを重ねていた事、アリス、注意深く見ていれば気付いたはずだぜ？

「じゃあ……そのロイヤルストレートフラッシュも……！　そんな大きな役が、たった一回のチェンジで完成したのも！」

「正解だ。こっちは休憩時間じゃなく、ゲーム中に作った。すり替えるのは大変だったぜ」

　袖そでに隠しておいた、俺の本物の手札を見せる。五枚丸ごとすり替えたわけで、気付かずできたのは僥ぎよう倖こうだ。
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　たかだかカード五枚分。実物をゲーム中に何度か見たわけだし、『真白き本』ですぐに具現化できる。大変だったのは、ゲーム中、膝ひざの上に隠した本に、気付かれず書きこむことだったのだが。リヴルを壁にしてまあなんとかなった。

　アリスが卑ひ怯きような手を使ったんだ。こっちもやらせてもらうぜ。

「こ、このカードも、偽物……っ!?　インチキよ！　イカサマよ！」

「イカサマはてめぇも同じだろ。お前の敗因は、イカサマしてたことじゃない。自分のイカサマが見抜かれても気付かず、俺たちのやってるイカサマになんの対策もしなかったことだろうが」

　騙だまし合いの勝負でもあったってわけだ。それにいち早く気付けたかどうか。そこが、このギャンブルの勝敗をわけた。俺はそう思う。

「こちらを見下し、余裕を気取っていた貴女あなたの負けです。ここは貴女の世界。我々が絶対に勝てぬような、徹てつ底てい的なイカサマを仕掛けることもできたはず。それをしなかったのは、そのような一方的なゲームを好まなかったからなのでしょう。ならば、この展開は貴女の望み通りの、華麗な逆転劇ということになりはしませんか？　『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』」

「く、う、ううう…………！」

　リヴルにすらそう言われ、アリスは唇を嚙かんだ。既すでに涙目になっている。勝っている時は調子に乗って、負けたら泣く。本当にまるっきり子供だった。さて、なんとかなだめて、出口を聞きだしていかないと。

　いや、その前に。

　シンへの対策が先だったか。

「こんなイカサマ無効よ！　アリスは認めない、絶対に認めないわ！」

「だからイカサマはお前も同じだって……」

「アリスはいいの！」

　見事にガキだった。アリスはディーラーのフラミンゴの足を摑つかんで、まるで剣かなにかのように振り回す。生き物を、まるで道具扱あつかいだった。

　ギャラリーが慌あわてて逃げると同時に、フラミンゴの先せん端たんが俺に向けられる。なんだ、なにが起こるんだ。

「来なさい、『赤の女王レツド・クイーン』！」

　アリスの宣言と同時に。

　彼女の足元からでかい腕が伸びてきた。

「っ!?　おい、なんだ！」

　慌てて後方へ。しかし、地中から出てきた腕のほうが明らかに早かった。それは天井まで一気に突き抜ける。

「『赤の女王レツド・クイーン』。イシュタル様の扮ふんしたハートの女王がトランプをモチーフとしたのに対し、赤の女王はチェスがモチーフとなったキャラクターです。『鏡の国のアリス』において、アリスは最終的に赤の女王を倒し、自ら赤の女王となるのですが……」

　それは、赤い腕。粘土かなにかで形成されたように見える腕は、カジノの床をぶち抜いて、天井さえも破壊する。ぶっ壊れたカジノの残ざん骸がいに押しつぶされたり当たったりする鳥類どもだが、なんというかどれもこれも漫まん画がみたいな光景で、いまいち緊張感にかける。

　だが、鳥たちはともかく、こっちはヤバい。

　赤い、彫刻みたいな腕が、床に叩たたきつけられる。リヴルに手を引かれたおかげでどうにか回かい避ひできた。もう鳥類はほとんどいなくて、ハリネズミを抱かかえ、フラミンゴを構えるアリスがいるだけだった。

　カジノは、破壊された。床をぶち抜いて、赤い腕の持ち主がその姿を現す。頭部だけを。巨大な王冠が印象的な、赤い頭部。ああ、ちくしょう、こいつ、今までの敵の中でも相当にでかいぞ。

「ち、結局こうなるのかよ！　リヴル！」

「イエス、マイライター！　お任せください、あとは私が！」

　リヴルに手を引かれ、カジノの瓦が礫れきを駆け抜ける。『赤の女王レツド・クイーン』がその頭部で天井を貫つらぬいた。赤い夕暮れを背にして、チェスのクイーンがその姿を現したのだった。




『赤の女王レツド・クイーン』。そのフォルムは、まあ、真紅のチェス駒ごまと言ってよかった。巨大な石像のようにも見えるが、細かい部分はどこか女性的。ただしチェス駒と違うのは、マネキンみたいな腕がくっついていることか。

　材料は赤い粘土、あるいはプラスチックの一体成型のように見えた。頭部には目とか鼻とかの細かい造ぞう作さくはない。のっぺらぼうの頭部というか、頭部の半分くらいが王冠だ。

　高さは──ちょっとわからない。ちょっとしたビルくらいはありそうだ。足はない。この『赤の女王レツド・クイーン』は、それこそチェス駒のように、巨大な一本の柱に、腕と装飾を施ほどこしただけ、という風に見える。『赤の女王レツド・クイーン』の底面は平べったく、ただべたりと地に接しているだけだ。

　カジノは、地下から現れた『赤の女王レツド・クイーン』によって壊され、現れたのはグラウンドのような場所。足元は芝生しばふで、あれだけあったカジノの世界はいつの間にか跡あと形かたもない。周囲を見れば城壁に囲まれている。なるほど、ここがあの、城壁の正しい内部だったということか。

　空間を操るアリス。もう、このワンダーランドのどこを移動したとか、どこにいたとか、そういうことを考えても意味がないのかもしれない。法廷も、カジノも。この巨大な『赤の女王レツド・クイーン』だって、地下から出てきたが、本当に地下にいたのか怪しいものだ。

　ステージが変わったということだけ、把は握あくしておけばいい。

「くすくすくす……もう許さないわ二人とも！　この子で処刑しちゃうんだから！　ロンドン塔の処刑台のほうがまだマシだって思うくらい、酷ひどい目にあわせてあげる！」

『赤の女王レツド・クイーン』は片手に大きな剣を持っている。いやもう、剣すらちょっとした橋に見えるってのはすごいな。まあそれをいえば、無機的な『赤の女王レツド・クイーン』それ自体が、前衛的デザインの塔のようでもある。

「なにが約束を守るだ！　思いっきり破約してんじゃねーか！」

「なんとでも言えばいいわ！　ここで一番偉えらいのはアリスなのだもの！　逆らったら全員殺しちゃうんだから！」

　俺は『赤の女王レツド・クイーン』を見上げながら、『真白き本』を取りだした。このデカブツは、いつかの山や羊ぎの邪神を想像させる。『赤の女王レツド・クイーン』の肩に乗るアリスは、俺からは遠すぎて、もうほとんど見えなかった。

　ぱかりと、アリスが『赤の女王レツド・クイーン』の顔にあたる部分を開く。なんか巨大ロボットに乗りこむパイロットを連想させて、アリスの姿が『赤の女王レツド・クイーン』の中に消えた。

「あれは操縦できるのか？」

「わかりませんが、内部にスペースがあるのかもしれません。まあ、あの巨大な剣を振り回せば、アリスも無事では済まないでしょうから、中に入るのは当然かもしれませんが」

　せっかくリヴルの手をわずらわせないで、決着をつけられると思ったのによ。

『ヴォーパルブレイド』を具現化させる。上う手まくいくかはわからないが、とりあえずこの『赤の女王レツド・クイーン』への対策を考えてみる。小さい短剣では、いくつあっても足りないかもしれないが、それでも。

「クイーンはチェスで一番強いのよ？　貴方あなたたちなんかで相手になるかしら！」

　チェスの駒こまから、アリスの声。まるでマイクを使ってアナウンスでもしてるみたいだった。

「イツキ様！　来ます！」

『赤の女王レツド・クイーン』が、手にした剣を振り上げた。その挙動は、はっきり言って鈍にぶい。いくら剣が巨大と言っても、あれだけ動作が遅ければ俺でも回かい避ひは可能だろう。リヴルは右に、俺は左に、それぞれ別方向へ避けていく。

　ただし、避けられるのは、直撃だけに限った話。

「ふふふ」

　剣のデカさは尋じん常じようじゃないのだ。もはやビルが倒れて落下してくるのと大差ない。地面を抉えぐる剣は、大地を揺ゆらして俺まで衝撃を伝える。トランポリンのように跳ねる地面に必死でしがみつくが、当然立ったままでいることなどできない。

「リヴル！」

　俺は、な。

　リヴルは違う。その俊しゆん敏びんな身体能力は、あっさりと地を蹴けって空へ飛ぶ。剣による人為的な地震が引き起こされる前に、リヴルは『赤の女王レツド・クイーン』を駆けのぼる。全体的に滑なめらかでひっかかるところがないように思うのだが、リヴルは器用にスカート部分を駆けあがっていた。『赤の女王レツド・クイーン』は、その鈍どん重じゆうさと引き換えに驚異的な破壊力を生み出すが。

　手数とスピードで勝負するリヴルに、一体どこまで通用する？

「あらあら、まるでハエね？」

　女王の左腕、剣を持っていない腕が、自分の身体にまとわりつくリヴルを捕まえようとする。リヴルはその左腕をかわし、飛びつき、一足飛びに女王の腕から更に肩口を目指す。

　リヴルが、『赤の女王レツド・クイーン』の頭部めがけて『ヴォーパルブレイド』を放つ。それは『赤の女王レツド・クイーン』の王冠に食い込みはするものの、ダメージを与えるまでには至らない。俺が蚊かに刺されたほうがまだしも痛いだろう。いや、つーか、それを言うなら。

　この動くチェス駒ごまは、どうすれば止まるんだ。

「リヴル！　あぶねえっ！」

「っ!?」

『赤の女王レツド・クイーン』が、左腕を振り回す。やはり遅い動きだが、なにしろスケールが違う。リヴルにかかる遠心力も半端ではないだろう。たまらず投げ出されたリヴルは、ビルから飛び降りる自殺者に近い。俺はすぐさま、『真白き本』に対処法を。

　リヴルが地面に激突げきとつする前に、書きこめれば。

「っ、く！　ふ！」

　リヴルが、空中で回転する。ざぐりと『赤の女王レツド・クイーン』のスカートに、一本の短剣が突き刺さった。それを支えに、リヴルは更に短剣を『赤の女王レツド・クイーン』に突き刺す。さながらロッククライミングのように、リヴルは次々に短剣を突き刺して、女王に登りやすい足場を形成した。

　狙ねらうは、女王の頭部。アリスが逃げ込んだその先。『赤の女王レツド・クイーン』がアリスが操作しているのだとすれば、アリスを狙えばこのデカブツは止まる。そういう、理屈。だが。

　再び、女王が剣を振り上げた。狙いは、密着して登るリヴル、ではない。あの剣が狙うのであれば、俺以外に有り得ない。

「イツキ様！」

　振り返るな、とすら言えない。こっちは剣から距離を取るので精一杯だ。王冠を模もした女王の頭部がぐらりと傾かしいで、俺に狙いを定めてくる。全力で走って、少しでも距離を。

　無理だった。

「ぐっ、うっ」

　芝生しばふが、一直線に抉えぐられる。地球でもぶち割るつもりかと言いたくなる巨剣は、俺の足場を脆もろくも崩した。揺ゆれる地面に投げ出され、視界が二転三転する。隅すみの城じよう壁へきにまでぶち当たって、ようやく止まった。

　どんだけ、飛ばされた？

「ぐ、くぅ」

　あのチェス駒、無茶苦茶すぎるだろうが。

　怪け我がらしい怪我は、多分していない。城じよう壁へきと激突した背中が痛むくらいだ。女王の狙ねらいは既すでに俺にはないのか、腕を振り回してまとわりつくリヴルをどうにか倒そうとしていた。リヴルは短剣を支えにして、どうにかしがみついている。

　俺は城壁にもたれかかって、本を開いた。『真白き本』にペンを走らせ、リヴルのための短剣を補充する。これで少しは登れるだろう。書きこみながら、俺は考えていた。この真紅の石像、一体どうやって打ち倒したものか。

「くっ、う」

　ここから見れば、リヴルは本当に小さい。いや、『赤の女王レツド・クイーン』がでかすぎる。しかもさっきから見れば、女王は一歩も動いていなかった。そうか、足がないから、動けるはずもないのか。平べったい円盤に支えられる女王は、腕や上半身は振り回せても、下半身はほとんど動いていない。

　女王の間合いは、限定的。現に、遠くまで転がされた俺は、女王の狙いに入っていない。

　でも、だからどうした？　『ヴォーパルブレイド』をいくら刺しても効果がないのなら、アイツを止める術すべなんてあるのだろうか。逃げればそりゃ、こっちは無事だろうがよ、結局出口を見つける術はなくなってしまう。鍵かぎはアリスなのだから。

　隠かくし部屋。

　シンが言っていたそれを、今更思い出した。隠し部屋ってなんだよ。そもそもこの城壁の中に、建物らしい建物はない。城壁のどこかをいじれば、隠し部屋が見つかるとでも言うのか。まさか、そんな単純では。

　建物？　建築物？

「…………違う。そうじゃない。多分、今はそれは関係ない」

　思いついたことはあっても、それが女王を倒す事につながらない。

　違うんだ。そうじゃない。あの女王の動きは特徴的。強力であるからゆえに、なにか対処法が。

「っ!?」

「うっ、く、イツキ様…………」

　砲ほう弾だんが飛んできた、そう思った。

　それは砲弾などではなく、リヴル。女王にやられ吹き飛ばされたのだと気付いた。白い顔に泥どろが跳ねている。くそ、やはりアリスの元へ辿たどりつく前に阻はばまれてしまったか。あのチェス駒ごまでけーんだよ。一度攻撃食らったら最初からやり直しってどんなアクションゲームだよ。

「腕にひっかかり吹き飛ばされました……いえ、問題はありません。まだ戦えます。イツキ様、ご命令を」

　やはり、あの巨大さ。一ひと筋すじ縄なわではいかないということか。

　いやでも、逆に言うなら、あの遅さと重さは、利用できるんじゃ。どうやったら、あれを利用できる。考えろ。『真白き本』を、一体どう使っていけばいい？

　俺の頭に。

　赤あか崎さきシンが、何な故ぜか浮かんだ。

（いけるか……？）

『真白き本』に書きこむ。ここはアリスの世界。だからこそできる。『赤の女王レツド・クイーン』はまだ遠い。いけるはずだ。きっと。ここでやられるわけには。

「そろそろアリスは飽あきてきちゃったかも。ねえ三月ウサギマーチヘアさん、そっちはどう？」

「っ！」

「手加減も、もう要いらないかしら？」

　アリスの声が女王から響ひびく。無邪気な子供を装よそおって、悪夢の主は俺たちを狙ねらう。

　跳ねた。

「は、あっ!?」「イツキ様！」

　重い剣を、女王が地面に叩たたきつける。剣を支点に、それはまるで棒高跳びの要領で、超重量の『赤の女王レツド・クイーン』が飛びはねたのだ。足がないから移動はできない。それは間違いではない。

　けど、飛びはねる、なんて。それはまるで、見えないプレイヤーが、その神の手を使ってクイーンを持ちあげたよう。クイーンは盤面を移動し、別のマスへと辿たどりつく。敵のいる、その箇か所しよへ。

　押しつぶされる。そう、思った。ギリギリのところで、リヴルの右腕が動くのが見れた。『ヴォーパルブレイド』程度では、あの超重量の軌き道どうは変えられない。

「…………あら？」

　アリスの間の抜けた声が響ひびいて、俺たちの命はつながった。リヴルはいつの間にか、俺をかばうように抱きしめていたが、そんなもの意味はない。二人とも綺き麗れいにプレスされた血肉の残ざん骸がいになるだけ。

　の、はずだったのに。

「狙い、ずれちゃった？」

　不思議そうに、アリスが言う。俺を大きく飛び越えて、巨大な『赤の女王レツド・クイーン』は城壁をぶち壊した。距離にすれば十メートルはずれているが、おい、こっちはよけることすらできなかったぞ。あと一メートルでも近づいていれば、女王の着地の余波でこっちが吹き飛ばされていたはずだ。

　リヴルの投げた『ヴォーパルブレイド』は、今頃『赤の女王レツド・クイーン』に潰つぶされ跡あと形かたもなく消えているだろう。たった一本投げた短剣では意味がない。だから、外れたのは、ただの僥ぎよう倖こう？

　震えた手が、リヴルの肩を抱く。怯おびえていたのは、俺か、それともこの、本当はウサギみたいに臆おく病びような従者か。

「リヴル。大丈夫だ、はずれた、から」

　あんなん食らって、生きていられるわけがない。

　とはいえ。

　ここは十分、『赤の女王レツド・クイーン』の剣の間合いのうちだ。俺は痛む身体を立ち上げて、『真白き本』を開く。リヴルが飛びこむのと、女王の上半身がくるり百八十度回転するのが同時だった。腰の部分がジョイントになっていて、まるで玩具おもちやだが。

「リヴル、撃ち出せ！　短剣の残数なんて数えるなよ！」

「イエス、マイライター！」

　はずれた。

　狙ねらいが、ズレたのだ。この巨体が飛び跳ねて、俺たちを狙ったのに、助かった。直撃だったら回かい避ひも間に合わず押しつぶされた。この重量だ。コントロールはさぞかし難しいのだろう。思うように攻撃できないのもわかる。

　本当に？　本当にそれだけか？

　それだけじゃないことを、アリスはまだ気付いていないなら。

　王冠を模もした頭部。アリスが消えたその内部へ、リヴルがまた短剣を投とう擲てきする。女王が巨大な剣を盾たてのように構えて、飛来する短剣を全て受け止めた。巨剣に突き刺さるナイフは、全く通用していないように見える。いや、事実、この赤い巨人にダメージなんてものはない。

　だけど。いや、だからこそ。

　力を貸してくれ、シン。

「男が一人死んじゃったゼアー・ワズ・ア・マン、とてもだらしのない男ベリー・アンタイデイ・マン♪」

　剣が振るわれる。リヴルはそれを避け、さらに短剣を投げつける。俺は距離を取りながら、『ヴォーパルブレイド』を具現化すると同時、リヴルに指示を書きこんだ。倒す必要はない。

　ひたすらに、短剣を投げつけろ。その中に、俺は本物を紛まぎれさせておく。

「どこにもフーズ・フインガー・指がクドウ・ノー・ウエア・見つからないビー・フアウンド、お墓にトウ・いれプツトよう・インとした・ヒズのにな・タム♪」

　アリスのマザーグースは止まらない。常々思っていたが、アリスには選曲のセンスがない。せっかくなのだから、もっと良い曲を選べばいいものを。

「男の頭はヒー・ハド・ゴロンロールド・ゴロンとヒズ・ヘツド、ベッドフアー・の下にアンダーニ転がっース・ザていて・ベツド♪」

　既すでに、数百のナイフが『赤の女王レツド・クイーン』に刺さった。ああ、いい加減に腕が痛いぞ！　もちろん、それだけ投げつけたリヴルの疲ひ労ろうもひとしおだろうが、こっちもそろそろ限界が近い。腱けん鞘しよう炎えんくらいで済めばいいけどな。

「男のヒー・ハド・レ手足はフト・ヒズ・バラレツグス・アバランド・アームス、部屋中ライイング・血みどろオール・ちらかしっオーバー・ぱなしザ・ルーム♪」

　本に書きこむ指示通り、もういいだろうと、リヴルが距離を取った。つーか何行書いた？　何本具現化した？　女王の身体はもはや、刺さりまくった『ヴォーパルブレイド』で針山のごとくになっている。ここまでやれば、もう、十分だろ。

「イツキ様！　これでよろしいですか！」

「ああ、十分だ！」

「なに、逃げるの？　逃げても出口はわからないわよ。うふふ、っていうかぁ、アリスは逃がしてあげないけどね！」

　子供らしい無邪気な声。アリスのそれは、誰よりも酷こく薄はくだ。生きた虫を平気で分割するような、無知ゆえの残ざん酷こくさ。

　来る。再び、チェスの女王が跳ちよう躍やくする。剣を地に突き立て、動かぬ石像が宙を舞う。こんなもの、よけようと思う方がバカなのだ。直径二十メートルを優に超える円盤から、逃れる術すべもない。

　だから、俺たちは動かなかった。そう、今度こそ。

「──────っえ、あ、っ!?」

　今度こそ、チェックメイトだ。

　戸惑ったアリスの声。俺を狙ねらったはずの跳躍は、まったく見当はずれの場所へと。空中でバランスを崩した『赤の女王レツド・クイーン』は、ぐらりと傾かしいで頭部から城壁へと激突していった。轟ごう音おんが耳をつんざくが、多少地面が揺ゆれたくらいで、俺とリヴルに目立った被害はない。

　俺には、見える。

　細く、そして黒い糸。一本一本は小さいそれらは、けれど数を増やして『赤の女王レツド・クイーン』の動きを阻そ害がいする。地面から、操り糸のように女王につながるそのロープが、『赤の女王レツド・クイーン』のバランスを崩したのだ。

　ただでさえ不安定な跳躍は、たったそれだけであっさり崩壊する。

「自重でつぶれろ、『赤の女王レツド・クイーン』」

『真白き本』をぱたりと閉じる。崩れる城壁に押しつぶされ、『赤の女王レツド・クイーン』はその動きを止めた。赤い右腕は、巨大な剣をもはや持ってはいなかった。




　最初の一撃。跳ちよう躍やくし押しつぶすあの攻撃が、何な故ぜはずれたのか。

　簡単なことだ。あの時、『赤の女王レツド・クイーン』の身体に刺さっていたのは、『ヴォーパルブレイド』ではなかった。

　あれは、ジャバウォックだ。

　正確に言うなら、『ヴォーパルブレイド』に模もしたジャバウォック。黒い粒子で作り上げた、漆しつ黒こくの短剣である。城壁の前で、シンが取りこみ、撃ちだしたものとよく似ている。この世界のものなら、俺は『真白き本』で具現化できる。

　それが、糸のような形となり、地面に粘着した。芝生と『赤の女王レツド・クイーン』をつなげたジャバウォックは、ほんのわずかだけど『赤の女王レツド・クイーン』の軌き道どうをずらした。元々、超重量な上にバランスの悪い『赤の女王レツド・クイーン』なのだから、たったそれだけで容易たやすくバランスを崩すのだ。

「見事です、イツキ様。『ヴォーパルブレイド』の中にジャバウォックで作ったものを紛まぎれさせ『赤の女王レツド・クイーン』に何本も突き刺しておく。あとは跳ちよう躍やくの際に、その形態を変化させる。糸のように細長く伸ばし、地面と『赤の女王レツド・クイーン』の身体をつなげ、倒壊させる。一度見た敵の力を利用し、自分の力とした。見事な手腕です」

「まあ、バランス崩してこっちに突撃してくる可能性もあったわけだから、一いち概がいに良い作戦だったとは思わねえんだけどよ」

「その時はどうなさるおつもりだったので？」

「お前がなんとかしてくれると思った」

　適当を隠かくさずに言うと、リヴルの耳がピンと持ちあがった。「恐縮です」と小さな声で言う。照れたんだか喜んだんだか誇ったんだかいまいちわかりづらい。

「こ、こんなの……！」

　ぱかりと、『赤の女王レツド・クイーン』の頭部が割れた。アリス自身は無事だったらしい。いや、それはそれでこっちも助かった。『ヴォーパルブレイド』も貫かん通つうしない『赤の女王レツド・クイーン』の装そう甲こうだから大丈夫だろうとは思っていたが。アリスはきちんと死書として封印しなきゃいけないからな。死んでもらっちゃ困る。

「こんなの、認めないわ……！」

『赤の女王レツド・クイーン』はもはやボロボロだ。両腕は崩くずれて本体から外れているし、スカート部分も激突の衝撃でばらばらになっている。ところどころヒビが入っているから、再び剣を振るって機動することなど不可能だろう。

　コクピット（？）らしき場所から出てきたアリスは、涙目でこっちを睨にらんできた。後ろにいるフラミンゴは無表情でじろりと見つめてきて、アリスの傍そばのハリネズミは針を逆立てて怒っている。やれやれ、嫌われたもんだ。

　俺たちはアリスに近づいていく。なにか感じるものがあったのか、アリスはうっとたじろいだ。

「アリス、諦あきらめなさい。もはや貴女あなたの負けです。出口を教えてください」

「ふんだっ。そんなの嫌いや！　こうなったからにはもう外には出してあげないわ！」

「貴女がこのワンダーランドを創るには、貴女一人では不可能のはず。触しよく媒ばいとなる人間がどこかにいるのですね、教えてください」

「ぜーったいっ、言わないんだからっ！　なんならアリスを殺してみる？　いいわよ、貴方たちは出られるけれど、代わりに大事な死書を封印できなくなるんだからっ！　それで女神様にいっぱい怒られてしまえばいいわ！」

　もう打つ手もなくなったのか、アリスは舌を出して拗すねていた。開き直り方がまるっきり子供である。残ざん酷こくに過ぎる面があると思えば必要以上にガキっぽい。このくるくる変わる二面性が、アリスの本質か。

　でも、大丈夫。俺はもう、大体のからくりがわかっている。

「な、なによっ。そんな目で睨にらんでも、アリスは怖くないんだからねっ！」

「…………殺すつもりはねえよ、どけ。シンが教えてくれたんだ。隠かくし部屋を見つけろってな。一体どこがそうなのかわからなかったが、これでようやく見当がついた。この『赤の女王』自体がでっかい建物だと考えりゃ、隠し部屋に通じる場所は一つしかない」

「ふんっ、お喋しやべりな子。死んでくれて良かったかもしれないわ」

　まだ死んでねえよ。シンは今も城壁の外で、助けを求めているんだから。

『赤の女王レツド・クイーン』それ自体が建物だとすれば、入口は一つしかない。アリスが出入りした、王冠を模もした頭部しかないだろう。俺が一歩踏み出すと、アリスは観念したように場所を開けた。

　もう、観念したのか、それとも。

　まだ、アリスには自信があるのか。ワンダーランドを出られるわけがないという、なにかしらの確信が。

「……僭せん越えつながらイツキ様、赤あか崎さきシンの言を迂う闊かつに信用するべきではないかと。罠わなである可能性もあると思われますが。赤崎シンはアリスと共きよう謀ぼうしていた人物です」

「なんでアリスに裏切られたシンが、アリスの得になるようなことをしなきゃいけないんだよ」

『赤の女王レツド・クイーン』の内部が、シンの言う隠し部屋であるのか、確信に至る根こん拠きよはまだ若干足りない。でも仕方ねーじゃん。他にそれらしきものは思い浮かばないんだから。

「ねえ、出口出口とうるさいけれど、どうしてアリスが出口を知ってると思うの？」

「なに？」

「アリスは部品を用意しただけ。それを組み立てて、一つの形にしたのは別の人なのに。ねえ帽子屋ハツターさん、貴方あなたはきっと、それを知らないほうが良いと思うの。親切なアリスの忠告なのよ？」

　お前を親切だと思ったことなんてないがな。

　俺にはぐずぐずしている時間はない。この場所が出口につながるかわかんねーけど、アリスが言わないっていうなら、俺たちが自力で出口を見つけるしかないだろう。最初のように。

　でも、なんでだ。

　なんでお前は今、一いつ瞬しゆんだけ哀しそうな顔をしたんだ、アリス。

「さっきも言ったじゃない。アリスは出口を知らないわ。不思議の国を組み立てたのはアリスの可か愛わいい黒猫だもの。そこのこわーいこわーいウサギさんも、ただ怖いだけ。アリスを刺しても刺さなくても、二人が出口を知ることのできないのは本当」

「では、出口を知る者を教えなさい」

「やっ。アリスはまだ、全然遊んでいないんだもの」

　リヴル、そいつに問うても無む駄だだ。串くし刺ざしにしたところで、肝心の喋しやべる口が無くなるだけだ。

「ねぇ、帽子屋ハツターさん、ショックを受けるだけよ、やめておいたほうがいいわ」

「アリス。自分の立場がわかっていないようですね」

「アリスが、この世界で一番なのは変わらないもの。行くならアリスもついていこうっと」

　アリスがフラミンゴとハリネズミを従えて、俺の後ろに続く。リヴルはそれを阻はばむように立った。無表情だが迫力のある顔に、アリスが一瞬だけたじろぐ。助けを求めるように俺を見る。

「……一緒に行っても良いわよね、帽子屋ハツターさん？」

「勝手にしろ。リヴル、行くぞ。アリスが変な事しないよう、見張ってろよ」

「イエス、マイライター」

　とはいえ、アリスに殺気はないけどな。

　違うか。最初からアリスは、殺気など見せてはいない。殺そうとしているくせに？　ああ、そうだ。だから無邪気で、油断のならない残ざん酷こくな子供なのだ。この小さな死書は、そのままの笑顔で血の海に佇たたずむ事もできる。

　くすくすと笑むその顔に、嫌いやな予感を隠かくせなかった。




『赤の女王レツド・クイーン』の内部は、螺ら旋せん階段になっていた。

　横倒しになった『赤の女王レツド・クイーン』の内部が、地下へ地下へと進む螺旋階段になっているはずがない。こんな石造りの螺旋階段を内部に仕込んで、『赤の女王レツド・クイーン』が戦せん闘とうなどできるはずもないのだ。だが、そんなことをワンダーランドで言いだしても仕方がない。

　法廷も、カジノも、そう。そこにあるはずもないのにあった。空間接続だかなんだか知らないが、物理法則は完全に無視されていると思っていい。

　赤い石造りのレンガが目に痛い。螺旋階段は塔を下っているようで、俺はラプンツェルの童話を思い出した。もっとも、あっちは塔を外から上る話。こっちは塔の内部を降下しているわけだが。

「ロンドンロンドン・ブリツジ・橋、イズ・落ちたブロークン・ダウン♪　落ちたブロークン・ダウン♪　落ちたブロークン・ダウン♪」

「アリス、うるさいですよ、静かになさい」

「はーい、わかったわよ。マイ・フェア・レディ？」

　俺のすぐ後ろにはリヴル。その更に後ろにはフラミンゴとハリネズミを従えるアリス。リヴルは万が一のため、その手に『ヴォーパルブレイド』を握っている。が、さて、果たしてアリスに俺たちを攻撃する意思があるだろうか。

　アリスの目的は？

　俺たちを殺す事？　ああ、そうだろう。事実、彼女は『赤の女王レツド・クイーン』で俺たちを狙ねらってきたのだから。このワンダーランドは、アリスが俺たちを確実に始末するための世界だった。そこまではいい。アリスに自分の流りゆう儀ぎがあって、それに則のつとった殺害しか認めないということもわかった。

　では、俺たちが殺される、理由は？

　俺が『筆記官ライター』だから？　封印を逃れたい死書たちに関してなら、それで説明がつく。でも、このアリスは違うような気がする。さっきまで『赤の女王レツド・クイーン』なんて持ちだして殺し合ってたかと思えば、今はこうしてご機嫌に俺たちと塔の散歩だ。油断を誘っているなら無む駄だなことで、優秀なリヴルが警けい戒かいを解くとは思えない。

　やはり、この螺ら旋せん階段の先になにかあるのだ。

　けれどもそれは、俺たちの現状を打破しうるものではない。少なくとも、アリス自身はそう確信しているから、ここまで余裕を取り戻した。『赤の女王レツド・クイーン』を失ったアリスは悪あがきをするよりも、出口の可能性を潰つぶすことにしたのか。

　螺旋階段の先に、扉が見えた。あの先に、シンの示したなにかがある。正直、それがなんなのか、今は見当もついていないが。

「いいのかしら、本当に。帽子屋ハツターさん？」

「なにがだ」

「アリス、気が変わってきたわ。アリスは別に良いの。貴方あなたたちとのポーカーもとても楽しかったから、殺さないであげてもいいわ。ずっとワンダーランドで遊びましょ？　アリスはとっても寂しいのよ」

　享きよう楽らく主義者。リヴルも言っていた。楽しむ事がアリスの目的。

　なら、シンの利用も、俺たちの殺害も、アリス自身にとっては大した事ではないのだ。楽しいならばそれでいい。一秒前と目的が逆転しても、それがアリスにとっての娯ご楽らくになるならば。

　気まぐれで、移り気で、それでいて好奇心ばかり人一倍の死書。

「だから、ずっと一緒にいない？　その先を見ないで、アリスとワンダーランドで遊び続けるの。止まった時間、来ない明日、成長なんて有り得ない。難しい事を考えないで、ただただ楽しくいられるのよ。それは、とっても素す敵てき。この先にあるものを、見ないで済むから」

「……今度は懐かい柔じゆうか。お断りだ」

「そう。ダイナは、それが良いと言ったのに」

　アリスは呟つぶやく。意味はわからなかった。

　俺はいい。止まることに意味なんて感じない。剝はく離りしていく事、進んでいく事が難しいってのは、あの未み耶やの事件で学んだ。だからこそ、俺は前へ向かう事に執しゆう着ちやくするんだ。

　お前と同じ時間の共有は、むしろ怖い。

「行くぞリヴル。アリスは、そこで黙だまって見てろよ」

　扉を開ける。実に簡素な造りのそのドアは、ちょっと力をいれるだけで簡単に開いた。その心もとなさが、言いようもなく不安にさせてくれた。例えばここが幽閉のための場所であるならば、もっと重厚であっても良いはずなのに。

　下から、風が吹いた。

「なっ…………！」

　状況を理解する前に、身が竦すくむ。吹き上げる空気が、背筋の凍結を誘発する。

　扉の先に、部屋はなかった。いや、なにもなかった。ただただ、深い虚きよが覗のぞいているだけ。それは、穴によく似ていた。そうだ、物語の中でアリスが転がりこんだ、あの巣穴だ。

　塔の内部は、空くう洞どうだった。

　俺たちは螺ら旋せん階段を降りてきた。つまり、今俺たちがいた階段は、この空洞の上に存在していたという事になる。いや、闇やみに浮かんでいた、とも言えるのか。見下ろす黒はどこまでも深くて、底があるようには見えない。どこまでも続く。暗い穴。

　その先に、どうしてだ？　おかしいだろ。お前は、違うはずなのに。

　なんで、暗闇に浮かぶように。




　──ユズキがいるんだ？




「だから、言ったのに」

　子供が笑う。アリスが笑う。

「ワンダーランドはダイナの夢の中。ダイナが怖がったの。進む事。変わる事。だからそれにアリスが呼応しただけ」

　ユズキは、眠っているように見える。浮かんでいるようにも見える。それとも落ちているのか？　ユズキの体勢はまるで、落下している最中に時間を止められたような、そんな感じで。
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「代わりに、帽子屋ハツターさんの妹さんは、ダイナにしてあげた。それがアリスとあの子の約束。言ってしまえば帽子屋ハツターさんもどうでも良かったの。ただ、邪じや魔まをしそうだから、早めに片づけておこうと思っただけで」

　頭には耳。腰からは尻尾しつぽ。コスプレみたいな黒猫の姿で、ユズキはただ宙に浮いている。あれも、偽にせ者ものか？　いや、違う。だって、偽者を作りだす理由がアリスにはない。こんなところに、ユズキがいても。

　俺はただ、混乱するだけだから。

「意味、わかんねえ……なんだよ、これは」

「イツキ様。ダイナとはアリスの飼う黒猫です。『鏡の国のアリス』では、ダイナとその子らが原因で異世界への旅が始まりますが、ダイナ自身はアリスにとっての現実の象徴、回帰すべき日常の具現です」

「わかるように……言ってくれよ」

「ユズキ様も我々と同様、アリスに役やく柄がらを当てはめられたということです。いえ、違いますね。正確に言いましょう。アリスの協力者にして、この世界の最初の住人が、ユズキ様であるという事です。今回の件の黒幕、というべきでしょうか」

　わかるようにと言ったのに、リヴルの解説は俺にはまったく意味不明だった。

　なんだ、それ。ユズキが黒幕？　どうしてそうなるんだよ。

　おかしいだろ。俺の妹がシンを陥おとしいれたり、俺を殺そうとしたり、こんな空間を創ったり、できるはずがないんだ。誰より優しくて、誰より大人しくて、だからこんな場所に一番似つかわしくない人間のはずだろう。

「アリス！　お前、ユズキも偽者だって……！」

「ええ、帽子屋ハツターさんに見せたダイナは偽者よ？　本物のダイナはずうっとずうっと、この場所にいたのよ」

『赤の女王レツド・クイーン』が撃退された時とはうってかわって、アリスはすっかり余裕を取り戻していた。ポーカーの時のシーソーゲームと同じ。俺が余裕を失うほどに、アリスの余裕は復活する。

　ああ、今更思いだした。俺はシンに聞いたのだ。ユズキも偽者かと。

　あの時、確か、シンは答えてくれなかったのだ。

「ふふ、勘かん違ちがいしているんじゃなくて？」

　俺の後ろから、アリスが笑う。そのまま彼女は俺を押しのけて、塔の空くう洞どうへ身を躍おどらせた。暗くら闇やみの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきは、まるで無重力であるかのようにアリスの身を抱きとめる。フラミンゴとハリネズミがそれに続く。

　落下しない少女は、ただふわふわと。

「アリスのダイナは、この世界を創っただけ。ううん、それすら噓うそ。ダイナはただ願ったの。ワンダーランドが欲しいと。終わらないこの世界でたゆたっていたいと。アリスは、それをぜーんぶ叶かなえてあげた」

「……それは」

「くすくす。アリスはね、ダイナを気に入っちゃったの。ずっと遊んでいたいと思ったの。そしてダイナもそれを望んでいたから。でも、それには帽子屋ハツターさんが邪じや魔まで邪魔で仕方がなかった。だって、ダイナのお兄さんの貴方あなたは、それを知ったら絶対にダイナを取って行ってしまうでしょう？　よりにもよって、『筆記官ライター』だものね？」

　無重力の穴の中で、アリスがユズキに近づいていく。こうしてみれば、アリスとユズキは、年頃も、背せ恰かつ好こうも、どこか似ているように思えた。反応のほとんどないユズキに、アリスは頰ほおをすりあわせる。

　ユズキは、虚うつろな顔つきで、ただにゃあ、と鳴いた。

「だから、シンを利用してまで俺を狙ねらったのか。それは、ただ単に俺が、ユズキの兄だから？」

「そう」

「ユズキを気に入ったから、自分のものにしたいって？」

「ええ」

「ユズキの、どこにつけこんだって？」

「未来を怖がったところ。明日が来るのを嫌いやがったところ。変わる事を恐れたところ。知らなかったの、ダイナのお兄さんなのに？」

　アリスがユズキを抱きしめる。それは、人形遊びをする子供に似る。俺がこんなにも近くにいるのに、ユズキはちらりとも俺を見ない。焦しよう点てんのあわない瞳は、一体どこを見ている。

「この子はね、とってもすごいわ。みんなに愛されてた。お兄さんも、お母さんも、学校でも、どこでもすぐに、誰にでもすぐに、可か愛わいい、守ってあげたい、庇ひ護ごしてあげたいと思わせる才能があったの。どう？　それって、アリスに似てると思わない？」

　お前は、ユズキほど可愛らしくはないがな、アリス。

「それは、この子にとっても最高の環境。籠かごの中の小鳥は、それだけでなに不自由がないわ。意識的にも無意識的にも、それを望んでいた。だからダイナは誰より怖がったのよ。ただ、年を取るだけのこと。歳月を重ねていくだけの事が」

「────誕生日。そうか、明日は」

　止まった時間。来ない明日。

　この夢が、このワンダーランドが終われば、どうなる？　ユズキの年齢が増えるだけだ。きちんと明日が来て、それが夏休みの始まり、俺たちが祝うはずの、ユズキの誕生日。

　それが。

　俺たちが祝福するはずの誕生日が、ユズキ、お前には嫌だったのか？

　ああ、でも、言われてみれば確かに、思うところは。

　だって、ユズキは、明日が誕生日だってのに、どこか元気がなくて。

「たとえそうだとしても」

　リヴルが呟つぶやく。

「それを利用し、あまつさえ増大させ、この塔に幽ゆう閉へいしたのは貴女あなたでしょう、アリス。変化への恐怖は誰にでもあるもの。ユズキ様はましてや、子供から大人へと変化が始まる年齢です。その最も不安定な時期を、貴女は利用した」

「そうよ。でもダイナだって喜んでいる。そうよね？　ダイナ？」

　アリスの小さな指が、ユズキの首筋を撫なでた。意思がないようにすら見えるユズキは、にゃあにゃあと鳴くばかり。おい、そう気安く触るんじゃねえ。喜んでいるって？　どこが？　俺にはただ、玩具おもちやにされているようにしか見えない。

「くすくす。アリスは出口を知らないもの。出て行きたいなら聞いてみたら？　この子に」

　アリスが浮かんでくる。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに立つ俺の前で、ユズキとともにふわふわと浮く。それが俺には、亡霊のように見えた。レンガ造りの塔なんて、いかにも出そうだぜ。

「無理だと思うけれど。くすくすくす」

「ユズキ」

　黒猫を擬ぎしたユズキに声をかける。彼女はただ、にゃあにゃあと鳴くばかり。会話は無理か。

「イツキ様。ユズキ様のこの、ワンダーランドへの渇かつ望ぼうは、言い方を変えれば現実逃とう避ひです。ユズキ様は進んで、飼ダいイ猫ナとなっているのです」

「シンの時と同じか」

「イエス、マイライター。ですが、ユズキ様はこのワンダーランドの創造主でもある。彼女が出たいと、帰りたいと望めば、必ず出口が見つかるはずです。現実に戻れない現実逃とう避ひは死以外に有り得ない。ユズキ様が死を覚悟してこの世界を創ったのでなければ、無意識のうちにも、必ず出口を用意しているはずです」

　俺は手を伸ばしてユズキの手を摑つかんだ。冷たい。こんな日の当たらない塔の中にいれば、当然か。死人を連想した俺は、その妄もう想そうを必死で打ち消す。

　アリスは笑う。手にしたフラミンゴをくるくる回して、ただ浮かぶ。リヴルの言葉を、否定も肯こう定ていもしなかった。余裕なのだ。ユズキが帰りたいと思うはずがないと、アリスは確信しているのだ。

「アリスは実行犯ですが、ユズキ様はそのアリスよりも上位です。彼女が帰る事を望めば、アリスも手は出せない。そうですね、アリス」

「くすくす。ダイナが帰りたいなんて思うはずないじゃない。ここは最高の場所。だって、ダイナが望んだのだもの」

　全ては、アリスがユズキを囲いこむため、か。

　俺も、リヴルも、シンも、そのために踊おどらされていた。楽しければ良いと笑うアリスは、その享きよう楽らくで俺たちを翻ほん弄ろうした。なんて、くだらない。そんな事のために、ユズキが巻きこまれたっていうのか。

　シンは、一体どこまで知っていた？

　ユズキがアリスの目的だということは知っていたはずだ。では、俺の妹だということは？　アイツはどうして、俺にユズキを託してくれた？

「帰るぞ。ユズキ」

　手を引く。ユズキはただ痛そうににゃあと鳴くだけだった。

「明日、誕生日じゃないか。ちゃんと寝てくれないと、誕生会もできねえよ」

　にゃあ、にゃあにゃあ。

「大丈夫だ。俺がついてるから。俺が守ってやるから。だから一緒に帰ろう」

　にゃあ。にゃあ、にゃあにゃあ、

「未み耶やも待ってる。母さんも待ってる。いつまでもここにはいられないんだ。なあ、ユズキ、わかるだろ？」

　にゃあにゃあにゃあにゃあにゃあ。

「なあ、頼むよ！　なあ、ユズキ！」

　応えてくれよ。俺の、声に。

「イツキ様。失礼いたします」

　リヴルの冷たい刃が、その俺の懇こん願がんを剝はぎ取った。

　なにを、と声をあげる間もない。リヴルの腕の先、構えられた『ヴォーパルブレイド』が銀の線を作り出す。ユズキの鼻先に突きつけられた白刃は、紛まぎれもなくリヴルの殺気そのものだ。

　短剣をユズキに突きつけたリヴルは、顔色一つ変えず。

「リヴル、なにをっ……」

「なるほど。やはりイツキ様に似ていて可か愛わいらしい。これは魔法でも邪じや術じゆつでもなんでもない、ただの才能。エレシュキガル様の与えたもう、可愛らしさという才ですね。庇ひ護ご欲をあおり、保護欲をそそらせるがゆえ、自分ではなく他者が自分を守ってくれる。なるほど、あどけないが強したたかですね、ユズキ様」

「おい、ユズキだぞ！　お前、ユズキに剣を向けてっ……！」

　やめろと声をあげそうになって、リヴルの耳に気付いた。

　ぴく、ぴくと揺ゆれている。なんだ、これは。その断続的な痙けい攣れんに、俺は目を細める。これは喜んでいるのでも怒っているのでも悲しんでいるのでもない。これは、怯おびえている動きだ。

　なにを？

　俺に、叱しかられるのを？

「リヴル、お前、説得を……」

「ですが、いつまでも可愛らしいままではいられません、ユズキ様。年を取らぬものは神だけです。全ていずれ朽くちる。それとも、変わらぬ事をお望みですか。人から見ても微速度の変化しか持たない私は、ですが、このような人形です。貴女あなたのお兄様の命令を聞くだけの、単なる奴ど隷れいです」

　そうだ。

　お前は、その点だけは未来永えい劫ごう変わらないと、俺に誓ったんだ。

「貴女は老いるのが怖おそろしいのではない。いずれ変わる全てが怖い。ですが、変わらぬ事がこそ怖ろしいのだと、ユズキ様は学ぶべきと考えます。まだ子供の貴女はなにもできない。なにもできないまま、変わらない。このワンダーランド内で貴女はただそこにいるだけ。なにも成し得ない存在を、ユズキ様、どの国と時代でも、死者と形容するのですよ」

　にゃーあお。ユズキは、目の前の短剣に怯おびえる様子もない。くりくりした瞳で、無邪気に眺ながめている。その後ろのアリスはただただ観劇でもするかのような表情だった。

　違うんだよ、ユズキ。

　お前はまだ、変わった事ないだけだから。もうそろそろ、大人にならなきゃいけないだろ？

「なにかを成し得たいのなら、ここにいてはいけない」

　ユズキの表情が。

「なにもできないままが良いというのなら、今ここで、私が貴女を死者にしてさしあげますが」

　変わった。

　なにを言っても変わらなかったユズキの表情が、初めて歪ゆがんだ。リヴルの脅おどしのせいか。鼻先にある短剣のせいか。どちらにしても、細められた瞳からみるみるうちに涙が溢あふれてくるのを、俺は見逃さなかった。

　これは好機だ。断言できる。

　何な故ぜなら、すぐ後ろのアリスが、表情を一変させたから。

「っ！　だめ、それは──っ！」

「黙だまりなさい！」

　アリスが手を伸ばしたが、それはリヴルの放った短剣によって防がれる。アリスはすんでのところで短剣をかわしたが、もう遅い。

　その隙すきに、俺はユズキの手を引いた。すぐ傍そばで起こった攻防に、ユズキはもう泣きだしてしまっている。「リヴル、扉を！」「イエス、マイライター！」リヴルが素早くて本当に助かるぜ。

　閉めた扉の奥から、アリスの金切り声がする。だがこの塔は、その扉を閉じてしまえば他に出口がない。そう、幽ゆう閉へいした場所だ。もっともこんな簡素な扉、アリスでもすぐに壊せることができるだろうが。

「ユズキ、泣くなよ」

　俺もまだ子供で、ユズキもまた更に子供だった頃そうしたように。

　ユズキの頭に手を乗せた。柔らかい質の髪と、ぴくぴくする耳のせいで、なんかくすぐったかった。未み耶やはともかく、ユズキは似合うな、猫耳。

「なあ、変わる事なんて怖くないんだ。そりゃ、お前は兄貴の俺から見ても可か愛わいくて、良い妹だよ」

　未いまだ泣きじゃくるユズキの頭を、ただ慰なぐさめる。怖い事なんてないんだ。お前も賢かしこいんだから、わかるだろ、ユズキ。

「でも、大人になる。それは仕方がない。そんなの、神様でもどうにもできない」

　アリスの泣き声が聞こえた。扉の奥で、こっちも泣いている。子供は本当、すぐに泣く。




「だからさ、いつまでも可愛いままじゃない。いつか俺もびっくりするくらいの、大人の女になってくれよ、ユズキ」




　空に、光が、見えた。

　そんな気がした。

「イツキ様っ！」

「ああ、見えたぞリヴル。出口だ」

　俺たちが降りてきた螺ら旋せん階段。その向こうに出口がある。

　螺旋階段だから、もちろん出口が見えるはずもない。けれど、何な故ぜだろうか。下ってきた階段を戻れば俺たちは出られると、無条件で確信ができた。そういうもの、なのだろうか。出口を教えるっていうのは、つまり、口で教えるわけではなくて。

　脳内に直接、確信させる。

「いやぁ……ダイナぁ、ダイナぁ、傍そばにいてよぉ……アリスを、一人ぼっちにするなんて……そんなのは、いやぁぁあ……！」

　扉の奥、ユズキが幽閉されていた扉の奥から、アリスの泣き声が響ひびいた。こいつはなんで、こんなに。

「イツキはん！」

「あん……？　カナか」

　螺旋階段の上から、声が聞こえた。これは聞き覚えのある声。そういやこいつがこんなに焦あせってんのを初めて聞くかもしれない。

「もぉ、ホント大変だったんどすえ！　城壁入ろうにも扉がいきなり閉じてまうし、入ってみればイツキはんはおらんし！　ユズキはんが鏡みたいに粉々になってもうてからこっちは…………って、あら？」

「ああ、悪い。本物はこっちだ」

　泣き疲つかれてしまったのだろうか。眠っているユズキを抱え上げる。軽いおかげでお姫様だっこも楽だった。どうでもいいけど、出口が見つかっても猫耳のまんまなのな。リヴルのウサギもそのままだし。

　動きづらそうな伯はく爵しやく夫人の服装で、カナが階段を降りてきた。

「あー、みんなは？」

「全員おりますえ。あの光、出口なんですやろ、早く上って行かんと」

　階段が狭いせいで、カナ以外の姿は確認できない。しかしセットゥの声と、ステレオで響く双子の声は聞こえた。ふん、なら大丈夫だな。置き去りにしていってるヤツとかいないよな。

　ああ、いや。一人いる。

「悪かったな、カナ。色々と面倒を押しつけて」

「全然構いませんえ。イツキはんが京都にいらしった時から、そんなんずっとですやろ？」

　確かにそうかもしれない。それだけカナが、信頼に足るということか。

「じゃあ、またもう一つ面倒かけるわ。先に行っててくれ」

「イツキはんは？」

「俺は、シンを……城壁の外に、誰かいなかったか？　アイツを助けてやらないと」

　助けに戻ると言ったのだから。

　それなのに、何な故ぜかカナは俺から目をそらした。そらしたくせに、赤い舌が唇を舐なめた。こいつのこの舌舐めずりは、もう癖くせなのかな。状じよう況きようなんて関係なく、ただその無意識で舌を舐める。

　そのリアクションが、どこか嫌いやな感じを。

「あー、言いにくいんどすけど……イツキはん。そのお人は……」

「なんだ。なんかあったのか……」

「それが……」

　言葉は、悲鳴によって遮られた。

　アリスのものだ。異変を感じて、リヴルが扉を開けた。そこには、泣き顔でくしゃくしゃのアリスがいた。大きく口を開いて泣きじゃくっている彼女は、迷子の子供にしか見えなかった。

「なんでぇー……なんでアリスを一人にするのぉー……！　ルイス・キャロルお父様も、リデルの子供たちもどこにもいなくてぇ……！　いやぁ、そんなのいやぁ……！」

「お、おい、アリス……」

　泣き声がますます響ひびく。

　うぁーん、うぁーんというその声とともに、螺ら旋せん階段が、揺ゆれた。

　倒れそうになる身体を、リヴルが支えてくれる。なんだ、この揺れは。地震、なのか。それにしては派手だし、つか、ユズキが創ったはずのこのワンダーランドで、地震なんてあるのか。

「イツキ！　まずいぞー！」

「エレシュキガル」

　眠りこけてた女神様が、胸ポケットから顔を出してきた。こいつ、俺たちが『赤の女王レツド・クイーン』と戦ってる時もずっと拗すねてたのかな。別にいいけどよ。

「ワンダーランドが崩壊しておる！　アリスのせいじゃ。ワンダーランドがお主の妹の手から離れた上に、アリス自身にこの空間を維い持じする気をなくしておるからじゃ。早く逃げぬと、全員巻きこまれて死んでしまうぞ！」

「マジかよ、おい……」

　そういう、ラスボス倒したけどダンジョンが崩れますから脱出してください、みたいなノリはいらねえよ。最後までのんびり帰すこともさせてくれねえのか、ここは。

　だったら、すぐに行かねえと。出口はこの階段の上だっていうなら。

「…………エレシュキガル」

「ん？　なんじゃイツひゃうああああっ!?」

　ちっこい女神様を、ぽーんとカナに投げつけてやった。さすがカナ。持ち前の反射神経でエレシュキガルをしっかりキャッチしてくれた。「こらまた、女神様、かーいらしーなあー」はんなり京都弁でのんびりしている場合じゃないぞ。

「い、イツキー！　いきなりなにをするのじゃ！」

　エレシュキガルの質問には答えない。眠ってしまったユズキも、そのままカナに預ける。一応人間一人の体重だからそれなりの重量があるはずだが、カナは軽々と抱かかえていた。さすが『主賓客イーター』。

　──来る途中で、またなんか食ったな？

「カナ、みんなを連れて先に行け！　俺はすぐに追いつくからよ！」

　エレシュキガルが目を丸くする。カナも同様だった。その後ろの執事は、ああこいつただの間抜けだったのか、という顔で見下してくる。うるせぇっつの。こっちにはこっちの考えがある。

「俺は──アリスと、あとシンもか。そいつら連れて、すぐに追いつくからよ」

　ワンダーランドの崩壊だと。

　だったら、ここにいるアリス自身も危険だってことじゃないか。アイツは自や棄けになってるだけだ。子供だから、上う手まくいかないものを全部ぶっ壊そうなんて短絡的に考えているだけだ。

　だったら、俺が食い止めてやる。

　しっかり、図書館に封印しないといけないんだろう？　なら、俺のやることは一つだけ。

「早く行け！　もたもたしてんじゃねえよ！」

　揺ゆれはまだ続く。この地下に延びた階段も長く持つとは思えない。

「──行きまひょか。走るの速くないんやけどなぁ」

「なっ、カナまで！」

「はいはい、ほなささっと行きますえ！」

　カナたちの階段を戻る音が聞こえた。まだエレシュキガルがあれこれぐずっていたようだが、あの体たい軀くではどうしようもあるまい。まさかカナを強引に押しとどめるわけにもいかない。

「……で」

　俺の傍らに立つのは。

「やっぱお前は残るのな、リヴル」

「もちろんですイツキ様。私の生死はイツキ様とともに」

「バカ。ちゃんと生きて帰るっつの」

　アリスの姿は見えなくなっていた。

　この空くう洞どう、その底に落ちたか。やれやれ。高いところは得意じゃないんだが。仕方ない。みんなで帰るって、決めたんだからよ。

「飛び降りる、しかなよな。やっぱ」

「イエス、マイライター」

　俺に迷いがなければ、傍らの従者が迷う訳もない。

　底の見えない洞穴に、俺たちはその身を躍おどらせた。




　白くなっていく。

　パズルのピースを一つ一つ取り外すことに似ている。だんだん白くなっていく。法廷も、カジノも、お茶会も、森も、海岸も、アリスが作りだした一切がその役割を消失し、ワンダーランド本来の地の色が露あらわになっていく。

　アリスは今、空くう洞どうを落ちている。これは底のない穴であることを、アリスは知っている。ずっと落ち続ける。今はまだワンダーランド内部の装飾が崩ほう壊かいしているだけだが、いずれこの空間自体も崩落する。

　フラミンゴとハリネズミ、最後までついてきた二匹を抱きかかえながら、アリスは考える。

　所しよ詮せんは、一人の少女の見た夢。『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』とは、実態のない、少女の夢でしかないのである。夢はいつか覚める。アリスを望む少女たちはいつか、大人になってしまう。そうして、アリスは取り残される。

　ずっと一人ぼっちだった。

　ルイス・キャロルお父様はもう、どこにもいない。

　話アリスを聞いてくれる三姉妹も、もういない。

　死想図書館には意地悪な死書ばかり。

　だからウサギの穴に飛びこむように、図書館を抜け出してきた。あのユズキという子を見つけて、彼女こそはと思ったのに。

　視界が白くなっていく。そろそろ全て消えた頃だろうか。

　夢は夢に相応ふさわしく、目覚めとともに霧む散さんする。

　あの死想図書館に戻るくらいなら、いっそ。

「迷子の子供は手間がかかるな、本当に」

　だというのに。

　いつの間にか隣に、タキシードの帽子屋がいた。終わりのないこの巣穴を、ともに落下していた。

「ええ、まったくですイツキ様。早く見つけてさしあげないと」

　隣には三月ウサギマーチヘア。この『筆記官ライター』と司書は、そうまでして自分を捕らえたいのだろうか。だとしたら、それは、アリスにとっては笑ってしまうくらいバカらしいことだ。

「……もう出られないわよ？」

　そろそろ出口は消しよう滅めつした事だろう。

「可哀想に。アリスを捨てて早く出ていくべきだったのに。どうして戻ってきたの？　なにも考えていないだけ？　そんなに、アリスを死想図書館に閉じ込めたかったの？」

　だとしたら、その執しゆう念ねんが二人の身を滅ぼすことになる。

　出て行けば良かったのに。ここで『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』が消えてなくなっても、蔵書が一冊減るだけだ。それは別に、帽子屋にとっても三月ウサギマーチヘアにとっても不都合ではないだろうに。

「そんなんじゃねえよ」

　帽子屋が言った。落ちながら本を開くなんて、大道芸みたいな事をやっていた。一体なにをするつもりなのか、アリスには皆目見当もつかない。

「『邪神秘法書ネクロノミコン』の時と一緒だ。こんだけの事ができるお前なら、絶対に俺の力になる、図書館に帰ったらきちんと封印してこき使ってやる。覚かく悟ごしておけよ、アリス」

「出られなかったら意味がないじゃない」

「出られるさ。ああ、フラミンゴはちゃんといるな。なら大丈夫だ」

　視界はだんだん白く染まる。

　その内、自分が落ちているのではなく、ただ白い空間で横になっているだけなのだと気付く。空間の崩ほう壊かいとはすなわち、全てがなくなる。上下という概がい念ねんも、底とか、空くう洞どうという概念も消えてなくなっていく。全てがただただ平へい坦たんになっていく。

　ここまで崩壊してしまえば、もう『落ちる』こともできない。

「もうなにもないわ。それでも、なにかするの、『筆記官ライター』さん？」

「大した事はできねえよ。俺にできることなんてたかが知れてるからな」

　けれど、と帽子屋さんは笑う。

　そういえば、この人は──顔も背せ恰かつ好こうも口調も全然違うのに──一生懸命に物語を書きつづる様子が、どこかアリスのルイス・キャロルに似ている、と思ってしまった。どうしてだろう。

　それは、黄金の昼下がり。

　真夏の、ボートの上。

　とある紳しん士しに、三姉妹がお話をせがむ。

　紳士は困るけれど、結局は根負けして、お話の続き。

　だから。

「────お話、イツト・もっとイズ・聞かせてネクスト・ほしいわタイム」

　アリスはその三姉妹の真ま似ねをして、そこにいた『筆記官ライター』に懇こん願がんした。

「ああ、任せろ」

　黒くろ間まイツキは、まるで自分が作家であるかのように。タイプライターもないくせに。

　そう言って、答えてくれた。
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「「なんでお前がいるんだ」」

　チャイムが鳴ったから出てみれば、そんな声が重なった。ああ、なんでこんなヤツと自宅の玄関でハモらなくちゃいけないんだよ！　ただでさえ色々忙いそがしいっていうのにさぁ！

「重ねんな。おい、シン、間違えてるぞ。ここは黒くろ間まの家だ。今日は可か愛わいい可愛いユズキの誕生会なんだよ。お前に招待状届いたか？　あ？」

「口調が不良みたいだよ、イツキ。ここであっている。出迎えは君の妹を期待したんだけれどね。むさ苦しい兄貴にこんな迎え方されるんじゃ、帰りたくなってくるよ」

「ユズキが穢けがれる。帰れ」

「君、矢や口ぐちさんだけじゃ飽き足らず、実の妹にまで手を出すのかい？」

「ユズキに手を出すヤツがいたら俺が迷わず惨ざん殺さつする。両手足バラバラくらいで済むと思うなよシン」

「僕が妹さんを狙ねらってる前提で話さないでくれないかな」

　おっと、あまりの事にヒートアップしすぎてしまったか。自制自制。深呼吸して、ちゃんと問うべき事を問わなくちゃいけないな。

「よし、帰ってくれるか？　あ、間違えた。死んでくれるか？」

「君、僕といる時はボケに回るってルールでもあるのかい？」

「一応俺を殺そうとしたんだし、もっと殊しゆ勝しような態度でいても良いと思うんだが」

「これでも反省はしているつもりなんだ。それに、そんなことを言われるとその反省の念も消えてしまうしね」

　こいつ変わらねー。あのワンダーランドで色々あったはずなのに、この図々しい態度は一体なんなんだ。俺はつい語気を荒げてしまう。

「ぶっちゃけ俺、お前苦手なんだよ！　いいからとっとと、あのワンダーランドをどうやって抜け出したのか教えやがれ！」

　目の前の男、ジャバウォックならぬ赤あか崎さきシンは、小さくため息いきを吐つく。一々動作がムカつくのは、やっぱり同属嫌悪だからなのか。こいつと俺は似てしまっているのか。




　ワンダーランドを抜け出した俺たちは、この季節の常として、暑い気温で目が覚めた。まあ暑いのは、ユズキに抱きつかれて眠っていたせいもあるのかもしれなかったが。それはそれで幸せな目覚めなので良しとする。

　ユズキは、ワンダーランドの出来事をほとんど覚えていなかった。なんか変な夢を見た気がする、と言っていたが。まあ、精せい々ぜいがその程度。そりゃそうだ。ダイナであるユズキは、あの螺ら旋せん階段の奥でまどろんでいただけなのだから。

　覚えていないのは、むしろユズキにとって救い。

　ただ、「あ、兄あに様さまに求婚される夢を見たような……」と顔を真っ赤にして言っていたから、まるっきり覚えてないわけでもないだろうが。いや、大人の女になってくれと言っただけで、求婚なんかしてないがよ。

　だから、今日はユズキの誕生会。

　未み耶やはプレゼント片手に、明るく元気に家にやってきた。その頃には、ユズキは母親とお出かけである。その間に、俺が飾りつけたり、未耶が料理を作ったりという手て筈はずになっている。

　未耶は、昨晩は快適に眠っていたらしい。そりゃそうだ。ワンダーランドの未耶は偽にせ者もので、本物の未耶はあの悪夢とはなんの関係性もなかったんだからな。

　だから。

　あの夢をはっきりと覚えているのは、現実にいる中では、俺と、カナ。そして目の前にいる、赤あか崎さきシンだけ、ということになる。

「カナから聞いたぞ。アイツお前を食ったらしいじゃないか」

　脱出先は死し想そう図書館だった。そこで聞いてしまった衝撃の事実である。

　なんでも未耶に手を出そうとしていたからだ、とか。

　もちろんそれを聞いたら、それなりにショックだったし、カナの言い訳も聞こえなかった。そりゃシンが未耶を狙ねらってたのは紛まぎれもない事実だが、なにも跡あと形かたもなく食わなくても。とんでもないヤンデレだ、アイツ。

「その様子じゃ、全部正確に聞いたわけじゃないみたいだね」

「あん？　そういや、後半カナの話ろくに聞いてなかったような」

「ま、食べたという表現はあながち間違いじゃないんだろうけどね。あの女の子……カナだっけ？　あの子に食べてもらったのは、僕のジャバウォックの部分だけだよ。僕自身は無傷、というか、ジャバウォックと一体化しかけていた僕は助けてもらったという事になるね」

　それは。なんというか、随ずい分ぶんと器用な食い方というか。

　カナにそんな技術があるのか？　リヴルも言っていた。あの場で同化の術を解けるのは、アリスか、解体の技術を持つものだけなのだと。ていうか本当同化しててスライムみたいだったし。カナに、あれを解く技術なんて。

　──ああ。

「従者のほうか」

「そう、あの執事のほうだね。第一級の料理人なんだって？　詳くわしく知らないけど、材料を切るってのは、つまり解体と分解だろ。どうやったか知らないけれど、綺き麗れいに僕とジャバウォックをわけた上で、カナがジャバウォックだけ食べてくれたよ」

「生きてて良かった。俺はお前が死んだものだと思って朝から暗あん澹たんたる気分で」

「さっき君自身から死ねと言われた気がするんだが」

「それは嬉うれしさのあまり混乱して口走ってしまったんだ」

　玄関を開けたら死んだと思った人間が出てきたんだ、それくらいの混乱は許されてしかるべきではないだろうか。

　ていうか。

　それでも、なんか、シンは心なしか瘦やせたような気がするんだが。いや、目算だしわかりづらいけど。解体っても、あれだけジャバウォックと混ざり合っていたシンだ。上う手まく全て分割できたとは思えない。

　カナ。間違ってシンの本体も少し食ってるとか、そんなオチじゃねえよな。

「階段を降りるまでは彼女らと一緒にいたんだけどね。君の顔を見たくなくて隠かくれていたんだ。気付かなかったようだね」

　まあ確かに、俺もあの場でお前の顔は見たくなかったかもしれない。あの階段は狭くて、顔を見たのは階段を降りてきたカナだけだった。その奥に、姿を見せないシンもいたのかもしれない。

　あの、ワンダーランドの出来事が一夜の夢、幻まぼろしに等しい世界だったと思う今だからこそ、こうして軽口を叩たたけるのだ。こうして顔をあわせれば、シンの顔から毒気が抜けている気がする。あのスライムのようなジャバウォックとともに、怨えん嗟さも一緒に食べてもらったか。

「…………助かったよ、イツキ」

　だから、残ったのは感謝の念、ということなのか。今度ははっきりと、俺のほうを見て、シンは礼を言ってくれた。

　ただ、シンはすんごく嫌いやそうに。醬しよう油ゆをそのまま飲んだ直後のような顔でそう言ったものだから、俺としては全然感謝されてる気がしないんだけどな。

「さて、今度はこちらの番だ。どうやって抜け出した？」

「あん？」

「とぼけるなよ。ワンダーランドの話だ。一体どうやって、あの場所から抜け出したんだ？　僕やカナはともかく、君や君の従者、そしてアリスが、どうやって死想図書館まで帰ってきたのか聞いているんだ」

　簡単なことだ。

　あの時、『真白き本』はアリスとつながっていた。アリスの物語に登場するものなら、全て具現化できる状態だった。『ヴォーパルブレイド』を武器として用いていたが、シンを撃退した時には鏡を、『赤の女王レツド・クイーン』を倒した時にはジャバウォックを。それまで見てきたものなら、想像も楽だから、すぐに具現化できる。

　だから。

「ワンダーランドを全て具現化した」

「…………なんだって？」

「要は、ワンダーランドがぶっ壊れたから出られなくなったんだろう。だったら簡単な話だ。今まで俺が通ってきて、見てきたワンダーランドを創りなおせばいい。いやあ、大変だったぜ？　『真白き本』二十ページぐらいにはなったかね」

「間に合わない」

　シンは首を振る。ああ、そうか、こいつは知らないんだな。俺の修業を。

　見たことのあるものなら想像も楽。ワンダーランドの世界を創りなおすことは別に問題じゃない。問題はその速度だ。俺の筆記速度じゃ書いている内にタイムアップになると、シンは言いたいわけだ。

「片手なら無理だっただろうな。なあ、シン、俺さ、京都行った時に右腕骨折してんだよ」

「ああ、修学旅行か……そういえば、しばらく不自由そうだったよね」

「あの時、死想図書館でも本が読めなくてさ。仕方がないから、左手でも文字を書く練習をしていた」

　おかげで、両手で高速筆記ができるようになった。

　右手と左手で違う文字を書けば、単純に二倍の速度で筆記ができる。『真白き本』をリヴルに支えてもらい、二本の羽根ペンでワンダーランドの事物を書きこんでいけばいい。思いつくものが書き上がる頃には、俺たちは最初のお茶会の場所にいた。

　ちなみに、もう一本の羽根ペンはアリスのフラミンゴから拝はい借しやくした。羽根ペンつーか素材そのままなので使いづらかったが、まあ、その辺はご愛あい敬きよう。

　んでもって、ワンダーランドで書きすぎたせいか、見事に利き腕が腱けん鞘しよう炎えんになってしまっていた。まあ、あれだけ『ヴォーパルブレイド』を具現化した上に、ワンダーランドそのものまで全部書きこめばこうなるわな。

「ビンの外側が壊れる前に、ボトルシップは完成したってわけだ」

　得意げに言ってやったのに、シンは嫌いやそうな顔のままだった。あのまま死ねば良かったのにとか思っているに違いない。いや、違うのだろうか？　単に俺が得意げに語るのが気に入らないのか。

　それより、一番大事な事は。

「なんでお前、ユズキを知っていた？　隠かくし部屋の助言もそうだが、今日もここに来たのはユズキのためだろう。どういうことだ。お前、ユズキと知り合いだったのか？」

「……昨日の事だよ。なんかもう、ワンダーランドのせいで随ずい分ぶん前に思えるけれど、昨日だ。僕が矢や口ぐちさんにフラれて、雨の中を歩いていたらね。後ろから声をかけてくれた子がいたんだよ。雨でびしょ濡ぬれだったから、見かねて傘を貸してくれてね。それが、君の妹だったんだ」

　ある意味、当然だ。だってユズキは優しいから。びしょ濡れのシンを、見て見ぬフリはできないだろうから。

「しばらく一緒に歩いて話して、その子がお前の妹だということはわかった。一いつ瞬しゆん殺してやろうかとも思ったが、なんというか、あのほわわんとした顔を見ると、色々とバカらしくなってね。聞けば誕生日が明日だというから、これもなにかの縁えんだと思って、プレゼントを持ってきたのさ」

「…………随ずい分ぶん不ふ穏おんな単語が聞こえたが」

「忘れてくれ。その時にはもう、僕はアリスに目をつけられていたみたいなんだ。アリスが誘惑してきたのは、その日の夜。僕が眠ってからだよ」

　なるほど。大体わかった。あの塔のことを教えてくれたのは、俺のためでもなんでもなく、ただユズキのためだったということか。もしかしたら、シンは、俺を殺すとかに関係なく、最終的にユズキだけは助けるつもりだったのかもしれない。

　そうでなきゃ、あんなタイミングで、俺にユズキの事を話すはずがない。

　それだけわかれば、十分だ。

「よし、よくわかった。さあ、プレゼントを置いて帰れ」

「君、なにもわかっていないだろう。せめてお祝いの言葉くらい」

「却下だ」

「ぅおーい、９ク６ロ９グ６ロー？　さっきからなに玄関先で話してんのー……ってうぉあああ!?　あ、赤あか崎さきくん？　え!?　なんで!?」

「……まあ、やむを得ないとはいえ、そこまで驚かれるとさすがにちょっと傷つくものがあるね……」

「自業自得だろうに」

　つか、フラれた相手がいる家にのこのこ来るな。未み耶やもおたま片手に出てこなくて良いっての。あれ、でも、シンは未耶がいるという事までは知らなかったのか？　ああ、もうこっちまで混乱してきた。

「ただいまー、兄あに様さまー…………あ、昨日の」

　さて。

　主しゆ賓ひんのお帰りである。このメンツでは絶対に騒がしくなること間違いなしなので、今からどうやって調整したものか考えている。いや、無む駄だか。どうしたところで、複雑な関係になりそうだ。

　なので俺は、この誕生会のかじ取りを、早々に諦あきらめた。




　ユズキが「どうかお願いしますです」と言ったのでは仕方がない。ユズキの両隣に未み耶やとシンが座り、その向かいの席に俺と母親が座るという位置関係でも、俺は泣かない。たとえシンの席が、去年までの俺の確固たるポジションだったとしても。

　あと、ケーキに刺さった十二本の蠟ろう燭そくを吹き消せず涙目になるユズキは断固可か愛わいい。可愛くないと言ったヤツは俺が殴る。

「イツキはなに怖い顔してんだぃ？　プレゼント、お前からだぜぃ」

「あ、ああ」

　つか、母親も見も知らずのシンを普通に受け入れるな。元々フランクな人ひと柄がらではあるが、「ユズキが連れてきたならいんじゃねぃ？」との一言で、シンの誕生会参加は決定した。適当なだけとも言う。

　以下、喧けん騒そうの的確な表現。

「ほら、開けてみろ、ユズキ」「兄様のプレゼント楽しみです……あれ、これ」「あたしやめろって言ったんだよ！　本当だよ！」「図書カード？　一万円分。おい、イツキ、僕は前々から君の事バカだと思っていたけれど、どうやら本当らしい」「なんでだよ！　図書カード嬉うれしいじゃん！　あれ、嬉しくない!?」「あ、え、えっと、ありがとうです、兄様……」「ほらイツキー！　ユズキちゃんの顔が引き攣つってんじゃんどうすんのさー！」「だって図書カードだぞ！　なんでも本買えるんだぜ!?　あれ、なんでダメ!?」「読書バカに任せるからこういうことになるんだ。はい、これ」「お前なにナチュラルに渡してやがる！」「渡すために来たんだから当然だろう……」「わあ、すごいです、これ。ありがとうございますです、赤あか崎さきさん」「ユズキ俺の時と対応が違う……」「思いつかなかったから携けい帯たいゲーム機にしてみた。喜んでもらえたなら嬉しいよ」「ウチのユズキにゲームを与えて堕だ落らくさせようって腹か！」「あ、ご、ごめんなさい兄様……一日一時間だけにするですから……」「はっはっは！　男どもはダメだなー！　やっぱここはあたしが女の子目線からの素す敵てきプレゼントを……」「ＢＬ本じゃねーだろーな」「ぶっ!?」「？　びーえる？」「な、なんでも！　なんでもないからユズキちゃん！　ほらこれー！　おニューのエプロンとキッチンタイマー！」「料理するのかい、妹さんは」「めちゃ美う味まいがお前には食べさせん」「あ、姉あね様さま……」「んー？」「姉様！　好き！」「いょーし、今日から君は矢や口ぐちユズキちゃんだぜー！」「人様の妹とるんじゃねえよ！」

　喧騒はこれでいいか？　どうも俺はユズキが絡むと頭おかしくなるな。

　アリスもリヴルも言っていた。確かにこの誕生会だけ見ても、ユズキは可愛がられているし、大事にされているように思える。ユズキはその、周囲の過保護に執しゆう着ちやくしていた。有り体ていに言うなら、甘えていた。

　だが。

「なんだぃなんだぃ、イツキ？　怖い顔してー」

「いや。アンタ、プレゼントは？」

「忘れた！」

　いやー、ごめんごめんとか言って笑う母親。ユズキも期待してなかったのか、微かすかに笑うだけ。母親に関しては、こうして一緒に祝える事自体が珍めずらしいので、俺も咎とがめる気にはならなかった。

　今朝のことだ。

　ユズキが夢の話をしてくれた。その時、最後に、ユズキは「母はは様さまの声で目が覚めたのです」と言っていた。どうして？　夢の内容をなぞるのならば、少しでも母親が出てくるのはおかしいはず。別に母親が起こしにきたわけでもない。

　つまりだ。

　ユズキにとって、あの異世界から帰る事を考えた時に、まず真っ先に浮かぶのが母親だという事だ。ユズキにとっての現実の象徴と言い換えても良いかもしれない。もし、あの塔の中で、ユズキを呼ぶのが俺ではなく、この母だったら。

　案外あっさり、ユズキは帰き還かんに応じたかも、とすら思う。

　なら、まだ安心できる。ユズキには絶対に甘えばかりがあったわけではない。彼女は見み据すえるべき未来を持っている。数年後には本当に、俺の驚くくらいの美人に育つ事だろう。俺が言うんだから間違いない。

　一緒の部屋で寝たり、腕うで枕まくらしてやったり。そういう風にユズキを甘えさせるのも、そろそろやめるべきだろう。大丈夫だ。甘えばかりではないユズキなら、それでもちゃんと成長してくれる。過保護の兄はもう要いらない。

「それじゃ、渡すものも渡したし、僕は帰るとするよ」

「え。あ、ちょ、ちょっと待ってくださいです。まだケーキも切ってないし」

「君のお兄さんが怖いし、それに昨日知り合っただけの人間の誕生会に居座るほど図々しいつもりはないよ。いくらこの場に、知り合いが多くてもね」

「はぅ……」

　そうだ帰れ帰れ。と内心で言ってみる。ユズキはどうしてこんなヤツに懐いているのか、皆目見当がつかない。だが帰ろうと立ち上がるシンは、ユズキの泣き顔と未み耶やの白い目に挟はさまれていた。いや、未耶は口で「じー」とか言ってるし。

「…………わかった。あと十五分だけだよ」

「は、はいです！」

　今すぐ帰ればいいのに！

　その後は、適当な談笑で一日が過ぎた。俺とシンが口げんかになりかけ、それを未耶が止めるという場面が何度かあったが、それはもう仕方がない。こいつとはこういう関係性でしかないのだ。

　未耶とシンの事も気にはなるが、こっちはこっちで俺が口を出す事じゃない。未耶はシンを一度フッたわけだし、シンもワンダーランドで散々恨み事をぶちまけたせいか、必要以上に未耶を気にしている様子は見られない。幾分かはひきずるだろうが、その内未耶を見る目線も変わってくることだろう。

　俺はまたいつか、時期を見て、シンに謝れば良い。あのワンダーランドでの謝罪など大した意味はない。おそらく許してくれるはずもなく一発ぐらい殴られるだろうが、まあ、それはそれだ。お互い見下しあっていないとやっていられない。

　男同士の友情なんて、案外そんなものなのである。




「はぅはぅーお帰りなさいませーご主人さまぁー、にゃん」

「……お願いします一生のお願いですから元のリヴルに戻ってください」

「おお、さすが『邪神秘法書ネクロノミコン』の指示した悪魔の衣装。イツキ様が頭を下げるとは」

「いつものメイド服はどうしたリヴル！」

　死想図書館に訪れた俺を出迎えてくれたのは、まあ、確かに悪魔的ではあった。最初のセリフなんか悪い意味で破壊力抜ばつ群ぐんである。棒読みだし。

　リヴルはバニーガールではなく、メイド服。これだけ考えればいつものものに戻った形だが──ただし、もうなんつーか、フリフリでミニスカのエプロンドレスである。つーかそれ、メイド服っぽくしてるけど実態はウエイトレスだろ。あと頭の猫耳はなんだってんだ。

　有り体ていに言ってしまえば、猫耳メイド服だったのである。こいつ、いよいよいつもの服装に飽きてきたな。

「どこぞの褐かつ色しよく死し書しよの入れ知恵か……」

「だぁーってー、昨日はお兄さんもリヴルちゃんもなかなか来なくて寂しかったんだもん♪　私だけじゃないわよ？　他の死書のみんなも、様子がおかしいって気付いてたみたいだけど♪」

　黒猫をその胸に抱きながら、ベリーダンサーがすり寄ってきた。怪あやしげな笑みにどういう意味があるのかはあんまり考えたくない。昨日からコイツ、なんか不機嫌みたいなんだよなぁ、

「まさか、『不思議の国のアリスアリス・イン・ワンダーランド』が関わっていたとはねー♪」

『邪神秘法書ネクロノミコン』が、胸に抱いた黒猫の喉のどを撫なでる。俺たちを散々悩ませてくれた子供の猫は、ごろごろと喉を鳴らして応じた。ふん、ワンダーランドは夢の中。ならば、少女の姿のアリスも夢で、本物の死書は人間の姿ですらない、か。

　黒猫。

　ユズキが、ワンダーランドに行く前、黒猫がどうとか言っていたような気がするな。アリスが実際にユズキに姿を見せたのか、それともアリスに魅み入いられたユズキの見た幻覚か。どちらにしても、その時から既すでに、アリスはユズキに目をつけていたのだ。

「ご主人さまー」

「お前、それやめて。口調だけでも元に戻して。頭痛くなってくるから」

「イエス、マイライター。今日は、イツキ様が死想図書館にいらしたらすぐにお連れしろ、と言われています。エレシュキガル様直じき々じきですので、すぐさま移動いたしましょう」

　連れてくって、どこに。エレシュキガルのところだろうか？

　リヴルは着替える様子を見せず（できればすぐにでもいつもの服に戻ってほしかったのだが）図書館の中を進んでいく。後ろからとことこと黒猫アリスがくっついてきたので、抱き上げて頭の上に乗せてみた。猫が機嫌良さそうににゃー、と鳴く。

　そういえば、こいつは無理矢理封印したわけではない。俺たちがワンダーランドから出てきてしばらくしたら、自分から図書館に戻ってきたのだ。その時にはもう黒猫だったから会話はできないが、あれ？

　力ずくではない封印は、初じゃね？

「どこに行くんだ、リヴル。エレシュキガルのところか？」

「いえ、違いますイツキ様。エレシュキガル様は確かにいらっしゃいますが、これから行くのは──」

　リヴルが扉を開ける。

　熱気が吹きすさぶ。夏の暑さなど何ほどのものかと退けるような、超高熱。サウナのようだと思った。

「──工房でございます」




　チャンネルが切り替わる。死想図書館から、工房──『死し作さく工こう房ぼう』へと。

「おお、来たか、イツキ。待っておったぞ」

　ちっさい女神様がふんぞり返っていた。いや、あんまり悪く言うのは良くないな。今回は、この神様に色々と助けてもらったことだしな。半分くらい寝てたような気もするが、その点も気にしないことにした。

　そこは、広い部屋だった。なんか、作業場、と言う感じ。かんかんという、ハンマーの甲高い音が響ひびいている。もっとも下は土間なので、屋根があっても屋内という感じがあまりしない。

　とにかく、熱い。もっともこの暑さは気温ではなく、薄暗い室内の中心で、赤々と輝く炉ろが原因だ。道理で暑いはずだ。窓の造りとか、奥に畳たたみと障しよう子じの部屋があるところを見ると、どうもこの部屋は和風で統一されているらしい。窓開けろよ、閉め切ってるから暑いんだよ。

　先ほどから響くハンマーの音は。

「なんっ、だいっ。なにかっ、もの珍めずらしいっ、ものでもっ、あるのかっ！」

「いや、なにしてんだと思って」

「鉄をっ、鍛きたえてっ、いるにっ、決まってっ、いるっ、だろっ！」

　いや、そりゃ見りゃわかる。真っ赤に熱された鉄をさっきから叩たたいて伸ばしているのは、昼間ユズキと一緒に誕生会を行った、赤あか崎さきシンである。この灼しやく熱ねつの中でそんな動きをしているから、当然のように汗だくになっていた。つか、上半身は裸はだかである。

　それを鋭い瞳で見ている、巨漢がいた。ぎょろりと、鬼の目がこちらを向く。

「この場は。女人禁制ぞ。神も従者も。邪じや魔ま。消え失せよ」

「まぁ、まぁ、黄おう銅どう。顔合わせくらいはよかろ？　そう睨にらむでない」

「ふん」

　巨漢はそう言って、再び視線をシンに戻す。

　鬼に似た、巨漢。着ているものは和服のようだが、内側から筋肉ではちきれそうになっている。『羅ら喉ご阿あ修しゆ羅ら』のような化け物ではないにせよ、髭ひげ面づらの顔は確かに獅し子しか、でなければ鬼によく似ている。

「彼はキュイーブル・ジョーヌ。この真昼の労働たる、死作工房の管理人です。ですが本人は」

「その。片仮名の名前は。好かぬ。黄おう銅どうと。呼べ」

　ぶつ切りの言葉。管理人ってことは、リヴルやセットゥと同格の立場、ということか。それにしては随ずい分ぶん性格が違うように思う。なんつーか、今までの連中は主あるじには絶対服従、って感じだったんだが。

「若！」

　いきなり。

　俺たちの見ている目の前で、シンが殴り飛ばされた。俺の頭のアリスが怯おびえたように爪を立てる。うわ、これ見ている俺も痛いてぇし、アリスの爪も食いこんで痛い。

「何度！　言わせれば！　わかる！　鉄を曲げる順を！　間違えるな！」

「ぐっ……わ、わかったよ、黄銅」

　あーっと。なんだ、これは。

　ぶん殴られたシンは、汗だくのまま、鍛きたえていた鉄を炉ろに入れ直す。鍛か冶じ師し、なのか？　刀剣を作っているのだろうか。でも、何な故ぜ、シンが？　ちょっとわからない事が多すぎた。

「あー、エレシュキガル、なんだここは」

「くふふ。混乱しておるかの。ここは『死作工房』。様々な『死んだ道具』を作り出す場所じゃ。お主が本に書くだけであらゆるものを作り出せるなら、死作工房の『製作者メイカー』はそれらを手作りするのじゃ。神話の名剣を鍛きたえ、魔法の道具を拵こしらえていく。無機の秘術。神の模も倣ほうじゃ」

　わからん。説明する気があるのかお前には。

「シンが……その、『製作者メイカー』だってのか？」

「うむ。正確に言うならは『製作者メイカー』になるのに、お主やカナのような天てん賦ぷの才は必要ない。『製作者メイカー』は非常に強力な職人じゃが、その技術は自ら学び覚えなくてはならんのじゃ。才能より、努力と根気が必要となる。誰よりも粘り強く、管理人の黄銅から技術を盗み真ま似ねて学んでいかねばならんのじゃ。そうして、技術を会得して初めて、神のように、無から有を作り出すことができる。くふふ、極きわめれば土から原初の人間を創ることもできよう。何十年かかるかは知らぬがな」

　あー、つまり。

　ここも、死んだ施し設せつ。本、食事ときて、次は道具なわけだ。正直、俺の『真白き本』の能力と一体なにが違うのかよくわからないが。暑くて暑くて、なんか思考回路がよく回らない。重そうなハンマー振り上げてシンはよくやってるよ。

「そして、故ゆえにこそ、ここの『製作者メイカー』となることは、懲ちよう罰ばつにも成り得るのじゃ。さっき見たろ？　シンが黄おう銅どうに殴り飛ばされるのを」

「これでは。甘い。一度の失敗で。腕を斬きり落とすくらいは。せねば。業物は完成せぬ」

「やめい。細切れになってもまだ足りぬであろ？」

　懲罰。そうか、今回、こいつは実行犯ではないにせよ、俺たちを狙ねらう理由の一つだったから。

　頭の上のアリスが、にゃあと鳴いた。こいつはどう思っているのか。利用した相手がこうして罰ばつを受けていることを。猫の状態では訊たずねようもない。汗で全身を濡ぬらし、ハンマーを振るうたびに漏もれる呼気が、その肉体労働の厳しさを言外に教えている。

「じゃあ、黄銅は『製作者メイカー』よりも上位ってことなのか？　俺とリヴルのそれとは逆で」

「いえ。主従は変わりません。黄銅は従者である事に変わりはありません。ただ、従者が教えるという立場上、主従は師弟でもある、という事です。主は弟子となり、従者たる師に教えを請うのです」

「ふうん……？」

　それが、懲罰？　いや、違う。それは確かにその意味もあるのだろうが、それだけではない。カナの例を考えればいい。アイツは今回も含めて、随ずい分ぶんと俺に協力してくれる。そういうものなのだと、エレシュキガルが言った。

「そこの女神様から、色々聞いたよ」

　手を休めて、シンがこちらを向く。顔の汗を拭ぬぐわないのは、そんなことをしてもまたすぐ汗をかくからだろうか。俺の着ている服も、もう汗で使い物にならないかもしれない。

「君のやってる事も、君のしてきた事も。今度はアリスからの悪意ある伝聞じゃない。ちゃんとしっかり、僕も君の善悪を判断しながら、聞いた」

　そうか。エレシュキガルは包み隠かくさず話しただろう。多分、最初の事件のことも。未み耶やのことも。

「矢や口ぐちさんが一度死んでいるなんて実感わかないし、それについてはあまり触れないことにする。どうせ僕のいない時に起きた事だしね。僕にとっては、矢口さんは変わらず生き続けているよ」

「それで」

「だからさ。これからの事。君が矢口さんを守るっていうなら、僕も手を貸すよ。いや、そりゃあさぁ、僕はお前のこと本当に本当に苦手だし大っ嫌いだけど、でもそれとこれとは話が別だ。僕だって、矢口さんを守りたい。少なくとも、その手助けくらいは」

　灼しやく熱ねつの中で、『製作者メイカー』が続ける。ふん、どいつもこいつも、未耶のことが好きすぎるぜ。カナといい、シンといい。

　俺と、アイツとの距離。

　壊れた、鏡の距離は。

「少し待っていろ」

　力強く、この炉ろの傍そばに相応ふさわしい、熱血の宣言。

「いずれ君の助けになる。僕はそのための技術を学んでいる。いつまでもお前に見下されたままでいられるか。『製作者メイカー』としてのプライドを示して、僕が君に劣っていないと、絶対に証明してやるよ」

　熱気に、あてられたか。

　ここは正直、いづらいなと思った。シンが、力強すぎる。頭脳労働の俺には、いくらか酷こくだ。

「期待しないで待ってるぜ、シン」

「言っていろ」

　それっきり、シンも黄おう銅どうも顔をあげなかった。ただただ鍛きたえる鉄のほうに集中している。今はまだだろうが、いずれこいつも『ヴォーパルブレイド』のような、幻想の武具を作り出すことになるのだろうか。それが俺とどう関係してくるのか、わからなかったが。

　今は。

「リヴル、アイスティー飲みたい。帰って作って」

「あー、イツキだけズルいぞー！　余も欲しいー！」

「風か邪ぜひきは寝ていろ」

　このサウナみたいな場所を一刻も出たかった。いつもより更に奇き矯きような姿の従者は、何も言わずにすぐ傍をくっついてきた。

　頭に乗った黒猫が、暑苦しそうに、にゃーと鳴いた。










　　　あとがき




（BGM「あたしがアリスだった頃」by ALI PROJECT）




　なんか誤解されている場合が多々ある気がするのでここで改めて書いておきますが、作者自身は妹萌もえではなく、むしろ姉萌えです。あ、どうでもいいですかそうですか。




　お久しぶりです折おり口ぐち良よし乃のです。二巻から三ヶ月ぶり、今年のシメはリヴル三巻、アリス編でした。バニーリヴルはご堪たん能のういただけましたでしょうか。いや、真ま面じ目めな話なんですってばホントに。

『不思議の国のアリス』、モチーフとしてはポピュラーですが、それでも愛され続ける一つの偶ぐう像ぞうですね。変わらぬ偶像はなにを思うのか、そして偶像を得たい側の人間がなにを考えるのか。青の双子や、相変わらず食い続けてるカナちゃんも含めて、いくらか寓ぐう話わ的な仕上がりを目指してみました。

　あとは、なんかヘタレ主人公といわれてるイツキにもちょっと頑がん張ばってもらいました。ええ、まあ、ボリュームたっぷりと言えば聞こえは良いんですが若干詰め込みすぎたきらいもありますね。最後まで読んで下さった方には本当に感謝です。




　意外と言われますが童話とか絵本とか好きです。

　電でん撃げきで本を出すきっかけになった作品も、そういえば童話モチーフでした。そういう意味では原点回帰となったのか、としみじみ感かん慨がい深いです。




　では、最後にこの本にかかわってくださった方に感謝を。

　編集Ｍさんはさすがです。原稿の修正に「締しめ切りは一週間後で」と言われた時はさすがにびっくりしました。その締め切りを律りち儀ぎに守る自分もある意味すげえなと思います。

　絵師のＫｅＧケージさん。いつも以上にキャラ多くて申し訳ありませんでした。それでも全部ラフあげてくれるＫｅＧさんは本当に職人だなぁと思います。カバーのリヴルでニヤニヤしたいと思います。

　そのほか、何気なくいつも格好のネタをくれる家族、今回も細かいところまで修正をしてくださった校正さま、そしてなりよりもこの本を買ってくださった皆様へ、最大限の感謝を。
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折おり口ぐち良よし乃の

最近肩がやたらと痛い22歳。アリスのキャラの中で一番好きなのはやはりダイナでしょう。著者近影は、絵師さんにイメージを伝えるために自分が書いた『赤の女王』。落書きにしか見えないとか言わないで。
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イラスト／ＫｅＧ

蜜柑の国出身、彩の国で絶賛引きこもり中。

月に一度整体に通ってるのですが、

「たまには動いてください」と毎回怒られます。
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死し想そう図と書しょ館かんのリヴル・ブランシェⅢ








折おり口ぐち良よし乃の
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